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刊行のことば

　国立国語研究所で1953年4月から7か年の計画で「言語能力

の発達に関する調査研：究」を実施している。これは，「入門期の

言語能力」（1954年3月刊）に続く第二次報告である。

　この調査研究は，国語教育研究室が担当し，昭和29年度にお

いては，主任輿水実を初めとして，高橋一夫，上甲幹一，芦沢節，

村石昭三，岡本奎六（非常勤）が室員として仕事に当った。

　研究所は，この調査研究を実施するため，実験学校（所員が直接

観察。記録・テストなどをして資料を集める学校）と協力学校（その学校

の教員が研究所の規格にしたがって調査研究をして資料を提供する学校）

とを設け，学校と父兄との協力を得て来た。

　この報告書については，そうした学校及び父兄の御協力に対し

て心からの謝意を表する。

1956年1月

国立際語研究所長西　尾 実
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「言語能力の発達に関する調査研究」のあらまし

　　この調査研究に着手したのは1953年4月で，ちょうどその時に簾立i妻1語

研究所分室が，東京都新宿区四谷第六小学校の地階に設けられたので7この

単二を実験学校とし，その時に入学した1年生の1学級を実験｛学級として発

足した。われわれは，この学級の児童のひとりひとりの6年問の言語能力の

発達を調べようと思った。

　これまでの話語能力の発達（言語発達）の研究は億とんど学齢前の幼児期

のものであり，あるいは入学漁初の語いf圭1についての調査であった。小学校

各学年の児童の文章読解力と漢字の読み書き能力1こ関して，学年を通じたテ

スbがおこなわれて，そこに，その限りの発達も見出されていたが，言語能力

の全画にわたったものでなかった。また発達といっても，同一人の発達では

なかった。そのために，言語諸能力の発達が，その言語を使っている入間の

全体の心，身の発達の成素としてとらえられていないうらみがあった。これに

対してわれわれは，同一人の，同一学級についての，6年鮒の事例的な三豊跡

研究によって，言語発達の生きた具体的なすがたを，その根底から明らかに

したいと考えたのであった。

　われわれは，小学校6年間における言語諸能力の発達の実態はどんなもの

か、正常の発達はどんなふうで，そこにどんな段階があるか。発達を規定す

る要因は何と何であるか、発達の型にはどんなものがあるか等々をも明らか

にしたいと考えた：Q

　しかし，この実験学校は大都市の中心部にあるから，そこには何か大都市

だけの特殊な事情があるかも知れない。そこで，東京に近い純農村地帯にあ

る学校として，神奈川県中郡比・々多小学校を，こうした実験学校に準ずる協

力学校として，問時に同一のことをやってもらうように依頼した。また全園

的にナ三校を協力学校として選んで，われわれが実験学校の実験i学級におい

て得た数字が全麟的傾向としてもどうであるかということを確かめたいと考

えた。
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　このようにして，実験学校，協力学校の，この年に入学した児童について

4月から10月中旬までにテストや観察によって知り得たデータをまとめて

箆一次報告『入門期の言語能力』ができた。

　本書はこれにつぐ第二次報告で，この児童の1年生後期（10月下旬）から

2年生の終了時（3月末）までの読み書き能力の発達を取扱っている。

　こんどの研究報告に関係のある実験学校，協力学校は次の攣りであって，

各学校の学校長，繍硲三皇，担任教諭，および父兄のかたがたの協力を得た。

草野学校に準
ずる協力学校

協力学校

s
i

ワ

．lt

n

l
t

t
t

／
1

四谷第六小学校

比4多小学狡

東京都新宿区四谷大京町

初野川県中郡伊勢漂田∫

方南小学校　　　　　　　　東京都杉並区方南町

幸世小学校（北小学校と改称）兵庫県氷上郡幸世村

松代小学校

豊．野西小学校

小山第二小学校

中央小学校

中田小学校

二子小学校

新井小学校

　話す能力・聞く能力の方面については，

ても観察しテストして来ているが，われわれの方法の準備が十分でないうち

に時がたってしまうという傾向があるので，さらに次の年1954年に入学し

た児童について1学級を実験学級として依頼して，補充の調査研究をおこな

っている。した：がって，この調査研究で小学校の部分が終るのは，その1954

年半入学した児童が卒業するまで，全部で7か年かかることになる。

　われわれの実験や観察やテストは，きわめて多方面にわたり，ほとんどが

未開拓のものである。われわれは，言語発達の身体的要因を明白にするため

に，視力検査，聴力検査，運動能力検査をおこなった。知的要因に対してい

ろいろの自作の知能テストを実施した。社会性の発達やパーソナリティの発

長野県堰科灘松代町

長野県一ヒ水内郡豊野村

栃木県小山市

滋賀県大津市’

静鴎県静岡市

岩手県北上市

東京都F卜繧野区新井町

この学年のこの学級の児覚につい



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo

達に閃しては，面接や質問紙調査や，観察をおこなっている。雷語能力の諸

面，家．庭の書語生活の実態や特に読書生活に関する調査もおこなっている。

発音，文字，語い，文法の知識や，読む，書く，話す，聞くの能力のテス1・

は，毎学期ほとんど金部われわれの手で新しいものを作って実施している。

そうして，中には，かなりの成果が得られたように愚うものもあるが，失敗

に終ったものもないでもない。

　この策こ1二次報告は，上述のように，文宇および文章の読み書き能力の発達を

主にしているが，発達の型，発達要因の違いを営むいくつかの事例の報告を

のせてみたQまた，環境的要因の一つとして，低学年の教科書の分析の一部

分や，学習指導実態調査の成果の一音1；をのせた。どちらも不十分なものであ

るが，これまで全然試みられていなかったものである。

　この報告害の執筆分掲は次の通りである。

　　　　　　　　1頁恥皿】倒　輿水　　笑

　　　　　　　　Iv　　　　　高探；｝一夫

　　　　　　　　VViW鴨　　芦沢　　節

　　　　　　　　Ix　　　　岡本　奎六

　　　　　　　　x　　　　　村石　昭三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（輿水　実）
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1文を読む能力の発達

Ai発達のとらえかた

　i現在のやり方は，いわゆる文章法（センテンス。メソッド）であるから，

小学校入学の轟初から文の形をしたものを読む。文を読むことを逓して，そ

こに出て来る文字や語句を習得して行く。

　戦慶の園語教科書の特性として，はじめに絵ばかりのページをおき’，ある

いは，絵に僅かの単語をつけたものをおいている。絵について話をしながら，

聞くこと。話をすることになれさせ，読むことになれさせ，また，文字をも

習得させようとする。いわゆる進んだ学校は，入学当初にはむしろ教科書を

取扱わない。生活経験そのものを教材として，聞くこと・話すことの態度・

能力の養成をし，それから教科書にはいる。それだけ，読みの学習はあとに

なる。

　それにしても，金体として，文字を読むということは小学校入学の当初，

あるいは，かなり早い時期から，はじまっている。しかもその揚合，文字の

一字一字がまだ十分習得されていないで，むしろ書いてある内容，さし絵，

スひ一り一の方から文を読んでいるのである。その意味では，まだ本格的な

読みの学習とはいえない。

　われわれは，五十音清音文字がほぼ完全に習得でき’，濁音・半濁音の文宇

もかなりまで読めるようになる時期を10月申旬の1年前期の終りと見て，

それまでを「読み方学習の入門期」とした。その入門期からあとが，本格的

な，そしてその限り自主的な読みの可能な段階である。

　「文を読む能力がついた」とか，その能力が1発達した」とかいうことは

どういうことか。それをどういう証拠から押えて行くかということは，われ

われの研究の出発点に横たわっている閥題である。これについては，

　（1）音読において，文がすらすら読めるようになる。一一宇一字の拾い読

　　みでなく，文節に切って，すらすらと読めるようになる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（音読技能の発達）

（2）黙って読むことができるようになる。一一一はじめは，声を出して読んで

　いる。それがいつ頃からかだまって読めるようになる。（黙読態度の形成）

③　書いてあること（内容あるいは意味）を，はっき’りと正確にとらえる

　ようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（読解能力の発達）

㈲　黙読の速慶がだんだんと速くなる。一これはある程度より速くなる

　ことはないが，子供の場合，未熟な承合，上達が著しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（速度の発達）

（5）読む本の種類がふえ，領域がひろがる。よい本と悪い本とを見分ける

　力ができてくる。　　　　　　　　　　　　　　　　（艶言の発達）

　この（5）は別の項で取り扱うこととし，ここではω（2）（3）㈱について，その

　発達の状況を概観する。

B　音読技能と黙読態度の発達

　音読披能は，個人個人についてふだんの指名読みや自由読みの時の流暢

さをチェックしたり，読みちがえを記録したりしているが，1年生の第3学

期末に全員に対して個別テストを実施し，それから1年後の，2年生の第3

学・期末にもテストをしてみた。成績を比較するため，2年生の第3壕‘：期1こは

1年前と全く同一の問題をまぜておいた。この成果を全体的にいえば，1年

生の終りには，文章を文章らしく読む者が55．0％であるのに対して，1年

taつた2年生の終りには69，4％になっている。それだけの発達が見出され

た。

　われわれは音読の流暢さを判定するために，

　　（a）一字ずつの拾い読み

　　（b）語を読んでいる

　　（c）文として結んでいる

という三つの段階を設けた。そして小学校入学当初からずっと観察やテスト

を続けて来た。実験学校において，小学校第1学年入学当初に，文としてだ
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いたいすらすら読めた者が約17％ある。他の83％は全然読めないか，一宇

一字の拾い読みであった。この17％が1年後に55。0％になり，それがさら

に1年後には69．4％になったわけである。

　文として読む段階まで進んでいるといっても，調子はよいが区切り方がほ

んとうに正しいかどうか，会話の文と地の文とを読み分けるような態度がで

きているかなどということを考えると，そこにさらに高次な段階がある。われ

われはこの段階において，区切りの不正，読み誤りの数，助言回数，印刷行

のとりちがえ，内容理解等をテストの評価項目として採用した。

　1年生の第3学期末に読ませ，1年後の2年生の第3学期末に読ませた文

章とその実施要領とをあげる。

　音読技能検査問題（原文たてがき，以下同じ）

　いけのまわりに，子どもが　おおぜい　あつまって　いました。

　「なんだろう。あんなに。」

たろうさんは，いそいで　かけて　いきました。

　いけの　中には，なわで　しばられた　子ねこが，いまにも　しずみそうに，木の

きれはしに　つかまって　いました。

　「どうしたの，このねこ。」

たろうさんは，そばの　子に　きいて　みました。

　「としちゃんの　うちの　おぜんの　上から　さかなを　とって　いったんだって。

　わるい　のらねこなんだよ。」

そうか，と，たろうさんはおもいました。でも　かわいそうで　しかたが　ありませ

んでした。

　ちょうど　そこへ　こうちょうせんせいが　とおりかかりました。

　爽　施　要　領

　個人検査で．問題文を読ませて（1｝一（8）の項目にしたがって記入する。したがって粥

紙は児童数だけ罵意する。整理は個入別戚績一覧表と読み誤りの傾向の分類表とにな

る。

観察評価の項目

　（1）調査者の助言回数（30秒以上つかえていたら．調査会がそのところを読んでや

　　って．次に進む。）一めいめいについてその箇所を記しておく。行の右に一～一線

　　をつける。

　（2）諮のいれかえの回数一めいめいにつbて，ある語を読みちがえて，他の読み
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　方をした：場合に右の傍に小さくそれを認入しておく．。

㈲　語や：文字をぬかした園数一めいめいについてその箇所を（　）でかこんでお

　く。

（4）印刷行の取りちがえ一これももし晃出された場合には記入しておく。　ただし

　〔2）㈲（・1）については，自分ですぐに訂正した場合は誤りとして記入しない。

（5）発音の正確さ一一：交とし，語としては一応正しく読んでいるのであるが，一々

　の語音の発音が正確でない場合，それがはなはだしい場合だけ×をつける。

⑥　発声の適切さ一声が大きすぎず，小さすぎず，明瞭で歯瓠れがよい場舎は○

　ふつうは無印，悪い場合はx。

（7）読みの流暢さ一読みを

　　1．　文掌1字1字のたどり読みの毅階（×じるし）

　　2．ばらばらな語としての認知の段階（△じるし）

　　3．文としての全体分鄭的な読みの段階（○じるし）にわけて評価する。

〔8）読みとった内容の再生一読後に次の3つの質問を出して全部に答えられた

　ら○，1つか2っの場会は△，金然できなければxとする。

　　（a）池の中にいたのはなに？

　　（b）ねこがどうしたの？　どんな悪いことをしたの？

　　（c）太郎さんは　どう思ったの？

（実験学校）　音読技能テス｝の成績（岡一問題岡一児童）

項 目 分 類
1左碍3学其鑓末　　　2杢「：3慧ま期末

　（40名）　　　　　　　　　（46名）

読みの田野さ 文として読む

諮として読む

一宇ずつ読む

22　（55．e％）

16

2

内容の理解 全都出来た

少しできた

全然できない

22　（55．0％）

16

2

32　（69．6．’・o／）　1

13

1　　　　　　，

35　（76al．P／o）

11

0

読み誤り 印醐行のとりちがえ

語の入れかえ

脱落

区切りの不正

5

｝　111

（　）

0
4
（
U
6

　
炉
D
4
ら
0

助言回数 34 3

虜要時間 （　） 65．2秒

（　）は測定しなかつSCところ



8

　　このテス｝の成果をどこまで信用できるかという問題，特に「文としてす

らすら読む」か「語として読んでいる」かということは，判定が微妙で，主

観的なものではないかという問題がある。ところがこの人数は，内容の理解

において全部できた者の数と，剛直1ともだいたい一一i致している。しかもこの

入数は同時に行った他のテストの結果によっても支えられている。

　その一つは1年生の3学期におこなった黙読態度検査である。それはあと

に掲げる問題である。そしてその結果は，

⊂馬糧〕完金な黙読態度のできている者　　　　　　　23名

　　　時kつぶやく，唇を動かす者　　　　　　　　10名

　　　音読と余りちがわない，低い声で読んでいる者　　7名

〔理解）三問完全正答畜　　　　　　　　　　　　　　　22名

　　　少しわかった者　　　　　　　　　　　　　　　　　12名

　　　全然理解していない者　　　　　　　　　　　　6名

であって，これ等を通して，1年生の終りに約22名～23名が文を読む態度

能力ができていたといって差しつかえないようである。

　黙読態度検査問題

指示（口頭）一この文を声を出さないで，だまって読みなさい。

　みなさんは，さるが　水の　中を　およいで　いるのを　みた　ことが　あります

か。　いぬなら，およいで　いるのを　みた　ことが　あるかもしれませんが，さる

の　水およぎは　あんまり　みたり，きいたり　した　ことが　ありませんね。

　ところが，このあいだの，子どもしんぶんに，いとうの　おんせんのやどやで　か

つて　いる　さるが，おんせんの　あたたかい水の巾を　およいで　いる　しゃし

んが　でて　いました。

　そうして，ひとつき’に　一かいは，おんせんに　はいっておよがないと，ごきげん

が　わるいと，かいて　ありました。ずいぶん　きれいずきの　おさるさんですね。

観察評価一次のどの段階であるかをみる。

　0　音読の時と余りちがわない。低い声で読んでいる。

　1　時・々つぶやく。くちびるを動かす程度

　2　完全な黙読

読ませてからの内容理解の質問（覆頭で）

　（1）おもしろかった：でしょう。なんの話？

　（2）おさるがどうするの？
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　（3）　どこのおさる？　どうぶつえんにいるおさる？

以上の三問について，完全理解○，無理解あるいは誤解×，少し現解している揚合は

4聖印とする。

　また，1年俵の，2年生の終了時に文を流暢に読む者が32名，内容の質間

に完全に答えられた者が35名であったことについては，この時は実はもう

ひとつ，これよりも少しむずかしい文について同じ豊町項厨で音読披能のテ

ストをしたのであるが，その結果は，

　　　読みの流暢さ　　　　　　29名（63．0％）

　　　内容・理解の完全なもの　　　9名（19．6％）

　　　少しできたもの　　　　26名

　　　金然できないもの　　　　10名

である。32～35名には及ばないが，だいたいそれに近い。このことから，

音読技能は，ある一定段階に到達すれば，一つの獲得された技法であって，

文章の内容にかかわりがないということもいえそうである。むずかしい，や

さしいは内容にかかわることで，音読技能が獲得されれば内容のむずかしい

文でもすらすら読めるということがいえそうである。とにかく，2年生終了

時には30名ぐらい，あるいはそれ以上のものが文をすらすらと読むように

なっているということができる。

　ここで，上掲の1年生の終りと2年生の終りとの音読按能テスト成綾をも

う少し内容に立入って比較してみると，

　（ユ）　印刷行をとりちがえる者は全然なくなっている。

（2）読みちがえ（語の入れかえ，脱落など）は案外減っていない。

　③　助言の必要は億とんどなくなっている。

という3つのことが目立っている。もちろん，その読みちがえかたは多少変

って来ている。また，これを欄人個人についてみると，いわゆるそそっかし

い，読みちがえの多い読みでありながら，容体としては流暢で，内容も正確

にとらえている者がある。逆に，読みちがえばほとんどな：いくらいていねい
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に読んでいるが，それだけのことで，かえって流暢さを欠き，内容の理解が

．伴っていない者もある。印刷行の取りちがえは1年生の，それも，劣生だけ

に見出されている。

　この音読技能および黙読態慶について各地協力学校からの報告によると，

農村地帯の学・校ではこうした発達が非常におくれているようである。しかし

これについては，評価者がちがうのでその数宇を比較しないことにする。

C　黙読速度の発達

　低学年における読速度の発達を概観すると，入門期が終ってようやく文の

読みにはいった1年生の12月末には1分間約120字である。1年後の2年

生の12月末には1分岡約240宇になる。　（やさしい漢字まじり文で）

　2年生のユ2月から3月となり，さらに3年生に進んでも，それは，どん

どん増加している。

　これについては，われわれは，次のような検査を実施した。

　読書速度テスト問題

　つぎのぶんを　できるだけ　はやく　よんでいって，あとの

なさい。

　ひとつ　やりおわったら　つぎを　やりなさい。「やめ」と

よんで　いきなさい。

i抱魚レ」壷｛ω

　けさは　びっくりする　くらい　はやく　おきました。

おかあさんが　ごはんを　たいていました。

　そとに　でて　みると，まだ　まっくら　でした。

…｛蕪窺
　　　　　　（2｝

　がっこうから　かえって　べんきょうを　しました。

それから，かっちゃんを　さそって　みつちゃんの　うちへ　あそびに

みんなで　ごむとびを　しました。

しつもんに　こたえ

いうまで　どんどん

いき・ました。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

一してあ一
oll〆こ

筋んだい．（1）
　　　　　　　　　　　　　　　ねんせb
　きょうは　うんどうかいでした。4童生の　つぎに　わたしたちの　ばんに　なり

ました。どんと　ぴすとるが　なりました。わたくしは　いっし．kうけんめい　はし

りました。だれかが，わたしの　まえを　はしって　いましたが，だれだか　わかり

ません。わたくしは　2とうで，1とう　は　かとうさん　でした。

一・は一で一
　　　　　　C2｝

　あさ，にわの　そうじを　しました。おちばが，たくさん　ありますから，とても

たいへんですQおかあさんに，てつだって　いただきました。おとなりの　おばさん

が「まあ　ひろむさん，きれいにして　くださって，ほんとうに　ありがとう。」と

おっしゃいました。わたくしは　うれしく　なりました。

・あ・が一い一一 ｫ罎、ん
　　　　　　　C3）

　き’ようは　さむいので，おともだちも　あそびに　きません。わたくしは，一1三iじ

ゅう，うちの中で　べんきょうを　していました。おかあさんが，「きょうは，　よく

べんきょうが　できましたね。」と　いって，おしるこを　つくって　くださいまし

た。おいしくて，三ばいも　たべました。しゅくだいも　すっかり　すみました。

一一一つ・・一一 冾P
　　　　　　　（4）

　ぼんごはんを　たべた　あとで，おとうさんと　すもうを　とって　あそびました。

ぼくが　まけると，おとうとが　たすけに　きます。おとうとが　まけると，ぼくが

たすげに　いき’冷す。ふたりで　いくら　ちからを　だしても，おとうさんには　か

ないません。でも．二かいだけ　おとうさんに　かちました。

おとう・・・…IZLか・…一一

　　　　　　　（5）
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　まつむらさんが　やすんで　いるので，くみの　みんなの　おみまいの　てがみを．

もって，せんせいと　いっしょに　おみまいに　いきました。まつむらさんは，おと

うさんも　おかあさんも　おっとめで，ひとりで　ねて　いました。わたくしは，ま

つむらさんがはやく　よくなって，がっこうへ　こられるようになると　いいど

おもいます。

・……一…・・に一一
o1三三1

　’　（6）
　おもてに　でて　みたら　みんなが　ふうせんを　ついて　いました。かぜにゆら・

れて　ふっと　おりてきます。おもしろそうに　うけとりつこを　して　いました。

ぼくも　期しくなって，おかねを　もらって，いそいで　かいに　いきました。けれ、

ども　ふうせんが　なかったので，こまを　かって　かえりましたQ

ぽ・がか・…なん一（’一・・一・… oぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しま

　　　　　　　｛7）

　きょうは　せんせいに　さんすうの　テストを　かえして　いただきました。みる．

と　ひゃくてん　でした。ぼくは　うれしくなりました。となりの　のぶこさんは一

つ　まちがえて90てんでした。みつちゃんは80てんでした。ぼくは　はやく　お

うちに　かえって　おかあさんに　みせたくなりました。

　読書速度テスト手引

闘的　（1）文字負担のない内容のわかりやすい文をどんどん読ませて，3分聞の読字

　　　　量を調べる。

　　　②現在の2愚生については，3月にテストしたものがあるので，なるべくそ

　　　　れと同じものを使い（その分蚤をふやし），それからの発達が見られるように

　　　　する。

　　　（3）回しい1年生も，文が少し読めるようになったところであるから，どのく、

　　　　らい読めるか，全く同一の条件でやってみる。

方法　（1）集団テス｝である。

　　　②　やり方をのみこまるため，はじめに練習する。

実施上の注意

　　　ω筆箱だけ出させる。下じきはいらない。
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　　　（2）はじめに練習をして，その紙は集めてしまう。

　　　（8）　1奪生には練習を念入りにやる必要がある。

　　　　途申のテストに○をつけること，読み終ったところにしじるしをつけること，

　　　　一つ読んでしまったらどんどん次をやって行・くことを，よくのみこませる。

　　　（4）テスト川紙はとじて裏返しにしてくばる。テストの管理上，名前は裏に書

　　　　かせる。

　　　㈲　「用意はじめ」で読ませ，正確に3分で「やめ」という。からだを起して

　　　　読んだところを指でおさえさせる。

　　　（6）そして，赤あるいは青鉛筆で，火きく　しじるしをつけさせる。それをまた

　　　　指でおさえさせて，しるしを確認してから集める。

・i整理の方法

　　　（1）各人について，テストの正答・誤答と，読めた行数とを調べて，一一覧表を

　　　　作る。

　　　　　琵嘱二1蓄：1：二1冊1福二F蕎嘉－）二臣読めた行悩

（2）正答は○，誤答はx，無答は無印とする。

㈲読めた噸数については，テスト問題はそれぞれ1行に数える。各岡はみな

　7行．全体で49行である。

（4）行の途中にしじるしのある場合は，四捨五割引よって・切り捨てるか1行と

　数えるかする。

（5）ほとんど全部が誤答か無答であって，　肉容を考えながら読んだと見なし難

　いものは．集計から除く。

D　黙読理解の発達

　短い文章で，そこにだれとだれが出て来るか，どんな摺景かをたずねる。

その程度のことは，文の読みが開始されればすぐわかるようになる。が，ま

とめてどういうか，どういう筋であったかということは少しむずかしい。文

の，隠れた意味をつかむとか，厳述の細部に注意するということは，も．ンと

むずかしいことで，2年終了時…ではまだ一卜分でない。

　完全に同一の問題で周一…条件で調べたところでは，1年生終了時に57．3点
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であったものが，2年生の終了時には71．8点になって，14．5点の上昇で

あった。これはどちらも，文の話の筋の理解にかかわるテストである。

　1年生終了時と2年終了時とにテストした問題

岡題（1）

　けさ，うちを　でる　とき　おかあさんが，「かさを　もって　いきなさい。」と，

いいましたが，おてんきだったので，かさを　もたないで，がっこうに　きました。

　かえる　ころに　なって，きゅうに　あめが　ふって　きました。もし　わたくし

が　おかあさんの　いう　とおりに　かさを　もって　きたら，

問　題〔2）

　どれが　よく　つづくか（　）の中に　じゅんばんの　ばんこうを　つけなさいG

　たくさん　ゆきが　ふったので，ゆきだるまを　つくりました。

　（）それから，ちいさな　たまを　つくって，その　うえに　のせました。

　（）おわりに，めを　いれたら，かわいい　ゆきだるまに　なりました。

　（）はじめに，からだに　する　おおきな　たまを　つくりました。

　この正答率を，実験学校だけでなく，他の協力学校の方も加えてくらべる

と次のようになる。

　　　　　　　　　（問題1）　　　　　　（問題2）

　　（校名）　　29年3月～30年12月末　29年13月～30年2月末

　　　Y　56．　IN67．4　58．　5一一一76．1

　　　N　31．3・一63．6　62．6－i72．7
　　　H　60，0．一72．0　50．0一一一・92．O

　　　K　38．3”一・68．1　48．9N78．7
　　　S　37．6pv71．4　32．2一一77．6

　　　　　　　　44．7”一68．5　50．4一・79．4

　　　　　　　（329名）（225名）　　　（329名）（225名）

　この表で鳳立っていることは，協力学校（それも農村地帯のであるが）で

は，1年の時の点が悪いところがあるが，2年の終了時には，どこも大きな

差がなくなっていることである。

　もうひとつ，この期間に同一問題でテス1・を実施して，読解力の発達の．度
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念いを調べたものがある。

　それは，もう少し長い文で，教科書にもよく出る類型の文である。設問は

細副の理解とか大要の理解というべき，やや高級な問題であるが，これにつ

いて，2年生の第1学期末は35．5点であったのが，約8か月後の2年生終

了時には50．4点になった。約15点の」二二である。この方が，期鮒に比し

て上昇率がいい。これは，最初の2年生の第1学翅末の得点が非常に悪かっ

たからである。そして，こうした問題を解決する能力は，この時期にはまだ

出来ていないが，2年生終了時になるとようやく出来て来るものといってよ

いであろう。

　　　　　　　2年生のag　1学期と2年生総了時とにテスFした問題

　罫まさおさん，おつかいにいってき’てちょうだい。」と，おかあさんがいいました。

まさおさんは，「はい。」といって，すぐにでかけました。

　とちtヶ，うで，じろうさんにあいました。

　いちばのそばでさ一かすがにぎやかなおんがくをやっていました。

　まさおさんは，じろうさんといっしょにさ一かすのかんばんにみとれているうちに，

おつかいをわすれてしまいました。

　「まさおさん，どこへいくの。」みると，よしこさんがにこにこしながらたずねまし

た。よしこさんは，おかあさんとおつかいにきたのでした。

　「あっ，ぼくおつかいにきたんだっけ。」まさおさんは，おつかいをおもいだして，

あわててかけだしました。

（i）おかあさんはだれのおかあさんですか。

　1．　まさおさんの　おかあさん

　2’よしこさんの　おかあさん

　3．　じろうさんの　おかあさん

　4．　しらないうちの　おかあさん

（2）このおはなしでまさおさんのしたことを4人のひとがはなしました。だれのがい

　ちばんいいですか。

　1．　まさおさんはじろうさんといっしょにたのしくあそびました。

　2．　まさおさんはさ一かすがすきでさ一かすをみにいきました。

　3．　まさおさんはおつかいのとちゅうであそびましたがよしこさんにあっておつか

　　いをおもいだしました。

　4，まさおさんはおかあさんにようじをたのまれるとすぐ「はい。」というかんしん

　　なごです。
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　上に掲げたのは，2年生の終了時にちょうど50点ぐらいとれる，その意味

での学力水準をあらわす問題文と設澗である。他に，同様50点とれた閥題文

を掲げる。

　　　　　　　　　　　2年生終了時の中塗を示す文と設問

　大きないろりに赤い火があたたかそうにもえています。ろばたにこしかけて，いち

ろうと，じろうと，ちよ子は，おかあさんから，雪ぼうずの話をきいていました。
　　　　　　　　　　　　　　とお　　　　　　　　　　　　　か
　「あるおばあさんが，ゆうがた遠くへおとうふを買いに行って，とちゅうで，道が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
わからなくなってしまったの。こまってぼんやりしていると，　向こうに，まつ白い目

もはなもない，のっぺらぼうのかおをしたぼうずが立っている。はっとしたとき，　も

うそれは見えなくなった：が，いつのまにか，手にさげていたかごの巾のおとうふがす

っかりなくなっていたんですって。」

　「そんなおばけなんかうそだい。」

と，じろうが甕’いましたQ

　　　　　　　　　　　てつ
　ろの上にかけてあった鉄のなべが，ぐつぐっと奮をたてはじめました。

　これに対する設問は，2題あったが，どちらもだいたい50点であった。

　（1）雪ぼうずの話をした入はだれか，さいていだ人はだれか。　（　）の；：．；に書きこ

　　みなさい。

　　　話をした人　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　さいていだ入（　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　だい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも
　（2）これだけの話に題をつけるとしたら，どれがよいか。よいと思うものの上に○

　　をつけなさい。

　　　ろばた

　　　鉄のなべ

　　　雪ぼうず

　　　おかあさん

　　　3人の子供

　これに対して1年前の，1年生終了時に50点だった文とその設問はもっ

とずっと簡単なものである。

　　　　　　　1年生終了時の水塗を示す交と設問

　つぎの　おはなしを　よんで　あとの　しつもんに　こたえて　ください。

りすが，きに　のぼって，くりを　たべていました。

こぐまと　おさるが　 とおりました。

「おうい。ここに　ごちそうが　あるよ。あげるから，たべて　いかないか。」
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「やあ，くりだ。ありがとう。1

　みんなで，なかよく　くりを　たべました。おひさまが　わらいながら　みて　い

ました。

　「おうい。ここに　ごちそうが　あるよ。あげるから，たべていかないかっ」と　い

ったのは，つぎの　うち　だれですか。

　よいと　おもう　ばんこうの　うえに　一つだけ　○をつけなさい。

　　1．　こぐま

　　2・　りす

　　3．　おひさま

　　4．　さる

　この二つの文と設閥とを比較すれば，小学校1年生終了時のil売解力の段階

と2年生終了時の段階とを，かなりはっきりとつかむことができるであろ
う。
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H文を書く能力の発達

A発達のとらえかた

　1年生の第ユ学期末では，ひらがな五十音文字をやっと身につけた程度で

あるから，誤字。誤記が多い。題昌を出して書かせても，文はぽつりぽつり

と切れていて，平体のまとまりが弱い。第2学期になると，ずっとよく書け

るようになるが，飛塾揃勺な発達が見られたのは，われわれの実験学校実験学

級の場合では，2年になった時である。

　われわれの研究資料として，1年生の第1学期末には「ともだち」，第2学

期末には『わたくしのうち」，第3学期末には「せんせい」という題で，い

つも30分聞書かせた。2年生になっても各学期に，これと同じ題で，書かせ

た。これは，この時期の子供たちにもつとも書き’やすい題であるつもりで選

んだG毎学期の題がちがっているので，これ等のすべてを掩列におくことは

困難であるとしても，同じ題のものについて形式面だけでなく内容的な，物

の見かた，とらえかたの成長も調べることができるはずである。

　以下，タ量の発達，誤りの減少の実際，句読点の発達，まとまりの発達，

物の児かた考えかたの発達に分けて調べてみよう。

　　　　　　　　　　　　B分量の増加

　第1学期「ともだち」，第2学期「わたくしのうち」，第3学期「せんせ

い」という30分間の課題作文について，書いた文宇島は，それぞれ次のよう

である。　（平均文字数）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2卑生　　　　　1年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2学期末　3学類末　　　　　　　　　　2学期末　　3学期末　　　　　1学期末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1学簸末
文字数工Fメ季｝　　　　66　　　　　　　　198　　　　　　　　244　　　　　　　　375　　　　　　　　346　　　　　　345

人数34　36　37．42　44　43　この限りでは2年生の第1学期末で頭打ちになっている。題目別にすれば

すべて麺びているが，題目を無視して同等のものと見れば，あとは伸びてい

ない。結局，この期の子供が30分聞に書けるのは400宇ぐらいまでであること，
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　および，三つの中ではrともだち」という題が一一番長く書きやすい題であるこ

とがわかる。

　　　　　　　　　　C　：交字や丈法上の誤りの滅少

　　形式画の発達を見るために，文宇や表詑の上での誤りの多い者，文章構造の

　71く完全な者の回数を調べた。これはそういう傾向が駐立った者の数である。

　〔　興二立った」という点で1ま多少は三｝：三観的なものがはいる可能性がある。この

　ことについてはほんとうは，誤りの件数を調べて，それぞれの分量で割れば

　よい。しかし，それは，客襯灼ではあるにしても，あるひとりの人が長い文

　を詫i：いてたくさんのまちがいをしていれば，全体の数が多くなることもある

　という欠点がある。そこでここでは，件数でなく入、数で行くことにした。その

　入超に関する限り正確であるが，多少主観的だというのは，検査者に屠立た

　な：いような小さい誤りは無視され，検査者の立てた基準によっているという

　意味である。　（ただしこの表に関する限りは十一の検査者である。）

　　　　　　　　　　　作交にあらわれた交字・交法上の誤り

・・娼査・項・．｝幽・慧・期・学期ll学癒・学期・学ll・1

（1）　かなに半ii読に困難するi

ものがある・欝があるi
（2）

A謙莞鷺講灘釜i
　つ　　　　　　　　i
（3）一般に語の表記の不完：
　全。才取・止曽字。　　1

ω文法的な活用などの誤…

　り　　　　　　　　　　i
（5）主・述の不糊　i

（6＞幼詞「は」の誤り（わ）；

（7）”t「へ」　　（え）旨
（8）　〃　「を」　　　（お）［

（9＞余分の接続詞。　「そしi
　て」　「それから」ばかりi
　拠う　　　　　　　　i

㊥諺禁門二三留
「・・’たら…たら…ので…」i

7

7

6
　
3
0
〔
b
O
2

　
　
「
1
占

0

o

5

！2

8
　
5
2
【
b
7
3

　
　
1
喝

9

3

6

12

4
卿

1

3
7
6
0
6
　
〔
b

o

2

16

9
　
6
R
）
R
）
5
2

　
　
　
1
｛

4

2

5

（
b

21

6

6
9
3
2

　
　
1
2

「
よ

2

4
辱

7「
－
山

2
4
8
4
9
2

2

人 数 34 36 37 42 44 43
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　この．数字（回数）を見て，ずっと減って行っているものは，（！）と（9）である。

⑨は1年の第1学期が零であるが，この時のrともだち1という作文は，ま

だ作文になっていないで，友達の名前を列挙したものが大多数だから，1一そ

して」も1それから」も患て来ないのである。（2）の促音などの表記も2年の

第1学期を例外とすれば，だんだんと上達している。

　その他の点について大した変化が見出されないのはrだんだんと書く分量：

が増し，それだけ．誤る可能性が多くなっているからであろう。

　　　　　　　　　　　D句読点の発達

　1年生の第1学期末にも，句点を打っている者はあるが，読点をも使って

いる者はない。句点を使っていた者の文は，内容的にもだいたい課題に舎

い，話の筋が通っていた。句読点を正しく使うということは，1年生2年生

の段階では陳述意識というか，救述能力というかrそういう能力と深い溺係

があるようである。

　次は，各段階におけるその正しい使い方をしている回数の比率である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年生　1年生．　　　　　　　　2学期末　　3学期末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2学期末　　3学期末　　　　　　　　　　　　　　　　　　1学期末　1学期末

　　32．　4％　47．　2％　51．　4％　64．　3％　68．　2％　81．　4％

これによって，2年生の終了蒔には，学級の80％の者が句読点をだいたい正

しく使うことができるようになっているといえる。

　　　　　　　　　　E　まとめる能力の発達

　文がまとまっているかどうかということの輝定には主観がはいりやすい。

が，子供の文にはごたごたとして話の筋のわからないのがあり，それが，だ

んだんと筋の通った文になって行くことはたしかである。

　そこで，同一の判定者によって，話の筋が通っていて読んでまとまった印

i象の得られる者の数を調べた。これについては，1年生の第1学期の「とも

だち」は線とんどの者が筋を持っていないので数えないことにした。　（数字

は比率）
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蟻藻　・学期末　鐸｛1諜　・学期末　・戦抹

　41．　7％　35．　2％　52．　4／O／．　54．　5％　62．　8％

この数宰でみると，1年生の3学期末が案外悪い。「せんせい」という題の

時には，学年末ではあるし，書き手の感惜が強く動いているQ子供が感・欝的

に輿奮している。だから分量も少・なかったし，ここに見出されるように，順1

序を追って冷静に述べにくいもののようである。

　そして，1年生の3≧｝懲；1末が悪かったからか，2年生の第1学期末の一ll二昇

が目立つ。

　まとめる能力の発達を見るために，逆に，題目に合わないよけいなことが．

まぎれこんでいるもの，内部の順序が逆になってそのためにとらえにくいも

のの人数を調べた。

当濡雪　・噸抹　鐵彗榮　・輔末　3戦昧

　55．　6％　56．　8％　40．　5％　29．　5％　32．　6％

　これをも老え合せると，1年生の段階ではまだ順序のはっきりしない，余

計なことのはいりこんだ文を書く者が半数以」悩・る。2年生になるとその数

はずっと減って来るQ

　以上のようにして，2年号終了時において，句読点をだいたい正しく使う

者が80％あり，内容のまとまりはそれと完全に一致しない，それよりやや劣．』

るが，60～70％の者が，筋の通った，わかる文を書けるようになっている。

F　物の見かナこ・考えかたの発達

　1年の箆1学期の最初の作文では，「ともだち」という題で，「○○さん

とあそびました。○○さんとあそびました。」という単純な羅列が多い。2年．

の1学期になると，「どんなことをしてあそんだか」それが書いてある。そ

の時でも，まだ，自分がどういうことをしたとか，自分がおもしろかったと

かいうように，自己中心のものが多い。そしてそれを通してむしろ友だちの
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ことを描き出そうとしたり，もっと説明的に，自分にはどういう友だちがい

るということを書いたりする者が少し出て来ている。

　われわれは，一ヒ述のように，「ともだち」と「わたくしのうち」と「せん

せい1と三つの題で書かせた作文を資料として持っているのであるが，この

うち，1年1学期は，文鎮力が低く，書く習慣ができておらず，そのために

想が十分に開展していない。したがって，これを2年生の時と比較するのは

よろしくない。

　また，「せんせい」については，ちょうど学年末に実施するために，受持

の教師への感構がなまのまま入りまじって，その点から見ればおもしろい資

料であるが，どうも内容的に偏っているように感じられる。そこで，次には，

第2学期の「わたくしのうち」について，内容的に分類したものを握げて，

1・2年を比較することにする。

　　　　　　　　　　作文「わたくしのうち」の内容的分類

1　年　　2　年

（1）うちのことには全く閃係がなく，自分のしたことばかり

　書いているもの
11 o

（2〕うちの入も出て来るが，自分のしたことが中心のもの 9 12

（3）うちの中の事件，たとえば父のみやげ，来客など，もちi

　うん自分も登場する
6 ！2

（4）　うちに飼っている動物 8 2

（5）i家族・家庭・家の場所，家の歴史などの説明 1 i4

　（1）は全然題意に合っていないものである。それが1年忌の2学期末には11

名あった。しかし1年後にはそれは旧くなくなっている。（2）も少し題意に舎

っていない。両者を舎記すれば，1年生の2学期末では約60％近くが題意

を解さないとも，陳述尽的がはっき’りしていないとも，いわなければなら

ない。

　2年生になると，㈲が減って（5）がふえている。（4）の内容として，1年生の

縛は，たいてい犬か猫である。2年生の2人は，猫とにわとりである。
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　（5）について，1年生の時のひとりは，「わたくしのおとうこtをとりあげ

てその子のことがわかるように書いている。　これ1こ対して2年の14名は非

常に変化に冨んでいる。内訳は，

　　　家族の説明　　　　　　　　6

　　　嫁iのくらし，職業の説明　　　4

　　　家の三所，家の歴史など　　　4

であって，このように，家のくらしのことが出て来ているところにも，生活

や精神の二二が感じられる。

　全体として，1年生から2年生になるにしたがって，次のような特徴が見

翅された。

　①　注意の向けかたが自分鰯人のことぽかりでない。家族・家庭のことを

　　考えて来る。

　（2）課題（文題）に合わせようとする。

　③　説明的な態度が出て来る。

　この（3）のことは，文の書き出しによくあらわれている。1年生の時の作文

は2たいてし㌧

　　　「きのう……」

　　　疑まくは……」

　　　！がっこうからかえって……」

である。そしてその調子で貫かれている。2年生では，ほとんどが，

　　　ギわたくしのうちでは……」

　　　1　ag’くの家は…………・・…・」

になっている。そして，家族や家．庭に気をくばりながら，やがて，ぼく，わ

たしのしたことが中心になる。　「きのう……」といった書き硅iしの作文もあ

るが，その中に壌族が顔を技け。しかも，こうした書き出しは非常に少ない。

ほとんどがi家族・家庭の説明からはいっている。このように，説明的になる

ことが，作文としてよいことかどうかは別として，とにかくそういった傾向が

．見出される。
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　　　　　　　　　G　作丈評価の観点と処理の実際

　以．ヒは，実験学校のわずかの人数の分析から得た結論である。われわれは

これと同じことを各地の協力学校でも実施してもらった。そうして毎学期，

各三人について五段階法で評価をして，個人個入の発達，他の諸能力との関連

を詞べた。その成果の一部分は，この報告では，事例研究のところや，言語

能力決定の要因分・析のところに出ている。次に，そうした場合の作文の検査

の実施の手引きと7評額結果の一例を掲げる。

　作文の実施の手引

1　方　　　法

　学級で，ふつうの時間に，きめられた題「ともだち」によって，文をかかせる。

2　原稿用紙
　　珊掲のようなます漏のものを用いる。

3　実施上の当意

　（1）みなさんのともだちについて，なんでもよいからかいてください　といって，あ

　　まりこまごまとした説明や指示は与えない。

　（2｝字をきかれても教えないで，かけない宇は，ぬかしておかせる。

　（3）用紙が一枚で足りないものは，いるだけ与えるQ

　（4）髄限暗聞30分。麟削内にかけるだけかかせ，かきかけでも，時間がきたら，出

　　させる。

4　評価のしかた

　　子供の作文の全部を以下の分類にもとづいて，五段階に分ける。できれば，それぞ

　れの子供についての特色や，概評をあげることが，のぞましい。

　分類
　　1　言語」：二の誤りが多いか，少ないか。（文法」二，語い上，文字および表護己法1二）

　　2　題意に合っているか，題意をとりちがえ，途申から題意からはずれるようなこ

　　　とがあるかQ

　　3　文としてまとまっているか，単なる羅列か。

　　4　分量についても，多少考慰する。

　配　点

　　　5点，4点，3点，2点，1点

　作品の処理（実験単校の実例）

1　評価観点
　i　題意に合っているか，題意をとりちがえ，途中から題意からはずれるようなこと
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　があるか。

　ii文としてまとまっているか。単なる羅列か。

iii言藷上の誤りが多いか，少ないか。（丈法上，語い上，：交字および表紀法上）

iv　分璽についても多少考慮する。

2　評価絃果

　A（5名）評点5
　1・：友：だちの一人あるいは数人をえらんで，その入のこと，その人との交渉などを

　　書いている。

　2・意味が通って要領を得ている。

　3．　，。を使っている。

　4・文字もしっかりしていて読みやすい，誤りも少ない。

B（8名）評点4
　1．友だちの名をあげてその人との遊びを書いている。遊び方が主になっている。

　2．　意味は通っている。

　3．　，。を使い，あるものは分ち書きをしているQ

　4・：文字もしっかりしていて誤りも少ない。

C　　　（19名）　評，点3

　1．友だちの名をあげて遊びを中心に書いているが，中心がはっきりしない。

2・意味のよく通じないところも出てくる。

　3．　たいてい，Qを使っている。

D（10名）評点2
　1・　自分の遊びを主．にして書いている。

　2．　意1璃ミカ三よく通じな：し、0

　3・やたらに。をつけたり，ずっと続いて切れ目のないものがある。

　　（3名）評点1

　1．　自分の遊びを書いている。

　2．かなの判読にも苦しむ。
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盟語い能力の発達

A　小学校低学年の語いの接近・把握の特殊性

　小学校入学時の語い能力については，これまでいくつかの調査があり，そ

れに基づいて一般に，理解藷い（聴解語い）5，000語，・使用語い3，000語と

見なされている。しかし，そうした語い調査の成果の中の2，000語段階にあ

る語いを選んで，やや正確な内容理解を求めた時には，正答率は40～50％

になるということは，われわれが，前の『入門期の’言語能力』で報告した通

りである。

　われわれは，それについて，1年生の終了時において，その語いへの接近

および把握の特殊性を求めるために次のようなテス1・をおこなった。すなわ

ち，「わけはどれでしょう」という問題27題と，「どのいいかたがいいで

しょうか」という問題13題そ，語いはやはり，従来の語い調査の2，000語

段階のものから選んだ。

　語い検査の問題　　　（照和29年3月10日望‘施）

1　つぎのことばの　わけは　どれでしょう。　○を　つけなさい。

　（れんしゅう）

　1どうぶつ
i①いぬやうまなどの・と。

　i②ひとやいぬうまなどのこと。
　1
　　　　　　　　　　もの。

　
①
②
③
　
①
②
③

ω
　
　

②

③いきている

うわさ

　うるさい　こと。

　ひとの　はなしQ

　うわべ。

さいこ

　なんにも　ない。

　いちばん

　いちばん

はじめ。

おしまい。

（3）せいねん

　①　わかい　ひと。

　②　に．いさんQ

　③　はたらいて　いる　ひと。

（4＞ちり

　①　たべものの　くず。

　②　どう。

　③　ごみ。



（5）ばんとう

　①　おみせで　つかって　いる　ひと。i

②ばん1，’Ctん。　　　　i

⑦おみせやさん。　　　　i
⑥めいわく　　　　　　i
①尻口。　　　　｝
②こまること。　　　　i
③ありがt。b・と。　　　i

ωはやくち　　　　　　　　i

　①　おしゃべり。　　　　　　　　　i

　②　おはなしのしかたのはやいこと。i

　③　ごはんをたべるのがはやいこと。i

（8）よくじつ　　　　　　　　　　i

　①　つぎの　ひ。

　②あさって。　　　　　　　　i

③らいねん。　　　　｝
（9）し脚　　　　　　i
　①　どうぶつの　億ね。　　　　　　　i
②しんだひとをうめる。と。i

①しんだどうSSつのからだ。　i

（1①　やまい　　　　　　　　　　　　　　　　；

①あめがやむ。と。　　i
　②びょうき・。

③くろい。　　　　　i
⑳なかなおり　　　　　｛

　①けんかをやめること。
②けんかしてから9teなかよしi

　　甑る。と。　　　　i
③けんかをとめるひと。　　i

劒　みはらし　　　　　　　　　　　　i

①とおくのけしきがみえるとi
　　ころ。　　　　　　　　；

　②　やまの　てっぺんD　　　　　　；
③ゆう％、i〈，ち。　　　　｝

（13）　、，かる　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　27

　①　いばる。

　②　おこる。

　③　けんかを　する。

（鉛　ともす

　①　あかりを　つける。

　②　いっしょに　いく。

　③ひをもやす。

㈲つげる

　①わるくちをいう。

　②　しらせる。

　④　きく。

⑳　はげむ

　①　いっし”tうけんめいに　やる。

　②　しごとを　する。

　③べんきょうを　する。

働　あわれな

　（工〉　力瞬っし・し・。

　②　やさしい。

　③　かわいそうな。

｛18｝すなおな

　①　げんきの　いい。

　②こころのまっすぐな。

　③　すばしつこいQ

ag）　そまつな

　①すこししかない。

　②　じょうとうで　ない。

　③　ひとに　あげたく　ない。

⑳　せんめんき’

　①　ばけつ。

　②　おべんじょ。

　③かおをあらうときみずをい
　　れる　どうぐ。

㈱　おがわ

　①ゆっくりながれるかわ。

　②　ちいさい　かわ。
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　②わたいれのき’もの。　　　i①こっそりみる。

　③どう。　　　　　　i②いじわるをする。
㈱　たび　　　　　　　　　　　　　　i　③　おしえて　もらう。
①ぼくはゆうべおばあさんのうi㈱やカ・て

　　ちへ　たびに　いって　きました。　1　①　きゅうに。

　②おとうさんはうちでひろいた：②ながいあいだ。
びにで・す　　　｝③す・した・て．

　③　ふたりは　ふねで　ながい　たび　i伽　いちめんに

，，∴ξ讐　　遷臨、．
　①　おもりを　する。　　　　　　　1　③　そら　ぜんたい。

ll　どの　いいかたが　いいのでしょうか。　○を　つけなさい。

　（れんしゅう）

M　．ρき・うは．ら滅たか・．ほ届1．庸と孔灰漏◎
　ねすごす1②　まいにち　ねすごすと　きもちが　いい。　　　　　　　　　　　i
　　　　　　l③ぎのうおそかったのでけさねすごした。　　　i

　　　　　　　　’①けさは，ことりの　さえずる　こえがよく　きこえる
（1）さえずる．’ Aきをつけないと，きものをさえずりますよ。
　　　　　　　　．③　たろうさんは　きょうしつで　さえずって　こまります。

　　　　　　　　①　その　ほんが　あいて　いたら，すこしの　あいだ　わたしに　　　　　　　　l
　　　　　　　　l　ゆずって　ください。

　　　　　　　　1②　その　ほんが　いらなく　なったら，わたしに　ゆずって　く
（2〕ゆ　ず　る
　　　　　　　　1　ださい。

　　　　　　　　1③このほんはたいへんおもしろいから，なかよく　ゆずり
　　　　　　　　！まし、う。

　　　　　　　　！①わたしはあんまり　はねてせなかの　あかちゃんをつい
　　　　　　　　疹く・た・

　　　　　　　　1②　ぼくは　わきみを　して　あるいたので，みずたまりに　つい
（3）ついらくする N・・た・

　　　　　　　　1⑦　じどうしゃが　はしの　うえから　かわの　なかに　ついらく

　　　　　　　　　したQ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

　　　　　　　10おねえさんはびょうきがなおって，いきいきしたかお
　　　　　　　陸・て・叩
く4一）いきいき　1②　いぬが　くるしそうに　はあはあと　いきいぎ　しています。

　　　　　　　i③　にわの　はなに　みずを　やらなかったので，しおれて　いき’

　　　　　　　k　いきして　いる。

　　　　　　　1①　き’しゃが　いちもくさんに　はしって　います。

狙・規くさダ②が・こうからかえると，　V・ちもくさんにべんき・うします．

　　　　　　　　i、⑤　てきは　いちもくさんに　にげて　いきました。

　　　　　　　　ρ礎ね設∵綴乱なったので’ありったけい

（、）　t“，：）り。尉i②おまつりにlls・つか・・をあり・鮒つかってしまいま

　　　　　　　　　した。

　　　　　　　　；③　この　とんねるは　にっぽんで　ありったけ　ながい　とんね
　　　　　　　　1るです。

　　　　　　　　1①　1ねんせいに　なったと　おもったら，ひさしぶりに　2ねん

　　　　　　　　　せいだ。

ωひさしぶり1②ふねにのったことがないから，ひさしぶりにのってみ
　　　　　　　　i　よう。

　　　　　　　　i③慧謄あ榔’おじさんがひさしぶりに眠し

　　　　　　　　i”①　あのひとは，ちからが　あって，いばって　いて，じょうひん

駈うひ∴∵1塩げん，が娠櫨，で。、う輪こ
　　　　　　　　t
　　　　　　　　　とばを　つかいます。

　　　　　　　　③　となりの　おばさんは　しずかで　じょうひんな　ひとです。

　　　　　　　　∫①　とんでもない　ことを　して，すみませんでした。
　　　　　　　　1
（S）とんでもな唱②とんでもないことをして氷りがとうございます・

　　　　　　　　1、⑨　とんでもない　ことを　して，いい　きもちになりましたっ

　　　　　　　　f①　やっかいな　ことが　おこって，うれしく　なりました。

（1・）　一Xb。か臆ゆや。かいな・とがおこ・て，ほんとにご豹ました・

　　　　　　　　！③やっかいなことがおこって，らくになりました。

　　　　　　　　①　あめが　やんだと　おもったら，にわかに　ひが　さして　き

　　　　　　　　　ました。

鋤にわかに’②あんまり　いそいでつかれたので，にわかにあるきました。
　　　　　　　　i③繍なしがみ1．；かくてよくわかり総ん。も。とに浄っ

　　　　　　　　　かに　はなしてください。
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　　　　　　　1①　ふたりは　すれちがって　いっしょに　あるいた。

働禍がう P離三編れ織てす全てみ談籍

　　　　　　　「①ぼくはしばらくでが・こうへいき甑
㈱しばらく／②おかあさんはおつかV’vaでかけました・しばらくかえり
　　　　　　　　　ます。　　　　　　　し

　　　　　　　　③　しばらく　まっていてください。いっしょにいきましょうQ

Iの定義の方の実験学校における成績は平均43．6％の正答である。

り ばんとう｝めいわく
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このうちで，できのよかった：のは，
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などであり，よくなかったのは，
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などである。「お炉わ」のできが悪かったのは少し意外であったが，よく

老えてみると，大都会の申心では，そうしたものは見当らないのであ、って，

：むしろ童話に出てくる語いである。
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IIIの使い方の実験学校における成績は平均60．1％の正答である。
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　でき’のよかったのは，

　　　さえずる　　ひさしぶり　　やっかいな　　とんでもない

　であり，悪かったのは，

　　　ゆずる　　いちもくさん　　ありったけ　　すれちがう

　である。

　このうち「ゆずる」だけが特に悪く，他は，悪いといってもそれほどでもな

い。「ゆずる」が悪かったのは，正答である選択肢（2）よりも，誤答である選

択肢③にひかれる者が多かったからである。都会生活では，「なかよくゆず

り合いましょう」などという標語がよく聞かれるので，語いをはっきり把握

していない証拠である。このFゆずる」の正答，男女8人のうち，6人まで

は，たしかに，ふだんの点語能力がすぐれた者である。

　以一ヒのように，語いテストの］／［の，使用の方が，テスbIの定義の方より

もずっと点がよかった。だがこれは，テス｝の語いがちがうから，そのまま

比較することはできない。が，全体としてはほぼ岡じ段階にあるものと見な

されるから，内容の正確な把握よりも，揚における用法への熟知の方が容易

であるとも，また，その’方が能力として初歩的なものであるともいえるかも

知れない。もちろんそれも要求の程度による。幼い子供には，正確な定義が

むずかしいのと岡様に，篇法のくわしい区分は，やはり，むずかしいのであ

る。結局，子供の語いの接近と把握は，その子供の生活と精神との展関の一一一・

応分として見られるべきものであって，語の用法への感覚と語の内容の正確

な把握とは，根伴って，一歩ずつ前進するものと見た方がよいようである。

B　小学校低学年における語い能力の発達

　同じ児童について，2年生第1学期と第2学期に次のようなテストをおこ

なった。

　　　　　　2年生の第1学期の語いテスト　（昭和29年7月10日実施）
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　（1）テストの方法

0　30語を与え，1定義，夏関係，盤使屑の3っの方法を使って，　蕉しく理解してい

　　るかどうかをみる。

　　　1年の蒔の語いテストで，30％以下のできのものから10語それに閉中久直氏

　　「小学校の国諮教科書の語い」から，教科書語いとして，2隼から4．5年聞に数

　　種以」二の教科書に出ている語から適当と患われる20語をえらんだ。

○　実施上の注意一一はじめに（れんしゅう）でやりかたをよく説明する。

　　　本交は全部よんでやるが，説明は一切しない。

　　　番号順に一問ずつよんでやってかかせ，火体のものがかき終えたら，次にすす

　　む。

　（2〕テストの問題

1　つぎの　ことばの　わけは　どれでしょう。よいのに　○をつけなさい。

　　（れんしゅう）

　せんめんき・

　（1）ばけつ。

　②　おべんじょ。

　㈲　かおを　あらう　とき　みずを

　　　いれる　どうぐ。

1，せいよう

　（1）につぼんのこと。

　（2）アメリカや　イギリスの　こと。

　〔3）かわいい　おにんぎょう。

2．　そよかぜ

　（1＞そよそよと　ふくすずしいかぜ。

　（2）つよく　ふくあらしのようなか

　　ぜ。

　〔3）くるしい　ねつの　でる　かぜ。

3．　たびびと

　（1）たびたび　くる　ひと。

　（2）たびを　して　いる　ひと。

　〔3）たびを　はいて　いる　ひと。

4．なみき
　　　　　　　　　　　　　　　き
　（1｝すべすべしたきれいな木

　（2）なみの　なかに　うかんで　いる
　　　き
　　木。

　〔3｝みちの　りょうがわに　いちれつ

　　　　　　　　き
　　に　うえた　木

5．ひとりごと

　α）ひとりでなにかいう　こと。

　（2）よその　ひとの　こと。

　（3）ひとりしか　いない　こと。

6．　りょうしん

　（1）　さかなを　とる　ひとの　ことQ

　（2）おとうさんと　おかあさんの　こ

　　と。

　㈲　ふたり　いると　いう　こと。

7．　とくべつ

　（1）たくさんの　こと。

　（2）りっぱな　ひとの　こと。

　（3）ふつうとちがっている　こと。

8．かんびょうする

　（1》びょうきで　くるしむ　こと。

　②　おかあさんが　しごとを　する

　　こと。

　〔3）びょうにんの　めんどうを　みて

　　あげる　こと。

9．ゆずる



44

　（1＞じぶんの　ものを　ひとに　あげ

　　る。

　〔2）　ともだちと　なかよく　する。

　（3）ひとから　ものを　もらう。

20．　うっかりする

（1）ひとから　ものを　かりる。

（2）けものや　とりを　とりに．至いく。

（3）きが　ぬけて

　いる。

ぼんやり　引して

E　うえと　したの　つづきぐあいの　よいの｝こ　○を　つけなさい。

（れんしゅう）

せんせいが
　
）
）

）

1
2
3

〔
（
（

きた。

いらしゃつた。

くった。

，．そ，つ調鍵
　　　　　　　／（3）もの

3・おが

、．＿。，ふ，に偶

　　　　　　／1‘g“1

かけて　いく。

ながれて　いる。

さいて　いる。

くらした。

きた。

はしった。

5．

6．

7．

8．

9．

le．　v［e）　bz）　／．　｝c　［

＿て鵬ご∵
　　　　　t
　　　　　（3）その　とおりだっ

　　　　　　た。

i基茎ゑな｝がかれe。

縣1言｝が一

i藩｝が一
い，な，／蹉謡ゑO
　　　　　！（（3）み。ともない。

　　　　　（1）ちらばる。

　　　　　（2〕はしる。

　　　　　〔8）たべる。

蟹　どの　いいかたが

　（れんしゅう）

いいでしょうか。よいのに　○を　つけなさい。

　　　　ピ（1）テストが　ちっと．も　できないので　とても　うれしい。

うれしv・！　（2）おとう紹ピe2んをか。てもら。たのでうれしい。

　　　　／（3）ころんで　けがをしたので　うれしい。

1．ほとりttt〔2）
　　　　　　　1，　（，i

〔（1）就いさんはかわのほとりでつりをしていた・
ようふくの　撫とりに　ちりが　ついて　いた。

ほとりの　ちかくに　もう　一びき’かわいい　とりが　．いた。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45

　　　　　　　・（1）　きのうは　はげむを　して　あそびました。　　　　　　．
，．はげむ／（・）おとうさんは・りもしご・にはげんで…す．

　　　　　　　L　　　　　　　　（3）わたしは　がっこう　から　かえると　きっと　ほんを　　はげ

　　　　　　　　　んで　います。

3．，酬樹論；榔。発航＿、，う＿。て，
　　　　　　　！、，、な誰論、そみを。。，せんせいに，なず耽

　　　　　　　、（1）みちばたに　ぼすた一が　いっぱい　たどりついていた。

4．　たどりつく　（2〕おばさんの　うちに，すぐに　たどりつきました。

　　　　　　　　㈲　ようやく　むこうの　まちに　たどりつきました。

　　　　　　　バ1）　きょうは，こくこの　とき，ほんが　よく　よめたので，なつ
，．なつかし、」か・…

　　　　　　　／／　C2｝　　　　　　　　　　よその　がっこうに　いった　ともだちが　なつかしい。
　　　　　　　！（3）もうじきなつや勢なのでとてもなつかし、、。

6・かす ﾊ1婆罵三錨Σ1鶴鍵徳
　　　　　　　g”（1）けさは　おそいので　やがて　がっこうに　いきました。

8．，姻撰集；識1∴∴濃
　　　　　　　　（3）あのふたりは　なかがわるいので　くちぐちに　おしゃべり

　　　　　　　　　を　している。

＿，と／聯識糊臨急撰論
　　　＿鴎・瓢四一んの・とわか・やす・か
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、。．　。cれ、」蹴書，崖鷺濃言言讐き鴇かも＿

　　　　　　t　　　　　　　（3）あしたの　えんそくには　おべんとうや，それとも，おかしも

　　　　　　　　もって　いこう。

5ひとりごと4なみき・3たびびと2そよかぜ
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（5）テストの成纏　画
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この定義，関係，使用（長い文脈）の三つのテスbは，テスト語いがちが

うので，そのまま成績を比較することはできないが，Eの関係のところが，

テストとして簡単であるためか，成績が一番よかった。また，今園は，使用
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よりも定義の方がむしろ成績がよかった。ただ，その差はごくわずかである。

使用のところには無答が全く見当らない。これは，テストとして最後である

し，文脈が長いので，門生の中には，もうつかれて来て，でたらめに○をつ

けた者が少しはあるのではないかと思われた。

　　　　　　2年生の第3学期の語いテスト（昭和30・年2月末実施）

　　　　　　　　　（かっこの中は実施学校の正答率）

（1）テストの方法

　○問題の構成は40語を含み，多肢選択法をとる。

テf，ト1淵政ll雛謄重颯糊に脈嫌ら20認

蛮野ii三iii驚i≡iiii

2年1学期末テストに用いた30語　日］中久直氏の調査で3年nv　5年の国語教科書に配

から四谷第六小で大体50％未満の　分されたもの10諮。

正答率のもの10語。

　○実施上の注意一一問ずつ読んでやって児童にいいと思うものに○印をつけさせ

　　る。

　テストの問題　1（平均62．4％）

つぎの　ことばの　わけは　どれでしょう。いいのに　○を　つけなさい。

（れんしゅう）

1　せ喩ん　　　　指③ごみ・
i①わか・・ひ・。　　i（3）めいわく（71’7％）

i灘帳ひ…嘱1籠、。
（1）　さいご　　（100％）　　　　　　　｛　（4）・よくじつ　　（77．7％）

①なんにも舳。　　　i①つぎのひ。
②いちばんはじめ。　　　i　②あさって。
③いちばんおしま、、。　　1③ら、、ねん。

〔・｝ち・　（58．・％）　　i（・）や…　（26，・％）

　①　たべものの　くず。　　　　　　　　　①　あめが　やむ　こと。

　②どう。’　　　　　　　　　　　②びょうき。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59

④くろい。　　　　　　　①げんきみいい。
（6）みはらし（71・7％）　　　　②こころのまっすぐな。

　①とおくのけしきがみえると；③すばしつこいQ
　　。ろ。　　　　　　i（11）どて　（95．7％）

　②　やまの　てっぺん。　　　　　　　　①　かわの　そばの　たかい　みち。

　③　ゆうえんち。　　　　　　　　　　　　②　わたいれの　きもの。

（7）　いかる　　　（26．1％）　　　　　　　　　　③　どうD

　①　いばる。　　　　　　　　　　　　　吻　そだてる　（69・6％）

　②　おこる。　　　　　　　　　　　　①　おもりを　する。

　③けんかをする。　　　　　②おおきくする。
（8）ともす　　（65．2％）　　　　　　　　③　たねを　まく。

　①　あかりを　つける。　　　　　　　㈹やがて　　（45．7％）

　②　いっしょに　いく。　　　　　　　　　①　きゅうに。

　③ひをもやす。　　　　　②ながいあいだ。
（9）はげむ　　（56．5％）　　　　　　　　　③　すこし　たって。

　①いっしょうけんめいにやる。　 ωいちめんに（41．・3％）

　②しごとをする。　　　　 ①じめん。

　③べんきょうを　する。　　　　　　　②　どこもかも。．

（10）すなおな　（73・9％）　　　　　　　　③　そら　ぜんたい。

　テストの問題　］（55．5％）

どの　いいかたが　いいでしょうか。いいのに　○を　つけなさい。

（れんしゅう）

ねす・す麟薦鍵響
　　　　　／③　き’のう　おそかったので

　はやく　ねすごす　ことに　しよう。

きもちが　いい。

　けさ　ねすごした。

　　　　　　　　！①　その　億んが　あいて　いたら，すこしの　あいだ　わたし

　　　　　　　　　に　ゆずって　ください。

　　　　　　　　②　その　像んが　bらなくなったら，わたしに　ゆずってくだ

㈲ゆ

　　　　　　　　1①おねえさんはび・うきがなお・て・レ’さいきしたか
　　　　　　　　i　おを　して　います。

；16）いきいき∴②　いぬが　くるしそうに　はあはあといきいきし七います。
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　　　（73・9％）1③　にわの　はなに　みずを　やらなかったので，　しおれて　い
　　　　　　　　／　きいき　して　いる。

㎝嚇｛鷺ζ：：☆蹴藻箒・う…

　　　　　　　　①　あさねを　して　おくれそうに　なったので，ありったけ一

　　　　　　　　　いそいでがっこうへいきました。

　　　　　　　　②　おまつり｝こ　おこずかいを　ありったけ　つかって　しまい
（18｝ありったけ
　　　　　　　　　ました。　　　（32．6％）

　　　　　　　　③このとんねるはにっぽんでありったけながいとん
　　　　　　　　　ねる　です。

　　　　　　　　ρん票の濃二ちからがあって’いばっていて｝じょうひ

ug；じ・うひん③おとうとはげんきカミあ・て・らんぼうでじ・うひんな
　　　（7・．7％）1ことばをつかいます・

　　　　　　　　秘③となりのおばさんは，しずかでじょうひんなひとてす。

⑳。＿、／灘・鷹簗射角藻㌦・厩
　　　　副・噛…て…・一い・し・にいき・

　テストの問題　還（41．0％）

つぎの　ことばの　わけは　どれでしょう。　いいのに　○を　つけなさい。

（21：1せいよう　（60・9％）　　　　　　　　　①　さかなを　とる　ひとの　こと。

　①にっぽんのこと。　　　　②おとうさんとおかあさんのこ
　②　アメリカや　イギリスの　こと。　　　　と。

　③かわいいおにんぎょう。　　　③ふたりいるということ。
（22｝なみき・　　（47・8％）　　　　　　　　（24｝とくべつ　（28．3％）

　　　　　　　　　　　　　　　き
　①すべすべしたき’れいな木　　①たくさんのこと。
　②　なみの　なかに　うかんで　いる　　　②　りっぱな　ひとの　こと。

　　木　　　　　　　　 ③ふつうとちがっているこ
　③みちのりょうがわにいちれつ　　と。
　　　　　　　き
　　に　うえた木　　　　　　　　　　　（25｝あてな　　　（39．1％）

㈱りょうしん（13．0％）　　　　①じぶんのなまえ。
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②え轡をもらうひとのな㌔1，、③の織を（1漏

　③人のわるくちのなまえ。　　 ①びんぼうな人たち。

⑳　つげる　　（52．2％）　　　　　　　　　②　おみせやさん。

　①わるくちをいう。　　　　③おひやくしょうさん。
　②　しらせる。

　テストの問題　IV（42．0％）

うえと　したの　つづぎぐあいの　いいのに　○を　つけなさい。

塾ん・・う1　　　，3，談：艦1ささや，．
　　曝がY．　｝　　③お職で！（37・O％・

些細磁

　テストの問題　V（45．6％）

どの　いいかたが　いいでしょうか。いいのに　○を　つけなさい。

＿＿儒膓憎謝塾お，＿＿い。て，
　　（45，7％）　　　　　うなつこし、た。

　　　　　　　③　はなごさんは　よそみを　して，せんせいに　うなずかれた。

燗灘隠∵蕩鷺∴錠1二∴∴㌍
　　　　　　　t③もうU9なつやすむなのでとてもなつかし、、。

鯛織藩鷺ゴ蕊1慰蔭∴黛l
　　　　　　　／た。
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　　　　　　　（①けさはおそいのでやがてがっこうにいきました。
　　　　　　　　
謄がて！②だ欝ふってき姻力～てたってから励りがなり

　　（60・9％）　1③繍かがtv、てきた．やがておひるのさい瓢がなる
　　　　　　　／だろう。

　　　　　　　〆①がっこうのもんをはいったとき，ふとわすれものをお
　　　　　　　　もいだした。
（38）

竅刀j∴は鑑欝くのことを磁だちとそうだんしてふ
　　　　　　　／③　「さぶろうはこのごろふとおおきく　なったね。」

慣、む∫漂二か漏ε鮒鳥1こ㌦毒誌濃鯖ご’．
　　（39・・％）／③にもつはふろ。諏。くふくんで、、くのですよ。

　以上のテスト1，Ir，皿，1V，　Vの全体の平：均は53．1％であって，これ

が，だいたい低学年，2年生終了時の語い能力の水準を示す語い表であると

いえる。

　テスト1，］1，Iff，　W，　Vを比較すると，テス1・1の定義が成績がよい

が，テスト振の定義は一番悪い。テストーWの関係もあまりよくない。平均し

てはむしろテストKとテストVとをふくむ使用が少しよい方である。もちろ

ん，テスト語いがちがうし，数も少ないから，これだけからなんともいえな

い。前述のように，定義に．しても，どこまで厳密な定義を求めるか，使用に

しても，どこまで適切な使用例を求めるかということである。そして，これ

はまた語いの学習指導の方法とも関係があると思われる。

　1年生の時から同じ語についてテストをしているのでその正答率の上昇を

示すと次のようになる。．
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さ　い　こ

ち　　　り

めいわく

よくじつ

や　ま　い

みはらし

い　か　る

いちめんに

や　が　て

そだてる

ど　　　て

すなおな
は　げ　む

と　も　す

平　　　均

1年生終了時

　S6．1

　61．　0

　4i．5

　56．I

　i7．工

　43．9

　24．4

　26．8

　26．8

　56．　i

　61．e

　48．8

　31．7

　48．8

　44．2

2年生終了時

　　100

　　58．7

　　7i．　7

　　’7i．7

　　26．1

　　71．7

　　26，1

　　41．3

　　45．7

　　69．6

　　95．7

　　73．9

　　56．5

　　65．2

　　6e．3

　「ちり」という1語を除いて他はすべて上昇しており，平均して20％近く

の上昇である。

　　　　　　　　　　　2年生第1学期　　　　　　　　2年生終了時

せいよう
な　み　ぎ

りょうしん

とくべつ

そまつな

みにくい

うなずく

や　が　て

かすかに

なつかしい

平　’　均

36．　4

2フ。3

22．　7

16．9

29．S

34．　1

4C．9

47．　7

47．7

27．3

33．0

60．9

47．8

13．0

28．　3

34．8

43．5

45．7

45．　7

63．0

62．　2

43．5

　ここでは10語のうち，「りょうしん」と「やがて」とが成績が上昇してい

ない。が，全体としてはやはり10％上昇している。

　この数宇の比．較からすれば，ユ年問に20％上昇するものが，この9か月問

には10％であるから，1年生から2年生になった3か月問の方が上昇率が



64

よいようである。しかしこれは，この時期が語い能力の急速発展の時期であ

るからではなく，このテストに選ばれている語いの性格によることらしい。

すなわち，ここは，正答率10％とか20％とかいうむずかしい語いは1年や

半年の短い期問にはごくわずかしか上昇しないのに対して，正答率50％60％

というような語いは急速に上昇して，その正答率が，80％から90％にもな

りやすいという一つの傾向があるようである。

　これは非常に大胆な推測であって，もっと多くの調査・研究，実験によっ

て，億んとうにそうであるかどうかたしかめるのでなければならない。
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IV交法能力の発達

　文法能力については，28年：度入学児は，入学当初と1年生の終り，及び2

年生の1学期末と3学期とにテストによって調べた。このうち，入学当初の

結果については，「入門期の言語能力」に述べてあるので，ここでは1年生

の終りからについて報告し，かつ29年入挙児の1年末の調査結果をも参照

することとしよう。

　どういう事項を調査の題目として，児童の文法能力の発達を見るかという

と，たとえば次のようなものがあげられる。

　　主語・述語のととのった文が表現でき’るか。

　　ことばの順序が，正しいか。

　　敬語表現が正しくできるか。

　　文章の良否の判別ができるかQ

　　各種の文体を区別して使い分けることができるか。

　　動詞の自他の別が正しくできるか。

　　活湧する語の活用や承接を誤らないか。

　　助詞・助動詞・副詞。接続詞などを正しく理解使燭できるか。

　　代名詞・連体詞のコ・ソ。アの使い分けが正しいかQ

　　句読法。送りがな・かなづかいなどが正しいか。

　われわれの調査においては，できるだけ広く多方面にわたることが希望で

あるが，いろいろの制約のもとに思うに任せないので，助詞に主眼をおいて，

その他をもごくわずかながら見ようとした。特に助詞を取りあげたのは，助

詞が国語の運用上重大な役割を果たすものであると同時に，比較的テストし

ゃすいと考えられ，かっ，従来も城戸・松本氏の調査や信濃教育会の調査が

あるので，これらと比較し確かめたかったからである。

A　28年度1年生の学年末テストの考察

テスト問題は次に示すとおり1・］1の2種各10問から成り，1は選択法に
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より，互は正誤法によって，大体同じ助詞を両様のテスト法によって調べよ

うとしたわけである。一一斉テストで，いずれも実施者が1問ずつ読んでやっ

た。

　文法能力検査　1

どの　いいかたが　いいでしょう。

　（れんしゅう）

は。が郷∴。しも
　　　　　9teの泊

あたたかく　ならない。

・圃織1・｝ほんを・んでもらい・L…

　　醐鶏、し…ととおそ粥
2
（

　　おとうさんが／した・

・難一たひ・一げ・す・・

・せ一
o灘｝ぴ・うきの・…・

・一が
o1鰻｝の・・…・・1・…e

・……
oi羅｝・みへお・ぎに一

，このごろは鷲騨ふ。て。ま，，曳

　　　　　　　1劫ぐら、」

・一か・
oiミ1で｝・ふん一

・あ・た一

くれよんを　かって　くださいま

くださって　ありがとう。
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10　いくら　いそいで

　交法能力検査　fi

一の　ある　ところは

（れんしゅう）

耀『｝・に細・・

もう　じき　2ねんへ
　　　　　を…ねん低

いいかたが　まずいですね。なおしましょう。

な，ま｝∴．．．1

1・からすが　そらから　とんで　います。

2．やおやさんで　ももが　うって　いました。

3．にいちゃんはやきゅうを　とても　じょうずだ。

4．ぼくが　あしが　いたいので，えんそくに　いけません。

5．わたしたちは　やさしい　かんじだけ　よめません。

6．ぼくは　いもうとの　ことを　わらったばかりだ。ぶったり　しないよ。

7．となりの　おじさんは　へんな　ことしか　いって　いる。

8．てんらんかいが　きんようびから　にちようびに　あるそうです。

9．くにごさんは　くれよんがないと　えんぴつで　かいても　いい。

10．どんなに　あめが　ふるけれど，ゆうびんやさんは　きっと　くる。

　このテストの実験学校における正答率は下のとおりである。

　検査1

購　正答
1　　　に　　　　（格）

2　　　が　　　　　〃

3　　　を　　　　〃

4　　　が　　　　　〃

5　　しか　　（係）

6　　だけ　　（副）

7　　　ばかり　　〃

8　　　まで　　　〃

9　　ば　　　（接続）

10　　ても　　　〃

平均

正答率％

　80

　45

　フ5

　6ユ

　61

　58

　80

　65

　66

　38

63

検査丑

問題
番号

3

2

±

4

5

6

7

8

9

10

　正　　答　　　　正答率％

カK　　　　　（格）　　　　　75

を　　　　〃　　　　50

を　　　　〃　　　　13

は　　　（係）　　　80

しか　　　〃　　　　O

だけ　　　（副）　　　10

壱・まカ・り　　　〃　　　　　40

まで　　　〃　　　　25

ば　　　（接続）　　23

ても　　　〃　　　40

36
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　　この結果について言えることは，

　㈲　2つ以上の言い方のうちから，正しいものを見出すのはやさしく，こ

　　れに反して，誤りに気づいて独力で正しく直すことはむずかしい。

　（ロ）同じ助詞でも，たとえば「を」に見るように（1［1の1と2）用法によ

　　って相当難易の差がある。

　㊨　内容が児童の経験にぴったり合っているものは，文法上はよく聞題と

　　して取りあげられるようなものでも，案外にやさしい。たとえば，ミは

　　一がミの問題（1・ffの4）やミてもミ（10）のように。

　なお，∬の第5聞は0％であるが，これは表現が児童にとってまぎ　らわし

いものであったらしく，無答が40人中20人もあるもので，0％の結果から

ミしかミはきわめてむずかしいとするのは即断というべきであろう。

　ちなみに、このテストによる各協力学校の平均成績は次表のとおりである。

学校名

N
H
s

F

K
c

1

64％

57

6e

53

53

7e

丑

42％

34

30

32

26

32

　　　　　B　29年度2年生の第1学期末テスト．の考察

　文法的に誤っている短文を10一与えて，その誤りを正させて文法能力を見よ

うとした。やはり一斉テストで，1問ずつ読んでやる方法を採った。

　丈法能力検査

一の　ある　ところは　いいかたが　まずい　ですね。どう　なおしたらいい　で

しょうか。なおして　ください。

　（れんしゅう）

　ぼくは　おじさんが　厳んを　よんで　もらいました。E
　　　　†　」　i　巾　’　．　　．　’　…　　、　．．「　．、　而　．．’　．m　p　、　國　’　…　．’　　．罹　殉

1．おとうさんからかわいいおにんぎょうと　きれいなほんをかって　くだ

さいました。
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2・とおくの　ほうに　みえる　鑑の　がっこうが　ぼくたちの　がっこう　です。

3．うんどうかいの　とき’には，　たくさんの　おかあさんが　あつめた。

4・そとで　あそんで　いたら，おかあさんに　よばれて，ぼくはおつかいにいか

　れた。

5．こんな　やさしい　像んなら　あた：し　にも　よめられる。

6，おひるを　たべてから　2じかんだけ　たって　いません。

7．ねこは　いぬに　くらべると　ちいさいが，ねずみ　から　おおきい。

8．ここの　ばんやから　あそこの　さかなやは，10め一とる　あります。

9．あそんで　しか　いないで，もう　すこし　べんきょう　しなさい。

10．ぞうは　からだは　おおきい　ので　おとなしい。

　この検査の実験学校における結果を，1年の時の検査と符合するものはそ

れを参照しながら，次にしるす。

正　答i正答率

1　が

6’しか

8　まで
9． ﾎかり

7．より

IO　のに

2　あの
3’ ?つまった

5．よめる

4：いった

4！％

3
2
0

2
つ
∪
壌

5
∩
）
8
5
0

2
2
4
［
○
フ

77

備 考

　　ミ
平均i

1年末の1（選択法）2．では45％。選択法より正誤法の方

がずっとむずかしいという前提が認められるならば，工年

末よりも力は向上したと言えよう。

1年糊（二二鵬、跡藍欝1轍り
〃　　　　　　　　9．では40％。i年ではくばかりミの

上に体言が来たのに．，これはそうでないので，そこに抵抗

が強かったのかもしれない。’

（正答は≒がitこけれどitでも通じる。）

事物を指署する時の遠近の関係を見る問題。

王学入学時の同趣の「わいた一わかした！は88％。

1年入学時の「たべられない一たべれない」は76％。

1年入学時の検査は口頭による選択法で，今渡のとは検査

法が違うので，2年の方が1年よりも悪いと言うには当ら

ない。また，3では児童は適当に＝あつめたモ目的物を考

えて答えたかもしれない。

，2　1

なお，各検査校の成績は次表のとおりである。



70

＼＼学校と
　　　＼＼＼人員
問題番号　　’＼

　　　　　　×
　と誤りの個所　＼

Y

　
　
）

計
入
4
4

　
　
（

　
　
）

女
人
2
8

　
　
（

　
　
）

二
人
1
6

ー
レ
…
芙

　
　
　
＼

　
　
＼

ユ・おとうさんから1　8　kO　工8

2．この 8　13　2ユ

3．あつめた 9　15　24

4．いかれた 12　22　34

5．よめられる ll　20　31

6．2じかんだけ一 3　7　IO

7．から　　　　　　　　7　4　1i

8．さかなやは　　　　 5　9　14

9．しか　　　　　　　 5　9　14

10．ので S　4　　9

H
八
人
鋤
．

　
　
（

女
人
凋

　
　
バ

男
入
1
5

、
．
．
i
．
一
…
て

三
人
鋤

　
　
派

女
入
2
8

　
　
（

　
　
　

男
人
2
7

　
　
（

s

3　12　15

　
　
　
コ

計
量
5
1

　
　
（

　
　
　

女
人
2
7

　
　
バ

二
人
2
4

　
　
（

17　k9　36

3　5　8　i　2　3　6

7
816i　831i

22　25　47 　　ll

！O　工S

6　ll　17　1

23　24　47 2S

19　23　42　i　ll　15　26

4　6　le

3　6　9

1　2　3

IO　2　12 o　o　o 0　3　3

8　ll　19 3　6　sl　s3　！！

　　　　　j
12　ll　23　1　2　2　4

　　　　　irr’

IO　15　25 2　6　8

9　2　11

フ　6　工3

4　9　13　1　3　1　4i　IO　！

　　　　　C　29年度2年生の第3学期末のテス5の考察

　1月に行ったテストでは，調査の範囲を助詞の能力だけに限り，これをで

きるだけ広く見ようとした。以後の学年で助調の能力の調査を継続し，この

能力の発達を見きわめる基盤としょうとの考えである。

　テストの問題は，1。皿。皿の3種類に別れているが，次に「もんだい1」

と実施に際してのインストラクシuンの一部を掲げる。

　もんだい　1

どの　いいかたが　いいでしょうか。いいのに　○を　つけましょう。



7エ

。

計
人
工

女
人
劉

男
人
翁

K
所
鵬

女
人
η

男
氏
闘

M F

葎
人
4
6

一
「
芦
　
　
一

女
人
2
5

勢
人
鋤「

勘

女
人
2
5

…
三
人
閻

D

男女計
人　人　入

（3’6H29）　（64S（2’3’4＞（246＞（48C）1

頃
　
　
立

力
　
　
　
　
　
　
イ

正計合

答
率

ド
泥

．
齢
日
げ

…
女
人

…
男
人

12　1！　23122

8　IO　18　27　50

13　6　19　39

ユ2　1！

15　12

7　4

31　s3　4　s　gl12　17　2g　2s　26　64，

　　　　　　　　1．．

　　　　　　　　1
　　77　8　i3　21iiO　14　24　32　29　6i

　　　　　　　．　1

67　96’ 奄R　18　31］12　19　31’29　26　56

　　　　　　　　L一…r．1

23　44　58　iO2，i5

27130　39　69　l！
　iiL一　1’t

19

i4　261　9　19

　1
34　13　！9　32　3　2　4

32 28　27　26　53

・・i・…2巨X 　

2i4721：ユ31124
i

7　4　lll17

5　29　24’ hO　22　32

7　7　14’　7　2i　：．8　8

5　2　71M　26　40　O

lg　36　i　g　7　161　4

　　　　　　　　1
ttttttttttttttt－tmtt @’t@ttt@tttttttttttttttttttttttt @tttt @t

　　　　3　6　sl　4
　　　　　　　　i

1　5’ R0　22　52

4　8　！7　IS　32

g4　i20　2i4　14t一”2．5061／　s

　　　　　　　　l

ユ25’59284 奄撃激?４

・　8333・

15161，lg’5一，67
P6”1．1’6iixull

　　　　　　i’li
134　170　304　163．31　3

　　　　　i’　i’

　　　　　l　　i
39　46　85　i17．7i　1－O

　　　　　ll　‘r　ll　一一

　　　　　I　I
93　76　k69　i35．21　　　　　　　　6
　　　　　1WV’：
　　　　　I　　I
　　　　　i’　1
67　89　156　132．SI　8
　　　　　ilZ’LI’VI

　　1
9　1716　S　ll　i6　16　32
　　t

・・
p・・356ユ・…

　　　　　L．　I
S8一，4　i62　ii？一91．Z．17

　　　　　i　1’
39　53　g2　19．21　g
　　　　　Li　，u一．．！．．

（れんしゅう）

呵
1

くれば　1

きたか録すこしも

きたのに…

くると　・

あたたかく　ならない。

1
2
3
4

．
f
j
㌧
ー

ロ

ー

2・このて

難il御ぽ・のお・…か。て…　

おとうさんから1

　　　　〔1　…　萎警黍ロ｝きま一…・
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3

4．

5．

…・
　　　　　　　　＼4　おおゆきが

　　　　〆1おばさんlc　〉

　　　　　　1　ぼくを1

にいさんは｝2ぼくと…あたまを

　　　　　13ぼくのl
　　　　　／4ぼくがノ

　
　
　
　
へ

　
　
　
｝
つ

　
　
　
こ

　
　
　
　
つ

　
　
　
リ
ユ

　
　
　
カ

轡孤博

いけなく　なります。

なでで　くれました。

7．つくえの

，ndS

　　　媛

ほんから、

雛｝一

。やおや、んJl　　　　　　　　　　　謡！，。て

　　　　　　　　／1藩、／

9．あなたは

1r

…囲i

10．むこうに　かくれたのは r
－
と

　
つき

ちらばって　いる。

いました。

i嚢灘｝・

11．　「おかあさん，しもが　おりたよ。もう 1
2
3
4

－
－
、

　
↓
ざ

　
じ

ふゆだや

ふゆだと転．」

灘裏え／



12．となりの

1
2
3
4

ゆ

31

へやJl徽，職う一C，，．。

　　　／2　　　　　　謙∫

銚、、／ふ、な厭。。で、お、も縣

鷲蒜／

一繋獅の・・て一

15．そんな

　　　1

　　　216．

　　　3

　　　4

　　rli7．　jl　2

　　！3，

　　rl
　　．1　2

こと（
2

あしたに

論凱。＿。、．
こどもぐ’らい1

こどもでも　ノ

18．

@．S．　（・3）　1　＊　，V・　1・＃Z　，th，　e）　ti　e7　（

離艶・のお・つ・です・

　　　　i
あしたのノ

わたしばかり”L

寵翻…口細・いき厭・
わたしも　）

　　　　　　　　　1　よわいも

　　　　　　　　　2よ2つレ、カミ
　　　　　　　　　　　　　　　よく　がんばります。
　　　　　　　　　3　よわいの

　　　　　　　　　4　　よ寿っし逼京tt

19、き，tうは　かぜを　ひいてノ

20．となりの

i；t：畿ど／撚こ

　　潮、こ∫
／
2

・は一

レ、カ｝なし、よ。

つよし、から　　／

つよいけれど／なきむしだ。

つ・い・ @〔
つよいので　　／
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一・・と

鉱灘1：｝一一・一・

，。，。う、。、む、／塊瓢かぜを＿

　　　　　　　　　　13なったのでi
　　　　　　　　　　t，4　なったのは1

　　　　　f1
26．そ、は1・

　　　　　暖

27．あしたあめが｝

1畿／。どもは

謙二で／

｛慈簗トは

哩
⊥
2
3
4

　
て

　
つ

　
だ

　
し

　
た

　
わ

　
＆　
2

2g．

@fsD－Pt」bCa！　i

げんきょく　あそんで　いるG

いきません。

それ鮭ど
　　　　　｝
それぐら固できるわ。

重犠／

｝縦｝，みへお、ぎに＿

ll：1：跡！
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　　　　　　1

　　　　　　230・ひとの1
　　　　　　3

　　　　　　4

31．このごろは’／

、。ぽ，はll

　　　　　i，2

わるくちしか

わるくちだけ
　　　　　　　　いう
わるくちなど

わるくちぐらい．

段あめばかり
i2　　　あめだけ

ほ奮妬い

33．がっこうから～

ものでは　ありません。

ふって　こまりますQ

じろうさんほど

じろうさんぐらい

じろうさんさえ
じろうさんまで　　l

l；莞馴，ふん

i題蝦藻∫

え．いがに　いかないよ。

かかる。

　丈粗裁力テストのインストラクション

○琵1的　今図は：文法能力のうち，助詞の能力だけにかぎり，その学年別発達を見たい

　と考えた。

○問題の構成　1）　ここにとりあげたものは，児童のEI常普通に使う助詞であり，一

　つの助詞について意味用法がいくつもあるものは，平易なもので代表させることに

　した。基本的な最低の能力をこついて見ようとするわけである。そのいみで，：交脈も

　ごく平易なものにした。

　2）えらんだ助詞の種類と数は次の通りである。

　　　「｛各Ejb言司（8）　　終○「菖！投耳b詞（3）　　係翅む詞（6）

　　　接謬慕麹詞　（1G）　　　畠聾　　助　　言司　（6）　　　剤・　33

　3）問題は3都にわかれている。

　　　テスト　1　選択法（4枚）助詞の概観を得る。

　　　テスト　耳　工E誤法（1枚）＼よく問題にされる助詞について特に考え、さら

　　　テスト　贋　完成法（1枚）／にテスト法による結果の比較考祭をもする。

（Dの正答
問題　　　選択肢
番号　　　の番号

ユー一2（が）

2－4　（カtSら）

3－1（で）

4－1（に）

5－3（の）

6－2（へ）

7－4（や）

8－1（を）

9－4（か）
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IO　3（ぞ）

11　4（ねえ）

！2　3（か）

13　3（さえ）

」4　　3（しか）

16　4（でも）

ユ6　3（は）

！7　4（も）

8
9
0
1
2
3
4
5

1
1
2
2
2
2
2
2

2（が）

2（から）

2（けれど）

4（たり）

2（て）

2（と）

4（ながら）

3（ので）

26　　1（のに）

27　1（ば）

28　　2（ぐらし・）

29　　4（だけ）

30－　3（など）

31　　1Qまカ、り）

32　　　ユ　（ほど）

33’ @4（まで）

　実験学校及び協力学校における「もんだい王1の調査結果の大体は次表の

とおりである。

　この結果についてみると，33の助詞について2，523人を検した結果，正答

率の総平均は80％で，　これを学校別にみると，G校の69％，　D校の92％※

k
口

護

丈
　
助

法　　　テ　　　ス

詞
1

／終一図詞
双。．

Y
N
H
C
M
S
G
O
D
F
K
平
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6
フ
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0
1
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ユ
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ユ

蝦に◎網平ほ
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gsl　gsl　s41・　g3

981　87L　87i　B3

881　Sgl　84・　84

921　s41　goii　g2
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フ
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※というような平均値からかなり逸脱したものもあるが，大体において平均

値80　％の周辺に集中している。

　これを助詞の種類別に考察すると

にしてみるに

’…旧一 ?認．．

Y校8・％（・）i95α）84（2）i84（2）179（5）　83
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　1
全体，80（3）19G（1）83（2）■8（4）176（5）　8・

　　　　　　　　　　　　　（　）内の獄字は種類溺による成職のノ顕位を表わす。

　ここに取り上げたのが助詞のすべてではなく，また，それぞれの助詞の異

なる癌法をあげつくしたものではなく，幌童が日常普通に経験すると思われA

　Y校とこれを含めた1エ校の平均を表

．繭潔癖瞬一葡痢⊥遜「

正 月 覧

詞　　　　　　接　 続　　助 信

証
．
2
の
に

25

ﾌ
で

2フ

　平
ば

　均

　　講　　助
hT，．－而；『…闇…一．一『「．．……

　　謹　1
1　”i　”1

F8’，iww2’9－」3’OI’1”irgl，一3”b’

ξ墜．塞

赴コ1総

㌔平

　均i・均

169　90　37190．4フ194
1　ssl・

：懸1翻樗

薩：臨擁
　　1　口　ii
　フ2i　96　フ4i　8フi　85il　　86

　　じ｛㌧、i海2
921　g61　5gl’　aSli　gEl・　ggili　E5

二藍1：惣：l

l／l篶ll遍
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△る助詞であり馬法であるという前提のもとに，これらの結果を考えてゆくわ

　けであるが，概観すると，終助詞間投助詞の類は最も平易であり，副助詞が

　最もむずかしく，他の三種はこの両者の聞に位置を占め，学校によってそれ

　ぞれ異なった結果を示している。

　　助詞能力の発達については，先にも書及したが，古く城戸幡太郎，松本金

　寿両氏のミ小学校児童における助詞表現の発達ミがあり，また近く信濃教育

　会における近藤頼道氏の調査がある。前者は3年生から6年生までの調査で

　あり，後者は2年生以上の調査であり，ともに学年による発達の跡を見るも

　のではあるが，今試みに，前者の3年生，後者の2年生3年生の結果を引用

　すると，

　（城戸・松本氏の調査）

　　　　　　3年の％
絡助詞　　　　　　90

纏　　〃　　　　　　　80tlL“

闘投〃　　　　　go

係　〃　　　　　50
接続ノノ　　　　　　40

調　〃　　　　　　40

（信濃教育会の調査）

2年の％　　3年の％

　　28　37
　　10　12
　　5　　　　　　6

　　！4　2i
　　l6　23
　　5　　　　　　8

（注）　僧濃数膏会のはおおまかなグラ

フで表わされてbるのむあるが，左の

数字はこのグラフから推測し定もので

あるQ

　検査法や文脈が異なるのであるから，結果の数宇を直ちに比較することは

問題であるが，われわれの調査結果は信濃教育会のそれとは全然ちがい，城

戸・松本氏の調査結果とはわりあい近似しているようである。いずれにして

も，われわれの調査が学年の発達を跡づけられるようになった時，これらの

調査と比較考察してみたい。

　「もんだいIl　j及び「もんだい1昭は次のとおりである。

　もんだい　ll

一の　ところは　いいかたが　ちがって　いますね。なおしましょう。

（れんしゅう）

・・じ・・硬な・甑［
　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1．　ともだちと　かわらで　いしを　ひろいました。ぼくは　あつめた　いしの　な



79

2
3
4
5
6
7
8

　もんだい

i＝iの

（れんしゅう）

まえが　よく　しりませんでした。

にいちゃんは　やきゅうゑ　とても　じょうずだ。

　ぼくは　いもうとの　ことを　わらったばかりだ。ぶったり　しないよ。

　となりの　おじさんは　へんな　ことしか　いって　いる。

　てんらんかいが　きんようびから　にちようびに　あるそうです。

　わたしたちは　やさしい　かんじだけ　よめません。

　どんなに　あめが　ふるけれど　ゆうびんやさんは　きっと　くる。

　みんなが　さわぐのに　おべんきょうが　よく　できませんでした。

　　　　III

　　　なかには　どんな　ことばを　いれたら　いいでしょう。

はやく　はるが　くる〔二』iいいなあ。

1
2
3
4
5
6
7

もりのむこう［］おおきな　いけが　ありました。

はるこさんは　ふゆこさん！＝1おはなしが　じょうずです。

ぼくは　きのう　おかあさん】［］かいものに　いきました。

ぼくは　おじさん1ニゴほんを　よんで　もらいました。

うちの　おとうさん1二＝1あしが　いたいので，しごとに　いけません。

「みなさん，うちの　なか】＿1さわいでは　いけませんよ。」

「もう　けっして　そんな　ことをする1＝ll。」と　にいさんにいわれまし

　た。

8　ながい　ひげ1二1”1はえた　おじいさんに　あいました。

　「もんだい1肩及び「もんだいm」の実験学校における集計の結果を，

「もんだい1」の揚合を参照しながらしるすと，

　もんだい　嚢（一幅法）

酬正 答i正肉 「もんだい1」の場合

1iを（お）・は：

21が・は
　
E
31だけ’の
41 ﾎかり。を（お）

5ほで

86％

74

3
0

つ
U
7

48

（8）を一丁60％

（1）が一98（ただし異質の「が」）

（16）は一一95

（29）だけ一79

（31）ばカ・り一100

（8）を一60
（33）まで一93
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　6　しか・が

　7　ても・たって

、1欝ら

28

工
【
》

【
b
7

　（14）しか一一一671
　（1）が一98（これも異質の「が」）
1｛後述するようP、、，3肋テスト、の（・）で，「て

i　　　　　　も」一84％〕
1　（ig）から一一一77

　（25）ので一86

平桐．．．．一一…一…．．．…．上卿．＿．．…｝．……．……．＿．一…．

　以上を見ると，選択法による「もんだい1」の方が概して答えやすいよう

に愚われる。なお⑧では，正答一30人中「のでj－13人，「から」一17

入であった。

　もんだい　III（兜成法）

番号1正
　　F

答、正誤 「もんだい1」の場合

1
2
3
4
5
6
7

8

に

より

と・の

に

は（わ）

で・では

な・でない

のではない

が・の

摩．l
g
i
l
，
　
g
？

I
g
：

フ5 P

（4）　vc－84％

〔あとの3月テス｝では，：文脈をかえて91％〕

（5）の一93〔1で「と」はない〕

（4）　vz－84

（16）は一95

（3）で一98（1とIIIとでは質がやや異なる〕

（1）が　　98

（5）の一93〔異質の「の」であるが〕

平均

　こうしてみると，皿の完成法によるものは1の選択法による結果にかなり

近い。子どもたちの経験からいって，文脈がすなおであれば，正誤法のよう

に誤りに引きつけられることがなくて答えやすいのではなかろうか。

　なお第8問では，こうした工合に「が」というか「のjというか，幼年のこ

ろは「が」というのが，長ずるにつれて書きことばに引きずられて「の」を胃

とするのが多くなるのではないかという予見をもって，これを確かめたかっ

たのであるが，この段階では「が」一15入，「の」一13人であった。（こ

の正答数よりも，男子の誤答が17人中3人であるのに，女子の誤答一す
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べて「を」一一が26入中12人もあったことに奇異を感じる。）

　3月には，助詞の能力を調べた1月テストの補充と，その他の能力を見よ

うとした2年1学期末テスFとの比較と，この2点を目ざして次のようにテ

ストを行った。次にその問題と構成を掲げよう。

　テ　ス　ト　｛1｝

どの　いいかたが　いいでしょうか。いいのに　○を　つけまし．xう。

（れんしゅう）

　　　　　　　　1①か焔ので1
（1）がっこうから」②　かえるなり1あそびに　いって　しまった。

　　　　　　　t畿魏認／

　　　　　　　　　　　1①　なにやら　、
（、〕む。，の，ら醐。ゆなにだけ擁。．

　　　　　　　　　　　鵬臓纐

　　　　　　　　　　　　1①よいから）　　　　　　　　　一
ωくりち。んはあたまも＠よいしh、らだもじ。う縦。
　　　　　　　　　　　　二二に∫

（6）　「きみは　なんの　ようが　あって　ここへ　きたのだ。」「そういう

　　①　おまえは

　　！②お戴も1どうしてここへ9teのだ．」

　　1③おまえがi
　　l④おまえこそ1
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　　　　　　　　　　1①V’・ても〕

（7）し、くら　レ、そいで1②　いくけれど！もう

　　　　　　　　　　L器離∫

一に
P灘二渉

　　　　　　④なるのにd

まに　あわないよ。

いちどに　めを　だします。

　　　　　　畿1：1勤

　　　　　　　雛；劇お愚瞭よ．

．一．1””1の　なかには　どんな　ことばを　いれたら　いいでしょう。

（10）はるこさんは　ふゆこさんにし＝1せいが　たかい。

　テ　ス　ト　（2｝

一の　ところは　いいかたが　ちがって　いますね。なおしましょう。

（れんしゅう）

i・・じ・・ね瞬・ま■

（正）とおくの　ほうに　みえる　この　がっこうが　ぼくたちの　がっこうです。

〔2）うんどうかいの　ときには、たくさんの　おかあさんが　あつめた。

（3）そとで　あそんで　いたら、おかあさんに　よばれて，ぼくは　おつかいにぬか

　れた。

（4）　こんな　やさしい　ほんなら、あたしにも　．よ蓼）．られる。

（5）まさおさんが　おとうさんに　ききました。

　「おとうさん，おとうさんが　てにもつている　あれ，なあに。」

⑥　おにんぎょうに　きれいな　きものを　き’て　あげよう。

（マ）いちろうくんは，よその　子どもたちに　いじめられて，とうとう　なかれた。

（8）きみが　とぶくらい，ぼくだって　とべれる丞。

○テストは，テスト（1）は助詞，テスト②は動詞・代名詞・指示の連鉢詞の使用能力を

　見るように，構成されている。

テスト（1）一1月テストの補充と確かめ（1月には児童にとってなじみのうすい助詞は

　　　　省いたので，今眠はその範囲を広げた）10間，
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り
ら
　
　
も
そ
も
　

ど
り

な
や
さ
し
と
こ
て
と
ほ
よ

ω
偶
㈲
㈲
㈲
⑧
ω
⑧
⑨
㈹

副助詞

副

終・聞投

接続

終・聞投犠
続

1月テストの補充，

選択法

　　　　　　　　　　　　　　1月テスト

　　　　　　　　　　　　　　の訂正　　　　　　　　　　完成法

テスト〔2）一動詞の自他の活用，代名詞（連体詞）の遠近などの理鯉（2年1学期末テ

　　　　ストのうち助詞をのぞいた4問をそのままと，これと同趣のもの4問をくわ

　　　　えた）8問，

　　（1）〔2）（3）（4）一2年1学期のテストから選定

　　（5）（6）（7｝（8）一上と同趣のものの補充

　テスト（1）の実験学校と実施各校（M・S・H・D・N・C・Gの各協力学

校及びY校も含めて）とにおける正答率の概略は下のとおりである。

（番号）（助　　　詞）

（王）　なり（副）

（2）　やら（〃）

〔3）さ（終。闘）

（4）し　（接）

（5）　とも（終。聞）

（6｝こそ（係）

（7）ても（接）

（8）と（〃）

（9）　像ど（副）

〔le）　より（1格）

（Y校）

47％

36

62

44

96

S8

84

64

27

91

（各校）

39％

6e

65

45

85

38

81

67

4！

84

（備

（1月テストで，

（　　tt

（　　lt

考）

Y校～44％，各校一39％）

”　28，　”　50　　）

”　47）

以上の数字を実験学校について1月テスFの1と合わせてみると，次のよ

うになる。

終・間投助詞89％

係助詞　　　　80

後続助詞　　　82

副助詞　　　　70

（注）3月テストで補充したものはそれぞれ加え，改訂した

　　のは改めた方を採る。「と」は今囮の方が丈脈がわか

　　りやすかったらしく，　「ほど」の不禺来は，やはり丈

　　脈のせいではあるまいか。
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格助詞の1より」は，完成法によっているので，1月テスト1と合わせるこ

とはむりであるが，まずまず動かないと見てよいであろう。ただ，今踊の方

が文脈がはっきりしているので，1月テストのlffでは47％だったのが，91

％にあがっている。テスト（2）の実験学校における結果は次のとおりである。

」簑奮　…問亙あ．蕃覗．．』正答⊥．．…露事「籍塾

遠
　
　
近

指
示
詞
の

動
詞
の
自
他
等

）
）
－
E
O

（
（

　
　
）
）
）

2
　

3
6
了

（

あの　　　　　　　　　　64％i
それ・これ　　　　　　　　　　　　　　　　　　96

もの・の（のは）

あ娠。た．きた．くる．み越た．きまコー一逸

した等　　　　　　　　　　i
いった・bきました　　　　　　　　　　　　96

きせて　　　　　　　　　　　　i　82
ないた・なかされた　等　　　　　　　　　　　　87

48％

活
用

動
詞
の

〔4）よめる・よめます．

⑧　とべるよ・とべる 9
8
8
7

55

77

70

　2年1学期と比べると著しく向上していることが知られる。ただ，代名詞

・連体詞など指示する語の遠近の閃係を的確に表現することは，まだわりあ

い困難らしいことがわかると思う。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85

　　　　　　　　V　ひらがな能力のi発達i

　　　　　A　ひらがな読字力・書字力の正答率の上昇

　1清音，濁・半濁音の読み雷き

　ひらがなの文字力発達については，「入門期の言語能力旨こおいてみたよ

うに，（1）書く力は学校にはいって継嗣的な学習を受けはじめる5月6月ごろ

急速にのびる。②書く力の完成は読む力の完成よりも困難であり，ややおく

れる。（3）都市においては読宇書宇ともにエ年前期終了蒔（1G月申旬）lc　gG％

に達し，純農村においても1年2学・期末（12月）には90％以．ヒに達するとい

う状況であった。

　　　　　　2年生第2学期末ひらがな丈掌別正答率一覧表（満音）

．一．＿＿深み乎均…嚢6亙変一一．一一．．一～．」 廼』き＝平均　93．8　露

姻f響隊等 ，警碧隊響動

き瑠1：：：1

け瑠儲9
：｝lll　i、器・

k，・一　1　Wgl　Y・g

せ　　、　　98，0　　　ユ00

そ：100　 8S・7

たllOO　98・0
ち…100　 98・0

つ1、：劉、器9

とll別：：：1

∵瞬器：別

gs．　o　l

g2J．　gt

雛：引
g
’
I
l
i
i
l

1
引
1
翻

・
熱

96．i　ti

98．0

96．9

95．　0

95．　4

97．　4

97．　6

96．　！

93．7

97．8

98．　S

97．　4

98．　3

97．　2

89．　3

96．　9

95．　2

94．8

93．7

97．　6

94．　1

　　　
95．21を
　　ミ
84列ん

ね
の
は
ひ
ふ
へ
ほ
ま
み
む
め
も
や
ゆ
よ
ら
り
る
れ
ろ
わ

校学力協校学験食
出
O

かみよきかみよ

9s・ol

，
i
g
・
．
g
l

｝
翻

8
　
9
8
5
7
7
0
9
4
8
0
9
7
0
8
9
0
8
9
フ
9
9

7
G
5
7
5
3
5
8
5
9
1
8
3
5
8
！
3
8
9
5
3
3
3

8
0
9
8
7
8
8
9
9
6
9
9
9
8
9
9
9
9
8
9
8
9
9

　
1

96，5　l

gs．　s　1

96．　7

97．　4

9S．　2

93．　9

3
9
0
6
3
7
0
2
8
4
4
0
0
0
7
3
3

3
8
8
5
6
6
8
7
7
5
7
7
5
5
6
6
8

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

G
6
0
6
2
3
6
7
7
2
1
4
0
2
0
4
4
6
工
4
工
1
2

0
4
5
5
5
9
7
8
6
3
1
S
3
2
5
0
2
4
1
2
9
9
7
。

9
9
9
9
8
8
8
9
9
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
8
8
9
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同（濁音・半濁音）

よみ平均90．9％

文字儲警資望
　…

がiIOO
ぎi・・0

ぐi…i
げlloO　i
ごiloo　i
　　　　　　　　　　

ざ195．gl
じ｝…1
ず195．gi
ぜi98．0
　ヒ

ぞilOo
だ1kOO
ぢi93．9
つ198．・l

　i　　　i

98．　0

89．8

81．　6

89，　8

89．　8

83．　7

95．　9

87．8

61．　2

85．　7

95．　9

26．　5

73．　5

　　　　　　　　　　かき平均雛．5％
警幕㌻・文字i肇綜讐「毒，三等

gs．　s　1

，3．o

：1：漂

5ElgI

ge．　3　1

95．　0　1

93．　0　i

9ユ．，｝

92．0　i

：，5E’1’

89~

9S．　6

86．　7　i

84．2　1

86．　4

90．　8　1

84．5　11

9B．　O　1

88．　4　i

83．6　i

82．　！　1

90．　8

6s．g　li

77．　2　’

で
ど
ば
び
ぶ
べ
ぼ
ば
ぴ
ぷ
ぺ
ぼ

IDO

IOO

gS．　9

9！．　8

9S．　9

89．　9

93．　9

87．8

91．8

77．　6

83．　7

71．　4

98．　0

9ユ，8

81．　6

75．　5

65．　3

85．　7

フ9．6

71．　4

87．　8

77．　6

63．　7

75．　5

　　1
95．　S

95．　0

92．　3　1

551gl

gL　31

89．1

S991
i9・1　’1

86．　8　1

83．3　l

s4．　s　I

s4．　6　I

　　l

90．　8

88．　2

84．　9

86．　0

82．　5

83．8

82．　1

85．　8

8i．　6

74a8

80．　5

77．9

そこで，1年2学期末で，ひらがなの習得は一応できたものと認めて，1年

3学期末にはひらがなの文字力についてはテストを行わなかった。しかし，

その後の教室観察や，ノートの使用状況，作文の文字二二などによって，一一一一

字ずつのテストに正答を得たことと，実際の使用力とは，必ずしも同一でない

ことが認められた。2年の2学期末にもう一慶，1年の時と同じテスト方法

で，（ユ）ひらがな清音，濁・半濁音71字の読み審き及び（2）使用上露難度の高い

促音，拗音，長音の読み書き，助詞は，を，へ等の旧きのテス〉を行った。

　ひらがなテストの問題

読み…………個別テスト

　（1｝ひらがな（清音，濁・半濁音）71字

　　　　　単独に文字として無作為に与え，正しく読めるかどうかを看る。

　（2）　促音，拗二音，長音IS語

　　　　　これらの音を含む15語を与え，正しく読めるか，どうかを見る。

　　①まっくら　　②しゃしん　　　 ③やきゅう　　④がっこう

　　⑤ちょき’ん　　⑥じゅんばん　　　⑦かえってくる⑧きんぎょ

　　⑨びっくりする⑩じょうずに（できた）⑪りょうて　　⑫びょうき

　　⑬かってもらう⑭ぎゅうにゅう　　⑮き・ようは
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書き・・……・…集団テスト

　（1）ひらがな（清音，濁・半濁音）71字

　　　　　　それぞれの文字を含む語として与え，正しく書けるかどうかを振る。

　（2）促音，拗音，長音その他20藷

　　　　　　よみのお諮及び，助詞へとえの使いわけ等を含む20語が正しく＝謝ナ

　　　　　　るかどうかを梱る。

　　⑯ほんをよむ　　⑰うちへかえる　　⑲ことりはかわいい

　　⑧おこったかお　　⑳うんどうかい

その結果，次のようなことがわかった。

　　　　　実験学校　手筆29隼度2年生第2学期末テスト集計表

　　　　　　　　　　　ひらがな　読掌・書字

iあ・・｛うえおかきく跡・遷司すi到そ
読字（数）

正答（率）

Ap．1　A．41　441　441　441　44

i661　i60’ P　i66i　i661　i60－1　i66

書字（数）
正答（率）｛

　　　　　1

　閲E　　　　　　　　　441　44　441　441　44　　　　　　　43

　　　　　　　　1001　IOO100］i　IOOI　IOO　　　　　　97．　7

　［　．n1
441　43i　44

ioolg7．71　ioo

　旨　　i

t14i　42

！00　95．　5

44i　431　441　44i　44i　44

11，tti977EmmO．P．L19’gOilt99i．3，9．9

441　431　441　44

100．g7．7nool　ieo
　1

た「司っ．1て・…なに丁議．1ね！の陣ひ隔1

441　441　44

’ll妹10．塑

　　へ　ほ

読字（数）

正答（率）

44

100

　f441　431　44
　t
lOO　97．7　ユ00

　F

44P43　」　44

1GO…97，フ…IGO

　l　　l

”” P・”’L””ual’T…1

みiむiめ

44

1eo

も…や回・映り移

eeL42L－4－11．一4gl．．41

1．．9．．9．1’［．7．：．7．i？Fz2．／97．：．7．li99．，；．，？，

　ド　　　　　ピ　

れ［ろiわiを

　数（字留

◎僻答 鵡雰謡細雨翻

44

100

44

100

44

100

　43

97．　7

t141　441　44

100uOOI　IOO

44

100

　4il　a．3

．93．2，9フ．7

ん

読字（数）

正答（率）、

書字（数）

正答（率）

44

！00

441

　1kOO
　g

　　　　　　　　　　　　1．

○　薯乙ゴ勾読男数　　　　45．9字

　　　S．D　O．6
　　　　　　　　　　　　2．
○　平均書字数　　　　45．5字

　　　S．D　1．O

調査日

読字力　　29．R．30（火）
＝露：字ブ，　　　29．　ユ2，　　3　（金）

テスFの方法

読字力　　個別テスト

書宇力　　集団テスト
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．…

ﾈぎ
．読字（数）・・：・乙ヒ・

正答（率）…10σ100；100

1迅8碍紅司．到爵招匠凶づ

誘麗搬調潔癖
1で…ど

害字（数）．・31・・13gi・242圃43F・・i・・1・2・3i　3842
正答（峯）：97・7…IOO；88峨95・『9S・・、97・・lg7・フ…93・2i95・S195・5197・7、86・4…95・5

璽looneo
　l

44］　44

1001　100

　1
ば

読字（数）144
　　　　　正答（率）．llOO

書宇（剰44
正答（率）llOO
　　　　I

同恥…ぽ回ぴ囲塵・i

搬轟轟1細鵠○平騨響
鋪鐙講1麟1鵬○平響翼字

　ひらがな清音，濁。半濁音に関しては，清音46宇申，平：均読字数45．9字

（99．8％），平均書置数45。5字（98．9％），濁・半濁音25宇申，平均読字数

24．6字（98．3％），平均書字数23．7字（94．7％）という，さらに高い．ヒ昇率

を示した。そして1年の時に教科書および学習の如何にかかわりなく，読字

・審字ともに完全習得のおくれる羅宇む，ぬ，そ，ほ，ろ（書きの「を」）

等もそれぞれ±一揃して100％に達したり，100％に近づいたりしている。濁

・半濁音で，とくに書きにくかったぐ，ぢ，ぶ，ぷも90％近くにのびてい

る。この発達状況は1～2年読字・書字能力の発達（ひらがな）をみるとい

っそうよくわかるQ

　　　　　　　実験学校　1～2年読字・書字能力の発達

　　　　　　　　ひらがな清音文字燐正答率の上昇

　　　談．　　　　　掌　　1　　書　　　　　字
＼籔躍昊撫瞭1讃…N　　　　　　　　　　　　　　　　　雛細る二半匡1三

塁；1：：翻

う6、，6i8・．895．6

　　1”　．［
え62・5奄V7・31　86・フ

お，6。・4186・41　96・S

鐸港…堤：罵

i・i・Sil！Ziigii，lii・E・oiSili，1，li

・…F・G・・i・7・・1・・…iお

54．3

64．4

S6．5

43．S

63．0

g：ill　g2igl・　zgizl，　ggisligo，ig

71．7
P　so．61　ss．ll．1　g2．71　g7．2

男：畿：／ll：1・、器：：i　ll：l

　I　　　　l　VV’一rv－T　vi

工00．O

IOO．O

IOO．0

97．7

工00．0

：1：溜：謡弍ll：十四鶴：1男濃：鵬：1｝器：1聴器：1
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　　　　　　読

、、…㌘痔i5月，6月「7月

　▽48ノ＼i44ζろ＼1二二｝ノv14iノ＼

く…・6・・｝・…；

け・6e・4；2・7i

e　，62．　5／8L　8
　　i　．．．．1’　li

一Sk　．70．8i8L　8188．9i　95．i100．0…9フ．2100．0：iづ『E64．473．3…88，6；95．2i　92．＝7i　94．41100．0

ね54・2；72・9i82・21　90・2：90・2

1まi62．5i79．5i

ひ；巳6・265・9i

ふi54・2163・6i

塗継：：周

さ；62．579．51

　　　　　　　　　　ト
し：フ0．88！．8：

　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　

せ，56．281．8
　　　　　　：

そ150。052．3、
　　　　　　．　　i

た　58．368，2

ち58．368．2．

つ54．270．5’

て54．26L4
ど6・．4フ7．3i

　　　　　　’　　　1

f“：i58．3，68．2

　　i　　　，

窺縛網

　　　　　　　　　　　ミ

のβ2・『773i

　　〔　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　ミ
　　l　　　　　i

　　　　　　　　　　　　一．一字　　　　．＿．…　　　　　　“i：　　　　　　　　　　　　　字

　　　　　　　　　1塩臭i激｝籔1＼．讐1晶契；頭悪臭1額・嶽i籔

禦鐸霧ll縮醗iii蕪llii鋸羅斗ii誉

1：：：ド；：1…1：：甥ll認著1瀬11翻離：1：：彫：甥鎚：1

男：liエll：躍：彊：118’：：8獣：‡1孟i瓢1：：携：1’1：：：膣：l

i謙i；撰i鱗lli跨：1難llllil蕪陰獣

鵜ll：i際野il芸総燕i器ii　i器藷4i罷

　　　　　　　　　　　　　　…94．4、100．O　fia　32．6：44．4　68．2iフ8．6　92．7．9フ．2．工00．0

89iE：
黷X|7－翌翌V
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91．i
戟@97a61　97’6i

6s．　9 P　82・　？i　？9一　7．i

フ3・3195・1：92・7：

：1：避暑墨：1

　　　　く

97．2i　97．フ
　　　　…

9！．フiioO．0
　　　　…

97．2i！00．　O
　　　　i

88．9i　9フ．7
　　　　E

91．フilOO．0
　　　　「

1・ま：54．366．7
　　ミ

び50．060．O

ふ…26．128．9

へ32．633．3
　　i　　l
e・S　’23．946．フ

9
8
7
5
5
［

・
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一

2
3
6
9
9
一

∩
」
フ
6
5
∩
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．

ユ
5
ρ
Q
5
1
．

4
・
0
3
4
9
…

Q
u
フ
6
R
）
［
b
．

昼7．6i！00．○巨00．e

瞬・・，7i9フ・・

　　　　　　　　　　　　ト

82・9191・フ193・2

78．ol　gl．7】97．7
　　　　1　　1
82．gi　gl．フi　93．2

　　　　i　　i

継：誰：鐸：：i

　　　　　　　　　　　64．4Eむi47．956．8
　　l　　　l

めiS6．2β8．2
　　1　　i
E．．jl／？．．9．LgjZ，f5：一9

80．0

86．7

11：：鵬li；；：；鹿ll

　　　　　90．21　94．4フ8．Oi　　　　　　　　　　　　　　100．　0

　　1”’　　　i

やisa　3168・2

e9）160．4、65．9

　　　　　　　　

よ16G．48］一．8
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1
6
5
7
9
9s6．71

　　　　E

68．9ii

gl．ユ

92．フ

82．9

9フ．6

藷：熱1難；難縢蘂…

ら so．e
P6s．gi　6s．g

9S．　I1
90．　2

97．5

95諏00．oiユ00．O
　　　　　　　　　E

97，6ユ00．σ　g7．7
　　　　　　　　　
70．7：88．gl　97．7

　　　　ヌ　　　　　　　　

87．897．2iiOO．G
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92．7　94．4i！OO．　O
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　　牙二））｝・L－2っオtの育錘ず折で・ζよ，　1・誓三の2綜乏；ζij努（こで『U・らカヨな文億aソ」；響3で1芒を…一・揖己ζ打ち一切

ったために，この2年の2学期末テストの間までに，時期約1こブランクがあ

るえ）｛ナで’，　そオzを禰亘猛’する〕壱こ膨長で’，　Ii：dじプ≦懸灸£達｝校∬乞び姥右ブフ8津項交　（碧アたliこ，　A

毒交をブ∫llえる）　の1臼三｛【三1こ粛《∫・して，　1勾こ2萄乏巽暮ラ終と3鴬乏共｛∫うにの一二江可に二．藍って6桑

く同一一の力法でテストを行った。それによると，

一tt @　一　　1年2瀕昧（iLv月ジー1“『一∫．｝」鍾’判味（3月）　．
　　　　　　　　　　　　　　　’　実’虜を．一一崇ド三一’”i一曲晦づ萬遮校　［1実．．1険　f遮．おζ．一．．！錫＝力学影：i’

雲離籔iゼ遷延．熱∴∴∴∴1
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2学期は前年度の1年2学期末と比べるとむしろ上回る成績（ことに清音の

読み書き）である。3学期は濁。半濁音のみについて行ったが，その結果は

ほぼ2年の2学期末に近い上昇率を示していることがわかった。

　このように，ひらがなの清音，濁。半濁音の1字ずつの文宇習得は1年の

2学期末までに90％台に達し，あとは濁。半濁音の難度の高い宇の書き等

も徐女に習得の確度をまして行って，2年の中ごろまでにほとんど完成期に

達するということがわかった。

　しかし，それはただテス1・の成績であって，突際の場での使用状況は先に

述べたように必ずしもこの結果と一致しない。

　音読の際の拗・長。促音の渋滞は2年も中ごろになるとよほどとれてすら

すら読めるようになるカ㍉作文やノート等における書字の誤，Elt一は相当にある。

　たとえば，実験学校2年1学期末に行った国語学習帳検査（7月1311iD

でも，評価3（．L）に画する，比較的誤詑の少ない者は男子5人，女子7人，

計12入（42入中）という結果であった。教師の指印によって板書の歯垢や

文を視写したり圏語の教科書の一部を写したりすることが多いこの学習帳で

さえこのような状態だから，1藁由に書き綴る作文などの誤記は予想以上に多

いわけである。

　作交にみられる誤りの傾向

（1）促膏を脱落させる

　まていました（まって）　のていきました（のって）　いちやいました（いっちゃ

　い）　らぴとでいきました（ラビッ｝）

〔2〕拗音の脱落や他音の添加

　ろっびくごじゅうえん（ろっぴやく）　だいきょうちう（だいき’ようちょう　火山

　町で町名）　おくPおう（おくじょう，屋上）

〔3）長音の脱落および，長音化

　じょずに（じょうずに）　ぴやのうを（ピヤノを）

（4）助詞の使用

　　……え　（へ）

　　……わ　　（は）

　　……お　　（を）

　　ことに　へとはは使用しにくい。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95

　　しかも一方でtt・

　　「わ」と「は」を混恋して，はすれたので（わすれたので）　といった誤用も梢当

　　ある。

〈5）　「ん」と「う」とが混1．ljされる。

　　こんち．）：うせんせい（こうちょうせんせい）

　これら五つの使柵法が困難度の多いものと見受けられる。そこで，2年2

学期末に文宇ごとの読み。書きと二時に，こうした問題を含んだテストを実

施して，「1常の使用笏面との留筆を調査してみた。

　　　　　　B　促音・拗音⑤長音の読み書きの発達

　2隼2学期末の促。孝幼。長音の読み淋き薪1査に先立って，入学後の1年の

6月（28．6），1年のエ学期末，エ年2学期末に：，ごく簡単ではあるが，促音・

拗音の読み書きテス1・（書き・は1年2需｛＝期末，入【：lll期の終りのみ）を行って

きた。

　（実験学校）

よみ

ll悔誰墾ノ彗轡二1⊥遍誤蟹舟籍翌1三⊥猿≡子

＼i．系認鴛て灌i死語亨頴1漸講醗ザ瞼讐

嬉毒素：』憐壷纏lli幽露1｛1函／：1編

入
％

　　　　　　　　　　　　．．＿し．　　　　　　　　　…』湘瞬ガ．．夏亮
　　　　　　　　　’1’　’”＝　lll．　拗　　　音

蹴隻1鎚1壌厩⊥鍵圏歪｝溢．i至璽匿陰隻

隆窒窟塞：睡駕li∴墨三四1：
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’…‘…門 @　（49名）

劇劃曳響劇　　　ぎゅうにゅう
…うてk。）（う）（。）（う）：

銀翼酬1

塞鍵r墾童；縣㌢選1姦1塾㌍1窒鎚

き　
〉カ

　　促＿＿責＿」擬

・｛お嚢鍵1醗警…鰍墾巨靴至讐
∫｝：1壷：illl詣鐡lil墨i置｝1∵；1■海

．ユ2　痢　　 （49名）”

擦鰐讐．…圏．き腰ぎ・うに・う「ほさ

曙・d／1・・「噸卯ヴi・・．劉・弼一3・i即獅…阿屍

．％轡鰻墜璽lrど塑5丁丁r二3r51黙2…71・墜rl量8鯉i『畔甲rl・呈

「褥一望π『　その蘇観ると・二三1曜めごろ・ひら

　　計昌｝ピ計　 がなの読字力がかなりつき始φるころから，促

ア醍硫1．．3’、ラ・撫の読み離職り，・輔網・プ・体3・
liNI　79．、ll　68．II　g2．、％醗・f，，i／・1の・学｝㈱。は・・％を徽、、。．

2年の2学期末までにはさらに．ヒ昇して90％を上圃りほとんど完成に近づ

いている。しかし，ひらがな71宇の一宇ずつの習得率にはやや劣るのは，

使用面の状況を裏がきしている。書きのカはひらがなが火体書けるようにな

る入門期の終り，即ち1年の2学期末には60％台で，読みに比べ書く方が劣

っている。しかし2年末には80％台になって，書く力もかなりあることがわ

かった。読みは拗音が，審きは促音が早くできるようである。協力学校につ

いてみても，実験学狡と大体同じ結果がみられる。
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　28年慶1年生についての促・拗音の読み書き能カテス1・は1年の2学期

末から2年の2学期末にとんで，その間に空自があるので，三三的に29年

度1年生について1年2学期末，1年3学期末に同じテストをし，比較して

みた。

　　　　　　　　　　（実験学校）拗。長・促爺浄の読みの正答率の発達
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　その結果によれば，1年の3学期末には，2学期末よりさらに上昇してお

り，大体2年の2学期ごろまでに一応の発達をとげるという推定ができるわ

けである。

　促・拗音の読み書きの一応の発達がなされるとみられる2年2学期末のこ

れらの能力をさらに分析してみると，

　1．促音。拗音。長音の読み書き

　実験学校では，促。拗・長音の読みは正答率93．5％，書きは77．7％で，

読みはかなりの好転であるが，書き’は生活の場での使用状況を裏書きするよ

うに，まだあまりよいとはいえない。また協力学校でも，読み93．1％，書き

83．9％で，（書きは実験学校にまさる）もう一息というところである。総体

的に促音はよく読めるが，譲く方で少し劣り，拗音は「よ」がよく読めて，

「や」がよく君け，rゆ」が読み書きともにやや劣っている。もっともこれ

は提禺語や，提出数にもよるであろうが，拗音を含む語を考えた：時，生活の

場での使用状況とある程度の一致が見られる。長音「う」は実験。協力学校

とも，読み書きともに高いのも，生活面と一．一一一致している。

（実験学校）　2年生第2学期末テス｝　拗音。促音・長音その他

＼　康らiご』1’3Ml

　　　．・ら闘やきψ

読字（数）

正答（率）

書字（数）

正答（率）
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驚壁塗争墾L室禦壁■i宝カーフ空1塑、r・　r∵

　　　　　　（協力学校）　2二年生　第2学期＞1ミテスト（29・Z2）

　　　　　　　ひらがな拗・促・長音その他の篤学書字集計表

1＼翻一｝犀う匿〆i弓懸穣・うず

聾難｝黒磯1瞬ll鍛二：：：1：乱羅識1

ゴ警鷺鯵1犠飛1∴：う∵L
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弼狸竺壁i整畑乏一 隠
・
目

　　　　1

書字紺碧

テストの方法

　読掌力

　書字力

　2．

60．gil　sg．61

　　　　1巾

個人テスト

集団テスト

T（琵5読字「ぎ1・一曲ろはユあ長著．一．．＿＿…　　　　　　　　　　　　　　　來室llll霧答率

離灘一斗賄編1鵬
塗奪曝艶蓋置1神2

　　　　　　　i■一「コ
e．6：．ll．．．．e．e：　PII．　．9［．［．lthL7．？．　iE　li　．？．5．i．　÷lll”？．Zi．P．　li．．9．3．；．lll．．．．．8A．．L5

促音・拗音・畏音の読みの正確度
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　児童に促。拗。長音を含む語を提示して読ませると，一度で正しく即答で

きる子供は上位の子であり，下位の子ほど一字ずつ読んだり，口の中でまず

一字ずつ読んでみて，それから正しく読みなおすといった段階にある。そこ

で，この調査では，読みの場合，正答者を，（ユ）すぐに正しく読めたもの二重

まる◎，②一宇ずつ読んでから正しく読む，読みちがえをみずから気づいて

すぐ訂正するもの一重まる○の二種に分けて行ってみた。その結果，2年の

2学期末でも○の段階のものが15．1％もいることがわかった。なお，i司一

の問題を締充的に行ってみた29年慶1年生の2学期末では，2年2学期末

テスFに比べると，○が多く◎が減っており，1年の3学期末には○がへっ

て◎がふえている。無答から誤答へ，誤答から○へ，○から◎への発達段階

が示されている。

　　　　　　　　　　促。拗・長音の読みの確度

2年2学期末 1年3学期末　　　1年2学期末

◎
○
…

校
校
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．
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20．　8

協力学校でも多少の出入はあるが同様の結果がみられる。

3．促音・拗音を書く能力の発逮

　2年の2学期では，すでにひらがな一字ずつの書字力も90％以上になっ

ているのに，促・拗音の書く力が劣っていることは前に見た通りである。促
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・拗音が書けないのはなぜか，どこに欠陥があるのかを見る一助として，誤

答の分析を試みてみた。誤答を分けて，（4）促・拗音に小宇を使わないもの，

（ロ）促・拗音があやまった他の音などに置きかえられたり，脱したりして書け

ないものの二種を設けてみたところ，実験学校では誤答の中にイの型のもの

の方が多く，ロはごく少い。補充テスト1年3学期末では，正答数が減り，

誤答ではロの型がイの倍近くあるという状態である。3学期末には，まだロ

の型がやや多くなっているというふうに，促・拗音が書けないということに，

全然書けない，書けるが表記ができない，という段階があること，その段階

を経て正しく書けるようになることが認められる。

促・拗音の誤答分析
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　　　　　門「％

　442　i　6．　9
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（3528）1　（54．6＞

）中は正答数・率

　協力学校における促・拗音の覆字力のイ，ロの反応を見ると，学校によっ

て，イロの差が非常にちがっていることがわかる。たとえば2年2学期末の

テストでは，

　（1）イが多くてロが少ない　　（実験学校）

　（2〕イがややロより多い　　　（N校，H校）

　〔3）　三二ミイよりやや多し・　　　　（C校，F校）

　（4）ロが圧倒的に多い　　　　（M校，G校）

とあって，実験学校にみられた学年の発達段階の相違というよりも学校差の

方が現われていて非欝に区女になっている。これは，促。拗音を正しく書く

という能力は，ひらがな書宇能力を代表することはもちろんであるが，同時

にそのこと自体の習練の結果によるものであると思われる。

　4．促誉。拗音・畏音醤掌力テストの誤りの傾向

　促音，拗音，長音の書字力テストの誤りの傾向は次のようである。

促音

　（王）小字をf吏え．ない。　　　　　例　まっくら　　　　　（まっくら〕

　（2）促音が脱落する。　　　　　　　まくら　　がこう　　〔がっこう〕

　（3）促音の位置の入れかえ　　　　　まくつら

拗音

　（1｝小字を優えない。　　　　　　例　しゃしん　　　　　　〔しゃしん〕

　（2）拗音が脱落する。　　　　　　　ちきん　　　　　　　〔ちょきん〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　きうは　　　　　　　　〔きょうは）
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例

（3）脱落の結果字音的な表記となる

（4）拗音の代りに他の音が入る

㈲　拗音の次の音が長音化する

＊じんばん　　　　　　〔じゅんばん〕

＊ちんばん　　　　　　〔　〃　）

　（＊これはなまりでもある。）

　やき’う　　　　　　　　（やき・ゆう〕

　ぎうにう　　　　　　〔ぎゅうにゅう〕

＊ぎう　にゆう　　　　（　　〃　　）

＊ぎゅう　にう　　　　（　　〃　　）

　（＊どちらか片方が脱隠する時もある）

きゆは

ぎょう　にゅう

きんぎょう

じゅうんばん

じゅうばん

（6）拗音の抵抗から次に．くる音を歪める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎうぬう

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゅうじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　やききゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　きんよう

（t）拗音の次にある場合，長音が脱落する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゆにゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゅう　にゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゅ　にゆう

　　　　　　　　　　　　　　　　　やきゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　きょは

②　長音うをおにする　　　　　　　がこお

これらの誤答反応で面白いとおもわれたのは，

〔きょうは）

〔ぎゅうにゅう〕

〔きんぎょ〕

〔じゅんばん）

〔じゅんばん〕

〔ぎゅうにゅう〕

（　　lt　　）

〔やきゅう〕

〔きんぎょ〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拗・長音の誤りなど，

ような譲り方をしており，なお，正しい読み方ができていないものには，書き’の方でも

誤りが多いこと等が児出され，拗。促音を示す交字の大小も文字能力の発達を示す指

標であることがわかった。

　5，助詞その他の書く能力

　作文やノ・t一トに誤携の多い，「を，へ，は，」と「お，え，わ」の旋いわけ，

「う，ん」の使規等をテス1・してみた結果が次の表である。

〔ぎゅうにゅう〕

（　　Tt　）

（　n　）
〔やきゅう〕

〔きょうは）

〔がっこう〕

　　　嗣一入が周じ
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　（実験学校） 2年2学期テスト

正答（数）

正答（率）

砥んを

よむ

31

70．5

うちへかえる

，　1　，，

20．5i　97．フ

ことりはかわ

いレ・

おこったかお

36　ii　3s　i　44　ll　34

8L　8i　86．4L　］．OO　1　77．3

うんどうかい 計

42@［1　43　1　42　1　362

95．5堰@97．71　93．211　82．2

（協力学校）

正答（率） 86．X　60．91

　　i・　1’i

i　　i　　［　　I　　I　　I
　　　　89．61　86．ll　82．51　96．2i

1　TT’1　T”1
塵・i・塵柚

これによると，助詞のうちでは，「へ」の使用がいちばん困難で，2年になっ

ても20％（実験学校）しか正しく書けず，比較的よかった協力学校でも60％

で，他の「を∫は」より悪い。「を∫は」は大体同じで，80％内外である。「え」

「わ」の使用はかなりよいが，ことりはかわいい」のような形で出されると

，逆に，「ことりわかはいい」と書くものが相当にある。同様に，「おこった

か」おとi提出されると，語頭の方は「お」にし，語尾の’方は「を」にするとい

う答え方が意外に多かった。したがって，「かお」の「お」はいずれも「おこ

った」の「お」よりも正答率が低い。「うんどうかい」のように，「う」「ん」

の類似音の重なるのは，2年の2学期になると，かなり安定して書けている。

　実験学校での，同一テストを同一方法で1年生に行ったものによると，

　（実験学校）

1年2学期

1卑3学期

2傑2学期

髄，ちへかえ。・と・画お。。たか9i．

よむ　　　　　　　　いい
　　1　　　　；
　　　　　87．81　49．Oi・　65．32B．61・　4．　ll

　　l　iJ一］
　　L　38．8i　83．71　e5．31　？g．642．9

70．51　20．5i　　　　　97．71　81．8i　86．4
　　1　一’”t

93．9i　8L　6

96．0］　83．7

100　i　77．　3

うんどうかい

フ9．6i　93．9iフ3．5

87．81　93．9i　83．7

95．5i　97．71　93；2

計

G6．　7

74．　7

82．2

このように1年の2学期，3学期を経て，2年になるほど正答率が上昇して

いる（二，三の例外を除き）が，助詞「へ」のように不安定な状態にあるも

のもある。

6．　ひらがなの字形の発逮

　低学年におけるひらがな文宇を書く能力は入門期の習得期からさらに発達
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して，習得完成期を示していることは，今まで児て来たとおりであるが，そ

れらの文字が，ただ正しく書けるというだけでなく，次箪に文宇としてわか

りやすく，しかも美しく書けるという習字的な面からも著しい発達が見られ

る。

　次の表は，1年の4月，入学当初から，2年の2学期末までの文寧テ刈・

や作文から採取した文字であるが，これらによっても，文字を書くことの発

．達がうかがわれる。

　表は，上位者（：女児），申位者（男。女児），下位者（男・女児）のもので，

’右から1年4月，5月，6月，7月，9月，12月，2年12月の七時期にわた

り，全体の傾向を代表しているような文字を選んである。

　脱けている宇は，入学当初や，初期のころは書けなかった文宇，テス1・か

らも，作文からも該当の時期に拾い趨せなかった文字である。したがって，

下位者になるほど，初めのころが脱けているわけである。
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（1）　＿Si；　｛立　　」蕎L（女児）
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（2」）　il【　イ、k　⊃之宇（男児）
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（3）　下　　イ立　　者・（女児）
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下位者（男児）
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　これらの図表から，次のことが考察される。

1年生初期の段階

（1）正しい字形がとれない。逆tttmp，点癒の不足が巨泣ち，」二位者でも続け℃ltfくべ

　きところを切ったり，とめておくところをつきぬけたりの例がかなりある。

（2）莞爾線条の道呉は一応そろっても，平がなを構罪している特有の曲線がなめらか

　に＝31けない。たとえば，

　a．最も・低い段階では，線がひといきに引けないでぶるぶるとくねっている。

　b．こ，ま，ほ，た，き，りなど．ヒ下，左右に向き合う字の，向き合いが，釣り用い

　　がとれない。

　c．あ，お，つ，か，ふなどの右まわしの線，ひ，となどの左まわしの線が，途中で

　　匂1れたり，大きくまわしすぎたり．逆に小さすぎたりする。

　d・は，ほ，よ，ま，る，な，む，すなどの結びがほどよくできない。

　e．て，ひ，そ，ん．え，を，わ，れなどのつき返しが足りなかったり，多すぎたり

　　して，形がととのわない。

｛3）このように文掌を構戎する線分の上下，左右，長短の形，位置の均衡がとれない

　し，のばすところ，はねるところ，とめるところ等の区別がはっきりつかないので，

　文字として不安定で，読みにくい。美的であるとはいえない。

（4）濁，羊濁音をあらわす，てん，まるの位置，大小なども，まだ不安定である。

㈲　下位者ほど，ますめ（2cm角方眼）いっぱいに大字を書いたり，または小掌にし

　すぎたりして，父字と余白のつり合い，文字岡士の均衡が考えられていない。もつ

　と低い毅階では，入学当初（4月）に，このますめの中には，どうしても交野を書

　くことができず，ふるえながら，場紙の裏の白いところに，自分の名まえのみ詑し

　たという例が一例だけあった。これは，限られたますめの【・1．1に字を善くということ

　に精神的緊張を覚えて抵抗を感じたもので，心理的・生理飽に，掌を書くことに未

　熟であることを示している。

1年生中期の段階

　学校でひらがなの文字学習をし，文宇をひととおり正しく書けるようになる入門期

の終りごろには，正しく書けるという要素の上に字形がととのって，読みやすい宇に

なるという点が加わってくる。」．＝位擬にはすでに美しい要素も繍つり，中位煮も初期

の不安定な文掌から比べれば，かなりの進歩が見られる。このころになると，子供た

ちに文字美に対する鑑賞限がつき始めるようで，教師が子供たちに瞬一の文掌を板書

させた場合，　「この方がよく書けている」と蝋石のよしあしを識貢することができた。

（1年2学期教室観察）

　下位鷺でも，何の字か判i読に麟るというような字は，よほど少なくなってくる。

2年生の段階

　2舘の2学期末になると，ますめに納められたヌ：字一字ずっとしては，正しく，読
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みやすく，そうして一応，美しく書けるようになり，交字の大きさも一定してくる。

余白の考懸もでき’るようになる。そういう高言では，上，中，下位者の差はあまり見

られない。

　したがって，低学矩で，ひらがな文字はその一字ずつが，～応誤りなく正しく書け

るという以．ヒに，読みやすく美的に書けるようになると習ってさしつかえないようで

ある。しかし，これはますめに書かれる一字ずつの問題であって，これらの文学を語や

文として，白紙やけい紙に書いた場合の，交字と文字との続き工合，文字間の均衡，

いわゆる掌くばりや，連綿，行間や余白の使い方など，全体としての問題は，低学年

の次の段階になるようである。

　　　　　｛（参考》　　ひらがなのテスト問題（問題と手引）

　　　　　　　　　　　　　　ひらがな読字力

L　テス｝の目的

　ひらがな溝膏，濁・半濁當の読みは1年の2学期末のテス｝の結＝果80％ほどのもの

ができたので，ひらがなの文字力については，その後テストを行わなかった。しかし

2年になってからの教室での学習活動，ノート，作：交などを逓してみると，まだ問題

が残っているようなので，もう一度，ひらがなの文字力についてテストをすることに

した。

2．　テストの方法

（1）ひらがなの清音，濁・半濁音をそれぞれ単独に文掌として無作為に与え，正しく読

　めるかどうかをみる。

（2）あわせて，拗音，長音，促音を含む語を与えて，正しく読めるかどうかをみる。

3．　テストの材料

雛鵠攣鵬1脚。別袈
　　③　拗音，爪音，促音（15諮）1

4．　実施上の注意

　陥入男ilに行う。

　ただし，テストの目的に従って，上位と下位の能力別に分けて行う。

　上位のもの一前回のテス｝で，平がなの一音の読み需きが100％（46字）でき，

　　　　　　その後の学習活動等からも，正しく読めると判定できるものは，①清音

　　　　　　　（46字）の読みのテストはしない。（テスト表Aは用いない。）②濁・半

　　　　　　濁音及び③拗音，畏音，促音のテストを行う。（テスト表B・テスト亥

　　　　　　Cを用いる。）

　下位のもの　　前回のテストで，平がな清音の読み書きが完全にできなかったもの

　　　　　　及び，その後の学習活動で，支障のあるものには，①ひらがな清意②
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　　　　　　濁・半濁音及び③拗者，長音，促音のテストを行う。（テスト表Bテス

　　　　　　ト表Cを用いる。）

　テストを受ける子供だけをテスト室に入れて，謂査者の左に腰かけさせる。名前は

調査者が用紙に記入して，テストに入る。

　テストもんだい①②のやり方は今までのに準じて一字ずつ指して言わせ，③は，一語

ずつさして言わせる。（子供には，子供屠の用紙を見せて読ませ，調査者は記録用の月ヨ

紙に説録してゆくQ）

①読めない時にも，指示を与えたり，誘導したりしない。

②　テストする文字の提出順序は矢印や番号順に従う。

③　拗音，長畜，促音は，その部分が拗音，納音，促畜’として読めればよい。

　（遡，8のきんぎょはキンギョ〈ガ行の鼻濁音〉と読んでも，キンギョと読んでも

　どちらでもよい。）

　最初は正しく読めなくても，自分で誤りに気づいて，訂正して読めれば正答とする。

5．　詑録のしかた

　テスト実施中に子供の答を下記要領にしたがって，罵紙に詑録する。

　記録用紙は，子供が見ている：交掌表を使う。（テス｝亥A．Bのみ）

磨煮⊥嚢A藁Zス｝表BI

　①正しく読めた字には○印をつける。

　②読み誤りの字には，その回外の右下に誤者をカタカナで八入する。

　③読めない字は無邸とする。

iテスト表Cl

　テストCについては記入用の用紙と読ませるための朋紙とを区燐する。同じもので

よいから，1彗∫刷の鮮明なものをみんなにii売ませるために使う。

　紀録のしかたは別表の記入要領に記しておいたが，下豪のように，判定の箇所に正

誤の印（◎OV）をつけ，誤って読んだ場合は誤りの音を諮の右側にカタカナで記録

しておく。

　6

　ち
　Sx
　充

II　1〈｝一ljj’　＞il

　＠

触婁膨
ξコ漕膨

際響：：ζ1）：

4．・．i　3．112一＿Ll

＄
［g　i・

階漣

（注）

◎　すぐ正しく読めたもの。

　r一字ずつよんでから正しく

Ol読む。読みちがえたが，気

　㍉ついて正しく読みなおす。

V　誤って読む。
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テスト表A

あ が ぎ ひ ぐ ま や
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く へ う む よ り ぱ
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そ び お に ぜ
！ぼ た ろ さ ぷ つ“

｝ず わ ほ．
ぺ し ぬ き

を
；
　
　
l
l
一

ざ ち つ ぞ す ね

の め べ だ て ぼ せ

ほ は と
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テ　ス ト　表　B
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テ　ス　ト　表　C

8．

き
ん
ぎ
ょ

（拗）
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6．
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ゅ
ん
ば
ん

ヒ1璽）lll．；．‘K蹴l1
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ち
ょ
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ん

馳劉『

ﾄ拗）…

4．

が
っ
こ
う

（侵）i（促）．

3
　
か
っ
て
も
ら
う

一4〕
一15

凝
ざ
ゆ
う
に
ゅ
う

き
ょ
う
は

（
お
て
ん
き
だ
）

…
）
…

二士蒲
…帳…

…
麹

…
×
…

長
…　

（
・

3．

や
き
ゅ
う

（長）1（‡幼）

2．

し
ゃ
し
ん

k．

ま
っ
く
ら

一一一一一＿一一一一L一＿一＿閲

　（拗）　i（促）

　　　　F

　　　　I

il．

り
ょ
う
て

］e．

嘆ずi
1）にi
　　　　i

（じ
でよ
きう

9．

び
っ
く
り
す
る

　　　　1幽

帳）1（拗）i（喪ア（拗）ドー �i鱒：一一

i　i　i
l　　　i　　　噛

調査者 @　　　i砦、三脚i翻

②　まちがって読んだ場禽　イ諮の右横に誤りの音をカタカナでi氾入する。　…
　　　　　　　　　　　　・半漁に〉印をつけ・．　　　i

③　読めないといった場合　無印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

④（促）醗龍（蹴口熱（長）は賭を識それぞれ，・・酬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題にする箇所である。　　（例，3のやきゅうを「ヤ，キ，ユ，ウ」とi
　　読めば，拗音ができない，「ヤキ」．」と読め蔽音ができない。とになi

　　る。）

　　　　　　　　　　　　　ひらがな　書字力

1．　テストの目的　ひらがな読字力テストの目的に同じ

2．　テストの方法

　　　｛1）ひらがなの満音，濁・半濁音をそれぞれ語として無作為に与え，正しく書け
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　　　　るかどうかをみる。

　　　②あわせて，拗音，長音，促音および，正しく使用できぬ交字（例えば助詞の

　　　「へ」と「え」の別）等を含む語を与えて正しく書けるかどうかをみる。

3。　テストの材玉

響欝濃臨時）｝一ど麟顯咳

4．実施上の注意上位，下位のグループに分けて，集団テストを行う。

　　　上位のもの一前園のテス｝で，ひらがなの清音の読み書きが1eo％（46字）で

　　　　　　　　き，その後の学習活動からも，正しく書けると判定できるものは，

　　　　　　　　①清音（46宇）の書字力テストはしない。　（テスト語：表Aは用いな

　　　　　　　　　い。）

　　　　　　　　②濁・半濁音および，③拗音・長音・促音その他のテストを行う。

　　　　　　　　　（テスト諮表B，テスト衷Cを用いる。）

　　　下位のもの嘔一一前回のテストで，ひらがな満音の読み書きが完全にできなかっ

　　　　　　　　たもの，および，その後の学習活動で，支障のあるものは，①ひら

　　　　　　　　がな満音，②ひらがな濁・半濁音および③拗音・長音・促音その他

　　　　　　　　のテストを行う。　（テスト語歴A，テスト諮表Cを用いる。）

　　　○この二つのグループをグループごとに，いっせいにテストする。

　　　○机の」二に，下じきと筆入れだけを出し，他はしまわせる。教室の周囲にある

　　　　文字知命は翻にふれないように始末する。

　①罵紙を縦に使って，文掌を書かせる。

　②テストする：文字の用語の提出順序は，用語表に矢印または番号順で示す。

　③岡音異字，たとえば「を」を要求した場合，子供が「お」を欝いているかもしれ

　ないので，「もう一つの別のをがあるでしょう。ふたつ書いて下さい。」といって書

　かせる。

④大半のものが書けたら，次1こ進む。

　⑤：文字を書かせるための用語は，1個の文字に鮒して，1語をあてる。地域その他

　により，別表に示してある用心が不適当であれば，その学校で適宜に他の語と変え

　てもよい。

5．　記録のしかた

1ゲスト藷表Aとテスト諮表Bl

　　　子供の書いた文字の右わきに，下記の要領に従って記録する。

　①正答には○印をつける。

　②誤答｝こは，誤字：にあたるカタカナを記入する。

　③逆書（き）には・蜜印をつける。
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④全然書けないものには無印。

i至ヌ下諮翼℃…1

　　　拗音，三音，促音その他の部分は，拗・長・促音その他，こちらで問題とする

　　箇所が正しく書けていればよい。ただし，拗音，促膏は小字を用いなければ正答

　　としない。この誤答の場合，拗，促音に大挙を用いる誤り〈／）と，拗，促音が講け

　　ない回のとを区熱して詑録しておく。それぞれの語の判定欄に，下記の要領に従

　　って詑録する。

①正答には○印をつける。

　②誤答には〉印をつけ，誤りの箇所に一をひきカタカナで誤りの字を記入してお

　く。

　③全然かけないものは無i印Q

（記入例）　　　　　　　　　　　1　　　　　　（注）　4．　1　3．

が1ッ婁
g一　1”）］，

（壌：噸　長＞i（拗）

OlvDlvlO

L
・

　
一

上
2

　
　
　
　
　
判
定

　
　
　
　
　
…
）
…

ま
っ
く
ら
　
…
促
…
○

　
　
　
　
　
　
（
…

接
し
や
し
ん

…
）
…

…
拗
…

…
（
…

イ〉

○　正しく書けたものQ

レ　誤って書いたものQ

仔拗浄儲に大字轄く・
叉u拗音．促音が書けない。

　　　　　　　　　昭和29年度！・2年生　第2学期末テスト

　　　　　　　　　　　　ひらがな霰：字カテスト用語表

○書かせる文字の順序と文字を含む単藷

　　　　　　　　　テスト語麦A（下位のものに使用）

一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　．　．　1　／　N　　　tスイカ

ウチワ

：コドモ

ガッコク

クチ

モモ

チイテイ

メ　　　　　　　 ゆ

フヅハ

　　ル

す
う
こ
が
く
も
ち
ら

テッでヨウて

グタ　　　げ

ポンプ　　ぽ

ヌリエ　　ぬ

イヌ

キモノ

マツ

ナル

アシ

ヒヨコ

ケシゴム

ダイコン

パン

レンゲ

エビ

バう

い
き
ま
る
あ
ひ
け
だ
ば

れ
び
ば

シンフン

トリ

オツカイ

ヤマ

ジleウシヤ

ニンジン

タコ（凧）

リンゴ

グルグル
マワル

ユキ

ザツシ

アンシや

し
と
お
や
じ
に
た
り
ぐ
　
ゆ
ざ
で

t刀ン

カサ

ナカナ

ハナ（花）

ノリ

ツキ

ゴノ、ン

ギンコウ

ソラ

ネコ

フユ

ワタクシ

ん　’ミミ

か　　センセイ
さiズボ。
　　　
はiエンピツ

の　　ヨウフク

つiメガネ
ご

ぎ
そ

ね
ふ
わ

ローソク

ナマエ

ピストル

ヘビ

　ドウブツ

1ホシ

み
せ
ず
え
よ
め
う
な
び

へ

ど

F
ま

を
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ベントウペiツマヅクづiカゼ　ぜムラ　むiホッペタペ
　　　　　　　…ずのもう　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　i＝つの字　　l　　　　　　　　l
　　　　　　　i　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　l

蕩影をiブランコ㌔ゾウキンぞテンプラ㌔霞，一ぢ
つの宇　　　　i　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　iつの字

ボウシぽi

　　　　　　　テスト語麦B（上位のものに使用）

1・ガッコウが19・テンプラぷ117・ザッシざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

2・　ポンプ　　　ぽ　i10，ゲタ　　　　　げ　118・　ブランコ　　　　ぶ

1：鴇郭1：㌫ル／T　llg：潟シ・淫
　　　　　　　　　　ヨ
5．　デンシ，V　　で　113．　ゴハン　　　　ご　　21．　ソマヅク
　　　　　　　　　　i　　　　　　　　ずのもう一つの宇づ
　　　　　　　　　　　
6．ホッペタペ14．エビ　 び22．ゾウキン　ぞ
7．グルグルマワルぐ、15．パンぱ23・ベン｝ウペ　　　　　　　　　　ミ
8pドウブソ　どi16．ズボン　 ず．24．カゼ　　 ぜ

　　　　　　　　　　｝　　，2翫齢一つの縛

　　　　　　　テスト諮炎C（上位・下位のものに使用）

1．　まっくら　　　　　　8．　き・んぎょ　　　　　　　15．　き・ようは（おてんきだ）

2・しゃしん　　　　　　9．びっくりする　　　　　16・ほんをよむ

3．やきゅう　　　　　　10．　じょうずに（かけた）　　17・　うちへかえる

4．　がっこう　　　　　11．　りょうて　　　　　　エ8．　ことりはかわいい

5．ちょきん　　　　　12．びょうき・　　　　　　19・おこったかお

6．　じゅんばん　　　　　13．　かってもらう　　　　　20．　うんどうかい

7．かえってくる　　　　14・　ぎゅうにゅう
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Wかたかな能力のi発達

A　かたかな読字力・書字力の正答率の上昇

　実験学校で，入学当初かたかな（清音，濁・半濁音71宇）の読み書きテス

ト（テストの材料，テスト方法はひらがなのテストの場合と同様。ただ，か

たかなでは，書きの場合の語表にかたかな表記の語を使用した）を行ったと

ころ，下表のような結架：を得て，同じく行ったひらがなテストの結果とは大

きな差があった。

　かたかな　　ひらがな
暇・6宇）i饗滋騨i消（・6宇）1蓉蛸

よ
み
か
き

全部よめた人　　　　　1人

全然よめない人　　　18人

平均i涜字数　　　　　　　4．1字

金：部かけた人

全然かけない人

：平均書字数

　0入

38入

○・6字｛

3入　・5人i9人
　　　　　　　18人　　　2人l　l4人

3．3宇：　26．4掌｝　10．2字

・天・人i・入
　　　　3人i4s入．　　　　　　　　］4入
　　　　　　ミ
0字　　20，9字i　　6．8字

　　　　　　r

　　　　　　　よみのテスト実施β28．4．18

　　　　　　　かきのテスト実施貝28．4．21

ハンケチの二語，

ノ＼貿t　48　／N

人員46人

　現行教科書

は，ひらがなを

最初に出し，1

年の最初にはか

たかなを提出し

ていない。　（も

っとも，ある教

科書では，1年

後期にスキー，

　　　　　　　　　もう一つの教科霧ではクレヨンの一語がある。）そのため

に，入学前に家庭でかたかなは教えないし，絵本その他の児童読みものでも

ひらがながきである。

　協力学校でも，かたかな清音，濁・半濁音（71字）の一字ずつの読み書き

能力は，

　　読　字　　男（708名）12．5％　女（704名）ll．！％

　　書　　等二　　　男　（735名）　2．4％　　女　（704名）　2．4タ6

という結果である。正答率は全体として低く，しかも，実験学校の例でもわ

かるように，ごく少数のすぐれた子供の存在によってこれだけの数を得てい

るわけで，文字としては，「リ，へ，fo　1ヤ，キ」など，ひらがなと宇形が似て
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いるものを読み得る旧知にすぎない。

　その後，5月，6月と同じようにテストしてみたが，

　　　　　　　　　4月　　　5翔　　　6月
　清奮よみ　　　i3．8％　　　i6．1％　　　17，3％

　濁・半濁音よみ13．2％　　　14．4％　　　1フ．1％

　溶音かき　　　　　L4％　　　　上6％　　　　5。1％

　濁．lit：濁音かき　　0．3％　　　　　　O　　　　　　G．5％

と，ほとんど正答率に，大きな増減が見られない。かたかなは学校でも，祉

会生活でも学習されていないからである。このような現象は突験学校ばかり

でなく，協力学校においても同じように現われている。こうした状態であっ

たから，その後1年の終りまで，かたかなの文字力については調査を打ち切

っておいた。

　2年になり，学校で計画的にかたかなの学習に入るようになってから，兜

童のかたかな文宇に対する関心がようやく出はじめてき一た。しかし，教室観

察などから見て，読みはその提出された文脈の中ではそれほどの抵抗がなか

ったが，書きでは，時々の板書などにも，網当の困難さが伴っていた。擬音

語とかたかな学・習を結びつけての指導の揚合，いろいろの動物のなき’声を板

書させていたが，発董は，ねこや犬のなき声をニャソ　（ニャン），ワソワソ

（ワンワン）などと書いて，・教師に訂正されていた。（29．6．7ンは学習ずみ

である。）

　2年1学期末までに，教科書に提出されているかたかなは，金般的にいっ

て大体5割宝庫である。そして，学習率については7月末において，文字数

として、清音25宇内外，濁音10字内外，拗。促音3．1字内外の謝である。

早期にかたかなを提出している本でも，浩音39宇，濁・半濁音17字といっ

た状態である。われわれは，2学期末になってから，再：びかたかな文宇力の

調査を行ってみたが，その結果は一躍して，

　　清音　よみ　　　79．1％　　かき・62。0％

　　濁。半濁音よみ　80．8％　　かき　58．0％

というように上昇していた。しかも12月末では，未習の漢宇が2割5分近く
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あるわけだから，提出に対する習得率は非常によいということになる。

（実験学校）　　29年12ノヨ　2二年生第2学期末テスト　かたかな読字・書字集計亥

絆（癖フ1・・341・・3743巨・

龍墜（塾愚聖塑；rl塾｝1望二丁2

　　　　1・±・レ財二

　　　　1・7ヅ

読字（数）3932132
塵藻（’1）i88・6172・772・7

エー・…・国・…サ「・1・iソ
33　1”37　iti3　144　134　130　137　134　13i．　13g　136　13i

　l一一　1
75・Q84・’lg7・7FOO　7フ・31682、84・’一177・　31フ0・5188・・618’・8」70・　5・

39　i23　．135　iii9

68・2i52・3…フ9」5143・2…

・痢・「

2g　ltlo．　12g　．11．s

65．990．966．9134．1

。楊一；ホ

読字（数）35342・i343933422・3・36・・i33i…332

正答⑱隅1禦二禦響r二？愚蝦1讐と鯉1響応穿39
書字（数）i28232818i362723！421292617：183520
亜『．苓（率！i63・『52・『『『墨『璽二『！『L望『鯉1夷講『『：艶9・狸・r喚0・9・Z雪・5」45・『

　　　　　マ…ミ
．読字（数）13436

　　　　　1正答（率）17フ・3β1・8

ム

36

81．8

字（数）俸126i23紳・E372・！23334・1232・2刈・・匡

　　　　　　　　　　　　　　47．752．3　　　　　　　　　　　　　　　　　75．090．9S2．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47．フ
　　　　　　　　　　　　　　　Li　ww．1，＝，　1，

・i．竺1一坐始琵，．聖ヨ．互可塗巨
b’6”” 汲潤h”’146　132　lb6　lb’4一　143　’lb－6　！30’一E34　12－7一　lt

ZZ’：．iii3’1va’9i977iW’・718iLl－181i’tt731／9impt8i・81Y，・21iZZ，：一2iffL：S・3i6i・41．ttC・

書
1盗（率）il…159・・；・2・・；56・8紳…

　　　　　8
．一7DIS，71iic2　i15iLO，rt：．o：g・

　　　　　沼

読字（数）lq　1

正答（率）：95．5

：謹．重　　字（数）　38

正筆（率）i86・4

○平均読字数　36．2学

　　S．D　12．8

0平均艀掌28β掌

　　S．D　IL　7

1．　調査・日

　読字つつ　　29．　ll．　27　（丘二）

　斗墨『宇ブ1　　29．　12．　　4　（ll．1）

2．テス｝の方法

　読字力　　個別テスト
　書字力　　集団テスト

　ド　　　　　

i刺ギ

読学（数）．44　　　　　　　44

単二（率）100100

書掌（数）39’
S・24

正答1判88・6193・li4・5

グ1ゲ1・．団・ズ酬ゾ

蒐瓢諺霊磯邑6
　　　iV　”　rmi－V’　’1’　T’　TI

図ヂ団デ1・

20

45．　5

32

72．　7

20

45．S

26　135

59．II79．5

　F

　　1”M
28　136　132

i63．681．8172．7

21　l15　i27

47．　7134．　tr61．　4

　1　　1

1g　133　136

　　　1・
43．　2i，　75．　OI8i．　8・

59
0

　
2

18

40．　91

19…2フ

43．　261．　4
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読糊i娘∴i謡≒濠詳壽1∴1需
正答（th’r）四70・5i77・3：93・2、84・’．93・2…72・7175・0：84・1；79・5

三瀬詣壁織騒誘載○墾望お
　実験学校では丁書本を使濁しているから，表中太字の文字は，豪習のはず

であるが，それらも，文字によっては，　（例，へ，ギ）かなりの率である。

ひらがなからの類推と五十音図表な：どでの学習や，家庭での学謬によるもの

．であろう。いずれにしても，文庫…弾ずつの習得のしかたは順調である。読

みに比べて書きが劣ることについてはかたかなを書く楼門が生活の上でとぼ

しいからであると思われる。なお協力学校では，

　　浩音　　よみ　　　　　　　82・9％　　　　　カ“き　　72・7％

　　濁・半濁よみ　　　82・1％　　　かき　70・6％

と，むしろ笑験学校を上回る好成績であった。

　　このテストに先立つ29年10月29日C．のの国語教鑑では，Fあたらしいかきか

　た1（2ねん上31ぺ）を使用しての書き方を主にした学翌であったが，そこに書かれ

　ているかたかな五十鷲『図は大慈読めていた。上から順に読んでも，下から逆に読ん

　でも，大体まちがいなく読めていた。文字力の下位者が指名読みをさせられたが，

　できた。しかし，書く場合になると，臨瀞させてもなかなか書きにくく，」二位者の

　中でも「カき’クケ」などと書いて誤りに気づかずにノートを提出したほどであった。

　次に，2年3学・期末に行ったかたかな文字鎖調査（益面と同孝黍，ただ，拗

・促音4語を加える）の結果は，笑験畷：校・協力学校とも1こ薗回よりは，い

っそうの進歩発達が認められた。

　　笑験学校満音よみ　　　88，フ％　　かき　フ0．フ％

　　　　　　濁・半濁音よみ87．5％　　かき　68．8％

　　協）’1学校清音よみ　　　91．8％　　かき　84．0％

　　　　　　雲蜀・…1艮濁音よみ　　88．フタ6　　　　カ：き・　82．0％

　2年の3学期末においても，各教科書とも，清・濁音ともに．完全に提出し

きっておらず，　（N書のみ濁音7字がのこり，C誰は清濁各・一字ずつのこっ

ている）3年にもちこしの文宇が（T｛芽16字，G書28宇，　M書26宇）相
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当残っている。それにもかかわらず，このようにかなりの好率を得たわけで，

この限りにおいては，かたかな一字ずつの習得は，世に低下をいわれるほど

でないことがわかった。次の1～2年かたかな文宇別正答率の上昇（読宇力

・書字力の発達）を見ると，さらに文宇別に発達の状態がわかる。

　1～2年かたかな文字別正答率の上昇（読字力・書字力の発達）（実験学校）

　　　潰音

＼籔

アl
　　l2．5
　ト
劉ユ。・4
　ミ
ウilα4
エilO．4
　1
オ1！0・4

読　　　　　字
1：舞

？，昊瞭髪㌔1集陰ll，髪｝量｝li馴数

25．8

21．4

1i．4
　　1
工3．61

9．S　I

　　I

2S．　6

工3．3

13．3

13．3

8．9

キ
ク
ケ
コ
ー
サ
シ
ス
セ
ソ

？Z・iI

？9・？i

器
i2．　5　i

40．　g　1

47．　5　］i

エ3．6　1

，．，1

，，．2　1

64．4

62．　2

！3．　3

8．9

17．8

弱：蒲llI

72．7　1　91．3　ll

フ5．G　　　gl．3　；

86．41　91．3V

4．3

2．2

2．2

2．2　i

2．2　1

　　5

4．41

　　L
4．41

　0i

　　i
　oi
　　L

9．5

　0

4．5

2．3

4．5

sl．　s　1　s2．　6

88．　6　1　97．　8

7フ．3　　　78．3

59．　i　L　71．　i

sl．sl　84．8

9フ．7　　　97．8　…

1000．　．　9フ．8　；

77．3　8ZO　V

68．2　84．8
si．　s　1，　gi．　3　1

IO．9

6．5

4．3

　0
　0

13．　3　i　20．　s　11　g7．　7　1　loo．　o

ll．　I

　o
　o
2．2

25．　0　i　93．　2

6．　8　L　68．2

　01　S2．31

11．4、　フ9．5

97．9

67．　4

66．S

80．　4

6．3

6．3

主2．5．

25．0

8．3

15．81

6．8’

！3．　6

26．　0

4．S　，

13．3　i・　77．31　sg．！　ii

〆i鞭l
s．g　i，　70．sl　6g．61

　o1

2．2

2．21

O
O
4
0
0

　
　
4

　　　t［

2．3　1　43．2　50．O
　　I
　Oi　66．9i　82．6
4．5　i　90．9　97．8
　　…

　　　　　　65．22．31　　　65．9
9191　b，．i・　s2．2

タ
チ
ツ
テ
ト

8．3　」・

s．　f．3　1

8．3

12．S

9．5

1L．4

！i．4

9．5

11．4

ユ3．3

11．1

u．M
8．9

13．　3

フ9・si89・ユ

77．　3　i　89．　！

77，31　84．8

77．　3　i　84．　8　1

88．6　i　93．　S　1

　　1
ナi8．31
二…29・3i

判　2ユ
ネi「6・3

／ilo・　4i

g．sl

　　l
38．6　i

4．sl

　　L
9．51

13．　6　1

8．9　1　75．0

46．引95．5

4．　4　［　47．　8

8．91　68．2

±5．6　1　80．6

84．8

95．6

71．7　i
84．8　i

93．5　1

？lig
l
・

4．：　1’

2・ 〟f撃 6．8

2．3

　0

　0

4．5

　0

2．2

　0

　0

　0

0
0
0
∩
）
4
「

　
4

2．3

6．8

　0
　0
11．　4

63．　6

52．3

63．6

40．9

80．　6

76．　1

sno．s

54．3

52．　2

84．8

61．4　　フ3．9

52．　3　1　67．　4

31．　s　1　34．　7

47．　8　i　68．　7

65．　9　1　89．　！
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t
、
F 読

・籍1・月
字 廷

認

48入晦4人

ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

　　　　10．　4［

　　　i
8．31

　　　1
6．31

41，7i

、。．4i

11．　4

9．S

13．6

47．5

13．6

　　ミ：
i
・1

ζ
i

劉

ζ
一計

　リ

ノレ

　レ

　ロ

s．3［

ユ6．フ1

8，31

8．3i

le．4　1

13．　6

15．8

9．5

11．4

18．2

3i．3　I

　　　E
8．31

　　　1
10．4　I
　　　I

40．　9

9．5

11．4

6月
45入

29年
！2月

44人

1蜘：18皆i・月・月
46入1　46人i45人哲人

13．　3　I

s．9　i’

e・i　ii

46．　7　i

s．gI

　　　ミ
90．9i

フ5．0：

68．2｝

97．7i

72．2i

g3．6　li

84．8

82．　6

95．　6

95．　6

　o

　o

　o

　o

2．2

2．21
6
1，．E　1，

5
1

　0

6．8

　0

2．3

6．8

4．6

鋳llo賃
44人1　46人

・3副7フ．3
　　　　
±5．6　i　80．6

8．9　80．6

11，1　　77．3

壬1・．『igO・9

87．　0

89．1

87．　0

91．　3

91．3

　　　　
42．　21

8．9〔
　　　｝

ll．li
　　　　

　　　　
97・　7　1

72・7｝

so．6　1

97．　8

76．　1

89ユ

0
0
0
0
0
G
2
0

　
2

kO．　4　i

54a2　i

12．　6　1

6．3

L2．　S

　　　I

，15．8　1i

6s．　2　l

ii．4　1

4．6　i

13．6　］

ユ3．31

　　　1
73．3　I

ll・1

8．9

17．8

ワ
ヲ
ン

8，3

6．3

14，6

6．s1

6．8

i3．6　1

6．7

6．7

20．　0

77．3　1

97．　7

80．6

68．　2

77．3

61．4

38．　6

93．2

89．ll　2．2

gzs　ll　o
　　　i1

89．1　iil　O
　　　li

87．0　11　O
sg．SI　2．2
　　　1

齋…、2

　　　1

95．6／　O

　0

2．2

　0

2．2

　0

59．　i

38．　6

40．　0

フ9．5

45．　5

12．31
　　　　　　

’” n
4．・i

7il
，1，I

　o

．9．．L3ua．．！．

7フ．3

59．1

52．3

56．9

70．　5

1！．　4

4．5

2．3

78．3

71．！

54．　3

78．3

S4．3

82．6

73．9

43．　5

58．7

76．　1

2．2

2．2

　0

　0

　0

0
0
0

2．3

18．2

2．3

　　0

9．6

8L8
4フ．8

s2．　3　1

　　　1

82．　6

54．3

82．6

75．0

90．9

52．　3

47．8

47．8

　0
4．5　I
　　　I
4．6　11

一．一．．．．．：1

80．　4

95．　6

67．　4

S6．　5

45．7

2S．　O　［　37．　0

40．9　1　69．6

86．　4　i　93．　5

i，　13．8 ’r君’7・3i 7g．1
P　ss．71，i　1．4i L6i 6．1

　　　　
62．O　！　70．7
　　　…

間隔。ミ1三・濁音

＼
、
、
．
い
荊
㌔
グ
グ
朝

　
　
［

読 宇
鐘
壱
、 　

　
一

幽
「
二 掌

28年
4　月

一48人
5月
興人

33．3　1

25．　0　1・

12．　s　1・

8．31

1e，4　1

9
1
4
晦
R
）
6

0
1
1
9
3

4
3
工
　1

・対曲
45人144人
48．9

44．4

1i．　1

6．7

17．　8

100．　0

100．　0

72．7

77．3

81．8

瀦塵1・肺月1銘i塁○餐
46人ll　46ムi45人144人144人i．46人
Z
・
i
l
i
l
I
：
劉

O
O
O
O
O

ol
，．SI

　o

　o

　O

　0

2．2

2．2

　0

2．2

88．6

93．2

77．　3

45．　S

72．7

91．　3

8フ．0

76．　1

68．　7

84．8
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貢冗

＼i麦8舞i、・
　　　　　　　　　　ゴィ

．月16月匠三管｛皇雪賃

＼i48人 44人i蕊人144．人．144人

ザ
ジ
ズ
ゼ
ゾ

6．3

6．3

12．　5

20．　8

6．3

13．　6

詮：l1

2
2
一
［
：

ig［s　1［

16．　6

24．　4

6．7

79．　5

75．　0

86．4

88．6

63．　6

84．8

87．　0

91．3

8フ．0

69．　6

…
6

ぞ
…

…
月

｝
5無

戸

8

2
4146人…45．人144人．1

　　　　　ナコ

月ほ塁賃…

　　44人．

30年
2　珂

46人

○
（
）
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

rt－5．　5

59ユ

79．5

4フ．8

34．　i

47．8

76．　1

93．　5

58．　7

S2．2

ダ
ヂ
ヅ
デ
ド

3
3
（
」
3
7

8
8
8
8
6

　
　
　
　
1

9．5

9．5

9．5

9．6

15．8

s．gl

u．iI

u劇
8．9」

工5．6

so．　6　1

7z7［
，，1　，　1

バ
　
ビ
ブ
　
ペ
　
ボ

igigii

，？lgi

1　0．　4　111

i3．　6　1

9．6

9．S

27．3

1i．　4

13．　3

8．9

1！．i

5工．i

i3．3

75．　0

80．6

鰻
l
i

95．6
　　　i／

0
0
G
O

0
0
0
0
0

90．　9

70．　5

77．3

93．2

95．6

8
1
i
8
　
i
il
劉
195．6　／
　　　ii’

　o

　o

　o

　o

2．2

0
0
0
Q
．
0

4．61
0」，

5
101

，．EI

　　a

6i．61

　　　1
20．　S　1

40．　9　li

4zs1
6i．4　1

78．3

：・　O．　4

30．　4

S2．　2

7S．　1

パ
ピ
プ
ペ
岡

14．6

1e．4

8．3

27ユ
IO．　4

！3．　6　1

，，．　41

g．s　1・

25．0　i

13．6　1

1s．　6　l

13．3　I

IIIII

　　　　l1

33．　3　1

13．　3　1

膨i：i：1

75．　0　i

　　　　82．6
961411　6，16

　　　i
79．　5　1　93．　S

II　0

　　2．2

　　　0

　　　0

　　2．2

0
0
0
0
0

72．　7　l

se．o　1

45，引

72．　7　i1

50i　O　ii

9］．3

65．2

58．フ

89．　1

67．4

151．一2－堰f一IEIETwwiilll”i’ 垂狽堰@so．s

0
0
0
Q
O

0
∩
＞
O
G
O

87．5
o．31 o o．s

80．6　i

56．8　ii

45．　5　1

壽：：l

　　　l
ss．o　l

　　　l

9フ，8

66．　2

5：，　．　2

0．9・］

5C．．　5

GB．8

1～2年　かたかな文掌別正答率の上昇（読字力・書字力の発達）

　　　　（清者）

（協力学校）

禦i轟鵡面長灘羅ま計器i禦1轟鋸商三三海毒う暑藩編

ア
イ
ウ
エ
オ

11．1

11．1

7．4

7．4

10．2

　　
窒！器：1

15．6

！2．　8

12．8

9．2

12．8

87．　2

84．4

81．0

83．4

89．　3

　　　ミ
25．7i
　　　…

25．7i

97．9

98．3

，4．s　ill

gi・？　iili

gs．i　li

gL　6旨

96．2　：

　　　n

ア
イ
ウ
四
二

S．3

4．9

3．3

4．1

3．7

99．7　i’

，，．，　1．i’

　ミ
カi　l3．9
　…

キi　9．4

o．gI

o・

se．g　1

器：；i

銘：1…P

92．2

97．　S

93．　2

8i一．0

93．5

2．8

0．91

g2．　g　1・

g4．3　ll

　　　j

99．2

97，B
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萌宇i冊子常滑鍛鵬呈ま藻二士壁装讐鵡…：31学長鉱ゑ…峯匿黒闇藻黒潮誰き墾

列…　！

列　 5．7
　！

コll！・9

　1
サ…　9．8
　1
シi　7．4
スi9．8
　i
セ…　16．8
　1
ソ1　4．9
　ヨ

列　82
　ヨ
チ…　4・5

　　　5．3
テ…5，3

ド　 7．8

ナ｝4．9
二i22．1
　］

ヌ1　4．1
ネ13．3

／i　7．8
　，

ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

8．2

7．4

5．3

3i．　1

1＋一gI

量
1
｝

’
副
ilS・

82．　4

81．0

91．0

si．o　1

7i・3　ii

s7．2　1

83

6s．i　1

ii葺「1…1；i、

…6 撃P2・9i
驚：lii刻1：ll

l：：引…割1：別

　o

O．9

　0

01
　　d

0
0
0
0

76．　7　1’

78aO　l

ss．　s　1

　　；

65．9　ii

78．　6　ii

g2．s　1

6s．　6　li

64．3　i1

87．　3・

83．9

92．　2

フ7．6

8フ．3

96・3

85．フ

73．3

II．　9　1・　84．　l

ili騰｝

ll．　9　1　　　　91．　7

92．3：iタi
　　　　　　　ミ
92．3…1チ1
　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　レ

瀦：1…1；i

98．3ii■
　　ii一　．．i

2．91
61，“　1．

2．o　1’

2．0　i1

4．i1

7．0　il

O．gi　フδ．O…

i騰
el　s4，sl

　　哩

85．4

フ8，0

フフ．3

75．8

9工．9

…｝・鰍
　　ら　　　　　　　　　　ヒ
35・8i　93・　Si

4・61　　　　60．9

8・3W・9 P
9．2　　　85．8　i

　　　　　　l

13・888・6 P
9．2　　　　83．7　i

6．4　70．2｛

翌：1碍劉

91．　6　ii

96．　9

78．3

s6．4　’P
94．　1　1・

89．　6　I

ss．　o　1

：
劉

ナ

ヌ
ネ
ノ

9a蝋ハ1

ヒ
フ
ヘ
ホ

　　’Y’
i．6 P
6・ ｧ
1・911
：
劉

、．茸

i
i
g
iillgii

　　l

0
0
0
0

．．1．i．8．．．．」

o．gI

o．gl

！．8

L8
　0
　　，

？O．　8　1i

68．　S　1

47．5　1

諺：1…

フ。．o1

63．3　l

g5．IEi

80．引

gil　5［

　　…

83．　9

75．8

68．9

72．4

88．8

8S．　4

82．　0

7C一．4

89．1

82．0

マi5．7i
ジ．1：劇

毒i　7，4
11　g．ol
　l　V’TI

s．31

8．3i

．，1

8．3　1

7．3 P

84．4　1

81．　7　i

s7．　s　I

s7．　s　1

86．5　i・

　　1

89．g／マi
　　i．1　1’
93．4　ii　　ミ　i

87．8ii測
器：llζ1：：1…

O　77．5
0・　72．4

e　i　52．5　．

O　1　67．4　i

　　74．2　1

84．5

79．2

70．　2

80．工

82．6

ヤ　　25．8

ユ　　 5．7

　　　5．3
ヨ
…
ラ
リ

9．4

3．7

2S．　7　1　98．　3

6．4i　69．6

　　i・
7．　3　1　79．　2

　99。3：iヤ12．9
　フ9．0｝ユi・α8
　　　　　　1
，90・9i1ヨiユ・6

11：ll窮：劉、器：1…
ラ
リ

2．5

13．　1

i．S18フ．6…

0154．3｝
　　　　　　「
・・9・…　1

0・9　　 74・41

　　　　　　ト
○・986・6 P

1

9S．　0

79．　8

79．8

94．　1

93．2
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読字i28．年4月

力　i5校244名

ル
レ
ロ

6．6

4．5

5．3

ワ
ヲ
ン

3．7

4．1

9．0

毅躍轟毒針麗鋸1二割葦霧套鵡弓鋸

13．　8　i　83．　4

7．3，　7Zg
ll．　O　i　79．　2

93．0

85．3

90．　2

ル
レ
ロ

1．6

2．0

！．6

　o

O．9

　0

3．7

4．6

i3．8

63．　0

59．　9

92．　4

79．7！ワ

ggl：lil　？．

　　　　il

，．21

：
l
g

　o

　o

O．9

翠轟翻轟
69．5

66．　2

70．　8

8S．7

79．8

80．　7

鵯i 10．　2
i2．b’ @1一’一’ttElb一’

撃

47．　0

52．　5

92．0

61．8

71．　1

92．　5

…8 奄鴛ｽ均i…1 ・・9「りを：・｝
84．　0

（濁・半濁音）

二字鱗蝿：駿鋸i議搬i弓購鋸携字i芋頭口減轟毒言夏懸暴

ガ
ギ
グ
ゲ
ゴ

29．8

25．　6

6．7

5．0

9．7

24．　8　・　97．　2

20．　2　，　95．　8

i2．8　i　8L　2

1LO　79．9
よ6．5　　　85．8

97．3　　ガ

96．4　　ギ

88．0　　グ

88．0　　ゲ

93．±　　ゴ

9．2i

フ，ゴ

2．sI：
・
．
g

O．9

　0

　0

　0

　0

8i．6

9工．7

74．1

73．　3

84．5

9i．　0

93．　8

83．3

79．　0

89．2

ザ
ジ
ズ
ゼ
ゾ

8．0

4．6

Zi
！3．　9

3．8

　　　　E
11．　0

8．3

s．31

g．2 P
6・

79．　2

フO．S

82．　6

81．9

60．　8

85．9

89．　8

93．4

88．3

79．　9

ダ
ヂ
ヅ
デ
ド

0
6
9
6
3

5
4
幽
2
4
一
6

　　　　　　　　　　1
　9．　2　79．　9　i
　　　　　　　　　　l

　フ．3　　　71．21
s．　3　1’　s6．　g　1

　　　　　　　　　　L
　5．　5　i　76．　7　i

lo．11　sg？1

84．　1

82．9

74．2

87．　7

94．0

パ
　
ビ
ブ
ベ
　
ボ

7．6

5．9

5．9

29．5

5．9

！l．　g　1　gl．　7　I

s．3　i・　78・5i

　　　　　　76．7　16．4

2g．　g　i　95．　S　1

1i．　O　’@88．　9　1

92．　2

86．　2

80．　2

94．3

92．S

ザ
ジ
ズ
ゼ
ゾ

。．sI

o．41

0．sl

ol

o
i

0
0
0
0
0

62．　2

73．6

74．6

S6．5

49．7

77．8

80．　2

84．3

74．　7

70．　1

ダ
ヂ
ヅ
デ
ド

　o

　o

　o

O．4

L3

O
O
O
O
O

73．8

49．　2

54．4

56．0

78．2

84．3

66．4

61．　7

72．5

89．2

．
握け

バ
ビ
ブ
ベ
ボ

L7
　0

　0

6．3

　0

9
9
0
Q
）
0

α
α
　
α

79．　8

69．　2

61．　7

78．2

7i．　3

92．　0

83．0

フ4．4

89．　2

83．6
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辮i28年6月12晦6月29．瞬2月i3晦3邦
力1・校238名i・校・・9・名i6校288名：7校333名

パ
ピ
プ
ペ
ポ

6．7i

4．61

4。6旨

IO．　5　1

7．1

IO．　1

13．8

iO．1

16．5
　　1
1LOl

g2．4　I

s4．0　1

7g．　g　1

89．6

87．　2

94．　6

89．2

87．　7

91．0

92．　2
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　かたかな父字の学習開始期にあたる2年1学期のかたかな能力については，29

年度入学児堂に対しておこなってみた。被調査者が同一ではないが，実験学校で，
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　　　濁。半二二　よみ　　64．0％　　かき　　36・8％

という数であり，かなりの学習効果がみられる。29年渡入学児童のテスト結果も

含めて，文字別の正答率の発達を見たのが，次の表であるが，これによって，低

学年1のかたかな交字力の発達がほぼうかがえる。
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　　宰の欄は2年1学期末（30年慶）テストで，これは補充テストなので，被調査

　　者は前後の者と同一でない。

　ひらがなの文字習得で，書馬力の読字力に対する割合が80％以上になった

時期は，1年の9月（89％）であったが，かたかなのそれは2年生の12月

（88％）にあたっている。

　ただ，二二の作文などを見ると，「ジェット機」を「じえっとき」，「ラビ
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（アイスクリーームの意）」のように，依然としてひらがな表記を月「」いている

ものが多く，　「トラック」．「バス」，．「サインして」などかたかな表記で書

きわけているものは，クラスのごく少数の上位者に限られているのが使用面

の実態である。すなわち低学年のこの段階では，文字として知ってはいる

が，まだ使っていない。使用できる段階まで行っていないわけである。

　　　　　　　B　促音・拗音の読み書きの発達

かたかな書きの語には，促音・拗音を含むことが多い。そこでキャラメル，
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＝＝．　一ス，チaコレe一ト，ラッパの四語の読み書きテス5をしてみたところ，

2年の終了時に次の結果を得た。
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　読みの方は，四語とも一宇ずつの正答率に劣らない好率であるが，書き

は，いずれも低い。キ’ヤラメルという児童に最：もしたしい拗音が，読み書き

ともによかったのは，生活と結びついているからであろう。協力学校七校

332名の結果も大体同じである。
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29年入学児童について，2年1学期末にテストした結果は，



136

実験学校（2年生第1学期末）促音。拗音の読字力・書字力

　　　　キャラメル

＼、　男．女：計…舅i十一
　＼：27人24入　51入i27人i24入

ニ　ユ　一　ス

　短人．
読i答％：

　　誤人字1
　　：啓％

ガ無人

　i讐％

・｝6隠、｝

　　　　　　　　　l　　　　l
工斑 F1．8i

、i，、5i
目・．・1

o

51人

Ol　O

　　o

51　9
　　17．6　1－i

22

瘁
A
1

チョ：コy一ト

5

、舞1、畜、風
　ラ　ッ　パ
、知、薮』至1．

22

Oi　1
　’

　1
3i’　2

　ii

24　1　21
　1i

　旨

…男
126人

盗i・銭1天i劃・釧・翫i・最長．

I　I2
2．Oi

　　l

5　i工4
9．8i

　　I
45　i　11
　　1
88．2　1

　
＼
L
ー
ノ

藁
ロ
ー5

男
36入

3

i5

6

5

9．8

29

56．9

i7

33．3

睡人
頻答％1

字1全人
　レ答％
m，一　1

ノ］i無入
　e
　i答％

21

ユ

4

2014エi
　　82．　0　i

，i，1

　　6．0

2i　6
　　12．　0　1

　　　　　ミ　　

1謄・

：い・。

’6 堰f4119。

　セ

’｝．12・・
i・4i・七，。

…　　i　　1

三
献

　
2

エ3i・・

　1
工0　　8

1　計
5G人

　24
s　1　4：．o

lg．e

i36・隻

　読みは，最も，身近かなキャラメルはよいが，他は50　％以下であり，書きは

キ・ヤラメルが少し書けただけで，他は無答もしくは誤答が多い。また，誤答

の型にはいろいろある。

　　　　読みの誤りの傾向 貫きの誤りの傾向（2年1学期末）

冶賜．． ﾂ三．牙歩・募1田

キ。＿メンL〃イノ
　　　　　　　　t／1
キャッチヤ　　　　I
pm

@1　1　　　　　　　　11
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　［
　　　　　　　　　　］1

　　　　　　　　　1

・・ラメ・レ｝二納・・コ・一・巨・坐・ラメ・躯ご．チ・コレー・

｝パ・

，ウッタ

ウヂツパ

；ζジ

薪

汗ヤラメル
！キラメル

1キ。一

｝キャメル

iキャメ

き
l
l

ニユス

ニーウス

ニユウス

チョ

ちょこれいと

うッパ

ラツパ

ラシパ

ラーパ

ラパ

フパ

ラル

C　及：字別にみたかたかな正答率

2年3学期末に行ったかたかな文字力テストの結果をs文宇別，学校別に
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整理すると次のようになる。

　　　　かたかな読字力・書字力テスト　文字別正答率表（実験・協力学校）

　　　　　　　　（清音）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±．Ek“よみ　下段かき（太字は未学習：交掌を示す）

　
　
ア

　　

ｶ
、
、

文
交

　
　
・
．
　
　
」
イ

　
＼
’
・
二

＼、

ﾇ
ゴ

イ ウ 工 引 当 キ

　　Y

（T・1紛

　　N
（T　iii）

　　H

（C書）

　　G

（N書）

　M
（N暑．D

　　s

（G書）

　　D

（M書）

　　　％i

巷量：1

器：1｝

器量．

工器．，

器：l

giig

謝

　　　　　　　　　　i　　l

器：毒、9き：茎i琴轟：農

　　　　　　　　　　1

　98．01・　92．2　96．1

97．9i　91．Sl，　97．9i

　　　　　　　　　　…

　96．91　93．8　90．6
　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　87．5　6S．693．8
5gl］，56’”i　6EII

　b4151　一g4．3，　g61gl

　gS．61　95．6i　91．1

　97．7i　93．0　79．i
　　　　　　　　　　I

gl．sl　gl．．si，　7g．61

　93．61　89．4i　85．II
　　　　　　　　　　j

IOO　［　96．5’　96．S
LOO　i　95．01　88・3
　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　’

91．　3i

84．8

98．　0

93．　6

93．8

87．5

±oe
92．　S

93．　3

93．0

91．　8

91．　S

98．　2

96．　0

　　　　E

97．81

100

gS．　OI

100

ioo
100

コ口o

96．　2

100
100

100
9S．7

100
98．3

　　　　　1

97．　8

97．8

100
96．7

100
90．　6

100
94．3

96．6
97．　7

ioo
9フ．9

100
100

ク ケ コ

　　　　E

87．　Oi

6714

98．　01

83．　01

84．4
62．　5

98．L

86．8

93．　3

83．　7

89．8

89．4

100
98．3

　　　　i

8rt．．8

56．S

96．　1

85．7

81．3

81．3

96．　2

29．　2

93．3
76．　7

79．　6

9i．　5

93．0
86．　7

9i．　3

80．　4

96．1

85．1

90．6
87．　6

100
86．8

95．　6

93．e

89．8
9i．　5

100
100

ナ

89．I
so．　0

94．　1

63．8

87．B

6S．6

98．　1

75．4

93．　3

8！．　4

75．5

78．7

93．　0

90．　0

業
シ

校
学 ス

　　Y
（　　：t一　1－ir　　　i－t）

　　N

（T書）

　　H

（C書）

　　G

（N書）

　　M
（　　　一’1’bN　　　．t．t　　　臥濫）

　　s

（G書）

　　D

（M書）

／
0
0
6
　1
0

0
／
◆
　
．
　
　
9
　
’

　
7
2
　4
需
3

　
8
8
　
9
8

4
山
1

4
一
8
8
7

2
ρ
0

4
‘
O

Q
）
9

（
b
4
噛

［
O
Q
）

9
8

3
ρ
0

3
ρ
O

戸
D
7

0
3

3
∩
O

Q
）
9

セ

97．　8

9フ．8

98．　O

IOO

90．　6

90．　6

工00

98．1

97．8
100

87．8
83．　01i

ioo
98．3

99．1
65．　2

96．　！

80．9

82．6
78．i

IOO
84．g

95．　6

83．7

91．8
83．　0

96．　5

91．　7

ソ タ チ

69．6

52．2

88．2

76．6

78．　1

50．　0

94・2
7！．7

95．　6

69．8

65．5

61．7

91．2

91．7

1
1

Q
）
6
8
7
1
2

6
7
7
8

つ
》
6

！
ρ
D8
6

↓
7

8
8
9
8 3

4
訥

∩
」
O
O
9
8
6
1

1
Q
）
8
6

2
フ

8
ρ
O

Q
）
9

89．　！

66．5

98．0
76．　6

93．　8

53．三

96．　2

79．　2

9S．　6

72．　1

69．　4

59．　5

ioo
98．　3

ツ テ ｝

8
3
　
1
7
　
0
8
　
4
0
　
4
7
　
2
8
　
7
0

4
爆
　
6
8
　
5
3
　
0
3
　
4
3
　
9
3
　
4
0

8
5
　
9
7
　
7
4
　
9
8
　
8
8
　
5
6
　
9
9

ナ

9茎：豊1暑濾

96．、lg8，。｝

78．フi85．l
　　　　E

84．4i　96．91
　　　　　　　　　く
59．4i　87．5i
　　　　　
　　　　1

98．1：100

81．ll　94．3：
　　　　1

95．6旨100

86．σ　95．3．

　　　　i　l

67．3ig3．9．

55．2：78．7：
96。5㌧。。1

86．フ旨100
　　　　

　　　　　E

　84。8i　95．6
　　　　　ミ73 u67’4

§雪：占i器：皇

　　　　i

　81，3｛93．8

59．4奄U5’6

　98。灘10G
　90．6i　86．8

　　　　i

　95．elOO
　83．7　72．1

；舞：量i器：1

100　　98．2
93・3 e　oo

ヌ

7
7

1
4
7
3

つ
）
8

4
3

Q
u
6

8
主

脚
5
3

4
Q
）

0
7

Q
）
6

7
王

ρ
0
2

8
フ

0
8

Q
U
企
U

尋
4

0
0

倉
り
0

0
0
9
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…
、
添

π
－
一
、

…
文
字

…
＼
学

　　Y

（丁書）

　　N

（印書）

84．8
58．7

92．　2

59．　6

ノ

7x　1

ヒ

　　　　　　　　　i

器：量i究：塁i

　　　　l　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　ミ
　96．1i　98．　g

9：：窮1：！

　　　　　
　65，6…68．8…
　　　　1

　　　　iiOOlOO
　90．6…86。8

　　　　1　｛

ユ．OQ　　l　92．8

　90．7i　81。4：

　　　　1　｛

　75．5…91．8…
　　　　　　74◎4i　72．5…

　　　　1　｛

器：li器：書i

　　　　i1

84．8

71．7

92．2

85．0

フ へ ホ

　H
（C｛iの

35・　9i

46．　91i

　　　i

92．3i
71．71
　　　1

　　　1
97．81

69．8i
　　　E

61．　21

61．　71

　　　i
　　　l
94．　7i

gi．　71

農
U
7
9

2
4

8
只
∪

り
4
7

2
8

0
σ
7

含き：書1：暑：81

、、2i、。．、1

　　　　83．0：81．1…
　　　　　　　　　

9・．6、ee．g1

86．G…90．7i
　　　　　　　　｛

器：量i63・3i

95．6

78．5

ぼ

｝
95．6
54．3

ig8．41i　ggi：

　　　　1

　93．8」　78．1

　81．31　62．5
　　　　1

1呑玉．li器：；

　　　　i

100　19S．6
　96．31　88．4
　　　　i

　98．ei　9L8
　85・Ol　70．2

　　　　t

100　1　96．　5

100　」　91．7

　　　　」

マ

　　G

（N書）

87．0
92．　6

92．　2

87．2

87．5
62．　5

ミ1ム

コ
d
賄
一
…
q
9

9
3
　8
3

8
7
　9
6
3
8

1
8

Ω
り
6

001
一

メ

　M
（N書）

　　s

（G書）

　　D

（M書）

96．5

96．7

Z
1
1
釧
郭

Z
J
　

3
一

只
）
　

0
》
Q
U

98．11
90．6196．21

　　　i　旨
93．31100　　：1
　　　ミ
90．7i　90．71

　　　i　　i
71．4i　77．6…

57．4142．61

　　　i　i
94・7i　98・2i

93．3193．3i

i

E
量；：雲！墨：ラi3き：至

　　　　　　　　E

g4．il　ga．　il　ioo

78コ…63．81

・8．・、・L・1

28。li　　　　50．○…

1：：1劇

　　　i

63。5181．6
　　　　51．Oi　68．　l

　　　i

94．7ilOO
88．3　9，17

83．0

87．5

68．8

94．　2

7S．4

97．B
90．　7

77．6

70．2

98．2

91．7

＼：文　1

一一i一　字…ヤ
　　　　　」

ユ ヨ ラ
三
」

ノレ レ 口 ワ ヲ ン 計

　　Y

（丁書）

　N
（願書）

　H
（　C　｛liS一　）

　　G

（N書）

　M
（．N書）

　　s

〈G書）

　　D

（M書）

一
lg；：欝

1雪9。9
1
呂
ヲ
．
5

t
i、器2

1

　
6

00
X0

8
7

7
7

9
Q
）

　
1

00
W5

1
　
　
　
　
　
　
1

フ6．1

54．3

1
s
：
ll
占
：
1
86．5i　98．2｛

　　　ト；；；1；；；；i

　　　㌧5．，i

56．1
42．6159．6

89．5

90．0

　　　t

89．：

82．61
　　　i

94．Il／

89．9，

　　　1

81．3，

59．4
　　　1

［
D
つ
∪

ρ
O
つ
Q

g
Q
）

　　　　　　　　L

　　　　g2．　s1

89．1
961iF　gilg1

98．　0！！00

層目．sl　g6．7

　　　1

96．　9　IOO

84．4
P　s4．4］，

　　　1
98．1！ユ．00

86．sl　g2．41

97．8
go・　7［

1±OO

90．フi

　　　　

83．7ユ00
87．2　85．1
　　　ヨ

96．5100
98．3．98．3
　　　1

　　　1

　89．ユi87．○．

　67．4156．5
　　　　i

　98．0：94．2

　87．2igl．6
　　　　i

　87，5i　62。5

　59．4i　40．6
　　　　　

iOO　i　94．2

　90．6i　86，8
　　　　i

　93。3　95．6

　88．4　79．工

　　　　1

76．6i
70．2i・

　　　　I

ioo　1
96．プ

61．　2

63．9

94．7

98．3

器：引19：6｛

　　　　　　　　1

9S・！l　S9・Zi

76．61　48．9ii

9き：量i窒量：8i

t

ICO
84．9i

1

64
翰8

95．61
79．llフ4．4i

；8：幽1：ii

　　　1　II’］

98．　21　　　　87．7
9glM6［71
　　　　　　　　1

　　　　　　　　｛

66．　01’

　　　E

88．91

　　　　i　i
　　　　l　　l
　76．1i95，6i
　69．6193．5i
86．，1、8．。…

　　　　　　　　　　　ミ

　65．8…89．4
　　　　ミ　1

56．3　　　　　96．9

　31．2　93．8：

　　　　旨　1

　90．4100　　［
　　　　　　　　　ミ
　77．4、90．6こ
、。。［95．、i

　95。3195．31
　　　　1　1
　　　　　
　53，1…89．81

　46．8…76．6：

　　　　1　1
　87．了…94。7…

　91．7198．3

　　　　一

88．7
70．フ

95．5

83．1

83．2

66．8

96．8

84．9

92．　2

87．　1

フ8．5

72．1

96．4

94．3
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（濁・半濁音）

華・㍉1。i，
　　校　＼ヨ　　　　l

　　　　　　　　　　　l

　　Y　　　l97．8197．8

（嘲…91幽3 奄W7’O

　　N工GO　IIOO
　　　　　　　　　　　　
　（TI｝i：）i89・4［85・1

　　　　　　　：　l

　　HlOO…100
　（C豪．i｝＝）：65．6i　87．5

　　　　　　　　　　　1

　　　G．！00i工OO
　（N＝芝g　　90．6i　90，6

　　　　　　　　　　　i

　　M　　　lOO　　i　93．3

（N｛　Di93．0193．α

　　　　　　　…　　　l

　　　S187．G87．0．
（G書）i93．91100

　　　　　　　1　　i

　　　DIGOi！OG
　（M書）　　96．＝7…100

　　　　　　　　　　　」

グ

84．8
76．1

94
78．7

7L　9

65．6

96．！

86．8

93．3

76．7

67．4
ア9．6

96．5

98．3

ゲ

84．8

58．7

96

78．7

・田・｝ズ

綴：翻：魏：2ig9：g1

75・○；

56・3m
　　　ト
94．2100
77．　41

93．　31

85．7

　　　　
　　　i

96　…

91．5：

　　　i

84．4i

78．li

82．61

83．7i
　　　l

93．0こユー00
　　　ミ
86．7iユ．00

　　　1

90　ii　96

59．61　80．9

ゼ

87．0

58．7

96　i　96
78．7　63．8

　　　　器：琶i器：含躍ζ遷

　　　　　　　　i　l

　　　　94．21　98．II200
86・8…フ9・2i56・819・・6

　　　旨　　　i

lll繋ll…illi駐l

I9・6i　il・9i？・3i．7i・5i

　　　i　95．2G．OO　llOO
　　　l86．7　91．フ191．7

　　　1TV’1

81．3
53．工

98．1．

75．　41

95．6’

79．1i

73．9

79．6

93．0・

81．7

捌ダヂ
　　　i

6g．61　gi．s　se．41

i？・21　li・3i　19・4

器・ill．・19．・

68．8i　75．0　68．8

43．8 P　59．4／　2Jr．o

ll：1澤諺：習1：l

ll：li琴と歩・器：l

ggigs，4igll　ggig

ll：吾子：呂・器：1

ツ

56．5

30．4

84

55．5

50．．4

25．0

92．3

77．4

68．9

74．4

52．　2

42．9

78．9

71．7

倉
ノ
謄

　
．
…
3

文

夜

字ニデ

　　Y

（T書）

　　N

（T書）

　H
（C書）

　　G

（N書）

　M
（N書）

　　s

（G書）

　　D

（M書）

　　　　　　　　　ミ　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ド1パ…ビ
　　　　i　…

95，6㌧，．6i82．6「

　76．i191．3i　65．2…

　　　　i　　l　　I

98198｝9釧
li：：i：：：：i；1：二1

　59．4i　68．8’50．0．

　　　　i9。、ig6121

　　　　；88，7i　8」．．l

　　　　l　　i

　　　　l97．8！95．6
93・ w90・7i90・7

　73．9i　73．9i　54．3

　　　　　93．9！9！．8i　　　　　　　　　　67．3

　　　　i　l
lOo　　ilOO　　：100
　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　し

　　　　1ユ．00　　1　96．7

　　　　11

ブ　　ベ
　　　．．／／　．＿…＿．1．＿

　　　l　l

　　　　93．5i80。4i
　　　　　　　　　　　　　
58．7i　89．1；

霧3．61・細

　　　ド　　　　　　　
65．6i　93．8．

ボ　　パ　　ピ　　プ ペ　　ポ

1
，
1　80．4

1　s2．2
1

1　96

1　7s．7

1
i　8rml・9

153ユ
1エ。o

t
　　　　IOO
73．61i　s6．8

　　　1

95．　6i！OO

8ユ．4

58．7

57．1

0
0

0
∩
）l
l
R
J
7

ρ
0
1

0
U
8

g3，1il　gglxz2‘3i，zg’3

；；；；醐；；；；陰；i

器：ぎ潤：きド雛i；皇：轟i

gs．2koo　llqo　ilQQ
　　　　　　　　　95．0193．3i　95．OI　　　　　　　　　　　　　　98．3
　　　1／　一”　vl　一一’1

　
弔

”
留

95．、i97．，1、、．3

67．4i　97，8i　6S．2

96　　iiOO　　　98

80．9i93。6igl．5．
　　　く　　　　　　

　　　i　　l
87．5i　93．8…84．4

　　　1　　162．5

s？．，1　g，．，1

52．21　89．Iii

96
78．7

98

85．0

i
93．　5

S6．5

［100

89．4

87．61　87．51　90．6

56．31　65．61　78．Z

睾雪：圭1§全：至

97．81　96．61

90．71　76．7

63．　01

91．8

　　　　
50．α
　　　「
71．4

Ii8g．，1　ggigi

1

s

98．！　94．2

86．8　フ9．2
　　　　
　　　i

95．6．ioO
86．oi　93．0．

　　　E

76．葦i69．6
98，0…　　　　87．8

98．　2i！OO

96．71　93．3

　　　i

87．5
68．　8

95．6

81．1

82．8
59．9

97．2
82．　3

94．　3

83．3

68．4

79．0

96．　4

92．　3
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　1．おぼえやすい字とおぼえにくい字

　文字別の正答率に，相当の高低が認められる。実験学校。協力学校共通し

て読みやすい文宇

　　イウ国道キストニノハへ（ホ）ヤ（ラ）リンガギズドパベボ（パ）ぺ

書きやすい文字

　　アイオカキストノヘヤラリンギズバベパペ

読みにくい文宇

　　ソツテヌユレnワヲザゼゾヅブプ

書きにくい文字

　　ナセソチツテヌネホムメモユロワヲグゲザジゼゾヂヅ

隼があげられる。既習字でも字形が混岡しゃすかったり，形のとりにくい文

等二は成績が悪い。

　2．かたかな文禦読み書きの誤りの傾向

　実験学校における2年3学期末のかたかな文字力テストで，次のような読

み誤り，書き誤りが見られた。

F　読字力の誤りの傾向

　（1）字形の混同

誤
ン
シ
ツ
ソ
ソ
ン
ヨ
ヌ
ユ
ヨ
ヲ

　
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

　
ソ
ソ
ソ
シ
ツ
ツ
ユ
ユ
エ
ヲ
ヌ

男
5
0
！
0
0
0
0
1
、
0
1
0

女
3
！
0
1
1
1
3
0
1
0
1

馬
1
8
1
1
1
1
1

二
胃
“

3
1
1
工
1

（2〕類似字形のひらがなと爪子した読み誤り

　　誤　　　男

ナ→セ（せ）3

ネ→エ（sえ）2

フー〉ツ（つ）±

女　　計

0　　　3

1　　　3

0　　　i

誤
ネ
ユ
ウ
ク
ア
ハ
コ
シ
ジ
ジ
ヅ

　
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
　
↓
↓

　
ヌ
タ
ワ
ウ
マ
ル
ロ
レ
ヅ
ゾ
ゾ

男
1
1
0
0
G
O
O
O
4
1
1

　　誤　　　男

ラ→ウ（う）0

ザ→ゼ（ぜ）1

女
1
1
2
エ
、
⊥
エ
ー
，
↓
1
1
3
0女
1
4

2
2
2
1
工
l
1
1
5
4
！

　
　
　
　
　
　
　
　
1

計

1

5
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卜
l
　
l
　
l

　
女
l
o
王

　
男
o
l
o

　
誤
ブ
ビ
ピ

　
　
↓
↓
↓

　
　
ビ
フ
フ

　
　
　
　
　
　
　
L
1
1
　
1

　
　
　
　
　
　
　
解
陶
．
．
1
1

　
し
　
　
　
エ
エ
　
エ

　
季
．
　
　
　
女
。
o
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
女
1
0
1
0

　
　
　
　
　
　
　
男
↓
1
挽

ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晴

き

混
　
　
　
　
　
　
　
　
し

と
男
1
1
0
1
　
　
）
）

者
・
　
　
　
　
　
口
七
め

の
　
　
　
　

同
　
（
（
か

他
　
　
　
　

混
　
ち
な
つ

の
誤
ム
ラ
ア
ゼ
と

聞
↓
：
↓
灘
二
願

　
　
マ
ル
イ
ゾ
　
　

ロ
ナ

勃
　
　
　
　

の
　
　
　
⑤

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

L
ー
ユ
　
一
一
　
！
　
1

女
O
1
1
0

男
1
0
0
！

誤
ど
エ
ブ
バ

　
↓
↓
↓
↓

　
ゼ
ズ
ズ
ズ

　
　
み
計
ー
ユ
ー
ユ
ー

　
　
　
女
1
1
1
、
⊥
工

　
　
な
男
0
0
0
0
G

く
な
の
誤
ア
カ
ミ
ハ
ナ

　
　
　
　
↓
↓
↓
↓
↓

　
　
　
　
ム
シ
フ
ミ
ム

牽
2
ー
ユ
工
工
1
1
3
1
3
2

女
1
0
1
ー
ユ
ユ
ー
ユ
O
1
2

男
－
エ
0
0
0
0
0
2
エ
2
0

誤
ラ
ソ
ソ
ヤ
ラ
ワ
ユ
ヅ
ザ
ジ
ゼ

　
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

　
ヲ
ン
シ
ア
ウ
ウ
ヌ
ジ
ゼ
ヅ
ザ

　
る
計
2
2
3
3
1
1
5
7
1
1
1
ー
ユ

　
醸　

轄
女
…
。
・
・
3
4
・
G
・
G
・

　
な

向
か傾

た
男
Q
1
2
3
1
1
2
3
1
1
1
エ
0

の
か

り
の

誤
形

の
字
誤
マ
セ
ナ
タ
チ
テ
ツ
シ
ナ
テ
ケ
ユ
ユ

コ
　

え
判
鋤
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

書
　
　

ア
サ
セ
ク
ケ
ケ
シ
ツ
チ
チ
チ
ヨ
コ

　
ω

⇔
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卜
l
1
1
2
2
3
1
5

ξ
μ

女
0
0
0
0
0
2
0
2

男
1
1
1
2
2
1
1
3

誤
ち
ふ
や
り
ぎ
で
び
じ

　
↓
↓
↓
↓
　
↓
↓
↓
↓

　
チ
フ
ヤ
リ
ギ
デ
ピ
ヂ

十
5
8
4
　
3
1
1
1

L
「
1
1
｛
工
2
1

鼻
“女

・
⊥
、
⊥
0
1
下

男
0
0
1
！
0

誤
k
E
ザ
ゴ
ボ

　
↓
↓
↓
↓
↓

　
ノ
ヨ
ビ
ピ
ド

（油）ビピなどの淫書をしている児童はi司一の冤産である。

計
工女

0

男
－

誤
ジ

　
↓

　
ヂ

卜
1
　
1

齢二

女
。
ユ

男
1
0

誤
グ
ペ

　
↓
↓

　
ク
へ

　
　
ト
ー
l
　
l
　
l

　
　
女
1
1
1

　
　
男
0
0
0

《カて

つ
化
誤
ゲ
ゴ
デ

蝦
儲
↓
：

濁
　
　

ケ
コ
テ

滴
㈲

○

計
2

女
2

男
0

誤
ピ

　
↓

　
ビ

　
善
一
口　

女
2
4
2

岡
男
3
4
2

とな

が
誤
う
せ
ぜ

薩
↓
：

　
　
ウ
サ
ザ

②

モ→も

メ→め

工→名
ソー｝そ

ターyた

3

1

1

1

！

o

o

o

o

o

3

1

1

1

1

　
し
…
l
　
1
　
3
　
2
　
3
　
2

　
菩
．
口　

女
0
0
G
O
1
2

　
男
1
1
3
2
2
0
逆

　
誤
ロ
ゴ
多
爪
」
禾
ピ

　
　
↓
↓
↓
鱒
↓
↓

逆
　
　
コ
ヒ
ミ
ル
レ
オ

圖

　
し
…
2
　
ユ

　
凹
ヨ
μ　

女
2
0

　
男
0
ユ

駄誤

の
誤
オ
ヂ

ら
　
↓
↓

カ

音
　
ヲ
ジ

隅○

　
卜
I
　
l
　
l

　
曇
．
μ　

女
0
0

岡
混
男
工
「
1

の音濁
半
誤
プ
パ

月ヅ

@
↓
↓

津
　
　
ブ
バ

回
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　い〉浩音化

　　　　誤　　　男　　：女　　計

　　ブ→フ　　　O　　l　　l
　　バ→ノ、　　　　0　　　　工　　　1

0字形の不足

　　　　　誤　　　男　　女　　計

　　キ→キ　　　　1　　　0　　　！

　　セ→七　　　5　　2　　7
　　ゼー・ゼ　　　　2　　　2　　　4

0漢字と誤ってかく

　　　　　誤　　　男　　女　　計

　　ホ→木　　　2　　0　　2
　　ボ→木l　　　i　　　O　　　l

　　　　　太　　　1　　0　　±

　　ポ→ボ　　　2　　0　　2

0洞じ行の中の他の音と書き誤る

　　　　　誤　　　男　　女　　計

　　パ→ボ　　　0　　　1　　　1

　　ビ→ブ　　　O　　　l　　l

　　ピ→プ　　　　0　　　2　　　2

0漂因のとらえられない出たらめ書き

　　　　　誤　　　男　　女　　計

　　工→ス　　　　1　　　1　　　2

　　ハ→ヤ　　　　O　　　l　　　l

誤
フ
フ

　
↓
↓

　
プ
ブ

誤
七
不
禾

　
↓
↓

　
サ
ネ

誤
大
子
ぎ

　
↓
↓
↓

　
オ
コ
ゴ

　　　誤

ぺ　→ノミ

プ→ポ

誤
ユ
ジ

　
↓
↓

　
ケ
エ

男
1
0

男
0
0
0
男
0
0
0
男
エ
0

男
O
！

女
－
1

女
1
1
1
女
l
l
l

女
0
1

女
1
0

計

2

L

l
l
l
1
1
1
卜
I
l

聖

王

l
l

　　文部省のかたかな学習の実験学校であった久原小学校（東京）では，指導法に種

　種の研究を施して効果をあげているが，生徒にツとシ（書字の混洞の多い字）の区

　馳として，ツは横に点を並べて最後のノを」二から下へかき，シは，縦に点を並べて

　下から一Lへはねる。あるいは，ツは続けるとひらがなのつになり，シは続けるとひ

　らがなのしになるというような鑑別法を教えて，効果をあげたと報告している。

5．かたかな能力と使用教科書との関係

　前掲のかたかな読字力・書宇力テスb文字別正答率表（実験。協力学校）（13

7～139ページ）は，使用教科書によって学校を配列し，太字の数宇は，その

学校での使用教科書では，2年終了時までに未学習の文字の習得率であるこ
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とを示している。これでみると，教科書のかたかな提出に対する配慮や意図

が，かなりかたかな習得に影響があるようである。

　また，かたかなの文宇環境の多寡も影響するようである。

　4．　かたかな能力テストの方法

　教科書で未習の文字でも，ひらがなと字形が似ている，どこかで見たなど

で読めるが書けない揚合がある。しかし，読めないが書けるという文字があ

る。これらは，教科書外のかたかな学習’法，指導法（例えば五十音図使，用）の反

応：．低学年や能力の低い児童にみられる書字の先行などの現われと思われる。

　われわれのかたかなの読み書きテストではテス1・方法として，読みは，71

字を無作為に無意味文字として配列した文宇表を一字ずつ読ませる方法，書

きは，ラジオのうというように児童に親しい語でその音を確認，してから書か

せるという：方法をとった。この場合読みのテストにも書き’の語形と同じに，

ラジオ，ズボンというふうに語として出して，N的のラ・ズの読字力をみた

ら，その結果は一字ずつ読ませる方法とどのように違うであろうか。この一方

法検討のために一字ずつ読ませる方法をAテスト，語として読ませる方法を

Bテストとし，両点のテストを同一の被調査者に試みてみた。その結果，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勇　　女　　計
　　AB両テストで同様に誤っているもの一9字！6字25字
　　Aテストのみ誤っていてBテストではでき’たもの一19　33　52
　AテストではできているがBテストではできないもの一　8　　且　　ユ9

　Aテストで誤答して，Bテストで正答できた文宇は

　Aテスト（誤）　BテストrAテスト（誤）　Bテスト

　サ→セ　　　O　　lヅ→ジ　　　○
　　セ→ナ　　　O　　iゾH＝・　i7　　　0
；：：　　：　iご：ご　　：

　　ヌ→ネ　　　　O　　t

である。無意味文字一字として提示された時は，はっき’り識別でき’なくて

も，サカナとあれば，セカナとは読みにくい。Bテストの方法が結果として

読みに好率を示すのは当然であろう。児童にしたしい語形では，その文字が
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一一嘯ﾆしてははっきり読めなくても前後の関係で読めるわけで，一字ずつの

正しい読みのテス｝という揚合にはAテス1・の方が，真の児：童の読宇力をあ

らわすものと思われる。

　B　テスト問題

ユ．　スイカ

　　．

6．　ウチワ

　　．

ユ1．コドモ
　　．

16．ガッコウ
　　．

21．クルマ
　　．

26．モモ
　　．

31．チイナイ
　　．

36．ラジオ
　　．

41．テヅキョウ
　　．

46．ゲタ
　　．

51．ポンプ
　　．

56．ヌリエ
　　．

61．ベントウ
　　．

66．ホンヲヨム
　　　　．

71．ボウシ
　　．

2。　イヌ

　　．

7．　キモノ

　　．

12．マッチ
　　．

k7。ルスバン
　　．

22。アシ
　　．

27．ヒヨコ
　　．

32．ケシゴム
　　．

3フ．ダイコン
　　．

42．パン
　　．

47．　し／コー　ド

　　’

52．ビヅクリ
　　’

S7。バナナ
　　．

62．ダヂヅデド
　　　　．

67．ブランコ
　　．

3．　シンフ’ン

　　0
8．　トリ

　　●

13，オソカイ
　　●

18．ヤマ
　　●

23．　ジ　ドウi／ヤ

　　●

28．ニンジン
　　●

33．タコ
　　■

38．リンゴ
　　●

43．グルダルマ
　　　リ
　　　ワル

48．ユキ
　　．

53．ザッシ
　　．

58．デンシー、・

　　．

63．カゼ
　　　．

68．ゾウキン
　　．

4。　パン

　　　．

9。　カサ

　　．

14．サカナ
　　．

19．ハナ
　　．

24．ノリモノ
　　．

29．ソキ
　　．

34．　コ’ノ、ン

　　．

39．ギンコウ
　　．

44．ソラ
　　．

49．ネズミ
　　．

54．フユ
　　．

59。ワタクシ
　　．

64．ムラ
　　．

69．コップ
　　　　．

5．ミ77ン
　　．

10．センセイ
　　．

ユ5．ズボン

　　．

20．エンピツ
　　．

25．ヨウフク
　　．

30．メガネ
　　．

35。ur・一ソク

　　．

40．ナマエ
　　．

45．ピストル
　　．

50．ヘンジ
　　●

55．ドウブソエ
　　　の
　　　ン

60．ホシ
　　●

65．ペンキ
　　0

70．ダヂヅデド
　　　o
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VIIi漢；宇能力の発達i

A　漢字の読字力。書字力の正答率の発達

　L　全体的考察

　入学塵後，実験学校で，ひらがな。かたかなの読字力・書字力テスbと相

まって，漢字の読み書きテストを行った。　（読みは28．4．18，書き・は28．4．

22に実施），テスト方法は個人テスト，テスト材料は，1。2年生の教科書

に頻出し，1，2年で学習すると考えられる50字（一から十までの漢数宇10

字と，青赤足石入色上大川木口国子字下白正先生空立小月土手出中花早B火

左人冬本右フJ帽山斗の40宰）とした。

　　　　　　　　　　入学当；勧の漢字力調査結果表

　　　　よ　　　　　　み

略難）1監！士人1
23（字）i

22X@“@’

ls　l
！5　’

：i4

ユユ

ユ0

9

8

7

5

4

3

2

1

0

1
1
1
1
2

1

－
1
3
1

　
　
　
1

1

1
【
∠

只
）
7

　　　　　　　か　　　　　き’．

計人1・麟㈲1男入事i

l
！
1
1
2
2
2
1
工
2
2
1
4
⊥
8
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

15

1
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

ユ

2

1

「
⊥

－
一

－
⊥
2

4
1

　
！

1
1
1
一
一
⊥

「
⊥

3
ユ
2
2

　
　
　
1

人．

2

2
1
1
2
1
1
1
5
「
－
∴
6
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　読みでは最：高23字，書きでは最高15宇，平均読字数4．5字，平均書字数

2．6宇であった。しかし，入門期当初ひらがなの読み書きすらまだ習得さ
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れていない段階であるから，これらの漢字の読み書きができるものは極めて

少数で，18入のものが一字も読めず23人のものが一宇も書けないという状

態であった。

　教科書プレ。プリマでは，もちろん漢字は提出されていない。したがってそ

の読める掌，書ける字も，下表のように漢数宇が主であり，ひらがなの読み

誰きをすでに習得して，さらに漢宇をおぼえ始めた読書能力の高いごく数名

を除いては，何かの関係でとくにその字を知っているという程慶にすぎない。

　　　　　　　　　　　　　読　め　る　宇
一一 �O子四五EI本川山i・ll；十大木八七
24人　20　　　ig　　　l7　　　11　　　10　　　9　　　8　　　8　　　8　　　7　　　7　　　7　　　6　　　6　　　5

字　
一
η
5

る
μ

す
子
s

畿
扁
日
り
5

　
ノ

　
補
　
P
O

　
↓

　
4
ρ
〇

　
四
9

　
三
1
6

　
ニ
ー
6

　
　
人

　
「
1
8

上位の文字「子」が，名前で見なれる文字としての要因がきいていると思わ

れるのも，「子」の読みが正答者17人申，男子6人，女子11人，書きが正答

者5人申男子2人，女子3人であることから察ぜられる。その他，川．）本，

石などの正答者に川上・宮本・石田姓のものがあるなど，入門期当初の段階

では，漢字の三六書き’については，特殊の児童を除いて，まだ自然のままに

放置されている状態といえる。協力学校の結果もやや率がよいが，だいたい

同じである。

　しかし，4月以降の漢字力は，調査のたびに少しずつ上昇している。　（28

　　　　　　　　　漢字　読めた掌の平均数（実験学校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月3屡　l12月7ffJ　i29杢｛三3月9iヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i平；身　　　…平均　　　　1平均

婁藤・毎3；：・・：・・8・；・7・！・硲・・i・561－1・露

童舞1幡羅1：1塾罪il蟹il：羅

欝翠墾陽儲講字
㌧酬蜜」二字
i6Li．7si3421i4124．42i　s37i713i．ss

磯撫1擁：纏：x8

50宇謝 X給　、2鍬　uro　i、5％ 　％旨
20．2

　％i
43．　7　li

　％
6i．4
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年4月～29年3月間では調査文字50字は同一なので，前ページの表及び次

の表によって，発達の度合がわかる。）

　　　　　　　　漢字　欝けた掌の平均数（実験学校）

男

女

繍塗入盤人1必ず嫁
i4－ttl　22日、15　月　28　Ei　16月25日　17月1娃EI　：9　月　4日　［12ノ三18Eヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　i平均
字梅墨字

29圭｝二3ノ弓ll優

tt．．wwu二平黒
字i人
　i、高

士野砲1，．多．、。鷺i、凱

陣：麟　鰯1：纏：　

墾8・5『、『『13墜雛L望子⊥響i『生28

議　37劉　、、怨．

　これは協力学校も同様であって，下表の如くである。これらによれば9月

末まではごく少しずつ上昇しているが，12月即ち2学期末に至ると，急に

　　　　　　　　漢掌　よみの発達（平均掌骨を示す）

学　校　名 入学蚤初＿L三．期学末．
第1匡葺1第2［郎．第3回1第4［亟

　2学期初
　　　　第5回
2学其厚ラ1ミ　　　3学其厚末

　　N　　i　6．2宇…
　　・／／　1・　，．，

　　　　　I
　　H　1　4・9
　　S　1　4．2

平　　　均　　　　5．○字

5θ字に対する正答率　　10．0％

10・o字…

！2．　9

1i．4
　　　き

t　t”　tttttttt　tttt　lt

ユ1．4字

2工．8％

15・7R
15．9　li

　　i
i4．7　1，

　　」

＿』…一皿旦

15．4掌．

30．8％

：∵磨

　　ミ25，8　i　　　29．7

　　1、37．7
　　1

28．4宇

56．8％

34．フ掌

69．4％

綴．．署．煌
軽艇かきの発達

　　1

N
C
K
H
S

3．3宇

工．8

2．9

2．3

平　　　：均　　　2．6宇
50字に文重するiE答率　　　　　　5．2％

輩劇鋤翻…暢課r讐隷
6．4字

14．0

9．7

9．1

！0．　0

9．8字1

14．2字：

11．0

28．7掌

24．9

工9．6

32．2字

36．4

26．9

30．4

31．　9

19・　6　90i

12．6字

25．2％

24．4字i　　　　　31．6学

48．8％［　63．2％
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発達を見せていることがわかる。実験学校及び協力学校では，大体7月の初

めごろからプリマを使用しており，漢数宇などの初歩的な：文字を学習しはじ

めているが，「入門期の言語能力」にあるように，ひらがなの読字・書字の

学習が10月ごろに終るので，このころから，漢字に対する受け入れ態勢がつ

くものと愚われ，2学期末の上昇は，その一一・一Aつの現われであるといえよう。正

答率の上昇は2年生になっても同じで，ほぼ同率に伸びている。ことに2年

　　　　　　　　　　29年／斐2年生　　1莫字　（実験学校）

　　　　　　　　　　　　　　　2学期末（6q掌）．

よへ読酬人数…睾嚇…読鯛人数：輩犠欝蜘・数障噺
i．＿山回（5ρ字） 3学其目ヌミ（llO字）

男

女

計

勲iili　l：il総1婦1
　字
72．4

68．　3

69．9

平均正答率 7工．6％ 70．2％ 63．S％

、
き

か
　1学期末（BO掌）　　2鋭期末（60字）　　3学期宋（liO掌）

欝数i人纏鱗艀卿・数離穰瞬蜘轍1峯蟻

男

．女

計

1籠■講霧箋騰藤｝皇
9331・・i・・．・1・，・・フ・・i・…2，・24！・61

　字
45．9

46．4

46．　2

エF均正答率
　％
40．　Q

　％
42．　0

になってからは，調査文宇が，それぞれ前回テストで80％以上の習得率のも

のは捨てて，新たに．程慶の高い文字（2年～3年の教科君で共通に出る漢字）

を加えたものであるから，1年のころより漢宇習得の度がいっそうさかんで

あることがわかる。やや思立つ現象として，提出文字数に対する正答率は，

2年の学年末の方が低くなっているのは，　（読字力。忠：宇力の平均数は読み

69．9字，書き42．O字で今までのテス1・申いちばん高い）従来の50宇乃至

60宇に対し，文部省の学習漢字学年別配当案による2年用漢宇110宇をその

まま用いてテストしたためであり，2年終末テストでは，正答の規準も従来

より厳格にして採点したからである。協力学校の方は，読み書きともに，実

験学校を上回る好率でそれぞれ上昇している。
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29年度2年生　漢宇（協力学校）

1－ww

11二二ミ
i（50字）

平均読軍数　　　　　　　　　　　　　　平均書字数

二野職二三1ミ磯野1儲1病

N
C
K
H
S

平　　均

4。．6ヨ

3s．　o　li

sgl－
32．6　1・

37．4　i

34．s　1

69．e％　」

5L　6

60．　3

43．7

44．0

47．3

4フ．4i

79．0％　i’i

　　　ド　
84・gil　33・9
85．o　　辱　　　36．ユ

ーii・8・・

　　　i179．3　　　　　23．3

フ8．l　　i　　　33．6

81．8

38．8

43．　2

37i　7

33．2

44．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　74．4％　1平均正答率

　　　　　　　　　　　　　　問題と実施の手引

　　　　　　　　　2年生　1学期末丈字力テスト

　漢字のi読字力

1．　テストの方法

　やさしい漢字50字を，それぞれ単独に文字として与え，正しく読めるかどうかをみる。

2．　テストの材料

　漢掌50字（1年のテストで正答率70％以下の字33宇に，2年の各教科書に頻度の

　高い宇17字を加えたもの）

　用組iは別表。

3．実施上の潅意

　集団テストで，いっせいに行う。

　机上に下じき，筆呉のみを用意させる。

　粛正の周囲にある文字類は，目にふれないようにあらかじめ始末しておく。

　隣の人の書いたのを，のぞかないように漆意する。

4．　記録のしかた

　答案に，下記の要領にしたがって，記録する。

　　①読めた字は○をつける。（音でも訓でも正しく読めていれば正答）

　　②読み誤りの宇は△をつける。

　　③読めない掌は無印

　漢字の書字力

1．テス｝の方法

　　やさしい漢学50字を，わかりやすい語，交の形にくみ合わせて与え，正しく書け

　るかどうかをみる。

2．テス｝の材料

3LO
62．0％

39．4

66．7％

　　60．4

　　S6a　7

　　49．2

　　65・．4

f

　　5フ．9

　　52・　6．2．e／
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　　漢字50字（読字用漢宇に岡じ）

　書字用紙は別表

3．実施上の注意

　　読字力テストの場合と同じ。

　　大休のものが欝きおえたらやめる。

4．記録のしかた

　　岡題用紙1・こ下記の要領にしたがって記録する。

　　①書けた宇には○印をつける。

　　②書きあやまりの字には△印をつける◎

　　③誰けないものは無印

工．

2．

3．

4．

5．

6．

7

8

9

10．

11．

12．

（）のなかに　よみかたを　かなで

（　）
　川。

（　）
　乎。

（　）
　水。

（　）
　脊い。

（　）
　人。

（　）
　足。

（　）

　臨

（　）
　本。

（　）
　立つ。

（　）
　上。

（　）
　学。

（　）
　口。

r
l　i，．

｛
1　14．

1　15．

I
l
l　16．

i

i　17．

18．

19．

20．

21．

22．

」　23．

i　24．

（　）
　左。

（　）
　下。

（　）
　耳。

（　）
　入れる。

（　）
　火。

（）　（）
先　　生。

（　）
　右。

（　）
　方。

（　）
　月。

（　）
　石。

（　）
　白い。

（　）
　冬。

かいて

I
I　25．

l
i　26．

1　2，．

1　，，．

29．

1　30．

f
i
l　31．

32．

33．

34．

35．

36．

ください。

（　）
　花。

（　）
　国。

　〈）
お正がつ。

（　）
　田。

（　）
　赤い。

（　）
　ニヒ。

（　）
　色。

（　）
　光る。

（　）
　門。

（　）
　夕がた。

（）（）
学　　校。

（　）
　嵐る。

37．

38．

39．

4e．

41．

42．

43．

44．

45．

46．

47．

48．

（　）
　空。

（　）
　音。

（　）
　雨。

（　）
　車。

（　）
　男。

（　）
　早い。

（　）
　町。

（　）
　女。

（　）
　走る。

（　）
　村。

　（　）
　じゆう

　十年。

（　）
　作る。
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1

孕

2

3

●

4

F
D
ハ
0

1

　　　　のなかに　かんじを
　1一一一一

　　　　　　　　　　，
カぬ　　みず
i二の…二1。

て　　　あし

…二昌二。

塾
　　　い　うみ。

ひと　　　た

｛二が「トて

います。

め　　　くち

二・□。

　　　　ほん
かばんにデ…1を

　い

「i泌。

うえ　　した

二・＝1。

　じ

］をかく・

ひだり　みみ

□の［．

漢字の読字力

テストの方法

　　　　　　かいて　ください。

　　　　　　せん　　せい

　　　　　　　　　　　o

　　　　　　ひ
　　　　・・．i二謡える。

　　　　　　みぎ　　ほう

　　　　12．

　　　　　　つき’　　ひか
　　　　ユ3．「…　…一二Q

　　　　　　　　　　ri／

　　　　　　　　　　いし
　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　－lo

　　　　　　しろ　　はな
　　　　　｛rm［　1－1　　　　15．　」
　　　　　　，

　　　　　　　　　ふゆ

　　　　　　　　　1”一一Jo　．

　　　　　　　　　　　くに

　　　　　　　　　　　一nti　o

　　　　　　　しょう
　　　　18，おi『一

　　　　　　た　　　　　つち
　　　　ig・　i　1　・〈v　e2’　a）　1　1

　　　　　　　　　　　　　／o

　　　　　　あか　　いろ
　　　　1＿＿いi⊃。
　　　　1

2年生　2学期末丈字力テスト

io・　I－li1．．．1’Z

　　　　｝の■にむく・

　　　　固

・4・おおきな1

　　　　い［L

・6・さむ・・口。

・7・に・ぼんの｝

　　　　　｛がD・

　　．コんぽの…

…に．1

　　　もん　　　で
…1二からコ。。

　　　がっ　こう
22・ m目コ。

　　　ゆう　　　　そら
看2・・ ?が画二．

・引勢のふ。昌．

　　　くるま　　はや

…i］がiコく

　　　はし
　　　己・・

12?１・謹

・譜1や姫1。

・8．一
抽eせ＿．

　29。つみきでうちを

　　　つく
　　　1＝．一um］60

　　現行教育課程において1年生と2年生の初期に配当されている漢字60字を，単独

　に：文：字として与え，正しく読めるかどうかをみる。

2．　テストの材料
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　漢字60掌（2年1学期末のテストで，読み書きの正答率80％以下の掌34字に2

勾三用漢学として26字一2年の各教科書に頻度の高い字および，読みものに多く使

われる宇一を加えたもの）読字用紙は別表。

3．実施しの注意

　　藥繍テストで，いっぜいに行う。

　　机一ヒに下じき，筆具のみを用意させる。

　　教室の周囲にある文字類は日にふれないように始末しておく。

　　指示だけ読んでやって説明し，番号順に書かせる。

　　大体のものが，書き終えたらやめる。

　　隣の入の書いたのをのぞかないように津意するQ

4．　正：二答・誤答の覇定

　①読みは、奮でも，訓でも，どちらでも正しく読めたものは蕉答とする。したがっ

　　て「五分」は「ふん」「ぶ1はもちろん，「わけ」でも正答：である。

　②　「何かはしい」は（なん）でも（なに）でも正答

　　「名」に対して（なまえ）は誤答

　　「お蕉がつ」に（しょ），「多い」に（お）は誤答とする。

　③そのほか，判定に困難したものに．ついては，それをどう判定：したかを記録しておく。

5．紀録のしかた

　　問題用紙に下詑の要領にしたがって記録する。

　①読めた字は○をつけるQ

　②読み誤りの字は△をつける。　（できたら読み誤りをカタカナで記録しておく。一

　　譲りの領向をしらべるために一）

　③読めない宇は無印。

　漢字の書字力

L　テストの方法

　　やさしい漢字60掌を，わかりやすい語，：交の形に灘み禽わせて与え，正しく書け．

　るかどうかをみる。

2．　テストの材料

　　漢字60掌（読等：用漢字に弼じ）

　　＝1華字1＝毎紙は男尊表。

3。　実施上の注意

　　読字ブコテストの場禽と属じつ

　　隣の入の雪いだのを，のぞかないように注意する。

4．　蕉答・誤答の判定
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正答・誤啓の判定に困難したものについては，その字形を書き’写しておいて，そ

れをどう判定したかをとっておく。

5．紀録のしかた

　　問題贋紙に下記の要領にしたがって記録する。

　①書けた字には○印をつける。

　②書き誤りの字には△印をつける。

　③書けないものは無印。

かんじ（よみ）

（　）の　なかの　よみかたを　かなで　かいて　ください。

ユ．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

15．

（　）
　花

（　）
　左。

（　）
　青い。

（　）
　火。

（　）
　夕がた。

（　）
　：耳。

（　）
　冬。

（　）
　光る。

（　）
　字。

（　）
　｝o

（　）

（　）
　立つ。

（　）
　町。

（　）
　色。

（　）
　早い。

の

61

　

32

4
5
2
2 ロ

62

7
∩
◎

9
隠
9
臼

i　29．

1　30．

［

（　）
　土。

（　）
　出る。

（　）
　石。

（　）
　畜・。

（　）
　村。

（　）
　赤い。

（　）
　右。

（　）
　入れる。

（　）
　方。

（　）
　先。

（　）

　臨
（　）
　：女。

（　）
　思う。

（　）
　虫。

（　）
　海。

31．

32．

33．

1　3，．

1　3，．

i　36．

1　37．

1
1　3s．

t
I　3g．

s
I　40．

i　4i．

l
l　42．

li　43．

i
44．

45．i

（　）
　空。

（）（）
天　　気。

（　）
　草。

（　）
　声。

（　）
　雨。

（　）
　走る。

（　）
　名。

　（　）
じゆう

十　年。

（　）
　書く。

　（　）
さん

三時。
（　）
　車。

（　）
　家。

（　）
　外。

（　）
　道。

（　）
　多い。

　　（　ノ
46．　用。

　　（　）
47．　来る。

　　（　）
48．　作る。

　　（　）
49．　林。

　（　）
50．

51．

52．

53．

54．

55．

56．

57．

58．

59．

何かはしい。

　（　）

　五分。
（　）

　見る。

（　）
　高い。

（　）
　心。

（　）
　　もん
　校門。
（　）

　行く。

（　）
　友。

　　　　（）
おはなしの会。

（　）

　九
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かんじ（かき）

にゆなかに

　みぎ　　みみ

・．一の一
　　，一．一．一1　1．tunua一　o

　　まち　　むら
・・ 宴Rや［1。

　　　　　　　くに
・・に。ぼんの…

　　鐘t
4．　1・　1

　　一，　o

　　せん
5．　’L一旧 戟x
　　：＿＿．＿〔せい

　　あか　　はな

・．副い「

　　くるま　はや
マ．　：……1ヵ二1

　　＝一．一1　1，．．

　　はし
　　i二1・・

　　　しょう

・引目がつ・

　　　．ねを、

9・菩一．。

　　ひだり　ほう

…二の［。

　　そら　　いろ
11．「．．tの旧…1
　　1．．．．．．．i　limI

　　　　　　ひ
・2．ひばちに「一

　　い
　　1…．…」れる。

　　fi

かんじを　かいて　くださいQ

i
o

一く・

睡

　　　ふゆ　　ゆう
巨3一］の「「がた・

i譜…のlk臨

i　つく
∴二l／嶺

i毘◎臨
｝17・i「7二iと1－IIIJII．

…　　　　かい
；・8・うんどう「葬

i　b
i■く・
…おとこ繍な
ll　1：’．　il’ P’Tllll’ 秩DiPl’／／［liO．．

　　　じ　　　か

i：1痙∴

回謂．
i　とも
i蹴i二だs’os

l　1／tl．．．．．17dio

　　たか　　こえ
25・ u二い「こ｝．

　　てん　き’
26・ R「iが・・・…

　　bし　おお　みち
27・｝⊃の「：lv・「／

　　よう
28・ mがすんだら

　　かえ．りなさい。

　　　こう　　　　で
・・團二の門から■

　　る。

　　こころ　　おも

…⊃に□う・

　　あお　　うみ

…「級コ。

　　な些「

32・ uがほし・・ので

　　すか。

　　ちから
33．i．…奄烽ｿ。

　　そと．　み
34・ kを「・・

　　　　じ　　．壷ル
35・

〟m臣湘
　　いえ
36ｱ1。
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　　　　　　　　　2年生　3学期末丈字カテスト

　　漢字の読字力

○テス｝AおよびBに分けて梅戎されているQ

A・…字（一二謙の灘学・剛配当試郷よる）

　B20字　110掌のうちから，誤読の多い漢字をとりあげ，選択肢法でテストし，　A

　テストとの比較をする。

テストの方法

　A．Bともに集団テスト。大体のものが書き’あげたらやめる。

　　A40分～50分ぐらい。

　　B20分ぐらい（練習でやり方をよく説明しておいてからはじめる。）

正答：。誤答の判定

　テストA　正答誤答の判定については∬三答と準正答とを設け，　正答は：文部省の採点．

　　　　　　基準にしたがう。比較のためそれ以外に，従来の研究所テストで正答と

　　　　　　なるものは準正答とするQ

：交部省の採点i基準

（1｝読みで可とするもの

　アかなづかいの誤りの中で，次のようなもの

　　用（よお），両（りょお），多い（おうい），

　イ促音，拗膏を火き’くかいたもの。

　　学（がつ），両（りよう），車（しや），百（ひやく），

〔2）読みで不可とするもの。

　ア方雷あるいは，児堂自身の発音による誤り。

　　用（よ），両（りょ），光（しかる），百（しゃく），犬（えぬ），少し（しこし），

　　所（とこ），餌乱（かじえ）

　イ問題が要求しているのとは異なる読み方。　（　）内の読みが正しい。

　　どさいぐうつくるわ　　土（つち），颪（にし）の空（そら），　作（さく）：交，話（はなし）

　　　ただし，一周で提出したものは，音でも訓でも正しくよめていれば正答とする。

　　例　森（もり，しん），海（かい，うみ）叉，冬の夜昼よるでムよでも正答

　ウ茨記の誤り
　　かく　　　　たかい　　　　　はべぶん　げみ　き　　せんぬん　　　ましよう

　　書く，　高い，　半分，元気，千年，汽車

　　しかし，この基準に従うと，従来の学年末テストの採点法より相当厳格になるので

　　一応，田部省案に従って判定し，次に②のアの方言，あるいは児童自身の発音による，
　　　　　　　　　しかる　　しやく　えぬ
　　誤り，例えば，光，百，犬などは準正答とみなす。　（△）
　　　　　　　ど　　　　　　　つくる
　　剛濃に侭〉の土（つち），作（文）も準正答。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かく　　　たカい
　　（ウ）の動詞や，形容詞の送りがなのあやまりも準正答。例　書く　高い　しかし，
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　　にしAレ“’A！　　げんき

　　半分，元気などは純然たる誤答として扱う。

テストB　四つの選択肢のうち，工E答が一つ入れてある。

〈詑録のしかた）

A問題用紙に次の要領に従って記録する。

　①文都省基準による答　　○印

　②準正答：（正答ではないが従来のやり方で許容すべきもの）

　③誤答　　　　　　　　　△印

　④読めないものは　　無印
　漢字の書字力

○テストはAおよびBにわけて構成されている。

A…学（畑省堺田の灘学年男U配tYt試案・・よる・）

△印

　B20掌　110字のうちから，誤記の多い漢字をとりあげ，選択肢法でテストし，

　　Aテストとの比較をする。

（テストの方法）

　A．Bともに集団テスト

　Aは任意にやらぜ最後にはじめから一一応読んでやって，潟き入れもれのないよう

　にしてやるとよい。

　A40～50分　B　20分ぐらい。

〈正答。誤答の判定）

　テストA　蕉答誤答の判定については正答と準正答とを設け，正答は交都省の採点

　　　　　　基準にしたがう。その基準にははずれるが従来の研究飯テストではコ三答

　　　　　　となるものは準正答とする。

：文部省の採点基準

（1）書きで可とするもの

　ア点画の畏さ・方向などのわずかな違い。

　　牽（学），雨（雨），自（戸），会（会），

で2）書き’で不可とするもの。

　ア華語教科書の字体とは異なる通用字体

（）内が正しい形

　輩（草），肉（間），「h（門），來（来），閾個），多訴（海），難（黒）

イ点藤の過不足（）内が正

組（組），家（家），書（書），二五（汽），国（屡D，

ウ点爾の位舐・炎さ・四丁の目立つもの。

三E（ヨ…は可とする），風（風），波（波）

ただし，この基準に従うと，従来の学年末テストの採点法より相当厳格になるの
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　で，～応，文部省案に従って料定し，次に従来どおりの観点から，（2｝のアの旧学体

　を用いたものは，準正答とする。②のイ，ウは交部省案どおり誤答（△）としてお

　く。

　テストB　正答は明確なので省略するが，記録の場合，晃まちがいのないように注

　　　　　意のこと。

（記録のしかた）

　A問題用紙に次の要領に従って記録する。

①文蔀省基準による正答

②前記の準正：答

印
印

○
△

③以上二つの基準に食わないもの（誤答）△印

④読めないものは

　　　〔よみ〕

（）のなかに　よみかたを

無印

（　）　（　）　（　）　（　）

今から千年前。　道。
（　）　（　）（　）　（
策。　　　力　を　合わせる。　　田。

（　）　（　）　（　）（
池。何ですか。元気。

（　）　（　）　（海。　　　　向かって。

（一）　（　）　（　）（
冬　 の　夜。　　　毎

（　）　（　）　（　）　（　）
　南　の　国。　　　谷　の　方。

（　）（　）　（　）（
　西　の　空。　　　　金　　　色。

（　）　（　）　（　）
　馬。　　　　陥る。　　犬。

（　）　（　）　（　）
　藤。　　　　夏。　　　　休み。

（　）　（　）
　友だち。　　名まえ。

かなで　かいて　ください。

　　　（　）　（　）
　　　　　　　　　両がわ。

　　　）　（　）（　）
　　　　　　黒　い　ヨ．二。

　　　　）　（　）
　　　　　　　歩く。

　　）　（　）　（　）
　石。　　　　秋。　　　　会。

　　　）　（　）　（　）
　　朝。　　　　　　　　　　早・　㌔、o　　　　　　　⇒ヒ。

　　　（　）　（　）　（　）　（　）
　　　竹を切る音。　　牛。
　）　（　）　（　）
　　　　　光って　見える。
　　　（　）　（　）（　）
　　　来る。　　長　い　糸。

　　　　（　）　（　）
　　　　　字。　　　読む。

（　）　（　）　（　）　（　）
夕がた。　　　戸。　　　　町　や　村。

（　）　（　）　（　）　（　）
雲。　　少し。　　出た。　　波。

（　）　（　）　（　）　（　）　（　）
風。　　　　百　　　時　　　間。　　　　森，，

（　）
玉。

（　）
高い。

　（　）
　　林。

（　），

鳥。



（　）　　（　）（
　紙。　　　半

（　）　　（　）
　声。　　　心。

（　）　　（　）
　書く。　　作
（　）　（　）

　傭iらない所。

（　）（　）
　家　の　外。

（　）　　（　）
　米。　　　　変。

（　）　　（　）
　天。　　　　地。

　　　　　〔かきう

　　　コ　
目のなかに

　．

．いま　　　せんねん
　　1から1㎜…　一『…

ちから　　あ

■「
巴の麻

◎営む．

ふゆ　　よる
1－un．』．　　　｛　．「

i　の　……
＿　　　　　＿＿o　　　／＿＿．一．．一

たに　　像う
．一．’．．．’．．

P　　…．ua－1

＿．＿　　　　　　し

にレ　　そら
ミ　　う　　　　　　　　　　　

　　　　　　1が

うま　　はし

1■が1二・．l

l讐㌔『1『

とも　　　な
ド　…．　　　　　　　　　　｝一
｝

　　　　　　1＿

　　　　　日　　口の　　　l

lを瞬・・　レぽの□・・［．

　　　　　い・のは　で弧　ll　［

へ／■か・て］をな鵬1の・ん・・1

　　　　　　まい　　　　はや　　　きた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みなみ

1　ユユー■こ尉「
　　　　　　　たけ　　　　　　おと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うし
の円か・□を［る「1がし・・…i⊥L

　　　　　　きん　　　　ひか　　　み

同　r］圓］・てLlえ・。
　　　　　　　し・ぬ　　　　　　　　なが　　 いと

　　　　　　　「　 ・・「■二．

1旧祝　1が・・∴め。．

1だちの□・え．

　　　）　　　　（　）　　（　）
　　分にきる。　　　草。　　　　虫。

　　　（　）　　（　）　　　（　）
　　　　思った。　　　　　　　　　　　考えた。　お話。

　（　）　（　）　（　）（　）
　　：交。　　　　　　　　細。　　　汽　　車。

　　（　）　　　　　（　）　　（　）
　　　行ってみたい。　　　父。　　　　母。

　（　）（　）　（　）　（　）
　　学　　　　　柔交。　　　　　　　門。　　　　　　　近く。

　　　（　）　　　（　）（　）
　　　　入れる。　　用が多い。
　　　（　）　　（　）　　（　）（　）
　　　　雪。　　　　雨。　　　　男　と　女。

かんじを　かいて　ください。

巴みち惣臨瞥．
　　　　た　　　　くろ　　つち
　　　　「閉…一一　　　　　｝
　　　　i

　　　なん、　　　　　げん　き　　　ある

　　　「　　「一コに「く．

　　いし　　　　　　　あき’　　　　　かい

　　……1　　　…1
　　・｝一一一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　 ＿．．＿　o

　　　あさ　　　　　　　　　　　　くに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L．．一＿’o
　　　　　き
　　　　　一『「－’（

　　　　　＿1
　　　いろ
　　ミ　　　　
　　…　に1

　　　が∴

　　　　　応

　　　　　［三

X59
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ゆう　　　と　　　　　　　まち　　むら　　たま
1コがた□を・め・・二や「Llコ・ば・。

くも　　すご　　で　　　　なみ　　たか　　　　　　かぜ

1が■・i］た・［が［iくな・・「。
ひやく　じ　　かん　　　もり　　はやし　　とり

「二］．［1や「⊃で「がなく・
かみ　　はん　ぶん　　　　　　くさ　　　　　むし　　こえ
1二iを□□にき・・「1のなかで［の「⊥：・・す・．

煮譜。た・とや響えた・と齢瞥㌧す。

　　　　か　　　　　　　　さく　ぶん

・うに［嚥…「コニ1ができ・・

　　　　　　　　くみ　　き　しゃ　　　　　し
わたく・たちの「．「⊃「レ・の・て口らな・・

ところ　　い　　　　　　　　ちぢ　　はは　　　いえ　　そと

ニへ「i・てみたい・［］・i二．しの二L

がっ　こう　　もん　　ちか　　　　こめ　　むぎ　　　い

二しの［の口く・Lヨや］を口れるもの．

　　　　よう　　おお　　　　てん　　　ち　　　ゆき’　　あめ

・嚇ろ「］が［⊃…［・［ユ「コや「1

おとこ　　おんな

「と「］
1．一一／　，一：　O

2．文字別にみた発遠

　次に，文字別に習得状況及び発達のあとを見る。（161～167ページの表参照）

　この実験学校の1年末から2年来の漢字の読み書きの正答率一覧表によっ

て，つぎのことがわかる。　（一中，二下は提出教科書を示す。無印は未出文掌）

（1）時を重ねるごとに正答率が高くなり，一定の安定した習得段階に達す

る文字群がある。漢数字や基本的な漢字，例えば，水，木，大，子，由，生，

白，赤，石，土，年など。これらは教科書にも比較的に頻出度が高く，叉他
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よみ（一） 実験学狡　交一別発達一覧表（ユ～2年）

　　　（1）　　　　　　　　　　　　　1　　士卜　　月］　　50　字（弄）↑ご！美）一一　　一＿＿

＼曖；謬蘭無細読i輪1湘壼撞
・無業年陣2陣2197・6

・年蘇　i目

響正　　：i1

4n
つ

8159729209三598フ82
り

095089567
コ

298
り

78

　　　　　（珂　　　　　　　　　　　　　 黒22）’

＼閑†繍謡鳶マ1三国渥ブ壱ド瞬
　
コ
ぬ
　
　
　
ヨ

耳
a
5
乳

　
［
O
　
「
ノ
　

7

　
5
　つ
」
　
4
倫

’
、
　
，
ブ
ー
　
7
　
6

　
4
▲
　
7
　

∩
○

K．

~
　XK
　　x

三三三口．イ
立

誘三頭
　
　
一
■

　
、
下
k

　
　
一
ノ
一

　
　
ゴ
早
．

ゴ
冬諌湛

　　

ﾂ
の巫

剛
字

環ll｛1；懸｝1　　　棚 フ．3

4．6

15．9i

37．8

9．8i　7．3165．9i　4．9i　7．3143．9）26．8

∵　∵野2
46．@［7 P82．　2 P93．　3 P95．　7 P115．377．　8 奄W4．　4

　　1　1．“1　8Si：一tt／9vk6
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（1）2年1学期用50字（2・1）～（2・1）

＼＼墜一三掴国回歴き量
・蝶年

・旧辞

・唾業

蘇
2年

，，． o6s．gl　H　1

降：：野律：

　　　　　li
　器：19で…8α0

so．　o

i93．2

68．9

i86．7

計ユ
女

、
ー
コ
ー

コ
男三

三
．

ユ
音

90．9・93．279．66S．9
　1．．　1

68．　2，68．　2i　　10e　186．4i

95．　6r73．　3

　E
　l95．6

9フ。8

i40．9

88．6

77．8182．2

　1

9．i

8！．8

86．7

91・主

　i宅
79．679，6172。7
　　　　ヒ95．，1，5．5i95．S

　li
　I
91．li97．8ilOO

i　（2・1）　2年2学期用60字（2・2）～（2・2）

xx
．ゴ

C計圷
思蒲マ

豪
、

嵯年
2年蘇18エ’8i50’。

2欝r8
2年正答1
　　ト

4
嶋

680
6

9882

二下
ヲ受

　　　　I　　　　E29．686．497．7126．0’63．6

四二
一
二」

寺
二
濤

下
喜

二
、
で
．
膨

　
名

層
副
．

二
．
声

てコ
草

ゴ
気

二下
道

馨正目1，，．。』，．、…

s6．　71ss．　g162．　2i／ss　．　glgs．　6197．　s

　　　　　I　　　　　1

。．W4．主

93．3

13．6i88．6

95．6193．3　　ioo

8
8

6
6

75．　6

　　　E84．@X h72．　7195．　5186．　4i43．　2

77．8

88．91

　l

I　heo　i
82．277．893．3　　　］so

よみ（二）

・三業年ヒi　iロ
2年

灘◎隅∵轡3，
2年Y讐：野ll：ligi・il：：：認：1，。

　　　　　　　　　　　　　　（2．2）

＼丁丁粥圃論琴i姻弓網田

97．7i84．i

　I

188．9i93．3

56．8

48．9

1ss．g

　186．4i　9．1

188．9 55．6i37．8’95．686．7

”

6
ロ

368
ロ

ーβ

6［
0

9873 84．4：86．7

95．6



168

＼譲
　　’
嘆倒
　　ミ
・・

磁美i

2奪正答i75・6

　答．88．9

　
今

下
に

二
、
＝国話．

記

下
完

二
、
7

下
舌

二
．
琵

下
男

二
膠

「
、コ

少
、
圷
伽

ゴ
糸

闘マ譲ゴ
元

93．3i15．2

　　1
93．386．797．8

　1196．6188．91・

93．3

9S．　6

95．　61・ 80．　01

84．4

93．3

　　　　　I
　　II　i

　　ill　　　　　ill・

i88　’　9i［lgl　6g　ll　ll！．　1　37　’197　・　81，7［7　・　si1　2s　・　g

Q．旧…． P41・’”3　学．其穆　∫1］．工10字．　‘（2．3）k（2．3）．’

×
］．IETi学年

圏末

・年蘇

・年蘇

蘇
2年正答

　答

千 両：合 黒

　22．268．9i

z！t，Lg｛L・k．．．

池

48．937．8
L，i．　“40．　p．1

6．フ

鍵：9．

歩晦毎圃北幽竹
　　　i　　｝　　　l　　　i
　　　I　　　l　　　　　　　　　　　

　　　｝　1
：：：野31’1∵i21誕 13！，135．6：工7．8

！．　rm．．　14，．Q，．O，．．　“

牛

　／tl／

　i
　l

　I
　：

　ii5．635．6

17．840．0

＼．西…馬夏
・年集年i

・年蘇1

　　　
磁署

二二i

2；隻真鷲讐i　35．6

　答1

　一ll

読i戸 玉睡厭 風1百
　i　［　I
　　　　I
　E
　i

　　　　I　I　i　i
2s．gi　3s．61　17．sl　ll．！　24．4

一．．…．…．．i、3．，1．
ll．！ 2．21　53．3

森

li1　3sl　so．　s
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（2．　3）

’x
・年業矩

・無蘇

・革蘇

蘇
2年正答

　準正
　答

鳥

24．4

紙

　　　　
考交1組
　　　タ

　｝

知1父　母

26．7 6．7

1

　　　　　i
68．9 堰@40．01　24．41　71．l

　　　ll

　　　　｝
米i変1望i

75．6　33．3 2．21　8．9

かき（一）

・£・一型蜘

・唾壷

・年蘇
三
二

2年正答
　準正
　答

＼＼三一鋼鋼判司岬i習轡壷
　　　gs．olss．0
　　　　　82，5 ○5905652857705652757800レ 95．　0！92．　SI62．　6182．　5

　　1

i

・噸年

・蟻業

・弓弩

蘇
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西

17．4

馬夏ヨ読同玉雲波．面倒森

2
コ

256 0　8．フ 15．2 o Ol・　2．2 37．0．　フ3．9

＼鳥　紙　考　文 ，、知一瞬米陵1地
・年業年

・年蘇

2る2

学
宋
学
末
野
正

2
期
3
期
正
準
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年
　
　
　
年
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2 6．sl　ol

　・・］　一
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　i
　i　　l
24．ol　2．211　ol・　34．s

　11

フ1．7 13．　0 o o

のよみものや，1≡i常の生活環境の申でも接近しやすい字である。字形・宇画

が平易な文字が多いが，時には必ずしもそうでなくても頻出度や文字環境か

ら比較的早く安定して習得できるものもある。町，花など。

　②　習得状溌が不安定で，ゆれのある文字群。これらは学習して一応習得

できても，その後，忘却したり，テス1・の時期や方法によって，いろいろと

ゆれのみられるもの。したがってその後に教科書に出たり，　ドリルによっ

て，反復学習され，だんだん確実になり，安定してくる。多くの文宇習得の

過程はこのような経過を経て，徐・k一に児童の，身について行くものと思われる。

先，立，入，空，学，：方，光，校など。たとえば，「先」の字は1年の下

（「あたらしいこくご」40ページ）で，「先生（せんせい）」の形で新出（こ
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こで5回出ている）されている。したがって1年の学年末テス｝では既習の

文宇であり，読み7e．7％，書き20．0％の正答率を得た。そして2年の1学

期末では，読み100　％，書き・43．2％まで上昇，一応身についたと見えたが，

2年の2学期末になると，読み65．9％。書き38．6％と下降している。これ

は，2年の1学期末テストの事前に，単元「えにっき」中の「：先生のはなし」

で先生という文字を学習したばかりなので非常に高まったが（二の上では先

が17回出ている），その後「先」の字にふれる機会が少なかったためか，

惨．話の中でとと｝てくる程度）忘却しているものと見なされる。また，　「学」

と「校」とであるが，学は2年の1学期末に読み93．2％，書き77．3％を

得，　（校は読み90．9％，導き一63．7％）よい成績であったので，2年1学期末

のテス｝文字から除外して「校1のみを「校門」という形で提出した。その

結，果，　「校」読み68．2％，書き・36．4％という悪い成績にずり落ちている。

「学校」の「校」は二の下でかなり提出されており，学習されたはずであるの

に，こうした結果を見たのは，児覚に親しい「学校」という語形をとらず，

「校門」という語形でテストしたためと愚われる。事実2年3学期末に，再

び「学校」という語でテストしたところ，　「校」読み95．6％，書き74．0％

と再び上昇している。

　　（この場合「学」の読みがよくなかったのは，正答の蜆準を厳格にしたのでかなつ

　かいなどによる誤りがあり，準正答にすると，80．0％になる。）

児叢は文宇を一字ずつ体得する前に，自分たちの面しい語形や文脈の一要素

として習得するわけで，それぞれの文字を一宇ずつ音，訓，義にわたって体

得できるのは，更に上の段階になるわけである。このことは，文字指導の方

法に示唆を与えてくれると思われる。

　これら2例によっても，比較的学年の低い訓諭におけるある時期のあるテ

ストの結果が，そのまま，その児童や学級の文上演であると断定してしまえ

ない，もっと継続した力でなければならず，さらにいえぽ，これが日常の使用

力となって結びついた時に，はじめて正しい文字力であるといえるのである。

　（3）未学習の文宇でありながら，日常生活の文宇環境などから自然に少し



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　169

ずつ習得されている文歯群。

　たとえば，口，国，宇，名，友，会など，いずれも3年，4年に新出等：と

なる芋で，（口は2年末）未学習文字のはずであるが，他の読みものや文宇環

境の中で自然に習得されたものと思われる。ことに「名」の読み75．6％（書

き6．5％）は近ごろのテス｝流行で（「名まえ」と書いてあるとこ．うに記入す

る習償がついている）読みには非常に習熟しているが，書く揚州はにさして

必要性のない文字なのでこのような数宇を示すのであろう。父，母，文，森

な：どの読みも未学習文等二にしては上位のものに属している。

　3．漢寧の習得過程に見られる問題点

　嗣一の被調査者を対象として継続的1・z低学年の漢宇力の発達を見て来た上

で，文字習得上，特に必要と思われる二，三の点について次にのべると，

　（！）漢字の習得と忘却

　前に述べたように，一棲覚えた文宇でも忘れることがある。文宇力として

真に身につかない低学年の段階では特にこうした置合が多いと思われる。一

例として，実験学校での文字テストで，耳の字は，

　　く
よみ1
　　1

かきi

＼入鞘初1溜困2彪縄末13溜1末二三1言劉茎学期集
　　　　　％’1　Oiio　　　　　　　　　　　　　　　　％el　％ol　“／e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e／a

0
0

0
0

2．9

　0

56ユ

31．7

75．O

X6．9

77．3

27．3

という結果を得た。耳の字は一の下で学習ずみである。耳というような不安

定な形を，学習直後の1年3学期末には，13人，31．7％のものが書けたの

に，2年間1学期末には7人，15．9％しか書けていない。前の13人と7入

との問にどういう関係があるか調べてみたところ，

　1年の時耳のかけたもので2年にもかけたもの　2年になって新しくかけたもの

　　　　　男　7ノ＼　　　　　 男　0／v　　　　　　　 二五喜　1ノ＼

　　　　　女　6／k　　　　　 女　2ノ＼　　　　　　　 女 4／N

であった。このうち1年の男7人中・優秀児2人汐ミ転じ・2年になって薪し

く書けた男児は他校から転じたもの，女児4名中1名もそうであるから，非．
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常に不安定なものであることがわかる。さらに2年の2学期末のテストをし

らべると，

＼　　　1年学年末
　＼．　に耳のかけたもの

女

A．　B．　C．　1）．　E．　F．　G

　　　7人
A．　B．　C．　D．　E．　F

　　　6人

　2年1学期末
に：耳のかけたもの

　葺年2学期末
に耳のかけたもの

H
　　　l人
B．　C．　G．　H．　1．　」

　　　6人

E．　G．　H．　1．　J．

　　　5人
A．　C．　D．　G．　J．　K．L

　　　7人

というように，三回のテストを通じていつも書けているものは女児C一入と

いうことになる。これは，耳の字は一の下（57ページ）で新出一回転り，そ

の後二の上では一度も出ず，二の下（3学期ごろ）二回出るきりで，頻出度

が低い。力口えて字形がとりにくいためにこの結果となって現われたものと思

われる。

　なお，同じ東京のN校では，2年から丁書本を使用しているが，次のよう

な結果である。こうなると，さらに指導法の問題が加わってくる。

×
　　　1爺4月　xl
　　　　　　e／．

・年・引 1矩12月 1無学年末　　2年1学期末

　　　　　e
・み
P

かき1 0
0

％

0
0

　％
3．3

ユ．7

　　％
96．7

90．　0

　　93”一”

98．1

83．3

　（この学校では1年の時はG書を使用した。ここでは一の下（57ページ）に耳が禺

　ている。両書とも，うさぎの耳という提出のし方で，嵐に連関させながら教えて同

　じ条件である。）

　このように漢字の忘却度の中には，使用教科書との関係や，二二の指導法

の問題もあるわけである。

（2）文字の認知と想起。再生と使用

　低学年の段階では，文字を認知できる能力と，それを正しく想起。再生で

きる能力との問に，どのくらいの差があるものか，その病態はどうかを見る

ために，2年の3学期末に．ヒ述の文部省試案の110字に対して，読み・書き

のテストを行うと同時に，，110宇の中から（誤りの多かった：先の字だけはi新た

にカ［えた）文部省初等教畜課や麟語課などで，すでにテストし，誤答の多い
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もの，従来のわれわれのテストの結果誤りの多いもの，教室槻察の結果など

から，20字を読み・雷き，それぞれの立哨から選出し，これは選択肢法でテ

ス1・してみた。前者をAテスト，後者をBテストを名づける。

　2無終了時テス｝　Bテスト問題

　　　　　〔よみ〕

　つぎの　めいめいの　かんじに，よみかたが　四つずつ　かいて　あります。

どの　よみかたが　ただしいでしょうか。ただしいものの　うえに　一つだけ　○

をつけなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
（れんしゅう）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くも。　　ゆき。　　かぜ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）雷。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめ。
　水。　　かわ。　みずQ　き。　ひ。

Q）林。

（2〕名。

〈3）　多し、o

（4）会。

（5）天。

〈6）掌。

（7）歩く。

〔8）先。

⑨　少し。

．（le）分。

き。　はやし。　むら。

もり。

いし。　みぎ。　な。

なまえ。

おおきいσ　　おおいQ

おもい。　　たい。

いま。　　かい。　　ふん。

しや。

てん。　　げん。　　て。

おてん。

がくQ　　じ。　　こう。

いえ。

いく。　　　はやく。

あるく。　　はしこく。

せん。　せい。　ひかり。

うまれる。

こし。　　なかよし。

ちいさいし。　　すこし。

じ。　　ふん。　　あう。

いま。

働　南。
みなみ。　よう。　きた。

ひがし。

　　　　　　やむ。
㈱　休む。
　　　　　　のむ。

（14）話。

（1「o）　所。

｛16｝　　三曇三〇

⑳　来る。

㈱　百。

（19）　澗。

⑳　両。

たのしむ。

やすむ。

はなし。　　むかし。

よむ。　　　おはなし。

ちかいQ

ところ。

おつ。

たま。

とる。

はしる。

しろい。

むく。

かん。

じかん。

あめ。

よう。

ばしょ。

と。

たから。

くに。

くる。　ふる。

ひゃく。　め。

もん。　き’く。

りょう。

りょ。
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　　　　　〔かき〕

つぎのi二のなかには・・んなかん・を・硫ら…で・・うか・・たに

かんじが　四つずつ　かい七あります。ただしい　かんじの　うえに　一つだけ　○

をつけなさい。

（れんしゅう）

　　　1：2堂1

まる削　i．月・月・R・目・

　　　　なん
ωそれは「…．一

　　　　L＿

　。ん章．、

（2）元l　iにあるく・

　はや
（3）「… Pい。

　　　　　み
（・溌・てしえ・・

　　　　く
　いみ　　く　　（5）犬がi隆・

　　　じ
（・に：三］かんめ

　　　　　　か
（・）き櫛に［く・

　しらない　ところへ〔
8
）

　　い
「・てみた…

　いえ
（・）： �ﾌぞ・・

｝ですかQ伺・イ胴孤

氣。気。木。汽。

早。里。申。車。

見。恩。見。目。

未。釆。行。来。

時。時Q字。分。

書。露。書。書。

行。行。入Q灯。

家。蓉。黍。家。

　　　　おお
〔1・）・ikうが［］い・

　　　　　　ある
⑳げんきに1

　ちか
（・匂i二i・・と・ろ・

（1ガ1・…と．

　　　　いと
α4｝ながい「i

　　　　／m．rm．・o

㈲　　　が　ふく。

　　はなし
ci6）　iEt6　1，III’1，1’l！，　．

　ゆき
｛17）睡ふる。

　かみ
・8・1⊃をくばる・

　みなみ
酬］のくに・

　　　かん
⑳じi二をまもる。

大。多。多。多。

　
〇一

丁

．
．
♂歩　

O
　
O

歩　
O

く

遥。近。廼。返。

笈。長。長。畏。

系。奈。楽。糸。，

厨。風。風。雲。．

話。語。話。読v．

雷。輿。雨。雪。．

継。紙。紙。紙。

南。南。葭。北。．

間。問。閥。聞。
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その結果は次の如くである。

　（実験学校）

読　字　率　（％）

＼il　Aテ・ト
　　’

・テ・覇＼．いテ・・
。，　字　率　（％）

B　テ　ス　ト

馬
鎧
雪
南
話
来
島
地
名
干
天
字
少
分
休
所
玉
百
両
先

0
2
り
2
議
　
。
3
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　　　（　）内は準正答も入札た激字

　読みの場合実験学校では，選択膜法で，いくつかの中から正しい読みかた

をえり分ける力の方が，想起する力よりすぐれていることがわかったが，両

者の差は書きにおけるよりも大き’くない。また，「雪」の如く，学校で学習

した億後の文宇で，文字として兜童に体得できたものは，認知力も想起力も同

一で全く安定した状態に達しているということがわかった。AテストよりB

テス1・の方がよい結果を示したが，ただ名（未習文字）だけはBテストの方が

　　　　　　　　　　　　　（）
悪かったのは，Aテストでは名まえとして出し，　Bテストでは名として出し
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たために，誤答のなま皇に多く反応したためである。未習文字であるからで

もあろうが児童は名という文字をまだ正しく習得してないことがわかる。

、（児童には平生，名まえという形で接する機会が多いのも一因である。）

　書き’の揚合は読みの場合よりも認知と想起・再生力の差が大きく開いてく

る。これは書く力が本来劣っているのに対し，このテスト’方法では一種の読

み（認知）になってくるから，乙丸の結果である。しかも，おもしろいこと

1こ，南，話，来，問などは読みの場合と全く同じ反応を示していることであ

る。糸がAテスト　93．　5％，Bテスト89．1％と逆になっているのは，あわてて

字形の点画の不足を見落したためであろう。読みの記念と違って未習の文宇
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に対する両者の開きが書く方に多いという現象がある。

　協力学校でも実験学校とほぼ同様の現象がみられる。

　実験学校におけるBテストの反応を分辞してみると次のようになる。
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　　　　　　　　　N．1　N．　16　”Mrmnvme一
　これによってみると，既習の文覚はかなり高．率な成績を示しており，こと

に雷字においてそれが著しく現われていることがわかる。正否の判断はかな

りついているわけであるが，ただそれを適正に想起・再生しにくいところに，
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この段階での飛宇力の問題点があることがわかる。なお，未習の文字になる

と，教科書外の読みもの，かつての文字経験などにてらして，解答：しょうと

試みているわけで，未習宇「玉」を「王」と読んだもの27名などは，字形

の近似によることで，おとぎ話・童話類が大いに影響しているように思わ

れる。

　なお，伺一人がAテストとBテストに対して，どのように反応しているか

を見たのが，巻末別表1，である。これによると，読みの笏合上位者の中に

はかえ．ってAテストの結果の方が正答の数が多駆という現i象がみられる。こ

れはAテストでは頭の中で，自分の記憶力や判断力を動員して正しい読みを

直観的にえらび出す方が，まぎらわしいいくつかの形を提示されるよりも混

乱をきたさないためであろうか。完全：に杷握していない段階では優秀児にも

おこりやすい現象である。なお，誤答数がBテストでふえているのは，前の

現象に加えて，Aテス1・で無答なものにいろいろと反応しているからであ

る。これに反し，書きの方は，できているがあわてて誤答をえらんだという

二，三の例外を除いては，ほとんどBテス㍗の方がよい結果を出している。

これは再生的に書くということのはたらき’からくる，当然の結果である。認

知できても，正しく再生する力がないことが，これでも判明するであろう。

そうしてさらに，現実のノートや作文でこれを正しく使用する段階は，より

高次の段階であり，能力であることが，作文の成泉やノート点検，教室観察

などによって実証されているわけである。

　4．　漢字を読むことと書くこととの関係

　（ユ）読める宇と書ける字の割禽

　実験学校。協力学校では，1年終了時，2年終了時の湊；宇のlllヒみ書きテス

トにそれぞれ次のような結果を得た。ふつう，書ける字の読める字に．目する

　　　　　　　　　　　　1年3学期末　　　　　　　　2年3学期末

実験学校 瀞
1かき

i＼細鱗1正答率％
・61ラ∫「．．嶺………

24．2sl　4s．6
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1i”’8

1奪i3学期末 2年3学期末

協力学校

＼塵薮鰹率塑字痛劉i購．酪率塑字対辮
　　　　　　　　　　　　　　o．xA’II
　　　　　　　　　　　　　　．・oE　　　36．5　　　　　　　フ2．9よみ

　　　　　　　　　　　gl．2　E
　　　33．3　　　　　　　66．5かき　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　　％　　　　75．883．　4

　　　　　　　　　　70．8
　　　　63．　7　159．　1

　割合は6割から8割といわれているが，われわれの調査でも1年の時は8～

　9割近くの率で読める字と書ける宇の度合はかなり接近している，しかし2

　舘になると，6～7割となってその差がだんだん大きくなってくる。

　　かな文字（ひらがな。かたかな）の場合では，　（とくにひらがな）はじめ

　に読みと書きの差が大きく，だんだんその差が少なくなって一致するのに対

　し，漢宇では，それと逆な現象を呈している。これは，ひらがなやかたかなが

　71字という一定の限られた文島山を有し，早期に教えられ反復練習すること

　が多いのに対し，漢字では，提出し教えられる漢字の文字が年次ごとに増加

　し，それをかな文字のように反復練習する機会も少ないからである。したが

　って読むカは，口語学習以外に他教科の学習や家庭での読書等で読む六畜の

　範囲が拡火されるが，実地使用の機会の少ない書く力はそれに追いつけない

結果であろうと思われる。この現象は中学年になるといっそう顕著になるも

　ので，低学年の段階でもすでに現われているのである。

　　（2）読字力。書字力と学習効果の関係

　　実験学校では，漢字の読み・書き’の標準偏差が右表の如くで，両回のテス

∴漁礁総締麟劣誌1?詔1≒禁i
　も学校の学習の効果のみられることをも示して　　か　き　　8．57　16．641

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－L．lmrmi　いると思われる。
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B　個 人 差

　文宇習得の発達の状況を実験学校について燗人別に見ると，入学当初から

9月までの習得状況は，ほぼ家人から教えてもらった，読みもの，看板，

町名などから自然におぼえた，又は自分の姓名に関係があっておぼえたな

ど，学校の学習によらないで，自然に習得したものであった。　（このうちプ

リマ提出の漢数字がごく少し入っている）そして，すでに，読み27～0宇，

書き25字～0宇という差が見られる。その後漢字の学習が徐女にすすめられ

たわけであるから，以後は大体学・校の学習の結果得られたものになる。

　　　　　　　　　個人別漢字読字数の発達

舞　知能

子

ゴ’
P01、

2　1’　142　’

　　IOO　’

4i　94，

5　i　l15

6　1・　142　1

7　1　i33

gi　841

11i輩
　　　88　’

1端l
l：遭1．

i，71i

19　．／11

読
1

脚騨・陣・1岬摺…・噸樋

宇
年　　　　　　2

器
l

　l4i

　　1紐9
年il服で

　i／i

1年終セ㌃終
りまでiりまで

5
9
0
3
4
3
9
　
6
9
1
3
0
　
1
0

　
1
　
　
　
（
∠
　
　
　

エ
ユ
　
　
　
　
〔
4

3
3
0
3
4
1
9

　
1
　
　
　
　2

2
4
2
0
1
1
3

！
　
　
　
　
　
　
2

3
0
0
0
4
9
フ
　
一
7
3
0
2
　
G
l

　
工
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

0
0
0
0
1
4
3
　
0
7
2
0
0
0
Q
．
2
…

　
l
　
　
　

！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

sl　4
igii　20

　E

o
i31　3
，一1　6

－
123i・　27

9i　lli
2
2
7

2
〔
」
2

8
2
7
9
6
3
8

3
4
1
1
3
4
3

2
4
4
9
2
5
壌

3
4
！
！
3
3
3

7．　1　24i　37
　1　．．1　．．i
！gi　301　38i　42

劉課
！昌11415
4　181　29［　42

25，　311　43i　47

1　1　1　4sli
　
l
　l　l

　　　　　　　g2，，

g“，：．ll　gsl，　ggi　zg“ii

47　70I
so　s611

・・ ｩ
22　47ili

44
P　s31il

s3，　84i1

49i　7211i

82?
?
I
g
l
i

l－il　iillil’l

i
i
i
，
’
g
i
i

露

4i
IO　11

3
戸
b
3
8
7’

12

7

51

61

11

3

8
4
　
6
6
8
3
　
7
9
1
2
3
3
5
8

2
2
　
　
　
工
2
　
2
　
1
1
2
2
2
1
2
1

2
2

4
△
ρ
○

1
7
6
Q
）

3
5
7
4
¶
5
0
8
6
5
1
2
8

6
6
3
3
4
3
6
8

0352G2つ
」6）数字臼

尋拝均平（

（注）1年4月に最高23字1涜んだ男児は1年1学期末で松校しているの曽tこの享ミには詑入してないo
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個入別言字書字数の発達

1
2
3
4
5
6
フ
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
丁
丁
ユ
丁
字
－
1
ー
ユ

iil溺
　　，gl　，Z　，VI，，1

511　th4　“gili

G
4
3
1
0
0
0
5

　
　
　
　
　
　
1

O
1
3
G
2

oi’

8
1
t

2
工
5
1
2
1
工
2

　
1
｝
　
　
　
　
　
　
1

ρ
O
R
）
1
0

　
1
1
k
iユ1

12

4
3
　
1
5
4
8
　
2
7
6
三
7
3
5
5

　
1
　
　
　
　
2
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
　
1

0
7
3
2
6
0
9

2
2
1
1
1
3
1

【
b
3
Ω
∪
5
7
R
）
9

2
2
ー
ユ
　
2
2

σ
一
5
．
8
，
，
7
…
6
4
…
9
　
0
8
0
3
3
8
3
2

2
3
　
ユ
ー
3
2
　
2
3
3
2
2
　
2
3

0
3
8
9
フ
7
！

∩
∠
3
　
　

1
2
2
6
2
6
2
2
0
2
6
7

1
3
1
2
2
ユ
2
3
3

…
8
．
一
』
一
2
－
9
．
…
8
　
．
α
…
賢
、
　
　
1
　
2
　
9
　
1
　
9
1
、
0
…
σ
．
9
6
．
1
　
9
1
、

2
3
1
　
1
3
2
　
2
4
2
2
ユ
ー
3
4
4
3

3
5
5
2
5
よ
8
　
0
0
8
3
7
2
9
1
8
1
8

4
5
1
2
3
5
4
　
4
6
3
4
4
3
5
9
9
5
2

4
7
　1
q
〔
b
9
5
2
3
3
0
7
3
5
0

　
1

6
2
　
6
1
0
主
　
8
1
4
2
6
5
8
7

ユ
2
　
1
1
工
2
　
！
1
2
2
ユ
　
一
1

フ
3

2
つ
）

ρ
0
4
“
「
よ
7

　
2
ゑ
「
つ
叫

2
9
4
ー
ユ
7
1
4

2
4
工
2
3
2
4
7

　　　　　　ド（平均習得字数）ii

　　　　　　l．

4．6　ll　16．2　1　31．2

　舟入別漢字読字数。書字数の発達表によると，1年の終りには，読み最高

32字から最低8字（平均20．6字），書き36字～6字（平均16．3字）とい

う習得差がある。（もっとも，低い習得数の者の中にも4月当初からかなりの

漢宇：力を持っていたために，こちらで行った漢宇テスト問題数の限界内（（50

字））での習得数という意味のものもある。）2年の終りには，その習得差はさら

に開いて，読み88宇～26字（平均49．2宇），書き74字～11字（平均29．2宇）

という数になっている。この4うな漢字習得の差によって・2年の末には・

さらに読み106字～35字，書き・91宇～15宇というような大き『な差が生じて

くる。実験学校で使用している教科書は，「あたらしいこくご」で，1年の提磁
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個人別漢字読字数の発遮

女
子
い

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
フ
8
9
0
！
2
3
4
5
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ー
l
l
1
1
1
1
1
1
2
2
2
（
∠
2
2
2

知副 読
…
－

．富．．

±’

〟
D
l
i

父
一

委
．

2

i指数高明i・隔月i明…・2月i・胴囲i覇i・月・・曙尋

9
で
得

年
ま
習

1
月
の
数
…

…
β

…
壬

月．
　
β
－

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
フ
8
9
0
！
2
3
4
5
6
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
（
∠
2
2
2
2
2

411

4
9
1
4
2
5
8
S
4
1
4
0
8
8
フ
ー
フ
ー

9
0
1
9
9
ー
ユ
9
1
9
0
3
7
8
5
7
1
1

　
1
1
　
　
1
1
　1
　
三
↓
　
　
　
　

1
1

3
ρ
○
只
）

1
8
6

工

1

3
1
9
2
5
5
5
1
8
0
2
0
4
0
0
2
0
0
！
3

1
2
　エ
　
　

ユ
　
　
　

一
2

5
4
幡
○

5
、
9
．
2
8
5
7
4
6
1
3
7
1
8
1
0
5
6
1
5
0
　
　
0
3
0

1
1
工
1
　
2
1
1
2
　
　
　

ー
エ
エ

2
9
7
4
1
3
9
3
フ
2
7
5
3
8
6
8
4
0
S
　
8
8
2

4
2
3
3
3
4
2
3
2
4
3
3
3
　
3
1
2
2
2
　
2
2
2

5
5
4
8
9
3
2
0
2
3
1
0
5
0
2
3
8
5
7
5
3
7
0
0
9
6
8

3
4
3
3
3
3
4
〔
．
）
4
3
4
4
3
4
2
3
2
3
2
3
4
3
戸
．
）
3
4
4
2

α
…
α
i
7
i
．
3
．
一
0
…
宏
．
．

　
　
　
　
　
　
　
6
4
7
．
5
6
2
6
σ
1
6
9
6
，
σ
4
2
2
7
9
4
1

4
6
3
4
4
4
　
2
4
3
5
4
5
4
2
4
2
3
2
4
5
4
4
3
5
5
2

…
擁
∠
i
Q
…
．
Q
－
4
…
3
…
8
－
1
9
－
1
6
、
…
8
…
0
…
6
…
3
…
、
8
．
…
箔
…
5
－
9
－
5
：
7
－
3
…
…
：
9
　
エ
　
ユ
　
6
　
a
　
2
　
3
　
7

5
0
6
6
7
6
8
5
7
5
9
7
8
6
3
7
4
5
5
　
8
7
7
5
9
9
4
4

　
1 4

5
4
7
2
2
7
5
8
3
8
3
フ
0
0
4
6
1
5
0

　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ρ
0
8
0

終
曲

年
の
数

2
り
得

終
習

年
の
数

1
り
尋

　
　
手

3
7
9
9
4
9
3
2
4
5
6
7
2
8
1
2
3
5
5
　
8
5
2

2
1
1
2
2
1
2
2
2
2
工
2
3
　
3
1
2
エ
ユ
　
ま
1
2

7
3
5
4
4
6
3
6
6
1
7
ユ
5
7
8
3
4
8

7
4
4
4
4
6
3
5
2
7
5
6
3
2
4
3
3
3

3
6
4

R
）
只
）
つ
U

（平均習得字数） s．o 20．　9 46．フ

漢字数（新出）は，中16字，下18字計34字，2年の提出字数は．ヒ37宇，

下53字計90宇（このうち8字はテス｝実施までに未習なので，実際は82
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個人別漢字欝字数の発達

女

子　4月

r
，
i

字 数
－
． 年 2 矩

5月　6月 ・月・月・2月」・月

4
4
3
6
5
6
5
3
2
7
6
6
7
1
0
3
4
2
5
9

一
工
1
1
　
2
ま
1
工

Q
）
P
O
慶
U

7月
　　　　　

覇i3月｝数

1年9
…懸薄

！
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
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！
1
！
1
1
1
1
1
ー
ユ
2
2
2
2
2
2
2
2
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8
9
5
7
3
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0
2
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0
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0
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0
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4
3
0
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2
0
4
0
6
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1
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0
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1
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0
0
0

8
6
0
4
0
4
4
0
4
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0
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0
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4
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3
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3
7
2
5
0
9
5
4
0
0
0
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1
2
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1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　1

6
つ
御
○

7
　

3
0
2
6
0
9

2
1
2
1
1
（
吋
）
19
9
8
3
　
　
5
7
　
　
5
　
6

2
2
1
2
　
　
1
　
　
　
　
2
　2

；
一
頭
一
3
－
1
2
i
劉
．
1
8
1
i
劃
一
4
」
嫁
一
月
…
8
「
一
8
1
0
5
馴
1
1
1
d
召
…
嘔
彗
…
…
…
，
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3
2
3
2
2
　
2
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1
3
2
3
2
　
2
工
2
1
工
　
2
工
1

一
6
i
．
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5
6
α
α
，
，
8
．
8
4
1
1
8
3
9
3
7
4
0
7
2
0
9
7
1
1
6
工
2

2
2
1
3
2
　
2
1
3
2
3
2
2
2
1
1
1
！
1
1
1
1
2
2
3
3
ユ

2
2
0
3
0
8
　
5
7
7
9
4
9
2
8
5
6
9
0
5
0
2
1
2
4
2
5

3
3
2
3
2
1
　
1
2
2
3
2
3
2
　
1
　
1
1
1
3
2
2
2
3
4

，
…
σ
．
旨
2
…
プ
、
、
き
…
6
．
．
．
4
、
0
，
し
，
歌
…
9
…
3
E
9
：
潟
－
4
－
．
－
3
…
2
…
3
＝
．
工
．
…
「
－
．
a
一
σ
．
…
工
：
剥
、
、
1
2
旨
9
…
0
－
6
…
σ
郎
遜
…
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5
6
4
5
4
4
6
2
5
4
6
4
6
4
2
4
2
5
3
（
．
）
6
5
5
3
6
6
2
2

6
5
8
9
2
5
5
2
9
7
4
5
7
1
0
3
4
2
5
9

　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　1
【

Q
）
［
D
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1購i雛
得数 煙齔

7
0
6
2
9
　
8
6
9
1
2
6
8
6
5
フ
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0
6
　
6
1
2

1
一
工
2
三
　
1
3
　
2
1
2
2
　
2
　
工
l
　
　
l
l
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5
7
9
4
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1
3
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8
5
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5
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4
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1
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（平均露静腎三婆○
匡
　
臣
降
．
ト

29．　2

宇）である。同一の教科書で学習しながら上位者と下．位者の闘に，このよう

な大きな差があるわけである。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ83

　なお，聯勺な面からばかりでなく，漢字に反応する型としていろいろある。

（1）学校で習った文宇だけはき’ちんと覚え，作文その他を書く揚合にも必ず使

用するもの。〔2）学校で学習するよりも多くの文字を知っているが，使い方は

乱用するもの。（3）単一で習った字などテストの時はかなりできるが，平生は

積極的に使用しないもの。牲）平生もテストでもあまりふるわないものがある。

また，読み書きの差の小さいもの，大きいもの，ふつうのものという区別も

できる。これらの型を知ることは指導の上で必要な条件となる。

C　地 域 差

　実験学校。協力学校を大都市，中小都市，農出村に分けて，地域差を調べ

てみる。

　　　（よみ）　　　　　　　　　漢字平均読字数

地山轍矧入・鞠i・学期ヌ・…蜜判蘭・学酬．6塑・

Y
N
C
O
H
S
K

J
、
　
ノ
、
　

ー
ー
ー

市
　
市
　

村

玉
　
郭
　
　

1

に
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

ニ
ミ
　
　
　

へ
　
　
　
　
　
　
　

大
刺
　
農

4．S

6．21

4．5

4．9

4．2

30．7

38．1

34．　6

32．　8

32．4

37．7

42．1

36．8

40．　6

38．0

38．7

32，7

37．4

44．4

11：剥1：：：

lill　gsg

震：：1，9．3

劉ll：1

（かき） 漢字平均書字数

地域離郷入学当初・糊末1箪期網・学頭・蝉吟
　　　　レ

大都市
堰
^

中小融iゴi／

　　　　／

農醐i／

　　　　！

Y
N
C
O
H
S
K

Z
1
6
，

ir8

2，g　1

2．3　i

I．III．．．．．．1

釜
：
1

3s．4　1

26．9　1

30．4　1・

31．　9　i

37．　g　1

21．　2

33．9

36．　1

28．2

，，．3　1

33．6　1

3g．　s　1

24．0

39．0

43．2

37．7

33．5

44．2

39．4　1

46．　2

S9．5

56．7

49．　2

66．4

54．9
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　実験・協力学校の文士力の発達を見ると，読み書きともに大都市の笑験学

校が一番悪い。これは，実験学狡では，常に先立ってテストを実施し，その

後に山盛力学校にテスト問題を配布する仕組みになっているのと，テストを

全部われわれ研究所の者で実施して，その条件が厳密であることが，その原

　　　　　　　実験・協力学校29卑下2隼生第1学期末テス｝

　　　　　　　　　　学校鋼平均得点数・正答率一覧瑛

　　　　　　　　　　　　　　　　〔濡（　）内は得点数，無カツコは正答率〕

　－＼＼学校名…

ζ誌夢＼、 Y　］N
HIs KITiGliMIFiC D 平均

漢字白目刀1一〇

　　　　1
　　　　｝
漢字書宇力：＄0．
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量雛㌃
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理．㈲生活文1

解樋童護5
　　　　　　　　　ミ

　　　　i
　、e～繭計llo

。l／，，．2）1（、。．6＞i（32．、＞／3フ．、油，）1（44．，）

者読職能

全章の正答
率

70’4 P81’2i63’ユに4’877’4｛88●6

蟹・｛器：1旛）1（器騰1腰〕

　　1，　1
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○
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∪
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因となっていると思われる。

　しかし2年1学期末実施の言語能力の諸テストの結果を学校別に分類した

ものを見ると（184ページ），

　漢賢士では農出村に劣るが，語いカ，文法能力，黙読理解力などでは，都

市性を発揮してすぐれている。2年生の1学期末漢宇カテストの結果を文宇

別に，習得率によって分類してみると下表のようになる。これによると，文

字習得の上に一つの型があり，それは地域別というより，むしろ，使掬教科

書や学習指導法によるとみることができ『る。小学校の低学年の漢字の学習は，

学校の教科書によることが一番多いのであって，漢字を早く多く提趨した教

科書を使用したところが、一応習得数が多くなるのは当然である。

　したがって，低学年では，漢字習得に関しては，使用教科書からの検討と

いうことが必要になってくる。

学校別（地域別）読宇力の順位（2年生第1学期）　昭和29年7月
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　　　米　　　　　、　　　　　　｝
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門馬読雲波鳥紙考　多少歩向谷切：中波　所近半歩波考
　　　　　　　　考知一変地

．中、小　．都　市

D　校
鑑　 山、　麺：．

K　　校

ユ。。％　　　　　　　　　　i
・・認翻轍」蒲加早音うヒ田粥i
　　　学道気冬下林心性右目　　　…
8C，～89　糸f’1く声無作近天雪海色草今池　土見力方町学海会風
　　　歩毎野鼠切西三戸雲鳥考・犬見1

　　　潭鑑鍛雛行骸雨敷i
7C～79入何夕前夜金i！l車外用千秋逸出紙文田育空光春村虫白痴道元
　　　　　　　　　　　　　　　　ξ冬林心雪色友　　　谷訓読父
　　　　　　　　　　　　　　　　i名組石馬潜門女気夜糸少話家60～69　　砂↑劣ミニ、賠三1三矢n母変

　　　　　　　　　　　　　　　　iヲミ今朝丁字

50．～59時岬山黒百　　　　　　i　IM年前長休声思黒山岩戸雲
40～49来側波地　　　　　　　捷雨∫1ご長雨近草地南谷切森山
30～39：行竹牛　　　　　　　　　　…入高多金所歩秋醐夏波鳥
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正答率

2〔ン｝29

iOp－19

1一一9

　　0

由　小　都　嵐

D　　振

回　　虫　　一村1　二二：

　　K　　校

米分

向合

ノ
ニ

、
＝

絵書読母

犬何屑牛天

色千馬百父米変
来分業門汽半日合引竹釘地

　　　　　　　　　　D　男　　　女　　　差

漢字の習得1こ関する性別の差は下表のように，

　　　実験学校　漢字の平均読字数・書字数（塁｝女汐16i～2年）

＼＼％剰フ酬・胆2月・月㌃百矩2可…．1≒…

よ
み

男1

女ド・・

　1

か
き

…刻磐．96寧｛6．35字

i女・．3・4．44
［　：一i－Y　1　2．　63　1　s．　2i

4．74字I

　　l
4．4創
　　．1

9．18字工1．75字324．42字
　　！　．．　A．一I

l：器i量蟹：1，

・・．・8字｝i36．・掌・・3．・字i72．、字

画團．1㌶1：1
9．！3字’ QG．88字：25．　S2字ヒ

s．　20　1　lz　20　1　23．　34　1

　　　　　　［　　　　　　1
8．　56　1　18．　83　1　24．　28　1“

2・碑25・6掌：

20．9　／　23．0

2L　2　1　24．o　1

4s．9字

46．4

46．　2

実験学校においては，4月入学当初から2年終了時まで，読み書き・ともに，

男子の方がよい。　（2年の学年末，

脇力学校（7校560名）を見ると，

　　1年生学年末テストの平均読字数

　　　　（実験・協力学校）

書きは女子の方がややよいが）しかし，

　　　1年生学年末テストの平均、i酵数

　　　　　　（実験・協力学校）

学校i　男　　　　女　　1
名｝、よめた宴　　よめ塵室i

（i7人）

537字

（12人）
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（30人）

1，153

（27入）
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31．61　722
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34．7：　784
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37．812，28フ
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誘
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　990
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　　　　　　　　　　1
　　（ユ8人）　　　　　　　（32人）
2g．　ll’　6B4’13」一．31　M　gt72”i　：・o．4

　　（3・人）1（6・人）i

　　　　l33．　6，　1，93S’1　32．330．　91i，　eO7
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三二1；さ管長”1”’1華字．i　　　言＋一．　ttt　T雪老『i．ヵバ三重．lli；1凝三ξll「∫ll二⊥這li・．1．

叢ill擁ll難1騰1業｝ll灘ll

計：禔j；3・，・…餐灘39．61蹴＞38．・／・i・・陥会）；32．・1膿・・．・i！l塾）1・・．・

他校はだいたい女子の方がすぐれており，ことに書きは全部女子の方がよ

くなっている。歩ξ験学校・協力学校を平均しても，

　　　男子　よみ 37．0％　 かき　32．1％

　　　女子　　　〃　　　39．0％　　　　　〃　　　35．8％

となる。

　　　　　2年生　漢字読字・カテスト（1～3学期）平均読掌数（実験・協力学1＝変）

×
　　　　1．

．一×＝1 1　学　期　末 2　　弓ま　　其更1　ヌミ 」
タ

’
．
二

“
…
」

3

Y

H

N

s
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男16入欧28人1
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1，099　　！，G92
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1G14　　922　フ
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　871　1037　　　　　　　ラ
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2，19！
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　　47
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　　45
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（97．・1）

2・3． V．hE4i人i456ノ、．奄奄W・人1・9・人137・ノ、1！45／1． c・薇’u3・8ノ＼
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　実験学校では，男子と女子のクラスの成員数が異り，又，男子のプシにすぐれ

た子がおり，女子には下位の子がいるので，このような特別な結果を示すも

のと思われる。

　このように漢宇力について総体的に女子の方がすぐれているのはpひらが

なの読み書きの場念と同様である。

　さらに，2年になっても，協力学校では，読みで，N校の女子が1・2学

菊ほとんど同率程凄に劣っているが，3学期には優位となり，書きで，C校

とS校が1。3周期劣っているのを除けば，すべて，女子の方が優位になっ

ている．

2年生　漢字書字力テスト（1～3学期）平均書字数（実膨1・協力学校）

￥

1　学　期　末 2学期末 3　学　期　末

濃全醸…il’　4蠣職26天…・1瓢募，躍、ll拳三舞
（2L8字）

　　　14
H　　　293
　　　（20．9字）

　　　27
N　　　877
　　　（32．5）

　　　26
0　　　594
　　　（22，8）

　　　26
c　　　g44
　　　（36β）

　　　64
K　　2326
　　　ひ　　　（36．3）

　　　　24
S　　　8Gフ
　　　（33．6）

　　　　21
　　　796F
　　　（37．9）

　585字　　　933字、　460宇、
（20．9字

@18
SS3）堰eｦ懲）

（25，2）　1　（23．3）　i　（29．7）

　2フ　　：　　　64　　…　　25

（罰ll轟｝（認

　19　・　46　・　27

・璽環i・鰯

（鍋…ll罵；1画

趣・講i，漁

，gg　1，，，s，g　1　，gg

（33．6）　，　（33．6）　1，　（43．0）

　2S　，　46　i　21
1雌捻鍋．ウ賜．

画論；’1£覇、、5．，。、

　1フ132i15
（轟…ll鍋i（聡

1，0；呂　　…2，0塁毒　　hl　4葦象

（40．4）　　．　（39，0）　1　（55．6）

、1婁…、，，矧一

（・…）i（37・・）

・議i・1徳恵
　　　く　　　　　　　　　ミ

　25　　　48　i　工9

1翻i工翻i器
　27　　1　　　so　　i　　23

！，220　　i2，20g　　il，520
（・5・・）i（・…）i（・…）

　25…　46…
劉鍛贈辻．∬

（46，4字）　（43．3字）

　18　・　33
　9A－3　1．　6：．4

（52．4）　’
@（49．2）

　25　　　5工
1，　586　3，　032

（63．4）　（59．5）

　23　．　5！
i，　2C5　2，　89！

（53．7）　（56，7）

　24　，　43
i，　506　2．　：6Li

（62．8）　（54．9）

　26　491，　683　．　3，　203

（64．7）　1　C65．4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

計．灘鍵灘騰ll繋騰1議論1妻論

2年学年末では，
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　　　男子　よみ　83．　3％　かき　54．1％

　　　女子　 〃　84．0％　　〃　57．3％
となって，1年目時と1司様に女子の；カ3が優位を占めている。したがって，ひ

らがな・かたかなの文字力の揚舎と同様に，低学年では漢字の文宇力も女子

の酸ノが優療であるといえる。

　なお，男子と女子とでは，漠宇の一つ…つの文字・に対し，性別からくる特

別の好・みや習得の差というようなものがあるかどうかを調べてみたのが下蓑

である。入学当初には女子が「子」の宇を絵合よく知っていたがrこの表から

は男女差というようなものは児出されない。地域別テスi・で見たように，低

学準の段階では，むしろ，使憩教科書との関係カミ親われたにすぎなかった。

　ただ，しいて言えば，「花」というような文字は女子好みがするのか，概

して女子がよくできている（総体的に女子の劣る実験学校でもそうである）

という直願のことが児受けられたにすぎない。

　低学年の段階では，教科書以外の読みものにも，まだ性別による差が著し

くない蒔期にあるから，性別による文宇習得の差や反応は，さらに上学年に

なってから生ずるものと思われる。

　　　　　　　　　　2球生学年末テスト
　　　　　　学校鴉（鍔女lj［」）ii売掌力の順位（実験・協ジ了学校）

　Y
舞i6人
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：1ご：i熱赤　i野

ll＝謁光　　蒜赤

込花漏路列男流光左

峯顯　i人

早　　r
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時を重ねるごとに児童の漢字力の読み書き正答率が昇って行くことは前述
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の通りだが，それでは，正答以外の反応の仕方はどうであろうか。

　四月入学当初の漢字力のテストでは，「わからない」「知らない」で通過

するものが多い。正答でないものはほとんど無答であって，誤答は少なかっ

た。まれに「口」を「ろ」，「川」を「さん」，　「十」を「ばつ」　と読んだも

のもあったが，これらはごく少数であり，まだ漢字という文字意識以前のか

たかなや他の記号との混同であった。

　書きにおいても，自分がたしかに知っている文字以外には反応を示さない

ものが多かった。まれに「四」を「≡」，「五」を「i⊇」，「六」を「零」と書

くといった読み同様の誤りが見られる程度であった。1年の2学期末になる

と，無答でなく字形を正しく把握できないための誤りがようやく出はじめて

きている。書く方でも手を手，キと書くといった誤りが出て来た。
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　1ヰ3学期末のテストでは，読み106字（5．6％），書き110字（5．9％）と

いう数の誤りが画調論れ，この誤答数は，以後，正答数の上昇に正比例的に

上昇を示している。一方，無寄接の方は，これと反比例的に下降しているの

である。　（ただ2黛終了時のテストでは，テスト文字110掌中，未知習字48字とい

うように児童にとって末知の文字が一挙に数多く提出されたので，この場合には，1年

の初期のように無答数が多く誤答数は減っているという現象が見られる。）

　誤答の増撫ということは，児童の漢宇範囲が拡大され，文字意識も強くな

ってきた結果であると思われる。

　なお，以上の傾向は，読み書きともに見られるが，読みに比して書きの：方

が誤答率が高いQ

　誤りの績向
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　各期の漢字テストに現われた誤答を分類すると，

〔よみ〕

a．形態上の誤り

　（1）類似字形を弁別できないために生ずる誤り

上
右
八
人

入

（読み誤り）

つち

いし

ひと

はち

いれる

ひと

はち

　　男女

3人（12）

9　（4　6）

4　（2　2）

1　（1　O）

1　（O　1）

8　（3　5）

2　（1　1）

木
．
B
白
字

　　　　男女

すい　1　（0⇒

め　　3（］2）

ひ（し）2　（1　⇒

ヵSく2（ll）

　エ年の学年末にこれだけの誤りが見趨された。これらは漢字の字形の類似

を弁別でき’ぬため，自分の知っている字に引きよせて読むもので，漢字習得

・の過程でよく見られる現象であり，pa　一一人が，書宇の’方も誤っている。2年

になるといろいろの文墨に接する機会が多くなるため，この種の誤りがます

ます増加する。

　「右」は1年のころは，既習文字のいしとしか誤らなかったが，2年にな

ると，

1学期末

　右

2学期末

　右

左
石

いし

ひだり

みぎ

ひだり

ひだり

いし

みぎ

ひだり

みぎ

3学期末

　石　　　みぎ

　　　　　ひだり

　　．男女

6　（3　3）

3　（O　3）

3　（1　2）

i　（i　G）

8
6
1
1
4

　
　
1

（3　S）

（3　3）

（3　8）

（O　1）

（3　1）

2　（O　2）

ユ　（0ユ）

（注）

石のほかに右の字との混同も

兇られるようになり，2年2

学期宋には，1学期に身につ

かないままに，待ちこされた誤

りと，他の読書からなどと相

まって，混乱を極め，左を学覆

した後の3学期宋には，よう

やく落ちついている。この三

女児は劣った能力のものであ

る。
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その他

　　　　　　　　　　　　男女

　　足　　むし　　4　（i3）　　　字
　　目　　　つき　　　1　（1　0）

　　　　　　ひ　　　エ　（Ol）

　　月め2（！l）林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　村

など。なお，「目」を「つき」と答えたものは，

いうふうに逆に覚えているものが多い。

　又，未学習文宇，

　　　　　　集女’

カKく　3（2ユ．）
）bKvっ　　　　 ユ．0　　　（2　　8）

そら　　1　（10）

むら　　i　（0ユ）

はやし　　5　（O　S）

「．月」を「め」と答：えると

　　　　　　　　　「国」を1年の末に「たま」と読んだ子が，2年の終り

までにまだわからず，「おお（王）」と読み違えている例も見られ，誤読の様

網や変化から漢宇習得の段階がうかがわれるというおもしろい現象も見出さ

れる。

　2年の2学期末テストでは，「力」を「か」と読んだものが，11人（417）

もいた。これはかたかな学習が進んできたころで，文字の種類について正し

い認識がないためである。

　2年3単期末には，かなり大量にテス1・し，未習文宇も多かったために，

この類の誤りは種類もましている。

　　馬　　　　　　　　　　　　　　　鳥

三琵

百

両

ま
り
う
お
　
ろ
め
し

し
と
お
お
お
し
あ
に

3
1
8
1
2
1
2
2

　
　
　
ユ

（2　1）

（o　1）

（3　6）

（6　3）

（O　2）

（O　1）

（i　1）

（2　O）

米

毎
回

しま

うま

ひかり1

ひかる／

はは

ふん

ぷん

ぶん

5
工
2

（2　3）

（O　1）

（O　2）

（0ユ）

（！　O）

（O　2）

（O　1）

　未習文宇の揚舎は，今まで学習した文字や何かで児た記憶から字形の同じ

ものに読み誤るもので，優i預児の中にもかなり見出される。

　（2）　等：・形の一部認知による誤り

　この誤りは，漢字の構成が複雑になるにつれて生ずる性質のためか，低学

年であまり見られず，ts　kにあらわれている。
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　1年の学年末には，

　　国　　たま　　青　　　はる

の二例しかない。青は春にも似ているが，この揚戸は自分の名爾「晴男（は

るお）」の一覧分として読んだものと思われる。二野ともクラスでは優秀児．

である。

2年になると，

1学期末

音　　たつ　k
　　　　たってf

毎　　　うみ

2　（O　2）

3　（2　O）

3学期末

玉　　　 くに　　　　1　（i　O）

男　　　ちから　　1　（O　l）

　　　　たか　　　　1　（O　！）

　　　　（男を田とカに分けて認知したもの〉

といったものがある。

b．熟語と構成文宇との未分化による誤り

　語として覚えていて，全勝としては識別できないものである。

　（1）調査の対象になる文臣に，自分が知っているその文筆が含まれている

　　全体の読みをつける誤り。

　1年四　よんくみ　1（Ol）　川かわかみ　　1（kO）
　　　日　　にちようび　1　（01）　　生せと（せいとの意）±　（10）

　　　先　　せんせ　　　1　（！0）　　　　　（注）四よんくみはじぶんの組を

　　　火　　　かよう　　　　1　　（O　i）　　　　　　　　　川　かわかみは人名の意である。

　この種の誤りは，2年に二なっても依然として続けられ，

2岸1学期末

　　　かよう火

　　　かよ

　　　どよう
　土
　　　どよ

　田　　たうえ

　車　　きしゃ

　正　　おしょうがつ

1
1
2
2
2
1
2

（O　1）

（O　1）

（1　1）

（O　2）

（O　2）

（0ユ）

（1　L）

2年2学期末

火

」
一

［
一

先
正
国
作
心
名

かよう

どよう

どようび

せんせい

し．xうがつ

こくこ

こうさく

ようじん

なまえ

2　（O　2）

2　（1　1）

！　（O　1）

2　（O　2）

1　（O　1）

1　（O　1）

1　（O　1）

2　（O　2）

i　（1　O）
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　2年3学期末

　　　谷　　　よつや　　　1　（O　l）　　　千　　　ちば　　　1　（1　0）

　　　紙　　　てがみ　　i　（0　ユ）　　　緻　　　こくご　　i　（l　！）

　　　田　たんぼ！3（・2）　戸　えど　2（・i）
　　　　　　たうえ1

　　　地とち1（Gl）近きんじょ1（01）
　　　今　　 きょう　　8　（26）

甚だしいのは，同じ誤りをずっと続けているものすらある。また，「火」を

「かようび」と読む者が「先」を「せんせい」と読むよう’ ﾉ，陶一入が同一

傾向の．誤りを重ねている場合が多く見受．けられる。この種の誤りをするもの

は，概して，劣っている児童である。

　（2）熟語を構成する他の一宇との読み誤り

bの①のi変形である。

　2年の終りごろになって多い現i象である。

2年2学期末

　　　　1こう
作

　　　　1ぶん

火　　　よう

年　　　せい

先｛芸婁れる

（O　3）

（1　O）

（o　t）

（i　o）

（！　1）

（！　O）

2年3学期末

谷　よつ　　1

池　じらい　1

心　よう　　±

近　じよ　　2

：文　さく　　5

母　こxろ　1

（1　0）　（自分たち

　　　のいる所四
　　　谷を想起し
　　　たもの）
（・o）越野1を想

（1　0）　（用心〃）

（1　1）　（近所〃）

（0　5）　（作：文〃）

（l　O）（母の心力）

　これらの誤りの中には，未習漢字に対して現われる例があり，明らかに，

弛の読書や文字経験の影響と思われるものがある。　（例，池一じらい）

　（3）熟語としてわかっていても，それを構成する単位としての文字の読み

　　がわからないために生ずる誤り

　エ奪3学期末　　　　　　　　　　　　　2奪1学期末

　づ乞　せ　　 5（23）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火　　　ひの　　　1　（O　！）（火の

　生　1せ　　3（21）　　　　　　　柵力）
　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　2　（l　　　　　lん

　正　　　おっし　　　1　（O　l）



206

　2年2学期　　　　　　　　　　　　　2年3学期末

　　名　なま　　2（02）　1

■れは，だんだんに減少している。

c．　似た意味にとりちがえる誤り

　（1）

　　を想起したり類推したりして読む。

き
や

ん
つ

2　（1　1）

2　（O　2）・

聞われた文字がはっきりしないために記憶の申から近似の意味のもの

1年3ミ｝塗∫1耳末

耳　　　め

火　　　げつ

木

ぐ｝

ま
ち

や
つ

2年2学期末

分
時
林
空
天

じ

ふん

もり

たかい

たな：

1　（1　0）

1　（火睡圭から

　月瞬…を想起
　する）

1　（1　O）

1　（1　O）

5　（O　5）

2　（O　2）

S　・　（3　2）

1　（i　O）

1　（O　1）

（天気をたなば

たとよむ）

千ひゃく（しゃく）

高wあおい
　　1そら

黒い ^1：

草　　はな

2　（1　L）

1　（O　1）

1　（O　i）

1　（O　1）

i　（1　O）

1　（O　1）

2年1学期末

　火　　　すい

　　　　きん

　土　　　どう

　　　　もく

　　　　した

笙i　　あお

　　　　はる

夕がた　よるがた

2年3学琴範末

夜　　　つき

西
地

ゆうやけ

せかい

歩く1いく
　　　tうごく

雛｛鐙た
走　　　あるく

1　（O　i）

1　（O　1）

1　（1　e）

1　（O　1）

2　（O　2＞

2　（O　2）

1　（O　1）

i　（O　1）

　1　（O　！）

　　月夜力

　1　（1　O）

　1　（O　1）

地球の類推から

カ

エ（lo）

2（1め
1　（O　1）

エ（01）

エ（OI）

というように，意味内容の似よったものに誤読する傾向は年とともに増加し
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ている。これは，文宇によって想起される観念が，増加してくる結果と思わ

れる。

　そしてこの傾向は，他の読書が活発になるにつれて動詞・形容詞などを文

脈の筋後関係から，いいかげんに読んでしまうという型にだんだん変って行

くようである。なお，この申には，反対概念の語を想、起するタイプもある。

しかし数は少ない。

　1年3学期末　　　　　　　　　　　　　　2年3学期末

　　上　　　した　　　　　2　（l　l）　　〕　秋　　　はる　　　　　　1　（O　l）

　　火　みず　・（・・）i父　は｛・。　　・（・・）

　　鵬　くる　　・（0・）i母　ちぢ　　・（・・）

d．文脈による読み誤り

　（1）はっきり読めない文字に対して，良分の観念の中で，ある語脈・文脈

　　を考え，それにあてはめて読む。

2無1学期末

光る

作る

青い

早い

赤い

十年

いる

1とおい
へ

／おもい

　とおい

　おもい

十せん

（i　o）

（o　i）

（O　1）

（1　1）

（0め

（O　1）

（o　i）

（0　1）

（O　1）

2年3学期末

向かって

早い

い
む

提
読

考えた

ひかって

／ない

／くさい

はやい

はげむ

にえた
ξ
1おぼえた
ミ

」きこえた

（O　1）

（1　O）

（O　1）

（o　o）

（1　O）

（2　1）

（O　2）

（O　1）

　われわれのテストでは，文脈の関係で読みを誘導されないように問題を提

出したが綜果としては以上のような現象を呈した。子供たちは，これらの語

形や活劇形に自分の思いつきの読みを与えているのである。それが文脈とし

て与えられると次のようになる。

　（2）文脈の申で，前後関係から，自分の読みやすい形をさがして読む

　　合　　だす　　　　　1（0　工）　　　　　虫　　むら　　　　　1（1　0）

　　　　　　　　　（隙文　力を合わせてを　　　　　　　　　（上に草の字があった
　　　　　　　　力をだしてと読んだもの）　　　　　　　ので連合させて読む）
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　　知　　い　　　　1　（O　l）　　（原：文　知らない所）

　　友　　さか　　1　（O　l）　　（原：文の友だちからさかだちを想起）

　　　　1うしろ　1　（10）　　（原文　名まえに対してうしろカ）
　　名1うら・（・・）（同髄の誤力）

　　町　　　おとこ　2　（0　2）　　（原交　隣の前に：女があるので）

というように既知の語を動員して自分なりの安定した語脈。文脈を考えるわ

けである。これらも年次を追って増加している。

e．　音の類似による誤り

　耳　　　みぎ　　　　1　（10）

　　　　　みる　　　1　（Gl）

f．　不注意やあわてたために生ずる’誤り

　　　人いと　女おな　銀
　　　犬　いめ

　これらはあまり見受けられない。

g．　でたらめの読み誤り

　1年3学期末

　耳　　　たっています

　下　　　ちいさい

　出　　　た

　入　　　み

　字　　　あ

　　口　　　し

ね 耳　み

2年1学期末

音　　　おんな

女　　　ぶん

村　　　い

耳　　　しろ

上　　　お

火　　　も

白　　　ひる

門　もう

2年3学期二

二

鳥
半
分

所

か　ふ
のざ

さか

うしろ1
豊

蒙
る
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　これらの誤りは大．体下位者にみられる。全くあてずっぽうの読みのため，

同じ画答者がない。

　以上のほかに，次のような誤りがある。

h．　ある程慶許容できる読み誤り

（1）発音からくる読み誤り。

1奪三3学期末

人　　　しと　　　　12

　　　（八，入もこめて）

下　　　ひた　　　　　2

七　　　ひち　　　　　3

～　　　しとつ　　　　　1

（6　6）　1

　　　　11
（i　i）　1

（2工

（O　1）

1年2学期末

前　　　まい

東　　　しがし

光　　　しかる

百　　　しゃく

入　　　しと

3
3
2
2
2

（1．　2）

（2．　1）

（O．　2）

（1．　1）

（1．　：i）

　東京方言ひとしの発音上の誤りがそのまま現れている。漢字の読み本来の

’誤りではないこれらの誤りは1年の頃より少しずつ減っているが，2年末に

なってもまだかなりあるQ　（いとえの誤りもある）地方によっては，もっと

増茄するはずで，文部省蜀語課の漢字の実験学校から，これらの誤りのため

に，低学年におけるある種の漢字は，読宇力より書宇力の方が正答率が高い

という報告があった。（例　木　きい，二　にい，火　ひい，四　しいといっ

た関西方言からくる誤り）

　（2）表記上の誤り

　　（／）表記が不完金な．誤り

　2年3学期末

　夕ゆ　kl（56）
　土　　　どう　　　2　（02）

　火　　　かあ　　　　3　（0　3）

などは一応読めるのであるが，表記の際に，長音化して書いたり，長鷺を落

して書いたりするのである。

　（U）送りがなまで読みがなとしてつける誤り

　1年3学期末　　　　　　　　　　　　　　2無3学期末

　　（）　1　（）　　立つ　　　たつ　　　2　（lk）　　　韓く　　　かく　　　5　（3　2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）　　（）
　　小さい　　ちいさい　　3　（2　1）　　　光る　　　ひかる　　3　（1　2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　ひかり　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！　3）
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　　（赤！、あか、、、（。、）i（早！、はや、、、（。、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れる　　いれる　　　5　（2　3）

　これらは文宇としては読めるのであるが，活珊語の語幹と語尾の区別がま

だつかないために生ずる誤りであり，又，表記の約束を知らないためであ

る。落ちついていれば（）の内と外とによって当然正しく書き分けられる

はずであるが，あわてたり，送りがなの法則を知らずにこの誤りをしている

ものが，優秀児の中にも，時に見られる。

　（3）音訓を無視した読み誤り

　　（）
　　　　　　　　　こい　（1年3学期末）　2　（エ1）　小さい

2．無三3考E多鰯ヌミ

　　　（）

　　　（）
　谷の方

　（）
　来る
　（）
　千年前

ど・どう

がた

る

き
ち

痴｛li・

（）

近く　　　　きん
（・・　）・

作又　　　　　つくる

4

！

IO

－
｝

F
D
2
1
6

3

（1　3）

（1　O）

（4　6）

（O　1）

（2　3）

（1　1）

（O　1）

（i　6）

（1　2）

など，語形や定形から一定している音訓を無視して自分の親しい読み方で読

んでいる。未習の音や訓が出た場合はこれが甚しいQ

　hの項の誤りは（a）～（g）までのものとやや性質を異にしており，低学年の段

階では，ある程度許容できると思われたので，テスト結果の処理の際純然た

る誤答として扱わず，準正答として取り扱ったこともある。2年の末になっ

ても（h）の誤りは多く，ことに最後の音訓を無視した誤りは，文字領域が広

がるためにますます増加する傾向にあり，読字力の上位者にも多く見うけら
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れる。なお，「家」を「うち」と読んだものが，le人（64）いたのは，音

訓整理がまだ徹底していないために他の読みもの等から受けた影響であると

、思、われる。

　　　　　　　　　霊験学校　2年生　学年末テス　ト

　　　　　　　　　　漢掌読字力（A）準正答の調査

瞬正綱磁i欝1内壁引正野無／欝

事
前
菓
合
田
黒
土
池
何
歩
輝
輝
劫
牛
金
光
見
矩
来

1
0
4
2
6
7
8
3
6
0
9
6
7
6
2
1
0
9
5

3
4
3
2
3
工
3
　
1
1
3
工
　
！
4
3
4
3
2

，，．，　I

s6．　7　1

7s．　6　1

48．　9

80．0　1

37．8

84．　4　i

6．フ1

3s．61

22．　2

86．　7

35．　6

15．　6

35．　6

93．　3

68．　9

88．　9

86．　7

55．6

！
3
6
1
2
1
4
1
0
2
1
2
1
2
1
8
5
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
（
∠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

，、．，．1夕　　　　　「

95．・1戸

　　　　
88．9i出

51・M百
84．4：1闘

　　ぜ
40・0…i分

93・3ii心

…ii幽

17．81学

4α0…近
95・6

奄
遠

、1言7i薩、

　　　隔くi・・．・1

・… 奄

3
5
8
3
6
5
2
0
5
8
5
5
3
6
5
6
9
2

3
　
3
3
3
3
2
4
3
2
2
3
3
　
3
3
3
4

ii・．i　’P
9Asig一　1’

器
58．・9i

男
：
l
i

l
i
l
1
6
1

i！’iOg　1’

0
1
5
2
2
1
8
3
5
2
6
G
3
6
4
2
ユ
ー

－
　
　
　
　
　
　

l
　
　
　
　
　
l

6
3
6
8
4
0
9
6
9
7
9
　
0
7
7
4
9
6

5
3
a
Z
4
。
0
。
a
5
1
8
。
a
a
O
α
a
6
．
4
a
5

9
1
9
7
8
8
8
9
8
6
6
0
8
2
8
8
8
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　hの読み誤りを準正答とした揚合の正答との比較を見ると，動詞や形容詞

における漢宇のかなづかいがはっきりしていないために生ずるものがいちば

ん多いことがわかり，強磁年の一つの実態を現わしている。次に漢字の真の使

画法がわからぬために，名詞などで，音訓両方とも使用率の多い文字では，

語脈。文脈にかかわらず，自分の親しい読みかたで読むという傾向である。

…つの文宇についての音。訓・義が真に習得できない低学年の段階ではある

程鍍：認めざるを得ない実態といえよう。
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〔かき〕

　a．逆書

　1年3学期

　大　　　大

　小　　　小
　七　　　　ナ

　正　　　　王

　手　　　毒

1
1
1
2
1

2年2学期

町　　　　押

右　　　　t

正　　　　丑

色　　　お

虫　　　淀

外　　　イ昏

6
1
2
工
1
2

とし・うように二，数多くはないが，

ある。この誤りをする者は，言語能力のごく下位：のもの，落ちつきのない者

に多く，同一人によっていくつか誤られ，その誤りが直らずにくり返される

場合が多い。

　b．字形が正しくとれな：いために，点画その他が多かったり少なかったり

　　し，叉，位置等の乱れるもの

1・舞三3彗塗装月

先

正

月

集
光
止
丑
月

耳

　男女　　　2隼1学期　　　　　　　　男女

（主○）　 」二　 こ去　　2（11）

σ0）1町　　ve　　3（エ2）
（○めi手　毒　1（Ol）
（，　i）　1

（o　i）　I

　　　　l
　　　　　2二年3葉群i

（3・2）i犬　肇　3（12）
（○．1）1虫　　i”　　3（12）

：1：割

　　2年の末になってもまだ逆書をするものが

（2　2）

（2　O）

（3　1）

（O　1）

（0エ）

（1　O）

2年1学期末
∈
日
」
．
雪

崩
イ
F
討

2年2学期末

耳　　　：El

車　　　車

2　（ユユ）

1　（O　1）

音

男
立
学

足

花
花
朗
．
齢
痴
康
・
触
書
男
立
学

1
2
1
2
1
1
！
1
1
1
1
1
3
1

（O　！）

（1　1）

（0エ）

（O　2）

（0エ）

（O　1）

（O　1）

（O　1）

（O　1）

（o　］．）

（o　i）

（o　1）

（1　2）

（O　2）
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年

道

高

行

粟
膨
イ
片
が
家
母
家
遺
高
行
脊

（O　1）

（2　1）

（2　i）

（1　O）

（il）

（1　1）

（2　0）

（1　O）

（O　3）

（1　O）

2年3学期敵

前
東

道

海

長

前
月
道
蓮
道
適
涛
溢
濃
疹
溢
長
表
賓
義

6　（2　4）

5　（O　S）

1　（O　1）

3　（2　i）

5　（1　4）

1　（O　1）

1　（O　1）

ユ　（ユ0）

2　（1　1）

1　（1　e）

1　（1　O）

2　（1　！）

i　（O　1）

3　（2　1）

1　（1　O）

など，漢字の数がふえると共に，増加して行く傾向にある。

c．文字の一部しか想起再生できないもの

久
改

舅り蕊
ゴ

ヨ

無
冬
生

1

i　（O　1）

i　（1　O）

2年1学期末

足　　　　疋 2　（1　1）

2年2学期

罵
ゴ
「

虫

声

赤

□
口
囲
唱
鼠
F
守
工
小
難

4
1
1
t
2
3
2
2
1
1

（1　3）

（！　O）

（o　！）

（ユ0）

（1　1）

（2　1）

（O　2）

（lk）

（！　O）

（O　1）

2年3学期

風

　金

碧
車

只
金
金
掌
や

一
工
l
l
l

（O　k）

（1　O）

（O　1）

（O　1）

（O　1）

　bの誤りのさらに不完全な型である。これらbと。の誤りは，未習漢字の

揚合は優秀児，既習漢字の場合には，下位者がなしている。

　d．　類似宇形の混同による誤り
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　1年3学期

　　人　　　　入

　木　　　　水

　　右　　　　石

　　月　　　　目

5　（1　4）

1　（ユ0）

エ　（lo）

1　（i　O）

2年1学期

左　　　　右

右　　　　石
石　　　　右
右　　　　左

　白　　　　自

　上　　　　属
土　　　　上

　目　　　　日

）
）
）
）
）
）
）
）

2
4
2
1
1
G
O
l

工
1
2
0
0
2
1
3

（
（
（
（
（
（
（
（

3
5
4
1
1
2
1
4

2年2学期

右

目
入
婿

分

時
夕
村

石
左
上
人
置
石
今
方
持
多
林

（in　2）

（O　1）

（O　2）

（5　9）

（11）

（O　1）

（2　O）

（1　O）

（2　2）

（e　2）

（1　3）

2年3学期

甲
虫
交
早
見
父
母
学
門
間
半
入
国

右
自
足
交
車
貝
交
丁
字
闘
門
羊
人
夫

7　（2　5）

2　（1エ）

3　（O　3）

S　（3　2）

1　（O　1）

2　（O　2）

1　（0エ）

1　（O　i）

4　（2　2）

4　（2　2）

5　（2　3）

エ　（○］）

6　（5エ）
！　（！　O）

　この誤りは，目立ったものを拾い上げても．ヒのように児童の文宇領域が増

加するほど，その誤記の領域も拡大されてくる。申には，未習の文字をあて

るのもある。

　e．意味の如何を問わず，既知の同音の字をあてるもの

　（ユ）瀬音からくる誤り

　1年3学期　　　　　　　　　　　　　　2年1学期

　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　ひ

　…丞1がもえる　EI・6（・9）i底ヵ1もk6　H・・（…）

　　El　　火　’（0’）…延月　お胡・（・・）
　2年2学期

　　火　　　日　21（フユ4一
会　　回・（・・）1

　　校　　　　　　交　　　1　（Ol）1
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2年3学期

iヨ年　　　囲i2
　　　　　　　1気　ll
竹を煙るおと！来　鼠

　　　　　　　｛木　3

冨朝　鵬：
文　　　　　　分　　4

（2　IO）

（3　8）

（5　6）

（O　3）

（O　5）

（2　O）

（O　4）

半囹にきる　丈

属を半分にきる上

字　　　　　　時

道；捌・｛‡

i濁車　　　気

4
塵

つ
り
2

　
1

9
11

（3　1）

（2ユ）

（6　6）

（3　6）

（1　O）

（o　i）

というように，習得している漢字を実に自由奔放に駆使するという現象があ

る。未習文字の場合はいっそうはなはだしい。（潮切，千）これは漢字を指

導する際に表意文字としての性質を理解させることの必要を示Pている。こ

の誤りが一歩進むと次のようになる。

　②　近い音や訓にかえて書く

1無3学期

右　　　　見，

耳：　　　見

立　　　　田

2　（e　2）

2　（1　1）

3　（O　3）

2年1挙期

耳

門からi：亀1る

立

照

日
国
手
滋
丁
旧
山
立

8　（6　2）

2　（X　1）

2　（0　2）

14　（6　8）

3　（i　2）

2年2学期

耳　　　　兇

児　　　　耳

校　　　　子

9　（5　4）

2　（2　O）

1　（0エ）

2年3学期

秋の　うんどう圏

力を翻わせる

おi話iをする

集

書　2　（02）

上　5　（ユ4）

花　1（01）

失　2　（ll）

この誤りは下位の子供に見られ，なかなか根強い一誤りである。

f．不正確な意味内容を想起して書く誤り

　　同じ種類の意味のものや，反対概念，叉はその文宇の連想などによるも

　　のである。
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　1葺：3学期

　色　　　白 1　（O　1）

2隼2学期末

耳
色
心
林
高
天
時
多

目
白
思
森
上
上
分
大

エ　（O　D

1　（1　O）

1　（1　O）

1　（O　1）

2　（ll）
1　（1　O）

3　（O　3）

29　　　（13　三6）

1　（O　1）

2　（0　2）

1　（oi）

3　（2　1）

3　（O　3）

2　（0　2）

2年1学期

青　　　　空　　1　（1　0）

下　　　　 上　　　1　（O　l）

門から出る　入る　　2　（1　1）

につぼんの国　日　　1　（O　i）

学校　　　　先生　　1　（O　l）

三
熱
私
地
行
来

夕
四
足
土
来
行

2年3学期末
茸

雲

少

建

碑

入

用が多い

字がよくよめる

げんきに歩く

Jfl　2　（1　1．）

空3　（1　2）

小2　（l　l）

上1　（O　l）

：女1　（Q　l）

行8　（2　6）

大28　（91g）

書ユ　（G　l）

是1　（O　l）

　この誤りも，児童の文字領域と語い範囲が増加拡大するにつれて，活発に

なっている。申にはその誤りが固定している者もあって，これは指導の問題

と結びついている。

g．熟語又は語脈の中で覚えていて，文面として分化できないもの

2年1学期　　　　　　　　　　　　2年2学期

　　　　　　　　　　　　　　　　心　　用　1　（Ol）　（用心）

二1三二箋4紹i校学・（36）

先生銑・（・・） p歯鑛：鱗婁藩
2年3学期

間　　　豊

作無
学　　　校

6　（3　3）

3（12）　（二江f乍）

1　　（0　1）　　　（作文）

1　（1　O）

こうした誤りは上級に進むにつれて少なくなっている。低い段階のもの
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は，gのような誤り方に加えて，さらに次のようにその文字としても誤って

いるという二重の誤り方も見られた。

　　　　　　先　 2（02）・・…．（1穀三3彗ま糞｛月末）

　生　　　　壁　　　　1　（l　o）

　先循三　　　生莞　　　 3　　（2　1）。・・■■．（2年1学其想封ミ）

　h．　乱脈ででたらめな誤り

　1隼3学期末

　　口　　　　七　　　　1　（1　0）

　こし　　　　小　　　　1　（1　0）

　字　　　　土　　　　1　（10）

　二　　　　日　　　1　（oD

　こういう誤り方はさすがに年次を追うに従って減少してき，上述の，字形

が正しくとれなかったり，意味や音に関連したりする誤りなどで，何らかの

意味が感じられるような誤りの形になってきている。その限りにおいて児璽

の正倉意識がだんだんと活発になってきたことがわかる。

　i．　躯体が旧いもの

　薪字律と償宇体の区別はどうかするとおとなでもあやしいものである。左

　　　　　　　　　2年生　学年末テスト　　　　　表は2年の終末時のテス

　　　　　漢掌書字力（A）準正答の調査　　　　　〉で，新字体で書くべき

海
毎
高
雪

．田鼠二三評天正答計隆率

0
2
0
2
1

1
占

2
2：
1
1

0
（
j
l
へ
」
2

3 （o）

（o）

（34）

（37）

（42）

　o
　o
73．　9

80．　4

76．　1

準正答率文字を1日字体や他の書体

65．　2％

6．5．e！．

76．　2％

87．　0％

96．　7％

として扱った）驚いたことに，海は正答者は一名もなく，

答者一一1日字体を書くものがいた。テスF当時には，まだ海の宇は未習宇で

あったから，他教科や家庭学習などで旧字体を習得したものと思われる。

で書いていた児重の数を．

調べたものである。この．

揚合準正答は，旧字体を

書いたことを示す。　（わ

れわれは旧字体を準正答．

　　　　30．fYという準正
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F　おぼえやすい字とおぼえにくい字

　漢字の誤答状況で見てきたように，宇形。宇画・構成・意味等によって，

比較的おぼえやすい字とおぼえにくい字がある。そのほか，日常生活に頻ぼ

んに使用されるもの，教科書に頻出度の高いもの等はおぼえやすく習慣づけ

られていくわけである。

　1年終了時のテス｝漢字50宇に対して，実験学校と協力学校R校のテスト

の結果，80％以上の者が読める字を読みやすい字，50％以下の者が読めな

い宇を読みにくい字，70％以上の者が書ける字を書き・やすい字，30％以下

の者が・諮けない字を書きにくい字として，整理してみると，下表の文字

実　　験　　学　　校

読みやすい宇（80％，上位から7営めまで）

手五

山一三山
七大

十子四下二
日木六
中

九

読みにくい字（50％，下位から丑弛めまで）

二

色字早
国

青空足
赤

右左
花

出

火

入

立

　　　　H　　　　　　　校
二

階蝋80％・上階6翻で）

水川青
、上八口山ミ

寵望潮菱六
1小大三本

読みにくい字（SO％，下位から6番めまで）

鷹

耳立入早冬
色

足

空

細

土

石

出，下
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　　　実験学校　　　H　　 校

欝きやすい字（フ0％，上位から8番めまで）i書き’やすい字（70％，上位から8番めまで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　二子山一　　　　　　　　　　　　　　目」」

大　　　　　　　　　　　　　1十大一人三本

六　　　　　　　　　　　｝川木子白
木三　　　　　　　　　　　　　　　｝七四中火二

中酎　　　　　い・門
目九手　　　　　　h三1五小頭
七　　　　　　　　　　　　　　i水隣左花九

臆にくい掌（30％・下イ1“i’から！幡めまで）鉾きにくV・字（30％・　一一附から幡めまで）

三跡四境　　　　　　　　　1耳足色早冬
字国空青花　　　　　　　　i空立入国
足　　　　　　　　　　白
銅遥　　　　　　　　　　　　　　　｛石出ニヒ

右　　　　　　　　｝
左　　　　　　　　　　　　｝

先　　　　　　1
入　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
火　　　　　　　　　　　　i
立　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　「

をあげることができる。

　満期の文宇の難易度を比較してみると，必ずしも一致していないことがわ

かる。H校で読みやすくジ護きやすい川青花などは，実験学校では，読みにく

く，霞きにくい字に入っているという工合である。これには使湧教科欝との

関係もあるから，ある…校の読宇力。書字力の成績をもって，ただちに文宇

そのものの難易をいうことの早計さを物語るものであるが，すべてに共逓の

ものを拾って行けば文宇そのものの難易の問題も出てくる。

　以下はT雷，N欝，　G書，　M書，　C書の五種の教科書：を使預している。実

験。協力学校556入の漢字テスFの結果（1年終了時）．である。
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　これらによって，1年用漢字では，読み・書きともにおぼえやすい宇とし

て

　〔一二三四五六七十上中下目目大山川木本子人白手水〕

を，又，おぼえにくい字として，

　〔国冬早空1芋色足青左右花赤〕

などをあげることができよう。耳，生，立などはとくに書きにくい宇として

ナliえられようし，焼尽でみた誤答反応の比率の高い字は，一応，おぼえにく

い宇として登録されるべきであろう。

　文字そのものから見た喰合，画数の多寡，類似の字形の有無，意味内容の

具体的なものと抽i象的なもの，生活上の必要性の多寡などが，難易の条件で

ある。

　同じようにして，2年終了時の，文部省配当i案110字についてみると，実

験学校。協力学校に共通してよく読めた字（80％以上）は，

　〔町勢雨高村雪声i：耽蕊i篤海空醜声気石冬見今春算土管虫金轡休林走出望外力土道方犬

　森之〕

であり，読みにくい字（60％以下）は，

　〔玉紙竹雲毎切所歩i町近変考来向波地〕

　である。

　書きやすい字（60％以上）は，

　〔町女冬契林学力接伴気糸元田土天出汐見声石外東雨家校道高方森思空草作〕

　＝書き・にくい字（30％以下）は，

　〔馬両心行黒来雲品変切考合知半波商地）

等である。

　　　　　G　漢宇習得と教科書及び学習指導との関係

1．教　科　書

漢宇習得の差に関しては，使用教科書との関係が一つの問題である。2年

の学年末までに大体どこの教科書でも150宰内外の漢宇を提出しているが，

その内容は必ずしも岡一でない。実験・協力学校では，「あたらしいこくご」
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（　　　”it：T　　　［．1），「一一。二年生のこくご」（G書），「こくこの本」（C書），「こくご」

（N・紛，「しんこくご」（M書）の五種の教科書を使用している。五種の教

科書の2年までの＊fr　i：k膜宇数を調べてみると，

　　　　　　　　　　　1～2庫i稲科欝の凝繊一宇数

撫絡i一吐i一三■一の下1

T
G
C
K
M

lo

　l
i6　1

23　l

s1
20　i

24
@
1

二の・一二卿二の下！

18　1　37
、翻、il）

20　l堰@2s
43　i　36

－
ρ
Q4
3

53

51

62
（S8）

62

33

124

158

L67
（151）

161

172

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は書く漢字・

のように，最低124字～最高172等こで，48宇の開きがある。

　このうち，1・2年の低学年では漢宇の提出数が一番少ない「あたらしい

こくご」では，他の教科書に比べて読替の文字を多く出すようにしていたり，

「こくこの本」では，読む漢字と雷く漢字を区別して提出するなど，漢宇

の提出方法・順位等1こ，各種の教科書でいろいろの意図があるようである。

しかもそれらの漢宇は数の上だけでなく，内容の上でも必ずしも各学年に共

遍したものがあるわけではない。1年では各社とも漢数字をはじめ，字画が

簡単で読みやすく書きやすいもの，漢字構成上，偏薯になる基本的なもの，

使窺錘渡が高く，したがって早く漢宇として教えておく：方がよいもの，など

を一応提出の基準としているようで，かなり同質のものが出されているが，

それでも文章等に左右されてそこにかなりの差異が生じている。たとえば，

「正」の宇は四種とも1年の中か下で出ているのに，ある本（N書）では2年

になっても提出されていなかったり，ある本（G書）で1年に1ゴ：｛されている

「戸」は他の二巴（M。N書）では2年に，他の二書（T・C書）では，3

年というようになってい，1年で「森」　（N書）が鳩，ある書（C書）では

2年に出しているが，他の三一には2年末までは空然出ていない。

　こういう傾向は，2年になると，いっそうi著しくなる。　「汽」は（丁書の
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み）二下で出て，他の四書では出ておらず，母・父（G書二上），茶・記（C・

H書二上）物（C書二下），考。波（M書二中）弟。面。聞（N書二の3）も

それぞれ他の四書には出ていないといった耳犬態である。

　1・2年の教科＝書の新出漢字を五社別にしてみると，巻末別表2のように

なる。1年で共通に提出された文宇数は22字，2年のみで共通に提出された

文字数は12宇，1・2年問に提と1＝1された文宰は34字，いわゆる読み漢字も

入れると39宇という状態である。（この数は音訓のちがいも含めてある）

　実験・協力学校の被調査者が1。2年間に共通に学校で学習した文宇は68

字（73宇）という少ない数であることがわかる。

　したがって，ある教科書を1年目時使用し，2年目は他の教科書を使用し

たために，三校では学習しなかったという文宇も出てくるわけであり，ある

途中の段階で限られた数の漢宇のテストを使用教科書におかまいなく一一一・律に

広範囲に亘って実施した場合，そこに使用教科書による既習。未習の差とい

うものが大きく影響することが考えられる。1年のテスF漢字50字及び2年

の1学期。2学期末のテストにはなるべくこうした教科書から来る差を少く

するように，各教科書に共通したものをえらぶようにしたが，それでも，や

むをえない差が出て来た。2年の終末時には，文部省の学年配当案による2

年の終末テスF（110宇）をそのまま用いた。　（この配当案も，各教科書に共

通したものが選定されている）次の表は110字に対する使用教科書による既

習・未習の差と読み書きテストの結果である。
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　　1未　　　　　　　18a　2
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O一　5．　4

　　　既
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　　　来

7！，　7

ユ2．6

よみ 87．　8
1既
1未

94＋．　4

66．　5

1かき！ 76・・
82　・1

S3．　0

轡｛・・礫
1か劇・…果

77掌

33字i

91．　1

45，　9

61．　3

±1・O

1よみ‘
1
［

｛1かき

［

86．　5．o．・b’，

6フ．5％

1よ樹
か・i

40．．　6％

22．　3　．％

（注）　川留・未習の中には，山川漢字でもテスト実施までに学習しなかったもの，使

　　網教科書の変ったために生じた差なども含まれている。たとえば，肥州の既習

　　の67字には、1年の時（G書）で習わず，　（一項）では1年で学習ずみの見，

　　犬がへり，1年で（G書）習っt’　，今，西，戸が，生えられているなど。

これによって，次のことが考察される。
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①　概して既習文字の多い学校の方が，学年末のテスト全体として見た揚合

　の結果がよい。

　　文部省の調査一一「児童生徒の漢字を書く能力とその基準」一によれ

　　ば，「薪出漢字は，その数が少ければ，習得率が高くなるし，数が多く

　　なれば，習得率が低くなる」として，新出領事と習得率との関係を反比

　　例的現象とみている。これは申・上学年に進んでから，儒学年からの持

　　ち越しの負担皿が重なり，さらにそれに多くの新出漢字が加わって，受

　　け入れの能力を越した適合の現象であろう。　しかし，低学年の段階で

　　は，提出される漢字は基本的なもので，画数も少なく，一度新出され

　　れば以後はくり返される可能性の多い，即ち提出回数も多くなる漢字で

　　あり，また，受け入れ能力もその余地がある揚合であり，中学年の庁舎

　　とでは，おのずから相異が生ずるように思われる。

②　したがって，正答率の％は，VNじ教科書を使用している学校に，大体，

　共通性が見出される。

（3＞低学年のうちに，150～170宇ほどの軽量を提硅｝しても，児童の漢宇習得

　は一億可能であると推定される。今，既習文宇に対する各校の習得率を児

　ると，読み最高94．4％から最低74．　6％，曳き最高82．1％から最低54．0

　％であり，平均読み86．5％，書き67．5％となっている。

　　　「／」、学狡学習指導要領（国語科編）」では，1年に30字，2年に100字

　2年末までに計130字の文字が読め，その大体が誰けるとしているが，上

　の既習字の平均習得率から，それが大体，可能であることがわかる。

（4）しかし，一方に，概習文字が多い揚合には，文字の習得率が多いかとい

　うと，必ずしもそうでない野合も出てくる。たとえば，既習文字の多さで

　は三位に属するG校（74．6％）は既習文字の最下位のY。N両校（82．1％，

　88．0％）よりも，既習文字の正答率が低く，既習文字習得率としては，最

　下位になっている。しかし，同じ教科書を使用しているM校は83．2％で，

　習得率が高い。

㈲　ここに，学習指導独や，生徒の能力差や家庭環境などの教育的要因があ
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　わせて考えられるわけである。

　これをさらに文宇別に見ても，以上のことが，たしかめられよう。巻末別

表3のように，正答率の上位・下位を占める文字が学校によって非常に近い

ものと，離れているものとがある。2年生として一応よくできるはずの文字

は別として，ある学狡（H）では90％の文字が，他校では0，もしくは1G％

内外の低いものであるという例が出ている。そのほか，読みで，

　ltt．’．…．「．．．．……煽i醗國…i．．τ疲…「董護弱％畜．一．．’
父
…
牛
脂

S
j
M

…
…

考

波

iIく
旨D

ll　1〈　．　D

l

IOO Y

IOO

leo

90

v．．fi

じ
SY・N・H：

90

I

ls●Hト　　

lY．c

30

20

iN9

o

1一一9

といったように，極端な差のあるのは必ず教科書との関係である。書ぎ方の

でも，「汽」という比較的宇形がとりにくく，「気」などの他の字とまぎれや

すい字でも，

マ
し

光
崩・

￥
一

y．c

N

　％
80

60

1〈 o

S．M IO

IH 30

というように，教科書で学習した所と，未学習の所’とでは，大きな差となっ

て現れてくる。二更の教科書以外の読みもの等から漢宇を習得することが少

ない低学年の段階では当然である。

　もちろん，同…一の教科書を使用したから文tT”の習得もそのまま同一の結果

をきたすとはいえないのは当然で，そこにはその学校のカリキュラムや，指

導．橡や生徒の能力差個人差などが加わることはいうまでもない。未習皇室に

対する正答率の高低は，教科書にかかわりなく，漢宇学習を特にとりあげて

行．っているか否かをあらわしていると思われるし，また，テスト実施の際の
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条件（なるべく同じ条件であるようにしてはいた：が）にも左右されるであろ

う。たとえば同一の教科書を使用しているYとC（N校は1年と2年の闘に

二種の教科書を使っているので厳密には比較しにくい），DとK両校の問に

も，類似性と同時に，特異性もみられる。そしてここに指導法の必要性もあ

るわけである。しかし，全体の傾向としてみた時，低学年の段階では当馬教

科書の差というものがやはり大きく出ているのである。

（巻末別表3参照）

2．学　習　指　導

　岡一の教科書を使用しながらも，そこに習得の差が生ずる。指導法の適否

や扱：術が工夫・検討されなければならないのは当然である。

　（1）　2年生の2学期の半ばごろ（29．10．16土）のある国語教室の時問の，新

出漢宇「東がわ」の読みの指導。教師が板書した「東がわ」を指名して読ま

せると，

児
児
児
若
児
児

男
女
女
男
男
女

一
工
2
｝
2
3
3

ヒ　がわ　　　　　　（：文字能フ了izl＝1位）

クルマがわ　　（　　1！　i＝｛＝1イ立）

オがわ　　　　　（〃　やXj二｛立）

トウカミ2っ　　 （ノ1　　　　　＿L＿右7：）

モ｝がわ　　　（　tt　下位）

ヒがヒがわ　　　（　〃　中の下）

（教師に漆意されてじぶんで訂正する）

ヒがシがわ

というように，種汝な答を得た。教師は生徒の答を順次に板書して行き，6

人めで正答を得たわけであるが，最：後の「ヒガシ」を，「そうです」と肯定

できたものは，5，6入ぐらいであった。それで「東」の読みは正しくはヒガ

シと読むということを一同に確認させて先に進んだが，次kと板書して圧し

い読みの形を分らせたことは，この場合効果があったと思われる。上揚の読
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み誤りも，子供たちにとっては，それぞれ何等かのよりどころがあるのだか

ら，このようにたくさんの誤答が出た調合（上位老の女児2も誤っている）

は，それぞれ，類似の宇形，車，本（ただし，これらは，既習の文字に隈る）

を比較にあげてその三岡をのみこませたり，漢字の音訓の違いにふれて意味

を正しく把握するようにさぜたり，一字のもつ音の正しい読みや発音のしか

たなどを説明したりして，納得のいくように指導するとよいと思われる。2

年終了時のテス｝で，「束」の読みの成績は，正答率75．6で，それほど悪い．

ものではなかったが，書きは78．3で読みをやや上回っている。（読みの準正

答率は88．　9％であった）このあたりに指’導法の問題がからんでいると思わ

れる、

　書きの搬導の際は「東」と「車」の字形の異同をとりあげて，「票」と書

かないように注意し，それぞれの宇を板書させ，筆願の指導も合せて行い，

印象に残る指導ぶりであった。書きのテストが，「東」という宇形の複雑さ：

にもかかわらず，かなりよい結果であったのは，この指導’法にも原因があっ

たように思われる。教師は生徒の犯しやすい誤りをあらかじめ知っておい

て，こうした機会に，字形から，意味から，音の上からと，正しい方向へ向

けるように絶え．ず注意したいものである。

（2）　筆順は意外に誤って書かれている。

　子供は予想外にでたらめな筆願で書いている。

　「：車」の字の板書をさせられ，

㈱の朋・僧位）は，一二麓　赫惑岩酵けなくな

次 女児1（上位） 二璽車熟慮できた謹灘

次 男児2（下位）　一＋惰竜車車　これも筆順が違う。

｝採鍛 男児3（上位）　が正しく書ける。
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という状態であった。筆順の問題は難しくいうといろいろ問題があるようで

あるが，一応一般に正しいとして通用している筆順を低学年のうちに最初に

その文字を習うときから書きならうようにしたいものである。一度誤ってお

ぼえると，なかなか矯正しにくいものである。上述のような筆順では字形が

とりにくく，書き誤るのも無理はない。正しい筆順は，やはりその文宇を書

くにふさわしい順位と書きやすさをもっているからである。

（3）2年の3学期（2月）の国語教室での所見

　近所’のi豪，雪の道は明かるい，冬，書，動，話などの字を点線でかいた．厨

紙を配り，これらの字をなぞって書かせ，さらに幾凄か同一文字を書く練習

をさせる。その，用紙を：先生に提i」：｝して見てもらうという作業が前の時閲行わ

れ，続いて次の薫陶に前の用紙を返してもらった。誤って書かれている場合

には教師が朱で訂正しておく。直された入は正しく書くようにもう一度練習

してごらんと鴛って，いくどが空書させてから，女児ABCDの照人が級評

するように命ぜられた。教師は女児たちの誤認を承知していて，めいめい訂

正された字を書くように命じたが，女児A（上位），女児C（やや上位）はそ

れぞれ家，道がなかなか書けない。家は家となり家となり，道は更が書けず，

幾度か訂正されて，ようやく数回めに書けるようになった。両人とも文宇力

では上位の方であるのにこの状態で，字形の複雑でとりにくいものなど，

個入．的に朱筆で訂正して返し，めいめいそれによって誤りを正すという方法

　（この方法ももちろん必．要であるが）は，低学年では重だあまり効果が少な

く，黒板などに大きく番いて砦でその誤りを気づかせるなどして，再確認、を

させておかないと，教師の骨折りにもかかわらず，そのままに過ぎてしまう

という例として観察された。

　なお，集団的な笙書も，それほど診断や治療に役立たないということがわ

かったQ

④　作文やノーート等に多く見られる漢心の．使用法の誤りがある。

　　てにすでばった大とって見ると，
　　（ラケットの意）
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　　子わいので，ぷらん子，みに子ないで，ある行ていきました。

　　十五円ん

　　四人んで

　　学校うに，　　Jliは，　　．八．と

2年の2学期でもこうした誤りはかなり見受けられる。これらの誤りは，大

体能力の低いものに多いが，どうかすると犯しやすい誤りである。こうした

誤りは1二iの中に漢宇を欝かせるテスト形式ではあまり発見できないが，

作文やノー〉などを点検して，子供たちの1吏用上の誤りを絶えず知っておく

ことが必要である。漢宇が表意文字であるということをよく認識させ，送り

がなについても適宜に指導することを忘れてはならない。

　また教師は新字体と暇字体の区別，かなづかいの問題など一逓りわきまえ

ておかないと，不．題意な誤りをして，誤った指導をしてしまうことになる。

　習った文宇はなるべく使用させるようにする。テスb摘の文字であっては

こまるので，使っているうちに身につくようにしたい。作文な：ど，知ってい

るはずの漢字を書く者は極めて少ない。男児A（優秀児）は文字力が読みも

書きも高いが，それは一つには習った文字をよく書くように努めているよう

であり，反対に男児B（優秀児だが，2年末ごろにはやや劣る）は，才気が

あって教室などで問われるとよく蟻っているが，注意して使わない。ノr・ト

などもかなり投げやりの1方である。2年終了時のこの二人の漢字の読み書き

の成績は，テス1・文宇110字中

　　　　　　　よみ　　　　かき・

　　　　A106宇　 91字

　　　　B86字　55字
という結果を示している。
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W家庭読書の発達

A　調　査　の　方　法

　｛．　調　i匿　方　法

　昭和28年慶，児童の入学前後の家庭における読書状態を調査した場念，各

家庭に調査月紙を配布して記入してもらい，その結果，かなり信頼のおける

資料が得られた。教室観察とにらみあわせて今期も昨年同様，「家庭の読書調

査」の∫1歪紙（233一：　一ジ）を各家庭に配布し，父兄に．記入してもらった。

　謳査項Nの記入の仕方に，精粗の別はあった：が，馬紙の回収は100％の薫

製を示し，内容を検討した結果，どれもみなまじめな態度で回答されている

ことがわかった。

　　2．　調　査　期　日　　　昭和29年6月

　　5．調　査　内　窓

　28年慶（入門期）の調査項目中，言語能力と関係の深かった項目を選定

し，さらにこの段階で必要と思われる項園を加えた。すなわち，家庭におけ

る読書（教科書や底接学校のためにする勉強以外の読書）の

　（1）興味，（2）読書時問，③家人への質問の有無，（4）ひとりで読むか否

　か，（5）音読か黙読か，㈲読書態度上の変化（1年のころと比較して）（7）

　読む本の種類・範囲，⑧本の選定

などである。なお，付帯的に，家庭における読書と相まって，i新聞・ラジオ

との接近の度合も調査した。

　新闘の調査内容

　（1）新聞への興味，関心の有無

　（2）i新聞のどこを見るか

　③　薪聞を通しての文字への関心

　④　子供新聞を読んでいるかどうか

　ラジオの調査内容
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（1）

（2）

〈3）

ラジオへの興味と関心

聴取番組の種類。傾向

ラジオを通しての言語への閃心

　　　　　　i家庭の読書調査票

　　　　　　　　家庭の読書調査（29茸16月）

　この謎査は教科書や，i萱接に学校のためにする勉強以外の，絵本，雑誌，単行本

などについての調査ですG記入の方法は，　「こたえ」の欄のあてはまるところに○

印をつけ，書きこむところへは，なるべく，くわしく書き入れて下さい。

と い

・．お子さんは半纏そびとくらべて

　本を誌むのが好きですか。

1 こ た え

2．　学校から帰って，学翌のため四囲トに
　本を読む時闘は，毎眉平均してどのく
　らいですか。

，9．て面ぎ颪蔦て読む好添方で
ある　あまり好きでない　きらいである

　よくわからない

分位

3．　本を読んでいて，わからないことが
　あれば，たずねますか。

4．　お子さんは，本を読む暗，ひとりで
　読みますか。

5．　お子さんは，本を1涜む時に，声を出
　して読みますか○

6，　1年生のころに比べて，本の読みか

　たの上で，何かかわったことがありま

　すか。あったら，書いて下さい。

はい いいえ一

いつもひとりで読む　いつもだれかに読
んでもらう　その時によって両方

声を出して読む
によって両方

だまって読む　その時

上　わからない字をきくことが※（書き’
　多くなった。　　　　　　こんで下
2．じぶんで；勧よう｝。なった．さい）

3．　読んだことを話すようにな
　つた。

4．　まんがを読むようになった0

5．　まんがを誌まなくなった。

6．　；友だちから本をかりてくる

　事が多くなった。

7．　勇辱りカ：りなくなった。　　　　　

8．前。くらべて，・のごろ劇

本鰍むようにな・た・ @1
9◎

兼?課2ごろ『
’O・そ・他※　　．i
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、
こ い 1

｛

こ た え

雑 誌
一
、

雑誌の剣出版祉の剣

7．　お子さんは，最近（2か月陶どん

　な本を読んでいますか。借りた本でも

　よい。くわしく書いて下さい。（lajじ

　書名のでもいろいろありますから，な

　るべく禺版祉あるいは著者名も書いてi

下さい）　　　　　　　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1伶
　　なお，そのなかでとくに好んで読ん

　でいるものには※印をつけて下さい。

単　行　　本

■
つ
○
↓
て

8．　；本を買うときには，おもにだれが運i
　ぴますか。

9．　お子さんは，i漸閣を見ることがあり
　ますか。

20．　お子さんは，新聞を見て，読んでほ
　しがつたり，話をききたがったりしま
　すか。

11．　お子さんは，おもiこ新薗めどこを見
　ますか。

12．　お子さんは，新聞を見ながら，字の
　質問をすることがありますか。

ユ3，　お子さんは，子供新聞を見ることが
　ありますか。

ユ4．　お子さんは，ラジオを關きますか。

．15．　お子さんが，最近好んで關いている
　番組はどれですか。

k6．お子さんは，ラジオを間いて質問を
　することがあ’t）ますか。

・名．ｫ霧名i
　
部．

集
　
　
…

　
編
店
弥

社
社
書
夏
…

育
育
田
吉
…

保
保
羽
光
…

話
ち
ス
㎝

昔
ば
り
…

撃
つ
ア
…

目
み
国
…

例
※
の
…

お子さん うちの入 その時による

はい いいえ

はい いいえ．

写真　　絵　　広告　　漫画
その他

スポーツ

はい いいえ

は・（替嘆、。てい。か，る）・…

はい いいえ

た：とえば「三つの歌」　「紅孔雀」といっ

たようにくわしくかいて下さい。

はい いいえ
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B　どんな本を読んでいるか

読む本の種類と範囲についてみると7

　（実験学校）

1．雑　　誌

2．　おとぎ話・1童話

3・漫　　画

4．伝　　誕

5・　探険・冒険記の爆

6・　劃二会妾…言炎

7．作　　文

冊数　　　男　　　女

53　（26　27）
38　　　　　　（1フ　　　　2i）

26　（18　8）
　7　（3　4）
　2　（2　O）
　2　（2　O）
　！　（O　1）

であって，1年のころと比べると，最近2か月隙こよんだ本として父兄の書

き出してくれた書物の冊数は減っている。しかし読書態度の項目では，一様

に，1年のころよりも多く読書するようになった，積極的になった，あるい

は，他から本を借りて読むことが多くなったと，園答されているから，これ

らの冊数は，たまたま児童の家にあったものであるとみなされ，児童が読む

書物の数は実際はさらに上回るものと思われるQ

　目立つ現象としては，入門期に第一位をしめていたおとぎ話・璽話の類が

二位となり，逆に雑誌が一位IZなったこと，漫圃は粗変らず喜び迎えられ，

入門期の絵を中心とした理科。社会科等に関するごく初歩的な知識ものは全

く影をひそめ，探検・冒険・伝記・社会美談などが量的にはまだ少いが，徐

汝に読まれるようになってきていることである。

　なお，2．おとぎ話・童話では，世界名作童話金集，講談社の絵本，幼年

生文庫，…年生文癒，二年生文瞳を金部揃えて愛読しているという特殊な児

童（身体障害児だが，読書力は高い）がいて，これらの数をあげればずっと

量的に増加するわけだが，特殊のものと考えられるので，それは計算に入れ

なかった。

　漫画は相変らず，男子の方が多く読んでいる。
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　それらの書名を具体的にあげてみる。

　1・おとぎ話・童話（実験学校）

ド
‘

裳
＝ 名 男1女：1 ㍗

噌

コ
．
一 名 男1女

かちかち由

ff本昔話

はごろも

安寿姫と厨子王．丸

白菊物語

かぐやひめ

ひらがな童話集

アラビアンナイト

アルプスの少女

イソップ：童話

イソップ（1～3）

グリム童謡

ぐりむ

アンデルセン童話

アンデルセン

あんでるせん

童話集（アンデルセン） t

1

！
1
1

1
工
1

1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
3
　
1

シンデレラ姫

ピーターパン

ああ無情

ヘンデルとグレーテル

小指姫

小公女

家なき子

白ii雪暗

しあわせの王子

ロビンフッド

中国昔話

ま酬うの梨の木

世界名作堂話全集

灘の難全
　　　　　　ピ一年生　　〃　1部

二早生　“ノ

2
2

1
1
1
1

！
l
l

－
！

l1

1

1

1

　日本のものがわずかに数種にすぎないのに外国のものはその4倍弱という

率を示している。なお，入門期の浦島太郎。舌切り雀・花さかじじいなど

は，もはや読書興味の圏外にあり，外国の童話も，入門期のころから比べて

比較的上級向きになっている。

　男子と女子とではその好む童話の種類にかなりの差が認められること，そ

れぞれ自分に近い性のものが主入公や主題になっているものを好んで読む傾

向がラ入門期にすでに見られたが，それがいっそうはっきりしてきているこ

とが上表によって知られよう。

　なお，入門期のころは，農村地：方のH校では，東京の実験学校に比べて，

読書環境にめぐまれていないことが9立ち，童話類はみんなの興味の対象と

ならなかったが，こんどの調査では次表のように多くなり，雑誌の次位（入

門期は第4位）になっている。
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いなばの白兎

ものぐさ太郎

安寿と厨子王

一休さん

訴鑑
歴
ニフ

ヅ
臣

ソ
勤

イ
白

名 刻．享．計

1
1
2
4
12
2

1
2
n
b
1
　
2
2

　幾．…．煮．．．．1．．男

こじき王子・　　　　　1

堵珪界名作堂言汚集2
ガリバー旅行記　　　1

講談社の週評

計 7

…
1
2
1

女
…

　l

　E

　E
　E
21

is　1

2

25

2，漫　　画

（実験学校）

動物

　　書　　　　名

三匹の小ぶた
　　　（デズニー）

うさぎのおじいさん
　　　（デズニー）

　　小　　計

囲1麦仁王lill

生活

名作

ヨウちゃん

iくりちゃん

ナザエさん

ワカメとカツオ

轟先生

レ・ヵミぐり2Ft’

びっくりくろちゃん

1　小　1諺

世界名作長篇マンガ

ノートルダムの怪人

工
1
3
1
2
！
9

II　1

1
2

1
2

　君　　　名

芭蕉さん

西郷さん

　小　計

陽i女1計

　II　l　l

　ll
i、1

　｛

！i41
　ト　　　　

引
｝ll

lil
・1・・1

1　口
）．1　1］

1冒　蛋…少年王者

1隈錨藻漏

1　　　小　　計

i時代．弥次：喜多

｛　糊駄郎
！　　　あまから姫

　　　i脱線ご城下祭

　　　　小

iその他1漫画集

iri総計｝

！
4
ニ
ー
1
1

1
1
2i

18旨

1
4
1
1
1
3
…
l
l
1
1
4
2
6

　
　
　
　
…
　
　
　

2

　
一
　
…
－
一
　
…
日
1
2
「
劉
5
一

　この期の子供たちの興味の対象として都舞はますます大きな存在となって

いる。しかし1年のころと比較すると，漫画の主題となるものが異ってきて

いる。

　すなわち，漫画分類の方からいって，1年の時に多かった動物漫画が滅っ

て，生活漫画や時代漫画が増加してきたことで，これは一重の読書の興味・

内容が成長してきたことを物語っている。動物が活躍するからおもしろいと
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いうのは，動物が入問と同じ行動をするというアニミズムの視覚化に興味が

あるのであって，自己中心的な空想がこれによって満足されればよいのであ

る。

　生活漫画のように，現実の人物の行動におかしみを感ずるようになってき

ている点が指摘されよう。もちろんこの段階では，おとながそれらから批判

的に受ける笑いとは大いに性質を異にした興味である。だから，同時に荒唐

無稽のさむらいの行動，それに伴なう成功や失敗を喜んだり，自分たちの空

想を十分に満足させてくれる胃険漫画にも大いに心をひかれているのであ

る。なお，女子に比べて男子の方が漫画を愛読する現象も前年と同じであ

る。

　3．伝記類その他

　1年のころと比較して，伝記類のものが多少ふえてき’，その種類も広くな

っている。

　　（実験学校）

　ゴ．掩　　　　　　　々
　Ptl　　　　　　　　イ’1

紫式部

りょうかんさん

裁峰：譲吉

野口英世

リンカーン

ナイチンゲール

1男レ烈計
　　．1・巨

　　li

1 1

ー
ユ
エ
ー
1
2

　入門期的な一つの教

養の書であった，理科

・祉会科等に関する’い

わゆる絵入り知識もの

（例，「El本一づくし」

「かずのほん」）は，影

をひそめている。もっとも，これらの知識ものは，入門期では親が特に買っ

て与えたために数黛の上でも多かったのであろうが，あの種の並列的な事物

の紹介や説明は，この期では，すでに卒業したものとみうけられる。しかし，

これらの知識的要求はだんだん増加する一方である。児童はその欲求を雑誌：

によってみたしているようである。この現象は入門期に，他の書物に比べて

知識ものが圧倒的に多かったH校にも見られ，わずかに世界の動物　1にす

．ぎない。

　4，雑　　　誌
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〈実験学校）

雑　　誌

小学二年生

二年ブック

幼年クラブ

こどもブック

キンダーブック

小学三年生

よい子三年生

少女ブック

少年

少女

少女の友

諏海

おもしろブック

面白クラブ

漫画王

漫画少年

冒険ヨ三

宇宙少年

堂話の国

アナヒグラフ

（二年の学習）

名職携鷹．翌鱒織、1鱗勢娯鱗．

4
1
2
1
2

1

2

！
4

2
1
2
11
1

　
（

5

0
　
ユ

3
1
1
1
12

1

1i

iP5

ii　O・　s

　
I

ド
，1・

1

o．sI

P
D
　s

l
α
α
1
2

1

1

！
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　雑誌については後に述べるので，実験学校についてだけみると，1年の時

より，雑誌の種類が多種になったこと，学年相当の雑誌のほかに，他人から

借りて興味本位に部分的に読むらしい上級生むきの娯楽雑誌がかなりふえて

いることである。しかも小学二年生，r二年ブヅク，幼年クラブといった学年

相応のものは毎月家庭で購入されるものが多いが，貸し借りによって，父兄

の目にふれないで，読まれているこれらの雑誌の数は実際にはもっと多いの

ではあるまいか。

　それに比べて，農村のH校では，娯楽向きの雑誌が供給されないのか，比

較的学年相応の雑誌が着実に読まれているようである。

　以上のように，入門期よりは，その読丁丁闘・種類・性質等にわたって変

化発達のあることが認められる。それでは，子供たちは，これらの本をどム



240

（H　校）

雑　誌　名 i窃禦．騰魔b．購；i葡禦讐

　　　　　　　k小学二年生

幼年クラブ
　　　　　　　1
二年ブック　　1

小学三二　1
少t；クラブ　I

　　　　　　　L
子供家の光

．種堕抱ぞ．．．i

4
2
1
1
工
3

1

1
｛
2
1
一
　
1
2

2

8
1

1

3

．
卜
－
q

舘
誉
u
ノ

女
一

勇
答

づ
’

りか
る

々
う

．
晴
か

2 1

工

Aう読んでいるのであろうか。

2」　i2

11　3
　1　，

　　　i

　　　1

　　　3

　　　±

C　どう読んでいるか

　｛・読雷態度の変化

　「1年のころに比べて，本の読みかたの上で，何か変ったことがあります

か。あったら書いて下さい。」という問いに対して，次の答を得た。

　　　　　　　　　　　読　書　態　度　の　変　化　　 ‘実験学校）

質問に対する反応
1（男18人）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

わからない字をきく

じぶんで読む

読んだことを話す

まんがを読む

まんがを読まなくなった

：友だちから本をかりてくる

友だちから本をあまりかりなくなった

前より本を読む

前より読まなくなった

1
3
9
9
ユ
6
0
9
0

1
1

女　　計　i　　　　　　　　　％（28，入）　　　　（46人）1
14　I

14　l

　I
10　I

i6　1

。ト

9
2
3
1

　
　
1

S
7
9
5
1
5
2
2
1

2
2
1
2
　
1
　
2

3
フ
3
3
1
6
3
8
工

4
8
1
4
2
2
4
7
2

〔
b
【
b
4
占
5
　3
　

4
占

　なお，父兄から，次のような報告もあった。

1年の時と変らない，すらすら一早く読めるようになった，むずかしいことばをたずね

る，何’どもくり返して読むようになったものが，それぞれ2名（4．3％）。理解力がま

した，読んだことを絵に書く，気をつけて読む，熱中して読む，読む暗問が長くなっ

た，年令以上の本を読むようになった，ある本は手当り次第何’でも読む，判じものや

クイズものを好む，1年の時は本を買って与えても読まなかったが，読むようになっ

た，意味がわかりにくいのであきる，早く読むが理解しにくいなど各1名（2．　1％）。



がついてきたことがわかる。この傾向は実験学校ばかりでなく

校，（純農村2校，中都市3校）についても同様で，q一嫁の76。1％を除いては

すべて80％を上回っている。

　①　自分で読むようになる。

　1年の入門期の時は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　という数で，ひとりで読んだり，家
　　　鍛羅萄・8．・％　臓んでもら。た，畔分肚を

lll∴∵：：：l　l識繍鎧球弩
　　　　一．．t一一・t・一t．．一一一…i－t・一tt．．・　　2年になると，以上のように，読書

の興i朱もまし，能力もついてきているためか，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24エ

　自分で読むものが多くなり，かつ，積権的な読書態凄になってきたことが

見受けられる。1年頃時は，「わからない字をたずねるようになった」のは，

20．　6％（男18．1％，女23。1％）であったが，2年になると54．　3％に増掴し，，

さらに「読んだことを話す」のは41．3％というふうに積極的になっている。

　したがって，　「前より読まなくなった」2．　1％，「1年の時と変らない」

4．3％という消麺的態度はごくわずかで，（このうち，1年の時と変らない

という男児1人は，1年の時に他の児童よりも積極的に読んでいた子であ

り，他の1人は，他の調査事項にすべてN（無反応）であるので，この数字・

にあまり意昧が認められない。）以前より読んでいると認めているものが多

く，さらにその状態を付記してくれたほどである。本を読んでいて，わから

ないことがあればたずねるかどうかをみると，　（実験学校）

　　　　　　　　　　　　男　・女　1計　　　　で，文字やことばの分ら
　　　回する　［　SS・・％i…〆86・・％ぬ鋤醐でなく，離

　　　倒しない　1”烈’S9．…’3’3　で理吼ようとす。徽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，他の協力学

ひとりで読む

響（ひとりで読んだり読んでもらったり）

読んでもらう

・3・3％1一畜顕爵・

46．　7

0

4i．　2　1　60．　o

．＿ヨ

　ol　o

となって，一人

で読むものが多

くなり，いつも

読んでもらう者
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は皆無になっている。

　ひとりで読む者を分析してみると，大体において，言語能力の高いもの，

文字力・読解力ともにすぐれたものであって，入門期のころとは逆：な現象に

なっている。このころから，読諮への自律授［三ができ，だんだんとひとりだち

で読書する力がついてくることが認められる。このことは，協力学校の報告

によっても裏づけられる。

_＼ 　　　　H
＼、i男　：女．1

、、，i勇…7」訓男隻，計1舅、．接1計．1勇婁i計・

1懇陰辮lll婁1簾i｝ll｝1脚継難ll

　ただ，実験学校では，他校に比べて，女子の方が，ひとりで読むものが少

なく，したがって「両方」と答えたものが多いのは，この学級では女子の方

が文字力とくに漢字力が劣っていたことと，関連がありそうに思われる。

2．読書の興味と時間

　前項の読謎態度の変化でも，入門期と比べて読書意欲がさかんになってき

たのを見たが，それを裏づけるものが，読書の興味と時隠とである。

　他の遊びと本を読むことと比べた場舎，

　　　（実験学校）

読書の興味 麹女％レ㌦
本を読むことが非常にすきl　l7・7

すき嫡　　　1・8・8
あまり好きでない　　　　i　23・5

よくわカ・らなレ、　　　　　　　　1　　0

きらいである　　　iG
無　答　．　＿．．．i・

14．3　［

s7．　1　1

2！．　4　i

5’一1

61
i．，l

　　I

工5．6

5フ．8

22．　2

0

0

4．4

と答えている

ところがらみ

て，池の遊び

よりも本を読

むことのおも

しろさ，たの

しさを知っているものが73％もいることがわかる。したがって読書時問も，
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学校から帰って，学習のため以外に本を読む時間は矧：：i平均して，

毎Eiの平均読書時間

60分以．lz

60分
30分以上

20分前後
lG分以一．ド

無　　答

果％．女％1’計％

IL　81　3，61　6．1
23．S　I　2L　4　i　22．2

iB，i；1　W　2：iZ

ll．7i　3．6i　6．7
0　1　3．61　2．2

であり，毎H

平均して30分

以上本を読ん

でいる者が77

％の多きにの．

ぽ．っている。

（謝三）①阪本一郎氏が「細節：i：の心向里」で紹介している，波多野完治氏論査一謂翫II16年．

　　　群馬県の学童の謹査一によると，最も多く読磐する付属小学孝交の5年生の女児

　　　で，1か月に平均約11時間半（690分）であるQ

　　②亀裂推導のさかんな歳瞑学圃の頻輩1～6年の平均諾書時響で｛意30分ぐらい

　　　37．8％，　1時聞ぐらい36．8％というi数宇が出ている。（昭灘25年．涜肇｝＝」懸｝閏中

　　　の調盗一成践学園著「読書指導の実践」による）

　入門期のころの…日の生活における読書の習慣の朝畑は，たまに読んでい

る状態が53．5％であったが，　1年間を経過したこのごろでは読書習償がこ

のように」＝二亡していることがわかる。これは反面に，かれらの読書能力がか

なりついてきたことを物語るもので，事実読書團瑚の少ない児童は，雷語能

力も劣っているものが多い。特に読書を好む子供は別にして，男子に比べて

女子の方が読書の時聞の多いことは，1年の時と同様である。

　3．本　の　選　択

　入門期の調査では，本の選択は口入の手に任せられていた。

（実験学校）

　　　　　　　　　　　1　　　｛i二、　　1…＿．2．．．…．…．．．．二

本の選択S％1女％1鞠％1…輿％1女近均％
　　　　　　　1
うちの人　　　！
藷の時募・・引

子　供　　｛

無一管　i

6Lgi

16［6i

i4．　3　1

4．sl

S8．　3

33．　3

4．2

4．2

60．0　1

26．2　ll

g．3　i’1

　　E
s2・9 P
3s，　3　I

ILsl

o

3g．　3　1

3S．　7　11

i4．31

i．o．　7　1

　　］

44．　4

36．　6

13．　3

6．　7

2年になっても，本の選択はまだかなり家人によってなされていて，子供の
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自主的な立場からは選択されていない向きが多い。ただわずかに選択に対す

る子供の発言がある程慶親たちに認められるという段階である。子供の図書

の選択能力は，低学年のこの期の段階では，まだ早いようである。そして他

の協力学校でも同じ傾向を示している。

　4．音読と黙読

　今までみてきたように，量的にも質的にも読書に対する習熟の度合が深め

られてきつつあることがわかった。これらはいわば，読書習慣形成期とも名

づけられる時期に当っている。いままでの調査では，このごろは音読がとれ

て檬読にうつり，その唇読も億とんどとれて黙読に移る時期とされている

が，家庭での自由読みの揚合はどうであろうか。

「お子さんは，塞を読む時，声を出して読みますか」の問に対して，次のよ

うな綜果を得た。2年生の初期ではまだ音読の域は脱しきれず，両方混念

　　　＿、＿、黛弱．．海量轡％　の状態畷も多いという騰

　　　聖駕52．・、・フ．・…・・．・　とみられる・この調細疵で

　　　両　　方i29．4，5G．9　42．2　　　は，男子の方が黙読に移：る時
　　　　　　　　　　　斎　　　　言売　　　　工7．7　　　　25．0　　　　22．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期が早いが，これはこの学校
　　　與ξ尾　　答　　　 0　　　　 7．1　　　 4．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では，男子の方が能力がある

ので，このケースだけでは，早急にいうことができないが，女子の方が文宇

　　．綱引羨計1房・呈1計1募遷匿繭1一妾嗣矧隻，1・1・一i一

音i黙読i箋．・i・7．gi・・．・i・3．・1・．・｝・．・1・6．・1・・．8’・5．・144．・

難：糊lliililil：lli縄：1：i謝｛：！轄li解i：lll：：

g．　sl，　2s．　31so．　0122．　7i37．　s

”F

男｝：女i．計

4．8　8．3i　6．フ

28．6133．331．！

61．9［S4．267．8

4．　71　4．2　4．4

カや，黙読理解力の高い他の協力学校でも，1校を除いて

は，すべて男子の方が，黙読が多くなっている。

　実験学校で，2年の1学期末（7月12｝三Dに黙読理解テ

ス1・（集団）を実施した際，黙読せよと指示したにもかか

わらずテスト中音読したものがおり，その際の読みの態度



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　245

の詑録は，下表のごとくで，その時の黙読理解テストの得点は，男子平均5．5点，

　　　く一ご∴ごこ．．．……ttt．「「蕩．．．一『一t．妻「1…｝｛「一　＝女子平均4・8点

　　　指、＿＼～一1罪伊）．｝響・繊指
　　　獣読でき『たもの　　　　1　18．7％　167、8％　17e．4％　　　つた。これらの

方が高くてもう（実験学校の場舎のみは男子の方がよい），読誌1：態凄なかんず

く，黙読の謝償は男子の方が早くつくと推定してもよさそうに思われる。こ

れについての碕究や調査はあまり見受けられないので，その原因がどこにあ

るかは，今陵の問題として残される。実験学校の場合では，女子の方がひと

りでよむ場合が少なく，家人といっしょに読む者が多く，そういう場合の音読

の影響が予想される。女子の方が徳覚を逓して聞く音感に心理｝｝勺な侠味を感

ずるのか，あるいは，内容よりも読書そのものをたのしむのか，いろいろの

．理由が考えられる。

　なお，実験学校で，2年の2学期（1G月20　EDに実施した読書テス1・（阪

本一郎氏「基礎読書力診断テスト」）による読憲学年を男女別にグラフにして

Sh
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見ると，女子は相当学年の前後に山があるのに対し，男子は相当学年の後に

山がさり，さらに上にまで伸びている。

　この場念，男女の入前（男16人，女28／x．）に差があるので，比較に不都合

だが，読書学年が縮対的に勇子の方が高いことからも，今回の黙読と音読の

調査の結果がある程度実証できるのではあるまいかと思われる。

　　　　　　　　　D　読　書　と　地　域　差

　今まで，実験学校を中心にして，家庭読書の実態を見てきたが，実験学校．

が東京であるところがら，そこに現われたものが，都会地だけに限られた特

殊のものか，地方の他の地域ではどうなっているかを見るために，協力学校

中，農山村のH校（紳奈川県），S校（兵庫県），中小都市のC校（滋賀懸），

0校（栃木県）．F校（岩手県）に分けて同じ調査を行った。

　1．地域差のあるものとないもの

　（1）雑誌と単行本

　地域差のとくに晃られないものはr雑誌を読むことである，）東京の実験学

校では雑誌を読むものが64．4％であるのに対し，H校eS校の56．3％，

　　　　　　（実験学校・協勇学校）　雑誌・単行本接近状況一覧琴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内の数字は平均をあらわす

⊥三藝1癒痘二㌶鑑1謳｝募藩）譲）±

　i読　む
　　読まない雑i

隈饗
　　時々買う誌i

　遮りる

2gli　igl　g61　EII　I，1　，M51，　EEI　E，VIU，1

’1旨聰：1：li’！

1総懸l1
31　3　　　　．．ELint9．．，i．9．，．，L21　．，，．

8巨856，31
gli　14　43．si

I　“1　kU・　i］1

：幽幽
9ii　］21　37，5i

・1瀧1：il

　　　I　VV’v　I
i9：1　1’il　ii’igg’1

x4 P　igl

lll　8
201　231

61　61ii

91　141i

61　21，
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饗数（延詣
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25i4・…（・・9）
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12巨8…40．O
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　　　l7．85
1
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　　　　　　　　　1，．tti　llLnvS，，，Elf？一・gll，，．．，．．，．1，nv9．

1
工
6
4
函
2

1
｝
1
2
　
2

25i52三肋

231　47．9
　1

雛：1）1

即5・s1

1弱甑
3i・困62，5

些1＿鯛網

63。5％を除けば、他はいずれも東京を越して，C校あたりになると，76．1％と

いう数等＝を示している。雑誌の閲読状態には地域の差はあまりみられず，醒に

よっては，中央の大都市より多く読まれていることがわかる。したがって月ぎ

．めの購i読者も多く，C校・D校など雑誌の購i読率はかなり高くなっている。

中都毒に比べると農山村はやはり低い。

　それに対して，主断：了本の方は，地域差がはっきり見られる。東京の64。4％

が筆頭で，地方へ行くとわずかに11．1％というのがある。これは一つには，地

方における単行本の入手力法に難路があることにもよろうし，一一冊でいろい

ろの要求がみたされる雑誌の方に，大きな魅力を感ずるからでもあろう。人

．から借りて読む率も総体的に地方の方が諺iくなっている。

　雑誌と単行本の地域差は数量的にばかりでなく内容的にも現われている。

　単行本では，C校や0校などの中都市では読まれている書物の種類など東

京と大差はないが，農山村になると蓼女たるものになる。　（前書H校の表参

照）

　低学年から読書指導をしている学校では，読書量も質も好成績を示してい

る。

　雑誌には，単行本tgどの地域差はみられない。出版社の差はあっても，大



248

c

（協力学校） 単行本一覧i蔓
”’ P”

@”””
書 名 戸口計 名

カ、ぐや攻臣

シンデレラ姫

小公：女

チルチルミチノレ　　　1…

イワンの馬鹿　　　　　　　　1

ジヤヅクと豆の木　　　　　11

白雪姫

ピノキオ　　　　　　　　　1

みつばちマーヤの冒険

不思議な贋のアリス　　　　　1

愛の学校　　　　　　　　1

きつねのさいばん

ぞうととらとさる　　　　　i

シンドバッドの冨険　　　　　1

不思議な国の冒険　　　　　　1

たのしい童話（平塚武二）　　1

世界名作黎．話集　　　　　　1

世界おとぎ話全集（河出）

｛｝ヒ界聾を話金要こ（カバや交犀O　　l

児童嘉辰

章議　　　　　　　　　　1

親らんさま

のりもの葵談

宝畠（マンガ）

魔法の宝島（マンガ）

少年探偵団

海ぼうず

ナザエサン

中将姫（マンガ）

担：界名作マンガ集

まんが

！

！
一
　

工
工
－

k

－
1
2

－
｛
1
1

！

㍗
⊥

1

1
1
2
1
工
1
工
2
1
1
1
1
！

“
1隊なき子

2
1
1
1
1

　ll

　　l
　li

　j’

y
　1

1

1
1
1
1
1
1
工
－

一寸法師

プンブク茶釜

牛若丸

石馬丸

白菊姫

日本昔話

孫悟空

イソヅプ物語

アリババ物語

アラジンのランプ

ピノキオ

シンデレラ姫

おやゆび姫

白雪姫

乞食ヨ三子

ロどンフヅド

母をたずねて三千里

少女ケテイ物語

ゆめのはしご

ひき’がえるになった娘

ジャングルブック

ビソの中の小鬼

不思議の国の蟹険

たのしい童話

　ガリバー旅行記

　エジソン

iリンカーン物語
　

i二二二二

屡蹴ど
1花づくし

…
i

1鬼瓢ll亙

ユ
ー
1
1
1
1
2
3
一
工
2
1
1
1
工
1
1
ー
ユ
ー
2
工
1
2
工
　
l

l
l
　
エ
ー
　
　
．
　
1
2
　
1
1
！
　
1
1
　
、
、
、
　
L
乞
．
　
r

…
ヨ
ー
…
t
一
肩
引
妬
≡
…
．
L
．
：
－
…
－
封
ー
ト
到
．
、
－
劉
、
鳴
、

1
（
∠
工

：
1
、
、
．
．
r

　
2

1 1
1

三
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o 　　

･．速 F ．
父

項

書 名 臥i女人賑 四 一女人i転

サザエさん

あんこひめ

あめやのチョコちゃん

グリム童話マンガ

戦う狼少年

塚原ト伝マンガ

鞍馬ヲ〈狗

誉れの堪忍袋

戦羅珍勇伝

武蔵山弁慶

笹野名字生

まんが

カバヤ：交庫マンガ

団li
巨i・i

l｛　i鮒
　　　　　ミ　　　　1111　i
l、i、1

・i・5i
・■．・1

デンスケ

中かいな六入組

幽霊ホテル

子カバのカッちやん

1
1
一
1

1

1
1

s 校

11聾絵本

F

おとぎの隣

かぐや姫

イソヅプ絵物諮 1

1 1d

l
l

イソップ物諮

レ・ミゼラブル

少年漂流謁

まんがたけとり物語

まんが太平詑

まんが

サザエさん

工

1」i

II

1

11

　1
エ1

ユi

2

1エ｝

一

－
↓
1
1
11

1
1
0
δ
－

2隼生実験学校・協力学校読君調査（雑誌）一覧表（昭和29年6月論）

小
挙
二
年
生

㌦
＼

　
　
＼
＼
　
交

　
　
　
　
差

　
＼

　
、
　
、＼　

　
・
ノ
噛

　
　
ヨ
3

年
の
学
習

　　勇17入i41
Y． {1量膿i

1
4
一
5

幼
年
ク
ラ
ブ

こ
ど
も
ク
ラ
ブ

ニ
年
ブ
ッ
ク

1
2
3

よ
い
子
三
年
生

小
学
三
年
生

1
0
1

O
1
1

2
2
4

1
0
1

　　男15　4「
H・女17　　　　　　81
　　剖・32　　i12　；

1
0
1

2
1
3

1
0
工3

7
0

1
1
4
〔
」

R
）
7
2

2
2
［
D

勇
女
、S 1

0
1

O
l
l

O
2
2

少

年

2
0
2

　　男25
C；女21
　　計46

2
7
9

3
∩
コ
2

達
一
　
つ
桐

O
l
1

2
0
22

0
2

少

女

少
女
ブ
ッ
ク

O
1
1

0
3
3

少
女

の

友
一 海

キ
ン
ダ
ー
ブ
ヅ
ク

l
l
【
∠

0
1
1

1
0
1

　　男26
0…女22
　　計48

3ほ5｛Olgilil　　　　lli

6i27巨…

0
2
2

　　男2！
F　女24
　　混45

膳1 1
2
ら
Q

2
2
4
白

1
0
工

0
2
2（

∪
3
3
0
工
1 1

1
2

お
も
し
ろ
ブ
ヅ
ク

宇
宙
少
年

壌
G
4

1
0
1

0
「
⊥
－
｝

一
工
2

3
2
5工
1
2
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賦雑誌 1灘淵1

門
ヨミYrTl：ヨ三

少
隼
画
報

幼
革
ブ
ッ
ク

銀
　
の
　
鈴

子
供
家
の
光

ア
ナ
ヒ
グ
ラ
フ

少
年
ク
ラ
ブ

お
も
し
ろ
ク
ラ
ブ
．

太
陽
少
年

ま
ん
が
ブ
ッ
ク

幼1小i少1少

翻油鼠
ブ年1ラ王
ノi生レ屠

　男17人　2

　女28｝1Y
　　　　ミi計45i3

工
0
1
一

〇
1
1

2
0
2

工
∩
∪
工

映
ブ
ッ
ク

…
ひ
か
り
の
く
に
．

7…よ

｢
子
二
年
生

少
薙
ブ
ッ
ク

i男・51

庶女1フ：
　…1｝卜　32　　．

陣・・l

sl女2フ
l

i計521

1圃
il　i　3i

’

・1目
0　α
　　　　
21　！1

0
工
1

1
｝
0
1
一

汁26
0i女22
1計48

1
0
1
一

　　　　　ぼ

。劉
ヒ

｝計451
」

li欄li　l

6i！i　2目1目

1
2

0
－
2
（
∠
…

．
0
．
．
．
1
1
1
．
．

1
0
上
、

｝
一
∩
）
－

1
0
1一

1
0
1

3
1
0
1

O
l
l体において似通っている。ただ，都会地の子供の方が，読む雑誌がバラエテ

ィに富んでい，自分の相応学年より高いもの，娯楽本位の読みものにも湘当

接近していることがわかる。

　学校の勉強のためにする読書以外のものという条件にもかかわらず，「二

年の学習」がかなりあげられたのは，蒙人の・一v“般の雑誌観に相当学習性を認

めていて，その結果学習雑誌と娯楽雑誌のけじめがっかないからであろうか。

事実低学年の雑誌の中には，学習性の方が多く認められるものがある。

　②　読む態度その他

　読書の興味の上にもある程度の差が認められる。あまり興味を持たないと
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答えているH校やS校では，読＝許範囲や種類も乏しかったわけで，そうした．

読i’tl：；：i曝境が，読警の興味をそぐような結果になったものと思われる。したが

ってそれは，読書時問の多少にも移§係してくる。子供も子供相応に働かせら

れる農村などでは，家審の手伝いなどすると読書の旧聞など乏しくなるのは

当然であろう。F校では，読・ll：1：の興味が37．　8％で最も低いが，読書時問でも

無答のものが24．4％にのぼってい，家庭そのものの読書に関する関心の度

が低い結果のあらわれと見ることができよう。

　しかし，エ年のころと比べると読書態度がついてきているという点では，

地域の差は認められない。本を読みながら質聞する率が一様に高く，80％台

になっている。すなわち，児童自身については読書への閃心や興味が地域の

別なくつき始める時期に至っており，そうした内的な関心や六六に，地域に．

よっては，その施設，文化性の欠如，家庭の無回心などから，応じられない

というのが現状であるようである。

　家入が1年の時と比べて読書意融くが高くなり，積極的に読むようになった

と，読欝態度の変化として認めたことも，上のことを裏がきすると思われる。，

協力学校　読書態度の変化（1年と比べて）

ナ
校
…

H

s

c

o

F

　　　　　o
　　　く踪

で…　鍛
　　　　　　tt男％　女％

53．　3　64．　7

言幸　59．4％

48．0　63．0
　55．8

32．　0　38．　1
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42．　3　S4．　5

　47．　9
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⑥
友
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学
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　4s．1　1
20io　2s．61　4．0

　23．　9
：8．　5　］3．　6　1

　27．　1

42．　2s．　629．　2　111
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O　3．7
　1．9

4．0　0
　2，2

C　4．5
　2．1

4．8　a．2．Si4，8　tl．2
L’　”．…L．e．i．f．

　読書に対する習熟の度合の一一一一つの飼標として，音読より黙読への段階があ

げられているが，笏ミ．庭における自粛読みの場合にも，黙読の率は，やはり多

くの書を興味をもって読んでいる児童の多い学校が高いという結果が出てい

る。そして，それが一応地域差という形になって表われるのも，以上の諸状

況からである。ただそうした中で地域の別なく共通な現象としてあげられる

のは，酋述のように男子の方が黙読に移る過程が早いということである。（例

外F校）協力学校では，総体的に読害態度として女子の方がすぐれており，

黙読の理解力も高いのにもかかわらず，そうである。黙読に移る過程につい

て，性別になんらかの要因があるためと思われ，今後の問題として残される。

＼学校
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（］7｝人

52．9

25．4

17．7

　0

　　1
］Z91　3］．li　13．3

5e．Ol　42．21　33．3

　　1
2s．d　22．21　46．7

7．ll　4．51　6．7

E
5．9

isZ9

4i．2

0

　　　S　　I　C
醐箋／麹幽髪〉謝幽

識
1

14．8

25．9

55．6

3．7

is．4k4．sl／　g．si2s．3
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黙読理解力テスト（平均得点）　（2年生3第学期）

男 女

Y
S
O
F
G
D
N

4．工

3．6

3．S

3．5

4．5

6．0

4．工

4．6

3．7

4．9

5．1

3．9

5．6

4．3

平均1　404　　4．58

E　家庭読書の個出差および家庭読書と言語能力との関係

　1．　個別的考察

　飼人別に家庭読書の内容をみるために，質問の諸項目別に整治したものが

下表である。

　　　　　　　　家庭における読書の調査

男麹興饗時藤i蕉　
罰
即
分
以
下
　
　
－
…

　
響
2
0
分
前
後
　
　
2
…

Z
騨
3
0
分
以
上
　
　
3
…

認
頒
以
上
　
羅

　
昧
き
ら
い
で
あ
る
　
　
一
…

　
興
よ
く
わ
か
ら
な
い
　
　
2
…

し
の
あ
ま
り
す
き
で
な
い
3
…

　
書
す
き
な
方
　
　
　
　
4
・

　
読
非
常
に
す
き
　
　
　
5
　

　
男
　
　
　
　
子
　
皿

5．

9／s，1，／arliE．“1’翻

鰍鞭舗「小・

2！

、
｛
　
2

つ
∪
4
［
b
6
　
7
8

4
▲
4

4
4
4
栖3

4
一

2
3

3
4
3
2

4

1
2

1
2
2
2

2

む　っi

9一一？．　．1．．ii．　｛　．　．Z．　一　1．il

つ
）
3

3
2
2
3

3

∩
φ
3

3
1
1
3

2

圏
I
S
i131
1
12

13i

ps

　　　6．　読む三四の変化

（（いずれも1年に比べた状態）
包　璽）⑧　⑦　⑥　⑤④③②　①

文っ自前た余り友なまま読じくわ
孕たよよ　りてだっんんんぶ　か
化皇りかくちたががだんら
し　刷本　りるか　ををこで　な
て　まを　な　ら　読読と読　い
か　な読　く　本　まむをむ　字

く　くむなをな話　　を
　　な　　つか　くす　き

！2468
13　すらすら早く読めるよ
うになった

2

12438
1248

変らない

1248判じ物，ダイズ物に
興味をもつ，理解力増
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12358　ことばの意昧をき’く，
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236
2468
123468

1346　何でもよむ，くりかえし
てよむ
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馨菰面面li静聴・8・1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

擁雛レ許撒鳴謝二絵オ雛界i

i　　　　　　　l
iガリバー旅行記，ヘンデルとグレーーテル，i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

郭話集（アンデルセン）　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

．凸凹漂流詑，田宮鷹太郎，濠勇三羽鳥

△．弊社名作ものナ，チ。ゲー、娘子、i

。逆罪購粥二。i

A

A

△
○

o

A

△
つ
V

o

o

副 7
6
6

○
△
〉

9
7
2

○
△
〉

男
女
計

2圭11

V’　61

020
A17
V6

家庭における読書の調査
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　　　6．読む態度の変化

　　（いずれも1年に比べた状態）
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16　キンダーブヅク　　　l

23

24緬王　　　1
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PN　1，26小学二奪生，幼隼クラブ…
27　IT　“　”ma’　’一　”　’1

・卵・学二牲　　…
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　このうち，1から5までの項思は，おのおのよい態度・適当な方法と思わ

れる観点から総合的に判断し評点化して小計を出し，6，7，8ではその傾向

・状態をそのまま記入し，右方の小計と左方の記入を比較しながら見ると，

大体，個人別の家庭読書の内容が一覧できるようになっている。（原表，見開

き）入門期の頃には，家庭の読書態度にかなりの個人差がみられたが，今期

でもまだ相当の差がある。しかし入門期のころに比べると，大体一様に基礎

的な読書態慶がそろってできてきたと思われる。入門期と同様，多くの本を

よい態度で，多くの時．間読んでいる者が，国語の能力も一応高く，反対に，

読書点数の低い者は，国語の能力も劣っているという結果が幽ている。

　しかし，その反対のケースも入門期と同様に現われている。しかも，入門

期と比べて変った現象は，読書の興味も相当強く，時問数も多く，黙読もし

ていると親から認められている。ここでいう読書点数の高い子供で，しかも
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国語力が必ずしも高くない子供の雑誌。単行本の閲読の状態，最近の読みの

態度の変化等を見ると，きまって，「漫画王」式の自分の言語力に念わない

ような娯楽本位のものを読んでいることが多く，したがって人から借り読み

をする場舎が多い，家入の子供の読書に対する関心がうすい，本もあまり買

ってもらえない，無答（N）が多いなどである。

　次の表は，入門期から，2年の家庭読書状態の発達と，喬語能力との関係

が，個人別に一覧できるように整理したものである。

　①は入門期の読書点数と言語能力，②は2年の読書点数と言語能力（7月

の各言語能力テストの結果を五段階に評価したもの），③は，実験学校が2年

第2学期に学校で読書テスト（阪本一一郎氏の基礎読書力診断テスト）を行っ

た結果の読書学年である。②と③の調査時期のずれは，②の状態の結果が③

に現われていると解釈したものである。

　　　　　　実験学校　家庭読書能力の1瞬人別発達麦（1年～2年）
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女
①入門顛読書点数
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　これによって各個入の読書発達の状態がわかり，さらに読霞：点数の高いも

の，または，点数がやや低くても読書内容の上位のもの（点数が高くても内

容が低かったり，自分の読書力に合わないものを読んでいるものは，雨述の
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裂由から，逆：な結果となっている）が，大体読書学年も高いという結果がみ

られる。2年2学期（10月20日）現在の読書力に，すでに，1年3学期相当

のものと，5年の2学期謂当のもの（男子，中1編当のものは，特殊兜童で

ある）という櫃しへ差のあることが認められるのである。

　2．全体的考察

　！年入門期における読書の全体的な点数と他の言藷能力との相閃をみた場

合，実験学校でも，協力学校でも，書字力との相関の方が高く，読字力が次

．位，語い力が最も低かった。

読書点数と言語能力の相関

；

（実験学校）

嘗掌力との相関

読字プり　　〃

言ii　v、＝プ3　　　　　〃

e．　67

0．5フ

O．　22

H校
O．　79

0．　74

0．　60

しかし，2年になると，

家庭読書の点数と他の言語能力との相関

（実験学校）

談i字ブ」との相開

読解力との相関

書字力との相関

作：文　　〃

語い：力　〃

：交法　　〃

C．41

0．　34

0．　28

0．　28

0．　27

0．　！7

読字力の網関が第1位，つづいて読解力となり，書宇力との相関は第3位．

になっており，語い力は相変らず低い方である。

　　　　　　　　F　新聞とラジオへの接近と興味

　野庭読書の調査と相まって，家庭における新聞とラジオへの接近及び興味、

の有無を調査したところ，次のような結果を得た。（332ぺ～234ぺ参照）
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　雑誌や単行本に関しては，接近の状態にかなりの地域差がみられた一こ

とに単行本一が，薪聞とラジオについては，ほとんどその差が見られず，

一様に接近している。ことにラジオにいたっては，東京の実験学校88．9％，

H校87．5％，C校82．6％，　S校86．5％，0校85．4％，　F校93．3％とほ

とんど同じ数を示してい，家庭読書であまり積極的でなかったF校が，90％

を上回るという状態である。ラジオは農村の方がよく利回されると一般に言

われているが，児童にもこのように聴取されているわけで，兜童の言語生活

に，薪聞やラジオの影響が多いということを改めて認めたほどである。

1，斬　　　　聞

新聞を見ますかの高いに対して，71．1％のものが見ると答えている。この

　　実験学校　　（2年）　　　　　　　　　　　　71．1％という数は，雑誌
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や単行本を読む数の64．4

％よりも多く，この傾向

は単に東京の実験学校だ

けでなく，地方の学校で

も同じ現象としてさらに
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（褒1の，したがって見る紙面の寸寸がわずかながら拡げられて行き，数も多

くなっていること（表皿）などから，実際に，子供たちが自分で新聞に接近

する度合いが多くなっていることがわかる。

　　1壬蔦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年　　　　　　　　　　　 （表9）
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事を適当に要約。モンタージュして，壁新聞を編集する男児がおり（これは

3年1学期になると，数名にふえた。）このように記事が活用できるように

なればすでに読んでいる域に達しているといえよう。

2．　ラ　　ジ　　オ

　ラジオの場念になると，その接近率はさらに上昇する。しかし，これも今

にはじまった現象でなく，1年の時から既にあった。　（84．1％）

2年 1年
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　（注）　このうち1年（右方）の時，ラジオの為’無をしらべたら，ラジオのないもの

　　　男3人，女1入あった。

しかも，それらtl＊　・tさらにさかのぼってtt’下表のように，すでに3才以下の

　（28年6月調べ）
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ころから22．　7％のものが聞いていることがわかる。　しかも，　どうして聞く

ようになったか，ラジオを闘くようになった機会についての調査には，家人

にすすめられたもの11人（25．0％），ひとりでに興昧をもって聞くようにな

ったもの24入（54．6％）という動機であった。児童の言語生活に関するラ

ジオの影響の大きいことは，これによ．ってもわかる。

　しかし，入門期には興味本位に耳に入るものが多く，ラジオを聞いていて
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質聞するものが27人（61．4％）で，大体半数である，この数はラジオを注

意して聞くもの27人（61．4％）と合致している。

　ラジオを聞く態度は，1年のころと大差なく，ほぼ同じ状態である。ただ，

子供たちの好んで聞く番組に，入門期ごろのものと差が現われてきている。
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では，1年のころ上位にあった覚謡ものが減少していることが嗣立っている。

子供が童謡を聞ける番組の二二に家庭にいなし・ことも原因があろうが，しか

し日曜にも歌の時問はあるわけで，童謡を好んできく時期でなくなって来て

いることを物語っている。

　5．　籍聞・ラジオと地域差
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　前に述べたように，新聞・ラジオへの接近状態は，都会と地方との差がほ

とんどみられない、ラジオに比べると，新聞の方ICやや都会性がある程度で
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低い率になるという地域差が出ている。これは，家人が細しくて相手にして

もらえないためか，児童の方にまだ新聞を読む態渡がついていないためかの，

いずれかであろう。紙爾では，東京の漫画が多いのに対して，地方では絵や．

写真の方がやや多くなっている。子供新聞への接近状態は非常に区ksであり，

中には読むと答えながら，その実は，大人の新聞の子供ぺ・一一ジを指していた

しりて，はっきりしないものが多い。
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　ラジオは，新聞に比べると地域差はなく，逆に，今まで地域性から低い状

態であった地域が，ラジオではかえって高率を示しているという現象がみら

れる。　（例，F校）ただ，聞く態度に，東京にやや注意して聞く傾向が見．

え，F校など穂取は93．3％という最高率を示しながら，聞く態度では，40．

0％という最低率で，興味的に聞き流す聞き方が多いのではなかろうかと思

われる。閏く番組も東京と大差がなく，妊んで聞く番組の中に，おとな用の

娯楽悉組がかなり入りこんで来ている。
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IX　言語能力を規定する要：因

A　言語能力とこれを規定する要因の測定

L　雪丸能力の測定

　言語能力とは何であるか。いかにしてこれを測定し，これを一つの数値で

表すことができるか。言語能力の規定も，その数量化も簡単なことがらのよ

うであって，実際は困難な仕事である。客観性のある言語能力の示標はいか

にして求められるかについての一般的な考察はここではとりあげないで，わ

れわれの研究の枠組内でこの閥題にふれよう。

　第一にわれわれの研究対象は小学校1・2年の児童である。そこでここで

いう言語能力とは，小学校の1・2年生で問題にな：る言語能力に限定するこ

とにした。

　第二に小学校における国語能力の発達を研究する。その一二としてこの研

究はなされているのである。したがってここでいう言語能力とは，国語の教

科におけるそれであり，教科書や学習指導要領で特に重んぜられているよう

な’言語能力である。

　第三にこの研究は学期毎にまとめて言語能力の測定を行っている。その資

料にもとづいている。したがって学期毎に問題となる言語能力の藤を測定す

る問題が選択された。

　PJ．上の規準によって作られた言語能力テストはつぎの第1表と第2表にあ

げた通りである。なお，各テストに大体等しい重みを加えることが適当と考

えた。そのために，各・テストの標準偏差を算患し，各テストがほぼ等価にな

るように，各テストに．重みを加えた。

　ここで各テスFがそれぞれどの程陵関連性があるか。あるいは各テストは

それぞれどの程度共通な要因から構成されているかを知ることは，われわれ

がここでいう言語能力の妥当性を検詞’する上に必要なことである。
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　このような意味で，2年生の言語能力テストについて，（1）各テスbの内部

囎関，及び（2）各テストの因子分析（Factor　Analysis）を行った。その結果

は，箪3表，第4表のとおりである。

第1表　　　　　1年生の習語能力テス｝

iω読l
I
l〔2｝書

E

l（3）言舌

　（4）聞

む

く

す
く

1．　ひらがな読字力テスト

2．短文の読みのテス｝

3．　ひらがな書字力テスト

4．作　　文

5．　話し方テスト

6．閏き方テスト

第2表 2年生の言語能力テスト

（1）読　　む

〔2｝書　　く

1・漢字読字力テスト

2．　語いテス｝

3．　慰読理解テスト

4．　音読技能テス｝

5．　漢字書字力テスト

6．作　　：交
ヨ

j（3）文法翻テX｝

　（注）　このテストはいずれも1学期末に実施したもので，詳細le．本書のそれぞれの

　　　　章に述べてあるQ

　箆3表で明らかなように，ここで分析した2年生のテストは①から（8）まで

ある。（1）は漢宇の読み，②は漢字の書取，③は文法意識，④～⑥は語いの

理解・関係・使用，（7）は黙読理解，最後の（8）は音読技能のテストである。

　この第3表によるとかなり相互に相関のあるテストもあるが，比較的相関

の低いテスbもある。ただ負の相関のあるものは一つも見当らない。

　第3表からセントmイド（Centroid　Factors）を算出し，これからさらに

座標転換を行．」て多因子（MUItip1e　Factors）を算出したのが第4表である。

第4表を見ると各テストは第コ，から第3までそれぞれ異る種類の共通因子を

含んでいる。また各テス｝は，個有な特殊因子をかなり多く含んでいること

がわかる。ここでは第1カ1ら第3までのそれぞれの共通因子が侮であるかに
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ついてはふれる必要はない。ただ各テス1・がそれぞれ異る因子構造をもって

いることを理解すれば充分である。いいかえれば各テストは全く同じ能力を

測定しているわけではなく，言語能力の異る面を測定しているということを

理解すれば充分であるQ

第5表　　　　　　各言語テストの相関

テ ス ト 1 2 3 4 5 6 7 8

　　　　　　　　　　i　．．．．．『　i　．720

1．漢字の読み　　　　　　　　　　i　　　　i
2．漢掌の書取1．720i……
・疎　　 憎し4・5し・フ2

1：語1：獺穫i瑠：1：1
、．諮、、の硬用i．，68．3・9

　　　　　　　　　　ミ7．　　黒ノこ　　　読　　　遭｛1　　　解　　i　．605　　．346

・．音読技能i．672．・4・

．41s　1　．s60　1　．4？s

：禦i：鑑：lll

．237　1　．．．．．．　1　．437

：1：11謡：函

劉：器li：：1：，

．フ68

．309

．S94

．339

．610

．564　i

．626

．SO5　’　．627

．346　．64e

．4F？5　．644

．23S　．409

．540　・　．516

．554　．626

・・・…　．579

．579　一．．．．．

第4蓑 各言語テス　トの因子負荷量

テ ス

　
　
　
理
関
使
理
技

の
の

　
　
　
い
い
い
読
読

彗
星

漢
漢
文
語
語
語
黙
音

L
　
2
．
歌
　
4
．
5
，
◎
　
7
．
a

・瞬・遡子四型子i第・蠣遡甕簸ξ1．

み
字
法
解
語
用
解
能

．472

．514

．242

aO66

．410

．649

．32S

．544

．662

．202

．672

．639

．604

．244

．507

．518

．434

．359

．327

．464

．321

．416

．342

．360

，615

．フS2

．617

．600

．687

．　rJ86

．フ19

，552

2．言語能力を規定する要因の測定

　つぎに言語能力を規定する要函の測定について述べよう。言語能力を規定

する要因も，これを一義的に決定し，簡単に数量化を行うことはできない。

tの点についても詳しい一般的考察はさけ，われわれの行った要因の分類の

仕方および測定法について，ここでは簡単にふれるだけにとどめよう。

　言語能力は，児童自身の側と，環境の側とによって規定される。児童自身

の側にあるものとしては，知能・入．格性・身体などがあげられ，環境の側に
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あるものとしては家庭環境や学校環境における人的・物的なさまざまな要因

があげられよう。ただ主体と環境は常に相互的交渉のある力学的な場を構成

しているものであり，環境刺戟から全く独立した主体の条件を考えたり，主

体から離れた非行動的な物理的な環境を聡題とすることはできない。そうい

う憲味で，第5表にあげた言語能力を規定する要因の分類は，必ずしも一方

的に主体一一一．環境の区別はつけないことにした。

第5表　　　　　言語能力を規定する要園

　　要　　　　　　因　　　　　　測　　　　定　　　　方　　　　法

知　　的　　要　　因 1。知能テス
2．推理テス
3．記憶テス

入、　格　的　要　國 1．　神経質傾向調査票

2．　自立性　　n

3．　社会性　　”

4・情緒不安定〃

5．　学習三昧　〃

身　体　的　要　因 1．発育歴調査票
2．　運動能力検査

環　境　的　要　因
1
2
Q
り

家庭の社会経済的条件調査票

家族の教膏程度調査票

家庭の文化程度調査票

要活生た
尺

甲．

e 1．　学習帳調査
2．学校生活態度チェックリスト

B　知的要因と言語能力

1　知的要因の測定方法

　知的要因を測定する方法として，標準知能テスト，推理テスト，記憶テス

トを用いた。それらのテストの内容はつぎの通りである。

　（ユ）標準知能テスト

　穰準知能テス｝は，知能を測定するために作られたテストであり，信頼度
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や妥当性を高めるために，いろいろな研究がなされている。そこで，知的要

因を測定する方法として，知能テス1・は最も適当なものであるということが

できよう。

　われわれの瓶いた標準／l目能テストは，つぎの二種類である。

　　　武政太郎他π1二名著：新乙式知能テスト

　　　武政太郎他二名著＝低学年，用知育臨参断テス1・

　前者は絵画や図形を∫｝｝いたB式知能テストで，言葉の理解力はテスト結果

に影響が少ない。このテス｝は五名ぐらいを一団として実施するなら幼稚園

！埴やi新入学児童にも，これを実施することができる。

　後者は言語を媒介として知能を測定するA式テス1・と，1翼i形や絵画を媒介

として難能を測定するB式テス1・が混合された知能テストである。言語・推

理・窒i．昌／。数量という四つの知的要因そ2zそれについて，分析的に発達程度

を理：解することができるようになっている点も，この知能テストの特色であ

る。これら二つの知能テストは，精神年齢および知能指数によって知能程度

を現わすようになっている。そこで，二つの知能テスト結果の平均によって

…つの知能テストによる場合よりも，安定した・鰯人の知能程慶を現わすこと

ができる。なお，新跡式知能テス1・は1年生の学年始めに，面訴診断テスト

は1年生の学年末に実施した。

2．推理テスト

　推理テス｝はわれわれが考案したものである。これは文章推理テス1・と，

宵謡を全く用いない絵の組合せテストとから成り立っている。前者は20間，

後者は21問あり，両者の合計得点をもって推理力の点数とした。

　この推理テス｝は集団テストであって，学級全体のものを一斉に実施する

ことができる。しかしながら1年目ではまだ文章の読解力が充分とはいえな

い。そこで，被験者ほ2年生だけにかぎり，2学期始めに実施した。

　文章推理テストと絵の組耕せテストの問題およびその実施要領は，第6表，

第7表の通りである。問題を見ればわかるように文章推理テストは完成滋を

餌いており，文章を完成させるテス1・形式をとっている。問題の分類をすれ
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ばα）反対類推一1問から6問，（2）類似点の抽象一7問から12問，（3）いわゆる

文章推理問題一13問から20問，となっている。また絵の組み合せテス｝は，

密接な関係のある絵を二つずつ組合せて，対にする問題である。

　　　　　　　昭和29年渡2年生　推理テスト（一）　（＝文章推理）

ユ．教　　　　示

　　（れい1）と書いてあるところをごらん。つぎのようにかいてありま3㌔

　　　　　　　こどもは　ちいさい。おとなは

　とあって，その下に細提い四角があります。この細長い四角の中に，どんなことば

　を入れたらよいですか。

　　　　　　　おおきい。

　ということばですね。そうすれば，

　　　　　　　こどもは　ちいさい。おとなは　おおきい。

　となって，ちょうどよくなります。

　では，細長い四角の中に1おおきい1と入れてください。

　　（れい2）をごらん。

　　　　　　　りんごと　なしの　にたところは

　とあって，その下に細長い四角があります。こんどは，この中に何ということばを

　入れたらよいですか。

　りんごとなしの似たところだから，「丸い」とか「たべられる」とか「くだもの」

　とかいうことばを入れればよいのです。

　では「丸い一たべられる一くだもの」のうち，どれか一つ，ことばを入れなさ

　いQ
　今やったように，どの問題も細長い四角の串に，ちょうどよ熔ことばを入れなさい。

2・実施時問（20分）
3．問　　　　題

　第6表　　　 昭和29華度2年生推理テスト（一）

　　　　（れい1）　こどもは　ちいさい。おとなはに　　　．　　＝b

　　　　（れい2）　りんごと　なしの　にたところはi　　　　　　　　』。

（1）おとうさんは　おとこ。おかあさんは：三二＝’：二＝＝二＝＝。

（2）いぬは　よんほんあし。にわとりはi　　　　　　　　　l。

（3）なつは　あつい。ふゆはi三二ご二π＿＝＝二l17．．．．＿二二：。

（4）ひるまは　あかるい。よるは1　　　　　　一』：。

（5）さかなは　みずのなかを　およぐ。ことりは’　　　　　．Tttt　．．t。

（6）おひさまは　ひるまてらすQおつきさまはじ、…　．．．tt一．一一一．．．．．一．．．　ttttt．．．！。

（7）さかなと　ふねの　にたところは　　　　　　　　　　。
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（8）いしと　てつの　にたところは．＿＿＿．二＿一一＝二：Te

（9）ちょうち．xうと　とりの　にたところは二二二＿：⊥二」二二二＝1。

（10）えんぴつと　まんねんひつの　にたところは：L一　．’．t．『．．．一一一一二。

（11）ばんと　ごはんの　にたところはi－二＝二＝二＝二＿＿＿＿＿．コ。

（12）いぬと　ねこの　にたところは！一　　　　　…L’1。

（13）みのるさんは　かずこさんより　おおきい。まさごさんも　かずこさんより

　　おおきい。さんにんのなかで　いちばん　ちいさい人はt．．”．tttt…二二：／ZILI二鷺二二二二i。、

（14）まさおさんは　ひでこさんより　はやい。　いちろうさんは　まさおさんより

　　はやい。さんにんの　なかで　いちばん　はやい人は．一一一untt………嗣………ら

（15）やまださんは　おかださんの　まえにいる。　いけださんは　やまださんの　ま

　　えにいる。さんにんのなかで　まんなかに　いる人は［＿＿　　　　　　　　。

（16）いちろうさんはじろうさんよりちいさい。　さぶろうさんはじろうさんより

　　おおきい。さんにんのなかで　いちばん　おおきい人はi　　　…………　　5．

（17）はなごさんと　たけこさんと　うめこさんの　くつがある。　ひとつのくつには

　　たけことかいてある。もうひとつのくつには　はなことかいてある。　のこりの

　　くつには　なまえが　かいてない。　なまえの　かいてないくつを　もっている

　　人はIII：r　：’1”…………tttttttt．w．．．一一111．。

（18）みちこさんは　ほんと　えんぴつと　ふでいれが　ほしい。　像んをかうには

　　おかねがたりない。ふでいれは　おみせやさんに　なかった。みちこさんが

　　かったものば＿＿＿……　　　　　i。

（19）おとうさんは　たばこと　にんぎょうと　せっけんと　おもちゃと　えほんを

　　かってきた。おかあさんには　せっけんを　あげた。　ぼくには　えほんを　く

　　ださった。のこったもののなかで　ねえさんにあげると　よいものはi＿＿＿一．

　　　　　　　　lo
（20）まさおさんは　あした　おとうさんと　どうぶつえんか　えいがを見にいく。

　　おとうさんにおぎゃくさんが　くればひとりで　えいがを　みにいくか

　　かわにつりにいくが　雨がふれば　かわには　いかない。　では，おとうさんに．

　　おきゃくがきて　雨がふったら　まさおさんは．　　　　二二＝…｝一Li。

　第7表　　　　　推　理　テ　ス　｝（二）　（絵の組合せ）

L　教　　　　示　　　　　　　　　　　、
　　左」二の例のところをごらん。○の中に花が三つあります。この三つの花と組にな

　る枝や葉を○の外に見つけて線で結ぶのです。○の中のさくらの花と結びつける枝

　は左下のさくらの枝です。菊の花と結びつけるのは，右下の菊の葉です。チューリ

　ップの花と結びつけるのは右．ヒのチ」．一リヅプの葉です。みんな実際に難で結んで．

　ごらん。

　　今やったようにどの問題もやってごらん。○の中の絵と，○の外の絵を線で結ぶ
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　のです。

2。　実　施　時…闘　　（制限セズ）

3．採　　点正しい組合せ一つにつき，一点を与える。誤った組合せや，

　無答は採点しない◎満点は21点となる。

5．記憶テスト

　記憶テス1・もわれわが考案したものである。これは4テストに分れている。

すなわち，

　テスト1　数詞の復唱（検査者が数筒の数詞をいい，被験者はこれを復唱

　　　　　　する。）

　テスト2　文章の復唱（検査者が簡単な文をいい，被験者はこれを復嘔す

　　　　　　る。）

　テスb3　図形の再生（一定の三二だけ無意味図形を見せ，これをとり除

　　　　　　いてから，紙に記憶をたどって描く。）

　テス1・4　絵の再生（数箇の絵を一定時問見せ，これをとり除いてから，

　　　　　　絵の名前をいわせる。）

　このように種類の異る4種のテストが備いられた。テス｝1は耳から聞い

たことを記憶する聴覚的記憶のテストである。また数i詞は3－8－5といっ

たようにでたらめにならべてあるので無意味記憶のテス1・である。テスト2

は，聴覚的・有意味記憶のテスト，テス｝3は視覚的・無意味記憶のテス｝，

テスF4は視覚的・有意味紀憶のテス｝である。これらのテス｝は2年生の

第1学期末に，個入別に行われた。そして，これら4テストの合計点をもっ

て個人の記憶力の示標とした。

　テスト1からテスト4までの実施要領及び問題を示せば，つぎの通りであ

るっ

　　　　　　　　　　　記憶テストの実施要領と問題

　〔テスト1〕一数詞の復唱

1．教示　これから，先生が数をつづけて言うから，よく聞いていて私の言った

　とおりに言ってください。たとえば，先生が3－6－9と言ったら，君も3－6－

　9とまねをして言うのです。
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2・注意　　一数詞を1秒よりやや短いぐらいの割合で，区切って，はっきり発音

　する。二疲くりかえさない。答えられないときは，誤りとみなし，つぎの問題にう

　つる、，なお，いくつかの数詞に関する教示者の発音のしかたは次のように統一する。

　　　4一一ヨン　　7一ナナ　　9一キュウ

3・採　点　　正しく復唱できれば合格とし，1点を与える。したがって満点は8点

　である。なお，数詞の順位を入れちがえた時は誤答とする。

4．　岡　題

　
　
　
　
4
ゐ
5
8
6

　
　
　
　
…
｛
…
一

　
　
7
4
6
ド
D
－
占
9
7

　
　
一
［
［
［
…
一

6
2
9
2
1
9
6
2

［
一
…
…
一
一
…
一

4
3
6
8
3
2
4
5

　
［
　
…
…
…
…
㎝

1
8
4
3
6
8
2
3

D
勾
引
の
粉
⑤
の
紛

〔テスト2〕一：交の復唱

1．教　示　　こんどは私が短い交を言いますから，よく聞いていて，そのとおりに

　雷ってください。

2．　注　意　　問題〕文は一度しか読まない。

3．採　点　　一宇一句を誤らずに，正しく復唱できたら合格とし，1点を与える。

　満点は8点である。発音の不正や，ことばのなまりがあっても，この場合には誤り

　としない。語句の言いまちがえ，省略，諮1頃の混乱は誤答である。

4．問
　　　（1）きょうは　よい　お天気です。

　　　②　太郎さんは　小学校の　1年生です。

　　　⑧　前脳さんの　学校には　大きな　木が　はえています。

　　　（4）花子さんは　お入形に　きれいな　着物を　きせてやりました。

　　　（5）正雄さんは，長い橋を　渡って　川の　むこうへ　行きました。

　　　⑥　山の上から　遠くの方に　小さな　汽車が　見えました。

　　　（7）奪になると　木には　青い芽がでて　きれいな　花が　咲きます。

　　　（8）運動会の　時には　100メートル競走や　つなひきや　いろいろな　運動

　　　　　をします。

〔テスト3〕一図形の再生

1教示　こんどは絵を見てそれと同じ絵を書くのです。絵といっても形だから・

　やさしい。それをちょっとだけ，愚に見せますから，よく見ておぼえてください。
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　あとでその，絵を兇ないで，その通りの形を書いてもらいま動。

　いいですか，はじめはこの絵です。〔絵1を10秒悶呈示，10秒後に，絵1をとりさ

　り，別紙（詑録用紙の裏面）をさして〕さあ，この紙に今見たのと，ちょうど同じ

　のを書いてください。線はまがってもいい。

　以下，同様に，2－6まで行う。

’2．漆　意　　用紙と鉛≦：穣まあらかじめ与えておく，定規はいらない。

．3．採　点　　絵のじ．xうず，へたは問題にしないで構図が正しければ合格とし，1

　点を与える。ただし，絵5と絵6は2点で，満点は8点である。

・4．問題

　　　（図　　1）

〔テスト4）一絵の再生

．1．教示　こんどは，いろいろのものがi腕・てある絵をちょっと兇ぜまナから，

　よく見て，何があったかを覚えてください。あとで，あったものの名前をききます。

　いいですか。　（と言って，薫紙の絵を見せる。30秒後に，この絵をかくし，つぎの

　ようにたずねる）さあ，今，見た紙には，何と何が需いてあったか，その名前を言

　ってください。

：2．採点　正しく名前が言えたものには合格とし％点を与える。したがって，満

　点は8点である。　（小数点以下4捨5入）

　会の名前について下記のいいかたは許される。

　　　1．ちょうちょう（ちょう）

　　　2．　さかな（まぐろ，その他）

　　　3．　にわとり　（とり）

　　　4．　本（ちょうめん）

3．　隈ゴ　題

　　　（図　　2）

2．知的要因の測定結果とその考察

　a。個人別の成績

　知能テストの個人別成績は∫ll∫の報恩「入門期の言部首琶力」にかかげたから

ここでは鐵略することにした。

　推理テス下の個人別成績は，つぎの第8表の遍りである。この表で見られ

るようにヌ：章推理テス1・は最低4．5点から，最高20点までにわたっている。

4．5点のように小数点以下の点数のものがあるのは，答があってはいるが表

現が不完全で，正しい文章に完成されていないものを0．5点としたからであ
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る。また絵の組合せテストは最低6点から最高20点までにわたっている。二

つのテス〉の合計点では，最低15．5で，最高は39点になっている。平均点お

よび標準偏差は，つぎの通りである。

　　　テスト1　　　　12．0±4．44

　　　テスト2　　　　　　16．5ゴ＝3．06

　　　　1腎言十　　　　　　　　　24．4　＝ヒ　4．98

　表の評価欄は合計点にもとづき，これを1・2・3e4・5の5段階の評

価段階になおしたものである。なお最後の言語能力の評備の欄は，各言語テ

ストの得点をそれぞれ等価になるように重みをつけて換算点を求め，その合

計点を求めた。この念計点にもとづいて，1・2・3の3段階の評価段階を

求めたものである。

　記憶テストの個入来成績もつぎの第9表に示すとおりである。この表のテ

スト1，2，3，4はそれぞれ数詞の復唱，文章詑憶，図形の再生，絵の再・

生｝こ関するテスbである。最後の評価彌は合計点にもとづいて，1から5ま

での5段階の評価段階を求めたものである。

　なお，各テス｝の平均点と標準偏差はつぎの通りである。

記憶　テ　ス　ト 子　　　女　　　子

ト
ト
ト
ト

1
2
3
4

き／
亙

テ
ー
プ
テ
ー
プ

合

ス
ス
ス
ス

計
駐
…

5．　75

3．94

3．75

4．　50

17．　94

6．　21

3．64

3．　82

3．　79

i6．46

τ
更

玄

5．　41

3．　76

3．　80

4．　05

17．00
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第8表 昭和29年度2年生　推理テストの個人別成績
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第9袈 昭和29年度2年生　記憶テストの個人別成績

男　子
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　b．知的要因と言語能力の相関

　雷語能力と知的要因の関連の度合をみるために，まず両者の問の1彬関1系数

を求めた。その結果はつぎの通りである。

　　　　　　　　　知的要因と言語能力の根関表

　　　（1）　知能テストと言語テスト　　　　　　　　r＝0．476

　　　（2）推理テストと　　〃　　　　　　　　　　r＝0．448

　　　③　 記憶テ・ストと　　　〃　　　　　　　　　　　　r＝0．595

　　　（4）合言十と　〃　　　　r＝・0．556
　このように，知的袋：因を測定する各テストと言語テストとの相恩はかなり

高い。したがって両者の聞には密接な関連のあることがうかがわれる。

　ここで昨年度の「入門期の雪面能力」における報告と，今・度の場ごやを比較

してみよう。昨年度は，新乙式知能テストと文宇の読み霧きのテストとの相

関を求めた。それによると相関係数は，r　：O．61となっている。これと比較

してみると本年度の知能テストの結果はやや低すぎるように思われる。そこ

で，本年度の資料について，二つの知能テストのそれぞれと言語テストとの

相関を求めた。それによると，薪乙式知能テストの場合は，1’＝O．56，鮪能

診断テストの場合は，r　・O．27となっている。それ故，新馬式知能テストだ

けについていえば，昨年度と同程度の相関係数の値が得られている。知能診

断テストの場合は相関係数の値が低すぎる。これは異る実施者が異る鮮にテ

ストを実施したのでそういう副次的な影響も入っていると思われる。

　なお，知的要因を測定するテスト相互の相関も求めてみた。これはわれわれ

の作製した推理テストと記憶テストの妥当性をしらべる一つの試みである。

従来行われた研究の結果によると，知的要因梱互の聞には0．3～0．5ぐらい

の相閃がある。それ枚，われわれの作製したテスト問にもこの位の相異がある

ことが望ましいわけである。結果は，（1）知能テストと推理テス1・1’　＝0．476，

（2）知能テストと記憶テスbr＝O．395，③推理テストと記億テストr＝　O．　471

となった。それ故，この面からする検討の結果では，われわれの考案した推

理テス〉と記憶テストには妥当性があるといえよう。
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　c．知的能力の優れたもの，劣ったものと言語能力

　知的能力の優れたものの中に，言語能力の劣ったものがいるか。また畑的

能力の劣ったものの中に言語能力の優れたものがいるか。ζの点を明らかに

するために，知能テス｝，推理テスト，記憶テストのそれぞれについて優秀

者をまず拾いだした。ここでいう優秀者とは，どのテス5の場合も評価段階

が4または5のものである。つぎにこれらの児童の中に言語能力の評価段階

が1のものが何人いるかを調査した。言語能力は3段階評価であるから，評

価殺階1のものだけを言語能力の劣ったものとしたのである。以上のように

して知的能力の優れたものの中に何人書語能力の劣ったものがいるかを調査

したところ，知能テスト，推理テスF，記憶テストのどの場合にも言語能力

の劣ったものはいなかった。

　つぎに知的能力の劣ったものとは，その評価段階が1または2のものであ

ると定め，こういう児童の中で言語能力のすぐれたものを調査した。ただし

言語能力のすぐれたものとは，3段階の評価段階で3の段階のものとした。

この結果によると，知的能力の劣ったものは一人も言語能力では優れてはい

なかった。これらの結果から，つぎのようなことがいえよう。

　一般に知的能力が優れたものには，言語能力が劣ったものはいない。また

知的能力が劣ったものには，言語能力がすぐれたものは、いない。

C　人格的要因と言語能力

　情緒不安定でおちつきのない子供，社会性がなく引込み思案な子供，この

ような人格的欠陥のある児童は，言語能力の発達もおくれることが多い。こ

こでは，戸立，社会性，神経質傾向，情緒，学習興味の5つの人格的要因と

言語能力との関係を研究することにした。対象となる児童は1年生である。

1．　人格的要因の研究の方法

　人格的要因の測定方法は種kあるが，ここではつぎの規準を設け，これに

沿った質問紙法を作製した。

　①対象は低学年児童であるから，自分で自分の行動を判断したり質問紙
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を読むことはでき’ない。そこで児童をよく知っている保護者がこたえる他人

評価法を用いること。

　②　人格的要因のそれぞれについて1G問の問題を作り，点数で要因を数量

的に示し得ること。

　③　問題はrはい」またはrいいえ」のうち，一方を丸で囲む諾否法であ

ること。

　（4）問題は主観的な判断がなるべく入らないように，児童の具体的な行動

について述べたものであること。

　このような規準に基づいてつくられたのが，「新入学児童の人格調査月瓶

その一」である。この用紙は，A，　B，　C，　D，　Eの5つの下位テストに分

れており，各下位テス1・はそれぞれ10問題ある。下位テス1・の名称はつぎの

通りである。

　　　　　　　Lr．L畠
　
　
　

サ
　
　

ロ
　
　
コ
　
　
ゆ

A
B
C
D
E

自　M

社会性

神経質傾向

情緒不安

学習興味

　なお，前年慶作製した「耳門調査用紙その二」を，ついでにつぎに掲げて

おく，これは単年度の新入学児童（2年生）に実施したものである。

　食年慶の問題は本年慶の問題の基礎になったものであるから，両者の内容

はかなりよく類似している。
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　　　　　　　　　　新入学児童の人格調査用紙（その一）

〔認入のしかた〕どの簡題にも，子供さんが，つぎに書いてある通りのときは番号を○

でかこんで下さい。たとえば正しいと思うことも、反対されるとやめる子供の場合は
1を○でかこんで①にします。

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

哩携IEしいと思うことも殿さオ嗜 ゴちょっとしたことも
　障る

2iも「万ど乏をスに芋伝ってもらいだ曇る

4
～
5
～
6
7
　
8

ひどくおi

31本やおもちゃをそまつにする
　勉強や遊びのあとで　道呉などをあまr）1
　．かたづけない

　5めろし・うと健誕のやける方である
｝6．遊び感じ．あると食1揖憲にも帰らない

17iわがままで　がまんがたりない
1『．洗面　手洗いなど…きいそくされでやる’
i．　．ことが多い

i．ヨ1もめどど顧i菰てもマ禍きる
10iねる時や’．起きるとき　　　　　　　　　　　　　ぐずぐずする

亜畿臨重がふる逓
3．うれし《濠つたり　悲しく漆ろ

、i鵠譲変編直黒
　…度々ある

B

曝羅壁織無痛塾
　　たびたびお友達をなかせたり　またなか
　　されたりする

5緬では顔があかく湿て
　…ものがいえない

8

強1：蔽甑と董亘を＿登壼くζわが1蓋．

・…叢雀さ榔どひ三1一一

麺：きだすと　いつまでも　なき
．やまない

　4

　5

　6
　7

　8
i’一一9”

’10

しう・られるど

ている
いつまでも　ぐずぐずし

うちべんけいで　外ではおとなしい

厚面の小謎豊褒ζばかり遊ぶ
どちらかといえば
ある

人に蜂かれない方で

聴き’らいな　お友達が近くにいる

ひとり遊びが　好きである

E

1
2
…
3

欝臨。鞭（また縣青…

準拠
あ

就
が

繧の本を孟夏習慣．

工学簡　文字の署いてある　や，

i・墜然謹の8いた墜
　5i就ttV；：’xMs本をよく読む

c
1．込の前で　指をかむくせボあi凱
　　　　　　　　　泣きだすことヵ蒲る田　時々　夢i髪簸工
　腺病質で　すぐ　ちょっとした病気にな
　る

1さ』墜を塾｛餉塑些

・離な嚇あるとす璽
　ラジオを7　　　　　いっしょうけんめい：
　きく

8

　2’vei

　3
一一一窒
’ww’Tma

t奮一
’rr’

@7－

L8一
一9一

’10’

時々　元気がなく　ぼんやりとする
時々．夜おも．勉をすゑ＿＿＿＿．＿一．．一．

　　　　　　きれい動きであるひ鷲よ．う匹

　　　　　　好き　き．ら込が多門食べものに
気がぶ．ざv”g二がであ．る

心配性で　ものごとを　苦にする
目を　ばちぼちさせる　くせがある

9

10

いろいろな． 遠ﾎi訴をて・；し．よう．

けんめいきく
遊びに行って帰ってくると　出．
藻事をいろいろと報告する

騨撒き偏憩
；鴉轡臨轄縞葱蚕

11

獅所を泓（　　）
・・D管網毯竃で紛や字酬

（β三）　Aは自立性，Bは社会性，　Cは神経質傾向，　Dは情繕；生，　Eは学習興昧

　　　Eのうち10，11は採点せず。
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　　　　　　　　　　　新入学児童の人格調査用紙（その二）

左がわの質問をよんで，：右がわに記入して下さいQ　記入のしかたは，大部分，あては

まる所をOでかこむようになっておりますが，＊じるしの所もあって，ここだけ

は黒き入れていただくようになっております。したがって，＊じるしの所には書き入

れ，その他の所はOでかこむようにして下さい。

（ん
え

曽
O
ま

子
名

お
の 〉

（A）

・罰妻霧指爾翫．巨｝灘ち蔽だ嚇顧．匿弧τ：τ

2
3

男茎繰時々こわ陽観て，うなされたり泣き1批たiは・・・…え

＿一＿一ま鍍竺ん盈甑食雪墾孟擁壁きらk・が多いです塗 はい　いいえ

三雲錦嚢鍵趨鍵繊為霊r漏り璽はい
　5　お子さんは，輔から元気なくぐったりしていることがありま
　　す蛮
　　蕗子ぎんぽ芦うかれて謄んやσしていることが時々あります’

　　か

いいえ

6
．
7

はい　いいえ

はし・　いいえ

はい．セ・い墓

（B）

　…お子さんは，自分のこ…濯げればならなちことをテるのに；た8
　1いがい親や家の人からさいそくされますか

可癖藪蓉廉恥二丁丁丁までや砺砺は・・
はい　いいえ

いいえ

・・ D饗宴総藻錦1しいど考えた　てもやはい
・聴毯艦響稲麻るFl’・i・｛にけ㈱の入に手つだは・・

いいえ

いいえ

『⑫丁藤んは，垂準の本やおもち慧をナ切にする蓋ですか
uz P” R’ 奄ｨ子きんほ．！＿き．ち．よ＿ラ～直ん．で撃畢璽鳳レ埜五ですPts．＿

’而

P4Tお子きんばあ塑世話のやけない方だと思い．ますか

1はい　いいえ
はし・いいえ．

はい　いいえ

（c）

1．”i5’一菊飛罵翫瀦ぢ湿漂こ諏にかまずにお諦｛で轟覇｛一 P一一面マ…．．藍蓬「

・6 ﾕ繰きょうだレ舷だちに自分の持ち撚んで貸1壁

陣綜さん繭爾られてもすぐには返事ができ嫡で｝は・・

二二・お子さんは，像かのお友だちといっし墨に仲よく遊びま歩かiはぬ

・9
烽ｳんは，しかられるとV）つまでもぐず仇でi2．i’lllT”．．’Ci．LnjM・

廓綜さ嚥「うちべん嗣で・外ではいくじ卿’触は・・

匹．蓼謙は勲の人職や入からいわ撫慰例は・・

いいえ

いいえ．

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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（D）

22 ﾜ融融姻家頭どわ磁まなごとをτ画職璽を
23室毛さ亜亙二壷葦う澄琢どうし伸め罰・方で苛力・．

24需鵬家でよく鋤つ子甜まめらオ硫と瀕’iは・・

はい　いいえ

はい　　いいえ

いいえ，

25
i””””［一：

鉾んは荊かい捌るとうそをつくこと塒嫡り爾は・・蕨r

…2沂ﾃ歴璽墜いじわ髄るr塗璽はい いいえ

！271お子さんは，近所に伸のよい友だちが多い方ですか
「を8－1お子さんは，家庭や家の近くに大き・らいな人がし・ますか

はい　いいえ
はい　いし、え

こ
り

た
た

し
し

と
｝
つつ

ぼ

よ
ん

ち
ら

可
と
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ロ
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「

一
n
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4

…
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（E）

可簾ξ臨画誉嶽欝蓼ずび璽ど蝋画 はい　いいえ

、誤納鵬曙鰺て■ると手繭え目つ劉は・・ いいえ

1・・幽幽慮ぶとしただけでも顔精くなり入さわぎ㌔ はい　　し、いえ

｛お子さ臆嬉し’ ｭな・たり，かなしくな・たり蒲にｫは・・ いいえ

康蒜礪堕罪でひねくれてしまうどと塒捌iは・・ いいえ

国㎜護灘濃笠出ると三崩噸酬なりものが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛はい

i・6廓さんは認壁越など・伽を蒲ここわがる方でi

し・いえ

はいいいえ1

Aは神経質傾向，Bは自立性，　Cは社会性，　Dは対人関係，　Eは情緒性

2．　人格的要因の研究結果とその考察

　　a．　反応の1分析

　まず一つ一つの月限について，どのような反応があらわれたかを表にまと

めてみた。第10表である。表の読み書き能力の上・中。下の各群は，前記言

語語カテスτ・の総合点によって決めたものである。人数は上・中・濁声それ

ぞれ16入タ15人，16入としている。これら各欄の数字は各問題に対して好ま

しくない反応を示したものである。たとえば（A）では，「自分では正しい

と思うことでも反対されるとやめる」という好ましくない反応を示したもの

の入．数が，上。中・下血にそれぞれ4人。4人・7遇いたことを示す。

　最後の欄には○即と×印がある。○印は言語能力のすぐれた群ほど好まし

くない反応を示すものが少ないような：問題で，×印はその逆の問題である。

なにも印のつけてない問題はどちらの傾向も見られないような問題である。
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　この表によると，大都分の問題については，望ましい人絡的行動を示すも

のは，雷語能力のすぐれたものに多いことがわかる。しかしながらつぎの少

数の問題では，そのようなことがいえないように思われる。

⊂問題番号〕

Aの　4

Aの9
Bの10
Cの10
Dの　6

Dの　7

　Eの9

　∈行　　　　動3

あとしまつをよくする

ねっしやすくさめやすいではない

ひとりあそびが好きではない

目をぱちぱちさせるくせがない

暗いところをひどくこわがることはな：い

毛虫や小さい虫をひどくこわがることはない

帰宅してから出来事：を報告する。

　以上あげた7問においては望豪しい行動をするものは，言語能力のすぐれ

たものに．多いという関係は見当らない。もっともこの調査の被験・者は少ない

ので，これだけの調査から一般論をくだすことはできない。ただ大ざっぱな

一つの傾向が見られるだけである。

第10麦 暇和29年度1年生　入格惟調査問題の反応分析茨

一（A）
性　　託 泣　　の　　問　　題

読み轡き能力

上群i中群i一

・朗で証い、と思う。とも反対されるとやめる　」4

2　ものごとを入に手伝ってもらいたがる　　　　　　　i　5
3　本やおもちゃをそまつにする　　　　　　　　　　　i　3

4魎1や遊びのあとで謹無ど泌まりかたづけな副8
5　いろいろと世話のやける方である　　　　　　　　　1　3

・遊びはじめると飾障も帰らな・・　　　i・

1欝輪籍禦零れ。や。。と鰍園
9ものごと箇中してもすぐあきる　　　　i5

’0 D蔓萱鷺鰹るとき・萱ぐずす至　　　14

4
7
4
7
6
7
2
8
5
3

○
○
O
x
O
O
O
O
×
○

フ
8
8
7
7
7
6
9
3
9
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（B）

1癩灘諜麟識い
31呼ばれても，すぐ返事ができない

　　4iたびたびお友達をなかせたり，またなかされたりする
・｛・かられる・，・り・でもぐずぐず・て…

6iうちべんけいで・外ではおとない・

7i無下の，小さい子供とばかり遊ぶ

8iどちらかといえば，人に好かれない方である

9：六きらいな，：お：友：逮が近くにいる

IOiひとり遊びが，好きである

3
4
1
2
4
3
0
1
0
2

○
○
○
○
○
×

（c）

li人の前で指をかむ，くせがある

1嶽繁：難硅謙なる
4i時々，元気がなく，ぼんやりとする

5．時々，夜，おもらしをする

6iひU：ように，きれい欺きである

7i食べものに，好き，きらいが多い

8i気が小さ哺である

gi心髄で・ものごとを苦にする
IO！！琢を，ぱちぱちさせる，くせがある

0
3
1
0
G
5
5
0
3
工

　
　
　
　
　
　
　
1

1
3
0
0
2
3
0
9
5

　
　
　
　
　
　
1

o1

3
1
1
2
5
7
0
0
0

　
　
　
　
　
　
1

210
　1

1
0E
6

o

O
x（D）

iiち・・とした・ともひどくお・る　　　…

2iはらをたてると，手がふるえたり，目つき『がかわる
3…うれしくなったり，悲しくなったり，気が変りやすいi

ダひねくれて誕まり・む・とが・渡嫡る　　｝
51人前では顔が，あかくなって，ものがいえない　　　i
6…暗いところを，ひどく，こわがる　　　　　　　　　i

7i至虫や小さな虫などを，ひどくこわがる

8簿立きだすと，いつまでも，なきやまない

3
0
0
2
1
7
3
3

3
0
0
2
工
7
3
1

○
○
○
○
○
×
×

6
2
1
3
3
5
2
3

（E）

・厩学前に拗欄（または朧園）に行。ていた

・圃学艦融の本を塑・醸があ・た

3騰撃字の書いてある1やさしv’Ptscを麺髄

4
［
b
2

6
3
∩
）

　
　
1

7
7
つ
∪

　
　
1

○
○
○
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釈かるたや・交宇のつし・た・積木遊びをよくした

5i就学後，本をよく読む
6｝わからない寧があるとすぐたずねる

　　
7…ラジオを，いっしょうけんめい，きく

8；いろいろな，お話をいっしょうけんめい，きく

g醗こ行・悪くる揖髪懸いろ嚇細
10　1錨筆，クレヨンなどで絵や宇をかくのが好き’である

0
6
2
8
6
6

4
占

4

10

s

8

6

11　l
　　l

61

4
0
6
2
6
5

↓
　
1

4
畠

○
○
○
○

×

　b．入格的要因と読み書き能力の相関

　各入格的要因と言語能力との関係を数量的に現わしたのがつぎの第11蓑で

ある。これによると自立性・社会性という二つの人格的要因は，言語能力と

最も相関が高い。自立区1三は誘掲の周覧をみればわかるように，自分のことを

嶽分でする独立心をみる閲題群にわかれている。社会性の方は，自立性の上

に立って，さらに対人関係や対人的交渉に関する技能をみる問題にわかれて

いる。自立性も赴会性も広い経験をもち，事物に関する興味を養う上に大切

なものである。このような人格的特性が鴛語能力と関係が深いということは

当然なことである。

　これらについで，学習興味が言語能力と関係が深いことがわかる。学習興

味の陶器は，ラジオ・絵本・文宇など言語に関連のある文化財に対する興味

の広さを見る各種の問題から成り立っている。このような興味と言語能力の

関係が深いのも当然であろう。

第11表　　　　　　　　人格的要因と無恥能力の相開

一
買
翼

因　｛相関係釧　二 三　　根雪係数

（1）　自　　立　　姓

（2）社　　会　　性

（3）神経質傾向

．4SS

．452

．290

（4）情　　緒　　性

（5）　　学　　　習　　写翼　　rJilミ

．248

．397

　最後にここで調査した5つの人格的要因のうち，言語能力と最も相関がな

いのが惰磁性と神経質傾向である。前者は椿緒の表出が異常な表れ方をする

かどうかを見る問題群からなり立っている。いわば極端な惜緒不安の程合を
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見る問題である。後者は内向的。消樋的な人格的傾向をみる問題から成り立

っている。いずれも相関係数は0．2～0・3．の問にあるので・相関はあるが高

いとはいえない。

　c。人格的要因の優れたもの，劣ったものと言語能力

　人置的要因が優れたもの，いいかえれば三段階評価の上の群に，言語能力

下のものは何パーセントいるか。逆に人格的要因が劣ったもの，いいかえれ

ば下の群に，言語能力上のものは何パーセントいるか。この点を各要因につ

いて調査したのがつぎの第12表である。

　この表をみると自立性。社会性・学習興味の各要因についていえ．ば，それ

のすぐれたものには概して言語能力の低いものはない。またそれの劣ったも

のには言語能力の高いものは少ないといえよう。神経質傾向・情緒性につい

ては，そのような傾向がややはっきりしない。これは両者の言語能力との網

関係数が前三者の場合にくらべてやや低いという前述の結果と…致している。

　ついでに，華語能力上・中・下の各群別に各人絡約要因の平均点を求めて

みた。それが第13表の「言語能力聖別による人格要因平均点表jである。こ

の平均点は，望ましくない行動に対する反応をそれぞれ1点としたものであ

る。したがって点数が少いほど，人格の評価はすぐれているということにな

る。

　表によると，各要因とも，上町ほど平均点が少なく，下弓ほど平均点がよ

くなっている。いいかえれば上群砥ど入絡の評価はすぐれており，下群ほど

劣るということがいえよう。

箪12衷　　人格要因の優れたもの，劣ったものの言語能力点の衷

人格的要差上群
言語能力下の
もの　（％）

　　　　　　　　　言語能力上の人格的要因下の群
　　　　　　　　　もの　（％）

匪
性
向
性
味

　
　
頃
　
廷

　
　
｛

　
　
　
　
翼

立
会
質
緒

　
　
経
習

自
社
神
髄
学

1
2
3
4
〃
5

’
丸
　
（
　
（
　
（
　
（

Q
）
0
5
3
6

1
一
　

3
∩
J
l

ω自　立　性i
〔2）社　会　囲
（3）神経質傾向1
（4）情緒性｝
（5）学習興劇
　　　　　　　　　髪

9
0
0
9
4
噂

　
　
3
2
窪
一
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ノ
、

曇3」
「
」

ム
r
／

言諮能プ〕群別による入格点褒・

入銘的要因 言語能力上製 申群 下学

（1）自立性
（2）社　　会　　性

（3）　初：経　質　｛頃　Ii匹

（4）情　　緒　　性

（5）学　習　興　昧

2．　75　十　LO2

k．25　一一　O．4i

1．　76　一；・一　O．　71

L91　＋　O．　80

2．　69　一｛一　O．　88

3．54　一F　2．7e

L67　＋　O．　77
2．　20　；　1．　69

L13　＋　O．89
4．　63　：，一　2．　62

4．44　十　2．　56

2．38　ri　O．76

2．3工　景＝　0．98

1．　56　一i一　O．　81

4．63　｛一　2．62

　なお，入格的要因相互はどのような関係をもっているかを知るために相互

の縮関係数を求めた。それによるとつぎの通りである。

髄性．…墜竺塵囎向「聯性．睡墜
自　　　立　　　｛生

社会性神　経　質　傾　向

　　　緒　　　性
学　　習　　興　　昧

．378

．336

．034

．512

．419

．409

．61S

1

．298

．178
．，，s　1

D　身体的要因と言語能力

L　身体的要因の研究方法

　ここでは入学までの発育を中心とした身体的諸条件を質閥紙法によって調

査するやり方をとった。他方，さまざまな’身体および運動能力の検査を行っ

た。質問紙の項目および身体および運動能力検査はつぎの通りである。

　　　　　　　　　　昭禾P，29年度2翁三蟹三　　発育芋窪覇査ノ「目紙

つぎの3］：帽の中で，お子さんに　ちょうどよくあてはまるところをOでかこんで

ください，書き入れ方がつぎにあります。

　紀入の例
4　離乳後の発育　　順調

7　目　と　耳　普通

（重い病気）傷磐繍すぐ耀・・病気にかか・

（視力が弱い）少し：耳が遠い（その他）（やぶにらみ）
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重い病気（

軍い病気（

）すぐ軽い病気にかNる

～す憾癩に回訓

）

・きき腕i棚きぎ．． 左腕きき　　左ききを右ききに．なおした

6　鼻とのど　普通鼻がわるい　アデノdド　その他（

7　目　と　耳　普通　視力が弱い　少し耳が遠い
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　　　　　　　　　　）1

その他（　　　　　　）1

　　　ネ自衝でないが’．

　　　無器片J　　　l

1・・遊塑ア．お・に藩 おもに家の串　　爾方
一

’“一””””’i

昭和29年度2年生　身休および運動能力検査
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一
1
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2
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．
広
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ε

ボー、暇げ陛。、、鰯で目標の加になげられれば舘
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】左，右とも10秒以上立っておれば合格

1左，右とも5米以上進むことが出されば合格

．．．（．

…

2・身体的要因の研究結果とその考察

　a．身体的要因と言語能力との相関

　身体的要因と言語能力の関係を大づかみにするために，まず両者の網関係

数を求めた。その値はつぎのとおりである。

　　　発育歴調査と言語能力　　　　　　　　　　r＝O．357

　　　身体および運動能力検査と言語能力　　　　r　＝O．125

　このように，発育歴と言語能力とはかなり相関があるが，身体および運動



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　301

能力の検査と書語能力の相関はほとんどない。

　従来の研究によると，発育が完全でない児童と同様に，身体および運動能

力に欠陥のある児章も言語能力は劣っているのが普通である。だから従来の

研究とわれわれの研究とは，結果が一・致しない。この点は身体および運動能

力の調べ方の相違によると思われる。従来の多くの研究は身体および運動能

力に著しい欠陥のある児童だけをとりだしてその二二能力をしらべた。ある

いは雷語能力がいちじるしく劣った児童について事例了訓＝究を追い，かれらの

多くに著しい身体的ないし運動能力の欠陥のあることを見出したのである。

この研究では普通の学級について，全体として身体および運動能力ど雪語能

力との聞にどんな関係があるかを調査した。このような方法上の網違による

と考えられる。そこでわれわれも，つぎに従来の研究に準ずる資料の処理を

行った。

　b．身体的要因の優れたもの，劣ったものと言語能力

　身体的要因の調査を行った発育歴調査と，身体および運動能力検査の結果

が三段階評価でそれぞれ上のものを拾い出した。そして，これらの群のうち，

何パーセントのものが言語：能力は下の．評価になっているかを調査した。

　これと金く逆に，身体的要因下の群に，母語能力上のものは何パーセント

含まれているかも調査した。その結果は，つぎの第14表である。

算14表　　　身体的要因の・優れたもの，劣ったものの中に含まれる

　　　　　　　目語出力の劣ったもの，優れたものの割合（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

一墾璽・の群薩劃i身糊鋼・礫織

発育歴調査
身体および運動
能　　力　　検　　査 5

9

ユ
（
∠

発　育　礎1　　　査

身体および運i動
能　　力　検　　査

4
‘
4
‘
1
1

　第14表で明らかなように，発育歴のよいものには，言語能力の劣ったもの

は少なく（15％），また発育歴のわるいものにも，言語能力のすぐれたものは

少ない（14％），身体および遮動能力の優れたものの中には，言語能力の劣っ

たものは29％という比較的多数がいる。しかし，身体および運動能力の劣っ
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たもので言語能力がすぐれているものはわずか14％しか見当らない。

　前に身体および運動能力と言語能力の梱関は低いが，このことは必ずしも

身体および運動能力が言語能力にそれ像ど関係がないという結論にはならな

いだろうといった。このことは，われわれの以上の資料から確められたわけ

である。

　最後に発育歴調査と，身体および運動能力の網関を求めたところ，その値

はr＝O．159で比較的小さかった。

E　家庭環境要因と言語能力

1．　家庭環境の研究方法

　家庭環境のうち，ここでは　（ユ）家庭の社会・経済的条件，②家族の教育程

度，③家庭の文化環境について調査を行った。調査用紙は保護者が記入する

質問紙法によった。これについては昨年度の報告にあるから，ここでは採点

規準を略記するに・留めることにした。

　　　　　　　　　　　家庭環境調査の採点規準

①　家庭の社会経済的条件　　（つぎの各回の答が「ハイ」の雪避1点を与え

　る）

　1．　家族のだれも，現在および過去数年間重い病気でねていたということ

　　はない。

　2．　住んでいる家はアパート，借問ではない。

　3．　住んでいる家はたたみが15牲以上，あるいは1人当り3盤はある。

　4．子供の勉強する場所は充分ある。

　5．　家庭でとっている雑誌は一冊以上ある。

（2）家族の教育程度　（これはつぎのように最初から上・中・下の三段階に区

　聴した）

　一ピー父母の一方が大学，高等専門学校程度の学歴をもつ。

　中一一父母の一方が中等学校程度の学歴をもつ。

　下一両親とも義務教育程度の学力をもつ。
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　以上の他に他の家族の学歴。両親の出身地域。年輩等を加脅して上・中。下

　を決めた。

く3）家庭の文化程度　（つぎの財閥とも答が肯定のとき一点とする）

O
　
●
　
●
　
，
　
●
　
・
　
●
　
．

絵本はたまには買って与える。

家に20冊以上の本（雑誌は念まず）がある。

所有している子供規の本が4冊以．ヒ具体的に記述してある。

おもちゃ類はたまには買って与える。

持っているおもちゃが4つ以上記述してある。

子供の机がある。

ラジオ◎新聞が家にある。

宝算。映画の類を見せたことがある。

2．家庭環境要因の研究結果とその考察

　a．。家庭環境要因と言語能力の柑関

　はじめに，上にのべた3種の家庭環境調査のそれぞれと言語能力の相関を

求めた。これは，各家庭環境要因の得点と，言語能力得点とを算出し，それ

ぞれ段階点になおしてから，相関係数を算出する方法をとった。その結果は，

つぎのとおりである。

　　　家庭の社会経済的条件と言語能力　　　　r・O．209

　　　家族の教育程慶と言語能力　　　　　　　　r　・0．577

　　　家庭の文化程度と言語能力　　　　　　　r＝O．338

　このように，いずれもかなりの胴関がある。とくに親の教育程度は言語能

力と高い相関が見られた。

　b．家庭i環境要因の優れたもの，劣ったものと言語能力

　つぎに，家庭環境要因のすぐれた児童だけを選択し，その中で言語能力下

のものは何パーセンb含まれているかを調査した。これとは逆に，家庭環境

要因の劣った児童だけを選択し，その中に言語能力上のものが何パーセント

含まれているかも調査した。その結果は，つぎの第15表のとおりである。
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第15表　　　．家庭環境要因のすぐれたもの，劣ったものの中に含まれる，

　　　　　　二七能力上のもの，下のものの割合　（％）
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言諮能力．ヒのも

のの含まれる％

ln一％

0

7

　第15表で明らかなように，社会経済条件，親の教育程度のそれぞれについ

ては，それがすぐれていても言語能力は劣っているという児童がかなり見ら

れる。しかしながら，全体としていえば，家庭環境のよしあしと，言語能力

とはかなり密腰な関係がある。このことは前に求めた縮関係数の値がかなり

高いこととも一致している。

　なお，祉会経済的条件と親の教育程度及び文化環境とは，それぞれ，r＝

0．250，r＝0．238で相関が多少あるが，親の教育程度と家庭の文化環境につ．

いてはr＝0．123にすぎなかった。

F　学校生活要因と言語能力

L　学校生活要因の研究方法

　ここでは学習帳の調査と学校生活態度のチェックリストとを行った。

　議者すなわち学習帳の調査は，7月3日の土曜日に，予告なしに学習帳を

集め，五つの評価の観点から，上・中。下の三段階に評価を行ったQ五つの

評価の観点とは，つぎのとおりである。

じ
　
　
の
　
　
の
　
　
サ
　
　
ロ

ー
2
3
4
5

　学校生活態度のチェックリストは，

校・学習に対する熱心さ，③学校生活への三都颪から成りたっている。これ

分　　　量　　　　　（多い一一一少ない）

質　　　　　　　　　（内容がよい一わるい）

誤宇・誤記　　　　（多い一少ない）

使い方　　（きれい一きたない）
字くばり，紙面の利用　　（上手一下手）

　　　　　　　　　　　　　　（1）教師と児童との接近の度舎，（2）学
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は，担任教師の評価にようた。この調査結果も最後に上・中・下の三温温に

評価を行った。

2　学校生活要因の研究結果とその考察

　a．学校生活要因調査の個人別成績

　学習帳および学校生活態度チェックリス｝の個人別成績の一一部を示せば，

錦16表および第17表のとおりである。第16表は，学習帳の分量・質・飯盛誤．

記。使い：方・紙面の利fi「1というそれぞれの観点から，：三段階の評価を行った

結果，および段階点の合計点を個入．別に求めたものである。第17表は学校生

活態度を6箇の観点から担任教師がチェックしたもので，やはり三段階に評

価している。計の欄はこれらの合計点で，評点欄は合計点から更に五段階評

価を行ったものである。これらの表により，学校生活態度の個人差がかなり．

あることがわかる。

　なおこの二つの調査の相関係数を求めたところ，その値はr＝0．466であ

った。学習帳の使い方のよしあしと，学校生活態度のよしあしには，かなり

関係があることがこれによってわかる。

　b．学校生活魚町と言語能力との相関

　まず学習帳検査および学校生活態度のチェックリストの結果と言語能力と

の相関を求めた。その結果はつぎのとおりである。

　　　学習ll巽イ寅査と藩畠言吾輩旨プJ　　　　　　　　　r＝・0．33

　　　学校生活態度と言語能力　　　　　　　r＝0．10

　このように学習帳のよしあしは言語能力とかなり網関がある。学校生活広

瀬のチェックリス｝の方は相関係数の値は低い。このことはそのまま学校生

活態度が言語能力に無関係だといえるだろうか。この点を吟味するため1’C，

つぎのような資料の整理の仕方も行った。

　c．学校生活要因のすぐれたもの，劣った：ものと言語能力との関係

　学校生活要因のすぐれた児童だけを選び，その中に言語能力下のものが何

7〈　・一セン㍗いるかを調査した。学校生活；要因のi劣った児童について言語能力

上のものの割合を算出した。その結果は，第18表のとおりである。
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第f6表 29年渡2年生　国語学習帳検査飼入別成績の一部
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第17表 第1学期　学校生活態度チェックリスト掛入別威績の一部
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第18表 学校生活要因上の群，下の群に含まれる，
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　第18表であき・らかなように，学習帳のよしあしは，言語能力と極めて密接

な関係がある。学習帳がよくて言語能力が下だとか，学習帳がわるくて言語

能力は上だというものはほとんどいないのである。

　学校生活態度については，言語能力との関係は学習帳ほど密接ではない。

しかしながら，ここにおいてもかなりの関係のあることがうかがわれる。少

なくとも学校生活態度は言語能力に無闘係であるということはいえない。

G　ま と め

　（1）この研究は小学校における言語能力の発達に関する研究の一環として

行われたものであり，言語能力⑳発達を規定する要因を明らかにするのが厨

的である。

　（2）研究に当って言語能力の規定およびその測定法が問題になる。この点

については第1節（A）に述べてある。簡単にいえば，この研究の対象となる

小学校1・2年生の第1学期に国語科で問題にされる学力を測る各種のテス

トを作り，その総合点をもって言語能力とした。

　③雷語能力を規定する要因としては，児童すなわち主体の側の条件と，

環境の偲の条件とを考えた。これらは密接な組互関係があるので，ここまで

が主体の条件，その先が環境条件というように画然と区別せず，つぎのよう

に分類した。

の
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
サ
　
　
　

1
2
3
4
5

知的要因

人格的要因

身体的要因

環境的要因

学校生活要因

　これらの要因は，テスト・質問紙・チェックリストなど目標と測定しよう

．とする対象に応じ七様々な方法を三三用いた。

　④知的要因と言語能力の関係は第2節（B）に見られるように極めて密接

なものがある。知能テ鼠ト・推理テスト・言己憶テス1・のいずれも言語能力と
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．かなり高い絹関がある。知的要因に基いて．．ヒ群，・中群，下群をわけ，その一ヒ

群中に含まれる言語能力下のものの割合，および下群肝に含まれる言語能力

上のものの割合を調べたところによると，いずれも0％ないしそれに近い数

・値が得られた。

　（5）人格的要因と言語能力との関係は第3節（C）に見られるように，これ

も割合深い関係がある。つぎの6種の人格的要因の中で言語能力と最も相関

の高い順にあげると，つぎのとおりである。

　
　
　
　
　
　
の
　
　
り
　
　
　

1
9
μ
り
0
4
r
O

自立性

社会性

学習興味

神経質傾向・

惜緒性

　またこれら6種の入格的要因を測定する個人個人の聞題に対する反応を分

析したところによると，中には言語能力と明らかにプラスの関係のないもの

も見られた。

　なおこの調査は保護者が記入する質問紙法によって行われた。人格的要因

．は質問紙法によって調査するだけでは必ずしも充分とはいえない。この点，

今後他の適当な方法を併回する必要があると思われる。・・

　（6）身体的要因と言語能力との関係は，第4節（D）に述べてある。ここで

は身体的要因として発育歴の調査と身体および運動能力の検査とを行った。

それによると，発育歴のよしあしは言語能力とかなり密接な関係がある。身

体および運動能力と言語能力との絹平ほあ’まりない。このことは両者が無関

係ということではない。そのことはつぎの資料から示される。

　　　1．身体および運動能力のすぐれた群について言語能力下のものをし

　　　　らべたところ，そのようなものは僅少であった。

　　　2．身体および言語能力の劣った群について言語能九．Eのものを調べ

　　　　たところ，その数も僅少であった。

　（7）籔庭環境要因と言語能力との関係も，箆5節（E）にみられるように密
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接な閃係がある。ここでは家庭の社会経済条件，親の教育程度および家庭の

文化環境のそれぞれと言語能力の相関を求めた。その結果は親の教育程度が

最も絹関があり家庭の文化程度，社会経済条件の順になっている。

　（8）学校生活要因としては，学習媛の検査と学校生活態度のチ＝ックリス

トを行った。それによると，学校生活要因もまた言語能力と密接な閃係があ

る。ただ相関係数だけについていえば，学校生活態度は言語能力とあまり関

係がない。

　⑨　言語的諸能力は独立したものであるか，また言語能力を規定する要西

は稲西に独立したものであるか，この点は一応検討してみる必要がある。前

者については第1節（A）で因子分析を行い，後者については第2節（B）以下

の細節で相閃係数を求めて，これを検討した。その結論としていえることは，．

つぎのとおりである。

　　　1．言語的諸能力は梱互に独立したものではなく，かなり共通した要

　　　　素がある。

　　　2．　言語能力を規定する要因相互も同様である。

　⑩　言語能力は，相：互に密接な閃連性のあるさまざまな要因によって規定

されている。われわれはこれらの要因が言語能力とそれぞれどの程度の関係

をもつかを，一応数値的に明らかにした。しかしながら，要因相互の関連性、

については，まだ研究が充分でない。この点については，つぎの2つの方向

を考えているQ

　　　1．　継続的な事例研究により，要因相互の関係を調べて行く。

　　　2．　因子分析により，要因相互の因子構造を明らかにする。



3U

X発　達　事　例

A　概 観

　この章では，事例研究の立場から，ひとりびとりの児章の言語能力の発達

事例をとり扱う。われわれは，実験学校，協力学校を設け昭和28年度入学

兜童について，言語能カー一一読む，書くの2年問の能力の発達を追跡した。

　特定の児童の発達事例を述べる前に，まず，ここでとった方法や立場また

手続きを紹介しておく必要がある。この研究は3つの方法を採用している。

　（1）言語能カー読む，書く一テスト

　〔2）言語能力を規定する要因の調査

　③　雷語と行動の観察記録

　補説的に⑧の観察記録について触れよう。これは学校生活，学習場面の自然の状況

の中で児童の言語と行動の特徴を観察によってとらえていく研究法である。個人別，

行動内容別にカードに記入し，それを累加して解釈をくだしていく。そして学校内だ

けに限らず，必要に応じて適宜，家庭，近隣社会の広域生活まで観察麗囲を拡げる。

あるいは意図的に構成した実験状況に児堂を追いこんで行動の特徴を観察記録した。

発達事例の研究のための資料としてわれわれが最も重く見たのが観察作業である。

　従来の研究法は（1）言語能力と（2腰因調査の結果から診断していた。われわ

れは，それで充分としないで（3）の方法も含めて詳しく，そのi：1その「1の児童

の言語・発達の諸相をダイナミックに追跡しようと企てた。

　そうした立場に立った，この研究は次の特徴を持っている。

　（1）知的能力，言語能力など，特にある能力が劣る児童だけを対象としな

　　　いで，ふつうの能力の児童も事例研究の対i象としている。

　〈2）めいめいの言語能力の問題点を診断することと合わせて，言語能力に

　　　関する発達窮例の研究も扱っている。

　・③　ある時期の言語能力を横断藤的に区切って，聞題を発見するふるいに

　　　かけたり，偶発的な問題をとりあげたりすることはしない。この研究

　　　は同じ個入の発達を継続して追跡していく6年研究である。
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　（4）言語能力のテスト問題はわれわれの研究室が作ったものであり，市販

　　　されている標準テストは採，捜していない。

　（5）テストだけでなく，ありのままの生きた経験処理の観察を重く見てい

　　　るから，言語能力め診断が抽象的な関係づけに終らない。われわれは

　　　事実の記述因果関係の説明に終らないで，それぞれの児重の将来の言

　　　語能力がどう発達するかに関する見通しさえも知ろうとしている。

　発達事例に関する学級全員の諸資料は次の4段階に従って蒙とめた。その

手続きのあらましを述べよう。

　1．言語能力の発達を規定する要因

　まず，全員について予想される各要因の調査をして，それから各個人の特

徴を明らかにする。観察記録，面接による逸話記録はこの補助資料として役

に立つ。そして，どんな要因がどのように，からみあいながら言語能力の発

達を，どれだけ，どの能力を規定しているかを考える。

　2．　言語能力の発逮

　定期的に実施したテスFの結果には，学級内における5段階評点を与え，

繍の言縦加平翔（nl十n2・・・…n．@　　N）で示・た．（・酪鋤の論Nイ

スト実施回数）従って月毎，学期毎にそれぞれの児童の言語能力が学級の申で

どれだけ向上したか，あるいは低下したかを知ることができる。次頁にあげ

たふたつの表はテスト期別に見た児童の総言語能力の評点表である。その中

で，発達のバライティは，たとえば以下の児童例から見ていただこう。

　fU　．li　した者　　（男）No．5　No．　12　（女）No．13　ATo．　24

　低…ドした者　　（男）No．2　No．14　（女）No．4　No．23

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yrt1）
　各言語能力には数量的処理の上で，特別に重みづけをしていない。ここでは，その

かぎりで，文字の読み，書き能力が言語能力を考える申心になってbる。また，児堂

の属する実験。協力学校が全函水主穆から見てどれだけ欝語能力が発達しているかが問
　　　　　・X2）
題になる。この点，ほかの実験協力学校の調査資料から解釈に補正を加えている。

※1）読む，書く，話す，聞くの各能力の：重みづけをすることは，言語能力とは何かの

墓本的問題IC立ち入ることになる。この解答は「書語能力の発達に関する調査研究」

の終了後，明らかにされるものでなければならない。暫定的にも，また，特定個人の主△
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学級男子のテスト期分目にみた総言語能力評点（平均）
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△観による能力の重みづけをするとかえってあとあと煩讃になる。そこでそぼくな：立揚

　で，特に重みづけをしないということにきめた。誉語能力にいくつかの柱を立て，わ．

　かった限りでそれを総計あるいは平均することにした。そうすることにより，後の言

　語能カへの統計処驚が簡便：になることをはかったものであるQ

　※2）たとえば，A校のある蝿1童の語い力がかりに数十：的には同じ結果で，前回とくら

　べて変化がなかったにもせよ，A校が全国平均から低下していることになれば，　A枚：

　の魏童の語い力は実際は低下しているわけである。

5．言語能力の特徴
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学級女子のテス｝二月にみた総言語能力評点、（平均）
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　）．　3）

ない。1年次の学級全員の言語能力評点表と，2年次のものとを以下にあげ

た。ふたつの表から能力にいろいろなかたよりがある児璽を知ることができ

．る。たとえば第2年次の表から以下の囲章の特徴を見ていただこう。

○ある能力が優るもの

　男子No．7（作文），　No．　18（父法），　女子No．2（読解），　No．9（読解）

○ある能力が劣るもの

　男『霧二No．　11　（語い），　　No．　18　（イ乍三文），　女子　No．　17　（ΣF乙ヵミな1芽），　No．　26　（書吾

　い），

※3）各書訴能力の発達とは，誌む，書く，話す，聞くの4能力および沓下位能力（た

とえば，読むでは漢字，かなの読み，文章読解，熟読技能等）のかたよりをも含む。

そして，ちがった発達の度合いとは，一般的に，ある時：期がくると，ある能力だけは×
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X急に伸びるものだという発達曲線の相違（一般的特徴）および今ひとつはある個人だ

けがある条件のために発達が違う（個人的特徴）ことを含む。

　4．　言語能力の診断

　言語能力とそれを規定する要因との機能的な関係から，言語能力の発達の

診断をする。事例研究の対象である治療処置やその効果の問題については，

われわれの直接の任務でないから，取り扱わない。なお各年度で診断できな

い問題は次年度におくることにしている。それ故，この報告書では，診断の．

ところは重点的に基本的事項だけについて述べるに留めた。
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学級全員の第2年次言語能力評点（平均）
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B具体的事例
低学年の言語能力の発毛に関する具体的な事例は，この報告書の作成上，

次の基準に．従って6事例だけを中間的に選び繊した。

1．　まず，低学年児童のふつうの言語能力の発達　　学級でふつうの子ど

　　もの言語能力はどんなふうに伸びていくかをつかみたい。

2．　次に，そのためには両極の事例　　学級で特に優る子どもと，劣る子

　　どもの事例について触れることが便宜的である。

3．特に，言語能力と知的・身伽1勺・性絡的。環境的・教育的な各要因と

　　の力学1矧系はまちまちであるから，なるべくそれらのからみあいが，
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　　　見渡せることが望ましい。

　4．男。女の両事例を含むことが望ましいQ

　この基準に従って，選び出した6事例が言語能力の発達，および要因の特

徴の上に全体として統一あるバライティを持つようにした。その結果6事例
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のとり会わせば次のようになった。表の数字は五段階評点を示し，同じ項目

で，調査期（年度）によって評点が違っていれば（a～b）の袈記をしてお

いた。評点は1＝最劣，5＝最優を示す。

事例　氏　　　名　環　境　　知　能　　身’体　　性　格　　教　育　言藷能力

No．1　上野　京子　3～1　　　2～3　　　2～1　　　　1　　　　　3　　　　i

No．2　安田　道子　　　L　　　2～1　　　　　4　　　　4　　　　　3　　　　2

No．3　井上　和雄　　　3　　　4～2　　　　　3　　　　2　　　　　1　　　　3

No，4　石川　雪夫　　　i　　　4～5　　　3～4　　　　4　　　　　5　　　　4

No．5　浅壊　　隆　　　6　　　　　5　　　　　5　　　　5　　　　　3　　　　4

No．6　禎llフ1く　洋子　　　 2　　　　　 4　　　　　 3　　　　　2　　　　　 4　　　　　5

　この人名は仮名である。またわれわれは，教育的な配慮から，事実の持っ

ている意味をそこなわないかぎりで，年令や場所やその他のことを変えた。

そして，個人語入の家庭生活の内部事情について必要以上のことは伏せた。

従って，各事例は現実のものよりも，むしろ仮空のもの，あるいはどこかに

実着・する麗童の事例というよりも，どこにも見いだされるそれぞれの類型の

ものと考えていただきたい。

　また，観察作業で得た逸話記録は必要に応じて3年初めの資料も若干とり

入れ．発達的事例研究の特徴を生かすようにした。

〔事例No．1〕　上野京子　　（女子） 昭和22年2且生まれ

（1）言語発達条件

　　　　　　　　X
（A）家庭環境（評点3－D

　両親は健在。父親は42才高等小学校を経て，軍の学校を卒業した。母親

は36オp女学校卒。4入．家族で，京子は長女，4つ年下の妹がいる。京子が入

学する頃，細き’な酒類商の店を構え，店員を数名おいて手広く商売をしてい

た。しかし，京子が2年生の終り頃，父は事業で：失敗し，酒類商の店を閉じ

た。そして家族は盛り場にある大衆酒場K店の二階に昼間だけ聞借りし，父

は競馬の馬券中継所に勤め，母は酒場の手伝いをする生活に落ちた。そんな

※評点は当該項目に彫冒する学級内1：Ssける評懸段階を示す。評点の変化は王年時2年時，および調査期による

　変銘捻ある，以下1司じo
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逆境のどん底にあって，京子は学校が終ると，そのまま酒捌こ行って妹と遊

ぶ。夜ふけてから，やっと閉じたままの自分の家に帰ってくるという日課が

続いている。帰る時刻は大概，夜中の1時，2時になることが1多い。本，雑

誌類は酒場に置いておくと，子どもがいたずらをするというので，全部家に

残してある。従って，殆んどそういう本を見る機会がない。

　養育歴　半月の早産で，かんしぶんべん，難産であった。出生時の体重1

貫100匁，母乳と人工栄養で育った。離隔は1年3ケ月で少しおそかった。

嬰児期から肺炎で1か月問入院したり，風邪，気管支炎等の軽い病気によく

かかった。母親も健康と言えるほどでないから，そのためかもしれない。京

子の妹（6才）は非常に丈夫である。

　就学前，家庭では一緒に話をしたり，絵本を読んで聞かせたり，名前を書

かせるという直接指導をしなかった。歌のお稽古は1ケ月程通わせたが肝心

の京子が嬢ってやめてしまった。泊りがけで旅行した：り，日帰り外出という

移行の機会も少なかった。もちろん，経済的に楽であったし，お勉強もしっ

かりやらせようとして思い立つことはた：びたびであったが，なにせ，京子自

身は興味がなし，病弱だし，目も悪いから無理してはと，時期を見過ごして

きた。しかし保育園は比較的近距離にあったから，2年間通わせた。そのた

めにクレヨンで絵をかくことが好きになったが，i家にひきこもりがちで，お

：友だちと遊ぶことも少ない。学習レディネスは入学までに充分につかなかっ

たQ

　家庭の文化環境　比較的よい。家にある蔵書は50冊程度で，定期的に「主婦

の友」　「暮しの手帳」　「商店界」を買っている。京子には絵本雑誌を毎月

買い与えてきた。〔うたの億ん（小学館），かずのほん（小学館），入形絵本（グリム

館），こども絵：文庫（羽田書店），　1年生（小学館），等があり，　2嬉に入ってからは

小学2年生を買っている。〕また，ままごと遊びのおもちゃ，人形類は就学前充

分に買い穿・えてやった。

　このように京子の物的な文化環境はととのっていたが，肝心な京子の興味

が砥とんどそれについていかなかった。本を見る習潰もなく，ラジオも聞こ
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うとすることがなかった。

　母親の指導態度にもやや，積極的な闘心と実践に欠けていたようにも思わ

れる。1年も半ばを過ぎた頃，両親は京子の文字力が全然ないことに気がつ

いた。そこで下宿していた大学生にお願いして，1年の11月から，京子の勉

強を見てもらった。京子はその当座漢字の読み書きなどを興味をもって教わ

ったが，それも束の間，半年たらずで，前にちょっと触れたが，父の事業の

失敗で勉強も見てもらえなくなった。

　（B）知　　　　能（評点　2－3）

　1．Q．　78武政他，新乙式団体知能検査，昭和28年7月101≡｛実施

　1．Q．111　〃　　団体知能診断テスト，　〃29年2月26日〃

　各能力のC点　空間（6），推理（9），言語（8），数（7）

　記憶力（評点3），描画力（評点4－2），推理力（評点2）

　以上のテストの中，視覚の弁別の負担が大きい闇題には特に劣り，またい

ちじるしく反応速度がおそい。概して，京子は矢鐸的能力に劣る。

　2学年の3月，算数の時間，皆で葎グラフを書くお勉強をした。それが終って，皆

で生まれた月日をグラフに衷わすことにした。教師は生徒たちに「自分の生まれた月

を知らない人はいるかな」と聞いた。クラスで京子と今ひとりの女の子が手をあげ

たQ皆，どっと笑った。

　（C）身　　体（評点2－1）

　やや，虚弱体質，体重の増加に不規則なゆれがある。：夏秋の季には体重が

ふえない。暑気まけである。学校への欠席は2年問延べ16日。

　　　　　　　　　　体重の発達　単位はkg．
　　　4月　　5月　　6月　　フ月　　8月　9月　10月　ll月　12月　1月　2月　3月

　1　“一g．llk9．0　！9．5　2e．O　20．e　一　一　20．0　！9．5　20．1　！9．6　19．6　20．］

　2年　20．1　20．4　20．9　21．5　－　21．5　21．5　 －　 21．5　22．○　一　22．O

聴力，左（30db），右（25db）で正常。鼻が少し悪い。饅にひどい障霧があ

る。これに関する昭和30｛蒋3月22日の眼科医の診断は次の通りである。

　右眼，外方への運動は少しく制限され，外背より3mmのところまで，角膜線に達

する。左眼は運動正常。挙動性外斜視，その程度は左眼で注回した場合，右眼は5mm

外方に肉く。冶眼で注冒した時に左眼は殆んど外方に行かない。結膜・鶏膜・眼底に異
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常なし。視力は左右ともO．3。

この視覚障害は分娩時の失態に原因している。既に述べたように難産のため；．

きかいで胎児の京子をひきだしたが，その際，脳傷をひきおこした。誕生当

時，左眼が開かなかった。両親は盲飼かも知れぬと心配したが，1月局に目

が開いたので大喜びをした。そんな二二で斜視であることは大病をしてからr

初めて気がついたということである。

　一一方，運動能力は相当に劣る。手や足の運動が無器用で，トラックをかけ

る走法も右肩をおとした不自然な恰好でおそい。

　（D）性　　　　格（評点　　1）

　自立性，自律性，社会性の発達がおくれている。あきしょうである。本や

おもちゃを二三にしたり，散らかし放題で催促されると，よく跡片づけを入

に手伝ってもらいたがった。入学時，洗颪手洗などの習慣が身についていな

かった。叱られると何時までもぐずぐずして世話がやけることが多かった。

　一一一・方，知らない人に．もなかなかなじまない。うちべんけいで外ではお’とな

しい。妹と遊ぶことが多いし，そうでない時は年下の子供を相手にしている。

　食事は，食べるものに好ききらいが多い。朝食も少ししか食べない。気が

小さい。心配性であるという神経質徴候がある。しかし，2年生になってか

ら，この傾向は減少し，逆に自我意識が強くなった。男性徒にいじわるをさ

れると，どんどん攻撃していくという面がでてきたし，集団生活にも適応で

きるようになる1気配が見えてきたQ

　（E）教　　　　育（評点　3）

　　　学校生活（評i顯　3）

　目立たない地味な子どもである。学習に積極性がない。手をあげて発言す

ることが少ないけれども，そうかといって隣の生徒とおしゃべりしたり，い

たずらをしているということもない。だからこんなこどもおきる。

　　2年の7月，学級一斉テストがあった。各班から，おぎょうぎょくテストを受けた

子に答案を集めてもらうことになった。京子は班で最初に指名された。

　教師と特別に親しくすることはなく，友入関係もだれと決まった親しい友

だちがいない。学校の休み時間は，お：友だちが楽しく遊ぶのを側でぼんやり
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眺めていることが多い。だから，逆にそうした機会に恵まれない行動の補償

として体操の時開には皆といっしょに遊べるから大好きである。

　3草生の5月，遠足に行った。京子は仲卸はずれにされ，電車の中では座席が譲っ

てもらえない。お弁当は所員といっしょ。教師や所員にくっついてばかりしていた。

校内の廊下で顔を合わせても，おじぎもせず，知らぬ顔をして通りぬける。

積極的に所員に話しかけない。〔指導要録の行動記録には，入と親しむ，正しく

批判する。き’まりを理解して守る点に欠けるとある。〕

　服装は派手で高価なものを着てるが，爪がきれいに切ってなかったり，ハ

ンケチ，鼻紙を持たなかったりする。学用贔，宿題も時／E・r忘れてくる。しか

し。国語学習帳の利、切状～兄（評点4）はよい。

　次に，特に京子の持つ視覚障害が原因になって現われた学驚態農の特微を

あげてみよう。

　1．　教師の話を聞く京子の姿勢は半身に構えて不自然である。

　2．　鉛筆のシンをなめて書くくせがついている。（鉛筆はHB）そして，

鉛筆も普通よりも下の方を固く握って書く。

　3．文字，単語を認知するたびに不自然な姿勢をとる。一E読みの拡がり

が狭く，1～2文節の文字を書き終るたびに休憩をする。

　4．本を非常に近づけて読み，書く蒔はノーートに顔をうずめる。

　5．勉強中，疲労のためにアクビをよくする。

家庭読書（評点3）

　家に帰ってから学校友だちの．家に．遊びに行くことはなく，家で妹と一緒に

遊ぶ。毎ra　30分ぐらいは本を見ているQ読書時聞はそんなに短かすぎること

はないが，読書に対する積極性が見られない。内容を理解しながら文を読み

とることをしない。絵本が中心である。積極的に文にとりくんで，両親に疑

問の点を聞きただしたりしない。それも買った当座だけは読むがじきに：あき

てしまう。学校図書館の利用のしかたは目立つ砥どでなく，時折妹のために

借りることがある。新聞（評点1）は2年になっても見ようとしない。ラジ

オは自然に耳に入る糎度で，特に興味をもって聞きいる番粗はない。
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京子のテスト期中にみた各言語能力評点
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（注）　音続，黙蕊，語い能カテストは，ある朔には2覆以上の下位テストを行った。

（∬）言語能力の発達

　　　　　京子のテスト特別にみた総言語能力評点（平：均）と順位

　　　　1年　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年

月　14月明6月7月明12月3E　7月！2月3月 平均

評点平均

順　　位

学級人員

2．　17　！．　64　L　：・8

34．S　36　38
（39）　（36）　（：・8）

1，33　　工．08　　1．フ5　　2．55

　38　37　34　32
（38）　（37）　（35）　（37）

2．　S6　！．　56　L　93　1．　75

29．5　44　43　46
（43）　（44）　（46）　（4no）
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　2年問の言語能力の平均順位は，学級で最下位。1年前期中は最下位，後

期に入ってやや向上し，2年生の7月には29番に上ったが，12月には再び

最下位に落ちた。　（前表参照）学校の成績は普通。ここで問題になる事は，

文字力テストをした期は常に最：下位になっていることである。このことはい

かに京子が文宇力に劣っていたかを裏書きしている。（次表参照）

　　　　　　　　　　京子のテスト期／弼にみた正答文字数
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　文宇力が非常に悪いため，読解，語い，文法等の能力の方が相対的に優っ

ている。作文，読解能力はかなの読み，書きが完成してから急激に発達し

た。文字力の中で，書字力は読宇陀より優る。また1年の時は音読技能より

黙読理解力の方が優っている。話すことは他の能力より一段と優っているよ

うである。解釈は浅いが，積極的に話そうとする意欲は聞き手に好ましい印

象を与える。以上が言語能力のかたよりのあらましである。概して文字をな

かだちにした能力に劣るということができる。
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　（（文字））は入学当初は全然読めなかった。どの文字を読ませても，「チョ

ウチョ」と応答して，宇を読むとはどういうことか知らなかった。一方，書

く方は入学当初，4字だけ書けたが，これは自分の名まえである。書宇速度

がおそく，柔かく流暢に鉛筆を走らせることが普通の子よりできないので，

テスタ　一一の教示についていけないことがある。1年の学年末ひらがな拗・長e

促音は全然できなかった。誤答例をあげよう。

　（刺戟語）→（応：答）

　きしゃ→き　　まっさお→まさお　　びょうき一・よき　　やきゅう→やきう

　らっぱ→ら　　　りょこう一ンじよこ　　　　まっか→まか　　　　おちゃ一〉おちゃ

　文字力の中，読む方は字形の似たものを読みちがえ，書く方は誤宇・似た

形の混乱があり，宇形もととのわないという反応の特徴が目立つ。

　（（音読））はひらがなが全然読めないから無理のないことであるが，入学当

初は短文は金然読めなかった。1年の学年末から短文を語として，読むよう

になったし，内容も少し読みとれるようになった。しかし，まだ文中での促

・長音の読みができない。読みはじめが非常におそい。普通の子供とくらべ

て，行の最初の文宇をRがうまくとらえられないわけである。

　（（黙読理解））はクラスで中。悪い成績ではない。評価が内容理解度に向け

られるから7音読に現われた重点は直接表画に出ない結果であろう。

　（（発音））は，入学当初のテス｝ではガ行の鼻濁音ができなかった。また幼

児音，ヒとシとの混同がかなり残っていた。誤答例をあげよう。

　（刺激音）→（応答）

　ニューガク（ニューニャク），ゴチソーサマ（ゴシソーナマ），ニヒキ（ニシキ），

　ギューニュー（ズ＝．一ニュー），カラダ（カララ），ライネン（ライエン），ヒnク

　（シロウ），ピーヒャラ（ピーシャラ）

　1年7月のテストで，ガ行の鼻濁音は正確になったが，まだヒとシとを混

乱していて，幼児音が消えない。拗音・促音は正しく発音できた。

　（（作文））は1年の2学期末まで，誤記が非常に多く，所員は内容の判断に

苦しまされた。2年の1学期末，読点はついていないが，句点を正しくつけ

て作文を書いた。その上，句点ごとにマスをあけた。これは，進歩である。

内容も手際よく書いてまとめてある。しかし，いつも書く分量が少ない。
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　1年学年末の作文〈題，せんせい〉は30分の晦闘綱限でわずか90字の女しか書け

．なかった。

（II［）言語能力の診断

　京子の言語能力は2年問の平均をみると，クラスで最下．位である。dれは

明かに基礎学力としての文脚力が特に劣る絃果である。文字力をぬいた君語

能力を考えれば，そのかぎりでの彼女の学級内順健は中泣になろう。話す，

．聞く，語い，文法，黙読理解能力はふつうだからである。そのために，学業

成績は立派に中位にいることがでぎる。

　文字力が劣る要因の中で，視覚障害と．いうものが京子の言語能力の発達を

さまたげている根本的要因である。近視および斜視という視覚障害は次のよ

うな雷語行動と能力の特徴を現わしている。

　（ユ）速度テスト，時問翻漿法テストでは運筆の速度がおそくて，そのため

　　に予期しただけの成績がとれない。

　（2）書字テストでは遊興期立つ。

　③　作文に書く分量が他の子供にくらべて少ない。

　・（4）音読テストでは理解力はあるが，メカニカルな技能，目の運動規籾に

　　劣る。

　（5）音読テストで，読み始めがおそく，ぬかし読み，眼球の逆行が目立っ。

　（6）読馬力が書字力よりも劣る。

〈7）視覚に訴える言語能力ばかりが著しく劣る。

　　従って，京子には視覚障審がなくならなければ知能相当の読み，書き能

　　力の発達を期待することは無理である）。B式知能テストは視覚的弁別に

　　訴える面が強いから，将来京子にはA式テスFを施行する必要がある）。

　　近視，特に近視に輪をかけた斜視は単に言語能力の発達の障害であるだ

　　けでなく，将来の社会的適応をさまたげ，全人絡的人間形成をはばむ最

　　大の要因ともなろう。早急の治療と対策が望まれる。
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〔事例No．2〕安田道子　（女子） 昭和21年5月生まれ

（1）言語発達条件

　（A）家庭環境（評点　τ）

　両親家族閲係父親は継父，母親は先夫と離縁後，就学前の道子を連れて嫁

いだ。道子にはそこでふたりの弟（異父）ができた。両親とも定職なく，日雇

労務者である。母親は40才，小学校卒。健康でなく，心臓弁膜症を患らい，

病気がちである。両親が一日中家を留守にするため，祖母が道子たちの面倒

を見ている。家は寺院を背にした一段と奥まった谷聞の日雇入夫部落にある。

二閥の狭い家に道子のおば一家が10才の女児を頭に5入の子供をかかえて

同屡しているため，騒がしくて，勉強どころではない。道子の学習環境はど

う児ても悪いという点で底をついている。

　養育歴　生地は神奈川県，安産，母乳で育ち，順調に生長した。4才の頃，

左ききを右ききになおした。長女でもあり，家庭が離婚問題とたえざる生活

の不安のために，しつけが充分でなく，わがままいっぱいに育てられた。母

親は道子に，現在の父を「おとうさん」と呼ばせようとしたが，道子はどう

しても納得しなかった。道子は物のけじめがつき出してから，父との折り会

いが悪く，父にはごとごとに反抗する。父子にコンフリクトが生じ，寂庭内

が冷たく暗いために，外で暗くなるまで遊んで帰ることが多レ・。道子の妹が

生まれてから，父親は道子にはさらに冷た：くなった。母親も生活に追われ，

教育に無関心である。家庭に調査感応を頼んでも提鷹しなかったり，必要事

項を書いてくれない。家庭の事悟が事情だけに家庭内部の問題に触れること

を避けている。

　：文化環境として，一応はラジオあり，i新聞もとっているが，本や雑誌を読

まないから全然なく，道子の本も買ってやらない。そのほか家庭での教育指

導に望ましい点は見当らない。

　（B）身　　　　体（評点　4）

　大柄の体絡。2年に入って体：重のふえ方が正常でない。視力左（1．2）右
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（1．2）聴力，左（27db）右（27db）視力，聴力は正常。

　　　　　　　　　　　休重の発達　単位k9．

　　　4」’／i　5　6　7　8　9　IO　ll　12 ！ 2 3

1i　1・／・E　Z9，0　20．0　20．3　20．6　一　一　19．5　20．0　20．0　2！．0　一　20．6

2　k’eZ　2“1．．　O　2i．2　20．4　21．0　一　20．5　22．0　22．0　22．5　22．0　一　23．0

　道子は耳疾と軽度の副鼻腔蓄膿症を持つ。血色がよくない。顔にビタミン

欠乏によるハタケができ’ている。食べ物に好き嫌いが多く，油物は金然食べ

ない。学校の五1二｝席状況は1年次1ま皆出席，2年次は延べ10日の欠席をしてい

る。一方r運動神経はよく発達している、　〔2年の春の運動会には紅白対抗リレ

ーに逢手として出場し，大いに活躍した。〕学業成績でも，体育は他の学科にく

らべてよい評点をもらっている。

　（C）知　　　　能（評点　2．1．2．）

　IQ．　leo武政他　　薪乙式団体知能検査，　昭和28年7月10El実施

　IQ．　　86　　〃　　　霞i体知能診断ニラス｝，　昭和29年2月26日　〃

　知能偏差値43　　　　i新制田中B式知能検査，昭和29年10月2El　ir

　記憶力（評点2）に劣り，特に推理力（評点1）はクラスで最下位グルー

プにある。，描画（評点2）もうまくない。

　（D）性　　 格（評点4）

　社会性が発達し，情緒性にも安定性がある。神経質徴候なし。しかし，入

学時には気に入らない相手には自分のものを人に貸したがらない，母親や弟

に仕事を手伝ってもらいたがる，不精で物を粗末にする等の点が少し問題に

なるかと思われた。　（学業成績でも図工は他の学科にくらべて悪い。）また，

人に意地悪をする。　〔3年の5月西武園に遠足に行った。歩きながら前にいる内山

さんに砂をか：ナかけしてとうとう泣かせてしまった。〕

　（E）教　　育（評点3）

　　　学校生活（詐点3）

　教師に余り接近せず，学習意欲なく，教室では積極的に手もあげないでぼ

んやりしている。〔2年9月鰻語の時間，教科蓑iの文をノートに写す。大部分の生徒

が書き終で，たのに，道子はまだ書けない。それなのに．鉛筆を口にくわえ，うつろな表
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情でぼんやりしていた。「書けた？」と聞くと，しばらくして我にかえり，生あくび

をかみしめながら「まだ」と答えた。〕

　しかし，こと学習以外の活動では見違えるほど快活で積極的になる。これ

は驚くほどである。　〔2年の11月，等化蜜で動作テストをした。テストを待つ麗，

道子に話しかけると，非常にはきはきと厨を輝かせて答える。そして，室にあったナ太

道子のテスト期珊にみた・各言語能力壽F点

1撫評墜凹製679・2
　1ひらがな溝音　i
　lひらがな濁畜・半濁音

読iひらがな拗・長・三岡

　iかたかな溝音
　（
　iかたかな濁音・半濁音
ゆi　かたかな拗・長・促音
　あ　　

　1数　　　　　　字
　1
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「

　1ひらがな濁音・半濁蕾
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　ミ

　i数　　　　　字
　t漢　　　　　　掌

　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
読　　繰　　　　　　　説
解

　1獣　　　　　　読
　＼

即
発
文
作

し

膏
法
文

3
3
一
3
3
一
5
3
2
3
　
3
3
［
　
2
　
！
　

｝
　
2
　
一
2
一

3
2
一
3
2
一
5
3
2
2
一
3
3
　
5
2
　
1
　

一
　
　
　
4

2
3
一
2
3
　
5
3
3
3
一
2
3
一
5
2
　
3

3
3
一
一
」
皿
5
3
2
2
㎜
一
一
一
5
3
　
1
　

［
　
4
　
4
｝
3

S
3
｝
｝
一
一
5
3
2
2
　

　
｝
　
5
3
　
3
　
　
　
　
　
一
　

只
）
2
1

一
3
2
2

」
3
－
【
2

（

1
1
「

29
R 　　　30

フ　12．3

3

2

2g

2

2
2

2

ミ一

∩
O

　　21

・巨l

i
i
’
　
1
［

…

3

　　11i

3

　　1

2　　1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30”1

鼓をうち鳴らして興じた。とめてもきかなかった。〕

　学習意欲のなさは服装にも現われている。不精でもあろうが1年次は粗末

なのはよいとして全くだらしがなかった。2年次になってから，髪にリボン

をつけたりして，少しはましになった。

　〔2年6月，面接，お友だちのことを尋ねると「Bさんは洋服がきちんとしているか

ら好きだ」と面白い答えをした。〕爪も切ってこない時が多く，風呂は何日も入

らない。学習帳（評点1）1ま汚なくよごして，書いてある分最も少ない。忘

れ物をよくする。蒙庭での予習。復習もおろそかで，読書興味もない。家で

も読まず，学校図書館も全然利用していない。〔3年の6月1珪賭諮ノートを渡

し．借りた本の名前を説入するように頼んだ。道子は「わたし，どうせ借りないから

いらない，」と平然と言ってのけた。〕交汝関係は普通である。

　（1：［）言語能力の発達

　　　　　　道子のテスト期別にみた総言語能力評点（平均）と1順位

　　　　　　1年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2年
　芦i　　　　4〔　51・＝1　6日　フ日　9「i12芦1　3Ei　フ1三ll裂三｝　3月　平均

評点の平均　2．フi　2．93　3，00　3．17　3．42　2．G8　i．92　2，22　2．88　2．67　2．70

JIILfi　・fsZ　23　20　21．5　21．．5　21，5　30．6　35　34．5　30　34．5　33
劣ま宗憂ノN舞乏　　　（39）　　（36）　　（38）　　（38）　　（3＝7）　　（35）　　（37）　　（43）　　（44）　　（46）　　　（46）

　2年間の言語能力の∫ド均1層位は33番で下位。　1年後期から成績が低下し

てきた。学業晶晶（評点2）もまた下泣である。（上表参照）

　　　　　　　　道子の第1向三次。第2奪次用言葺能力評点（平均）

　　　＿＿読室　　書掌　　回読　　雛誠．　藍い　　交挺ミ．　作99一．．、＿＿糞章

1　，Ftt　3．3　2．9　1．6　20　2．3　1．7　2．0　4．0
2　！’一．iti　3．3　3．0　2．0　L　5　2．7　L　7　2．0　一

　言語能力の巾，1年次では音読・文法力に劣り，発音は正確である。2年

次では黙読，文法撃力に劣り，音読e作文がこれに続いている。（一L表参照）

　概して，暴馬的な文字の読み，書き能力は普通である。その中でひらがな

は漢宇。かたかなよりも成績がよい。読解力は大意把握，文の主題をつかむ，

鑑賞，そして詳細把握に劣る。同じ意味合いで，聞き方は内容の聞き取り能

力｝こひどく欠けている。黙読速度がおそい。〔2奪の6月261三i，こくこの時間，

他の生徒が通して2圃も「おまわりさん」の文章を読み終っていたのに，道子は一回も
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読みきれなかった。〕音読は一斗読みの能力に欠け，自分勝手な読みぐせをする。

しかも読む調子がたどたどしく，くりかえし読みも多い。読み誤りの例を示

そう。

2年7月の音読テスト

1む翻し，南るところに，手槍．うのやさしいおじいさんがありました。　あるひ，うら
（くりかえし）　　　　（くりかえし）

のやまで　しばを　かって　いますと，　ばさ，　　　ばさと，やぶの
　　　　　　　　　　　　（キ）　　　（オバーナン）　（ボナット）　　なかで，く

るしそうに　なにかもがbているおとが　しました。
　　　　　　　　　（カ）

　ひらがなの読みは，震音だけはエ年9月に完成したが，濁・半濁音となる

と，1年末になっても完成しない（21字完成），ひらがなを書く方は，清音も

1年で完成しなかった）。42宇完成）。ひらがなの拗・長。捉音は読み書き’と

もにずっとおくれている。他方，漢字の読みは1学期末に5等二しか読めず，

書く方は6月まで全然だめだった。従って，2年のユ0月，厨語の時問，〈束〉

をヒガヒと読んだりしているのは能力の自然なあらわれであろう。

　作文は文宇の混乱と叙述の重複とが目立つ。文三三と表現力の劣ることを

示すものである。

　1年学3学期末　作文「せんせい」

○○せんせいさようならもうすぐ二ねんせいになります，せんせさようならこんどは

はるやすみになりま．す焦から⊆．灸ξせんせいとあそべません．と込迩まゑ1蔭g一一わたくし

．さちは誉灘し．くなりまレメζg一．せんせいさようなら。こんどはせんせいがしかわります

からせんせいさようなら。わたくしはとてすさびしくなりました。

　せんせいさようならこんどのE！ようびは二ねんせいになります，せんせいさようなら

わたくしたちは，もうすぐ二ねんせいになるとみんながはやくおりこうになるように

　てせんせいがそうしてせんないがいいました，いんせいより。

　　2年学期末の作文「せんせい」

　○○先生　もうじき二年生に　なれるようになりました○○先生も，きょしつで　お

　はなしをしてくださいといいました。わたくしは○○先生1も　いっしょうに　また

　○○先塗また　○○先生と　三年に　して　もらいたいと　わたくしは　いいました

　わたくしは○○先生はすき’です　△△△△先生い　△△△△先生も　もうじき　先生

　y）の　一年生も　二年生に　なれる　ようになれますよ。

Gの鴛語能力の診断
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　道子の鷺語能力の発達の度合いを見る時，1年の前期までは中位の下にあ

ったが，後期に入って相当に低下したという事実に気がつく。これにはふた

つの要因が考えられる。ひとつは文字，発音の暴礎約言語熊力に代って後期

からは，黙読理解，作文という高度の言語1能力がテストされてきた。今ひと

つは困難な課題解？プぐに対して，学習興味が低下してきたためである。

　道子は発音だけは非常に正li賃1である。このテストは幼児音の有無の検査を

中心にして構成されている。道子は長女でもあり，社会性の発達，身体灼成

熟という特長が比絞／l勺早期に幼児音をなくさせた結果であろう。さて，劣っ

た雷4語能力の中でv読解力がひどく劣り，2年生になっても発達がほとんど

見えないことは，読書興味がなく，絵本，雑誌を読む経験に乏しいためと考

えられる。さらにあながち，これらの要囚が劣った知的能力だけによるもの

と速断できない閲題が別にある。いくつかの原因をあげて還、よう。

　（1）低い祉会的経済的斗顔出

　②　冷たい夫婦関係，父子のコンフリクト

　③　身体的障害一一栄養不良

　（4）学校における学業への不適応

　この中で，〈3）（4）の特徴は（1）（2）から結果的に生じたのだと見ることができる。

暗い家腹のふんいきが，道子の言詔能力の発達を低下させ，少女嬬にあるパ

ー・ ¥ナリティにくずれた浸しょくの兆候を見る時，せめて父子のコンフリク

｝が軟化して欲しいと願わざるをえない。

〔事例　No．3〕　井上和雄 （男子） ilEl・和21有三g／1琵／三まれ，

（1）言語発達条件

　（A）家庭環境（評点3）

　両親家族関係　両親は健在，父親は56才高等小学校卒の学歴。現在，工場

勤務の会筆勢である。先妻をなくして，20才年下の後妻を迎えた。子供たち

4人はすべてその後妻の子である。彼女は高等女学校卒，37才，小柄である。
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和雄には姉（中学2年），兄（小学6年），妹がいる。4人置も共逓して内向

的性格である。

　兄についてはこんな話がある。和雄の翻壬教師が病院に入院申の母の容態について，

和雄の兄に尋ねたところ，口ごもってばかりいて上手に議せない。少し挫急に聞きた

だしたら，涙を浮かべてとうとう泣き疎したという。

　母親がひっこみじあんの性絡だから，それを子供が受けついでいる。

家は静かな住宅地にあり，普通の二階造り。素人下宿の形で親藩の二世帯

を入れ，和雄と仲よしのあきらちやんも同腹している。家庭の経済状態，文

化状態は普通である。

　養育歴　和雄の生地は長野の國諏訪市。終戦を中にはさんで両親は永住のつ

もりで家を構え，疎開していた。和雄はそこで生れて4才半ばまで諏訪で育

ち，後，鼻許iの住居に移った。

　生後，特別に大病もせず，健康に育ってきたが，ひどい臆病とひっこみじ

あんで両親は手をやいてきた。親戚の嬢に連れて行っても，こわがって，し

きいをまたこうとしなかった。そのために幼稚園に入れる機会を失った。ま

た，家．庭では学習準備ということについて，特に心がけなかった。

　しつけは父瀧が一徹者の気性で，きびしく育てた。兄弟げんかをすると勝

負が決るまでやらせ，また，悪い事をすれば，子どもが悪かったと謝まるま

で徹底的に叱りつけた。（和雄の兄弟紳はあまりよくなかった。）

　（B）知　　　　能（評点　4．4．2）

　I　Q．　115．武政他，新島式団体知能検査　「【召28．7．10実施

　I　Q．　117．　　〃　　団・体知能診断テスト　昭29．2．2．26〃

　推理力（評点4），記憶力（評点3）。無意味詔憶は有意味認1臆より悪い。

その申，図形再生力（評点1）は特に劣るQ描画（評点2）Q

　（C）身　　体（評点3）

　健康であり，運動能力もふつうに笹野している。学校の欠席は2年隠に延

べ2［El。1学年の末身長114．　2cm，体重20．7kg，それが2学年の末には身

長，115．7cm，体重24．　Okgとなった。視力は，左（0．8）右（0．7），で正常。

聴力は左（35db）右（35db）で少し耳が遠い。ほかに軽い慢性鼻炎がある。
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　（D）轍…　　　格（評点　2）

　社会性の発達がいちじるしくおくれている。未知の者とはお話しが全然で

きない。友だちに物を貸さないとか，叱られるといつまでもぐずぐずしてい

るとかいったふうに，固執生閉鎖性が強く，対人関係がうまくいかない。ま

た自律性，自爵三性に劣り，近隣児重との交際関係が狭い。

　就学までは，籔人とも余り話し合わず口重であった。従って家人以外の子

どもと’償れることは容易なことでなかった。少し緊張でもすると，どもり気

味になり，顔面がこわばる。このために幼稚園にも通えぬ程であったから，

就学する夢はいわゆる屠・所にひかれる，留、いであったらしい。

　しかし，1学期も過ぎた27年の夏，1っ年下でいとこに当る〈あきらちゃ

ん〉という男の子が前橋から転居してきた。これを転機に家中がにぎやかに

なり，和雄は全くよいお友だちを持つことになって，明るさをとりもどし，

一／車中，だまりこくっていることがなくなった。そして近所にもお友だちが

でき・だした。

　和雄のよい性格上の特微としては，非常に母親恥いで，やさしさを持って

いることである。こんな逸話も残っている。

　3年の奪，母親の病気入院が心配のあまり，とうとう楽しい遠足をその前1ヨになっ

て，ひとりで決心して止めた。

　ところが一面，父親に似て片意地の面があり，言い出したことは絶対に後

にひかない。こんな性格の者にありがちであるが，しょうぎが非常に強く，父

槻と対等に勝負を争うことができる。歌，音楽方面には興味が少ない。

　学業成綾でも，音楽は茨現（一1），理解（0）で劣っている。

　（E）教　　　　育（評点　1）

　学1交に入って，和雄は非社会性の穀の中にさらに深く入りこんでしまった。

教師に接近できず，学校生活への不適応，学習興味のそう失という悪い傾向

が現われた。教師とお話ができず，少したしなめでもしょうものなら，すぐ

に涙ぐんでしまう。

　入学忠初，個腺こ書字力テストをした日，こんなことがおきた。職雄にマス目の線

入りの帯紙に自分の名前を書かせた。彼はいっし．xうけんめいに書こうとあせったが，
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鉛筆を持つ乎がふるえ，どうしても惚けない。そこで所員が試みに半紙の裏面のマス

』なしの余白に書かせると，正しく書けた。このことは制約したマス目の中での書字行

動は強い心理的抵抗を与え，過度の不安定感をひきおこした結果である。

　また，授業中，教師の方を向かず，腰かけに後向きになり，まわりで参観

している父兄をきょろきょろ見つめるという珍事がおきた。参観者が自分を

監視しているという恐怖観念が惜緒的不安をひきおこした。

　1年の1学期はこんな状態のまま過ぎた。兄もこんな傾向がないでもなか

ったが，それにしても分裂気質の強い特異児でないかと両親は気をもんだ。

しかし夏休みが過ぎてから，教窒活動に見違えるように安定感が現われた。

クラスの子どもと共同学習ができるようになり，学習に興味が出てきた、、

　3年の6月17臼，体育の時閥，前の時1繍（．作った切符を使って金貝で電車ごっこを

屋上でした。教師ははじめに生徒たちに自分がなりたいと思う押目の申し出をさせた。

線路班，運転手，車掌，駅長，切符究り，匂｝符受け等の役柄があった。和雄は積極的

に挙手して車掌さんになった。

　このように夏休みを契機にふつうの子どもと何等ちがわないようになった。

その内向的性絡は，たとえば，テスF中は，他の生徒が何をしているか，今，

どこまで書き終ったかという行動意識と他人との競争心というゆがんだ形が

現われた。席が前の方にあるから，うしろをふりむいて能力ある生徒を一9　一一

クしたりするのである。

　ところで問題はなくなったわけでない。対教師・所員関係は2年になって

もまだまだよくない。学友に見せた微笑は大人の前にとし｛ると，途端に消え失

せてしまう。

　2年の6月，国諮の時間，家庭に依頼する読書調査胴紙を教師が児壼の父兄名を呼

んで配布した。和雄は父の名を呼ばれても，返購をしない。教師が「君のお父さん，

何ていう名？」と尋ねたが答えないで身体を硬直させるばかり。周囲の児童は一斉に，

　「1隼の時もそうなの」と告げた。しばらく後に，飯員が和雄をそっと呼んで聞いた。

彼はぽつんと「○○だよ」と答えた。

　教師におびえ，面接調査の時，自分でも「先生はこわい」と答えている。

　2年の6月，オフサルモグラフで蟹の動き・を撮影した。実験前，目からの反射光線

をレンズで絞るために，目を動かさないよう注意したが和雄は目を静止できず，逆に

烈しく動揺させるばかりでとうとう，この霞は和雄だけ撮影不能に終った。
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i和雄のテスト期罰にみた各群語能力評点

趣くミく一テスト実施年月i

．i・・P｝t！’　E＼＼こ慈
Zif　1，16 　　　　　　　29

7191121　3
　　　　30
7　三2　3

　　ひがらな清音
　　ひらがな濁膏・半濁音

読．ひらがな拗・長礎音

　　かたかな清膏
　　かたかな濁音・半濁音
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　2年の3月，話しかた：ラストをした。その時の和雄の所員に二対する話しぶ

りを紹介しよう。

話題　き’のうの芸能会，昭和30年3月8iヨ

〈話すことに積極的でない，助言が必要〉

　所員　オ名前ヲ言ツテ下サイ。

　和雄　・イノウエ　カズオ
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　所爵コナイダ，芸能会見マシタ？

　和雄　ハ・イ

　所．員オモシPカツタデスカ？

　　　　　（閥3．5秒）

　　　　ウソ，オモシロカヅタ

　　　　ジャソノ話ナソデモイイカラオ話シテチ。一ダイ，…（申略）…オ

　　　　モシロカッタトイウコトネ

　　　　　（問，沈黙16秒）

　ノヲ臥戯　一番賀罫白・イト，慰ツタノワ　ドン！ナロト

　慰謝（問，沈黙5秒）

　所．澱　劇ヤ：歌ヤナソカアヅタデショ

　零1雄（匿1，沈黙6秒）

　　　　・阿ガオモシロカツタ？

　諏雄劇
　韻劇が酷力・タ？ソウ，劇胴・ゲドソナノガオモシ・カ。タ。何鮭，T　t）”

　　　　オモシPカッタ？　ドソナノガオモシ・カッタ？

　和雛　　（問，沈黙8秒）

　　劇ニワ1鰹ノモ・2年生・’モア・タデシ。，ソレカラ5年生ノモア。タ

　　　　デシ。，2年生デワ　ドソナノガアツタ？

　孝顛韮　1釣ラレノレ

　　　　釣ラレノレツちオ魚ノ話デシ。？ソノオ話シテチ。一ダイ

　溶雌（〔＝謬，沈黙11秒）

　｝…忘レチヤッタ？ソウ，デワ，ホカ＝Ji：’i’　’；テ・・ろナイカナドソナノガオ

　　　　モシPカッタ？
　　　　　（田圃，　沈黙4秒）

　汐r樋　オモシロカッタケド　忘レチャッタ？　ジャ，一番キレイダト愚ッタモノ

　　　　アヅタ7一ショ？

　舞堆　（聞，沈黙19秒）

　所鍛1年生ノカザグ・・マ・テイウ透…冒見タ？ドンナ・トス・・ノ？人品、1テキテ

　　　　廻スノ？

　鮮紅沈黙こっくりとうなずく）

　所員ソウ；ドソナ風＝＝シテアノコウカケテ歩／／ノ？

　漁雄（沈黙，こっくりとうなずく）

　鵬ソウ・ソレデキヨーソース・レろ・・……一ソウジャナイノ？

　軍属　（沈黙，こっくりとうなずく）

　　　　　フウソ，ハイ　分りマシタ
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　一金部の所要時囲2分58秒一一

　和雄は諾否を間われてやっと一語文で発蓄するか，口に出さないで，うな

ずいたり，かぶりをふるだけである。しかし，事実を違えて答えていない。

特に質閥されて，黙っている時聞の長さに注意されたい。

　指導要録の行動記録に1ま，：責任を重んずることに解るが，入と親しむことと，明る

い態変に欠け，特に1年中では安定感のないことが指摘されている。

家庭i読書（評点　2）

　たいして本を読まず，漫画本のほかは三昧が少ない。学校図誌｝室から本の

借り出すことも全然しない。新聞，ラジオへの接近状態は時折，子供新聞を

見るほかは興・味なく，特に興味をもって聞き’たがるラジオ番組もない。

（互）得語能力の発達

　　　　　和雄のテスト期llilにみた総言語能力評点（平均）と順位

　　　　4〔　　　5酉　　　　　　　　　　　　　9月　　　12ノ募　　　3月　　　7ノ量i　　l2．El　　3、日　　　　Σ｝∠ゴ勾

　　占　　2．50　　2．7工　　2．67　　3．67　　2．67　　3．58　　3．08　　3．i！　　3．60　　3．69　　3．i2

　　・f．，Lfl　27　22　25　25　12．6　i5．6　i4．5　i5　16．5　16　24

　入学時の言語能力は学級，人．．員44人中，27位で，1学期問は25位醜後に

あった。夏休みを終り，2学期に入ってから，急激に向上し，10番伐に突入

した。2年聞の平均願位はほぼ学級中位1こある。（前表参照）

　学業成績（評点3）辛争通。ただ話す力がひどく劣る。

　　　　　　　和雄の第1年次・第2年次言語能力評点（平均）

　　　　読字　　　書字　　　音読　　　1獣読　　　語い　　交法　　　作文　　　発音

1　，／一／／：1　3．2　2．1．7　2．6　3．5　2．8　3．3　1．7　tl．0

2　，tl，1　4．0　3．4　3．5　3．5　3．7　3．3　3．3　一　　）

　各雷語能力の中，1年次には発音は正確であるが7作文が他の能力よりひ

どく劣っていた。（上表参照）28年7月，課程作文「ともだち」

　　　よしいくん

これだけしか：続いていない。

　li｝ll限時閲　30ラト

　29年3月　「せんせい」という題で書いた作文は8行だけ，先生に対する希

望を書いた。
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　000魅せんせいがをこるとげんこつをくれる。○○○○せんせいは，やさしいと
　　　　　　　　　（お）

きは，やさしい，おこるとき、はおかないせんせいだ。○○○○せんせいが）ちの！羨≦

のうちにあそびにくるといいですQはるやすみにな：ると○○○○せんせいがあそびに

くるといい0

　2年次には学級相当の作文能力がつき，おしなべて言語能力のかたよりは

なくなった。しかし，字の書き方がへたで2年になっても，

似て直線的な文字ばかりを書く。漢宇の筆順の誤りが多い。

　2年2学期の漢字テストには昏昏の逆書，不完全字形が園立った。

まち＝丁田

むし＝＝F，

せん（生）＝生

い　く　＝汗

ねん＝年

そと＝冬

いれる＝人

　文章の読みでは音読能力より黙読理解の方がまさる。音読の技能に劣る。

音読をすると，口調が早くなり，どもりがちになる。そのために音読速斐は

速いけれども，区切り方が適切でない。

（lff）言語能力の診断

　知能の水準からみると，和雄の言語能力はもっと伸びてよいはずである。

言語能力の発達をさまたげている要因は何といっても，はなはだしい非社会

性，不適症という性格的，情緒的欠陥にある。さらにこの性格形成の原因と

しては次の点を挙げることができるであろう。

　（1）母親からの遺伝的要因と今ひとつは母親が夫と年齢の開きが大きい後

　　　妻であることから来た家庭の服従的関係

　（2）父親の厳格なしつけ方

　③　身体的要因，聴力障害と鼻炎

　（4）学習レディネスの不足

　彼の性絡的，憎緒的特性は次のような言語能力の特徴となって現われた。

　（ユ）話す力だけがひどく劣る。（教室観察の結果から）

　②　1年次で作文表現力が劣る。（他人と満足に話ができないという話す

　　　経験の不足にある。）
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　㈲音読能力が黙読より劣る。（音読は内容を理解することともに，より

　　　技：能的な面が重視される。音読は聞き手を意識しなければならないし

　　　さらに個別テス1・の形式で行われた条件も原因になっている。）

　入学当初の否畠語能力が非常に悪かったのに，2学期に入って，急に向上し

た。この変化は興味ある事で，学校生活における行動の安定化にほかならな

い。霞接的には2っのきっかけがある。ひとつは学校に入って急には馴れな

かった集団生活に漸く適応してきた。今ひとつは親戚のあきらちゃんという

お亥だちができたということである。

　和雄の社会性が発達し，藥団生活への適応ができ，積極的に手をあげて発

欝する学習態度がつけば，言語能力はさらに向上すると思われる。だがしか

し，蒙．庭の虹鱒気と別に家庭読書に積極i｝勺な興味がないという問趣も相当に

看語能力の発達をはばんでいようから，両方に正常な発達がなければ将来，

位群にのしあがる期待は大して望めないと思う。

〔事例No．4〕石川雪夫 （男子） 暇和21年12月生まれ

（1）鴛語発達条件

　（A）家庭環境（評点1）

　両親家族閲係　父親は43才，中学校中退の学歴。運ばん業，戦前は相当に

手広く事業をしていたが，戦災にあい，現在の職業に転向した。母は内職と

して紙袋はりをしている。昭和26年10月，父親は痔痩手術　1年聞砥ど仕事

を休んだ。生計が思わしくない上．に，この休職でそのため経済状態が苦しく

なり，民生委員の世話を受けることになった。

　祖母（73才）は癒‘｛：i。雪夫は4人兄弟，姉が中学1年と小学5年にいるG

長女は知能が勝れ，小学校を首席で卒業した。次女の方は学業成績は普通だ

けれども，作文，図画は特に優っている。この子は思ったことをすなおに，

表現することができる。おとなしく誠実な性格で，教慧の掃除などは陰ひな

たなくやるそうである。それに5才の弟がいる。

　家は住宅地にあり，3姓6聲の2間である。
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　養　育　歴

　安産，出産時の体重800俊弱，母乳で順調に発育した。歩行は12ケ亀目

で，16ケ月からウマウマ，ハイチャイを言いだした。雪夫の養育には母が

疑ったが，生活に追われて，祖母に任せきりの時期が続いたこともあった。

　封事の経済状態がおもわしくないので，幼稚園にはあげず，就学荊には，

泊りがけはおろか，日帰り旅行も経験していない。移行という面から経験的

背景を深めるレディ’ lス形成の機会は時たま近くの薪宿の盛り場に出かける

程慶で決して恵まれたものではなかったQ

　家庭の教育指導は充分でなかった。時たまおとぎ話をしてやったり，絵本

を読んでやったり，数をいっしょにかぞえることはあった。しかし，歌をい

っしょにうたったり，色紙を折って楽しむことはなく，入学前に名前以外の

文字は教えていない。

　しかし，雪夫から何か尋ねられれば，納得がいくまでていねいに教えてや

ることを忘れなかった。この両親の熱意は入学後も変らない。むしろ，雪夫

の積極的態凄が周囲の者を引きずって行った。

　2卑の11月のテストに，未学習である片かながよく読めた。だれに教わったかと聞

　くと，「家でお父さんに教わった。片かなカードが本についていたから，それで習

った。」と答えた。

　文化環境として，ラジオあり，新聞は産業経済新聞，東京新聞をとってい

る。本は20廟以下で，父親が病気で静養中，退屈しのぎに買った小説薪潮，

探偵雑誌類が主である。雪夫の本，雑誌はたまに買う程度で充分でない。本

でも，おもちゃでも万事古いもので間に合わせ，入学後，勉強机をと思った

が，専用の机を与えていない。小遣いも決っては与えず，映画も縁遠い。

　けれども，家箆のふんいき’として競子，兄弟関係が非常によい。夕食は皆．

顔をつき『合わせ，いろいろな話題を出し合い，お互いの意見を聞き合う団楽

の機会が豊かである。子どもたちはよく発讃し，のびのびと生長している。

この点は他の家庭では見られないことである。教育には熱心で母親はP。T。

Aの会合には必らず出席する。

　雪夫の登校時は服装もよく注意し，質素ながらき’ちんとして，爪も切って
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あるか確め，ハンケチ，鼻紙も忘れずに持たせて送り出している。

　2年の10月，算数の時聞，他の生徒たちが新しい物さしを持っているのに，雪夫だ

け古いはげちゃけた物さしを挾っていた。しかし，罵に自分を卑下もせず，「お母さ

んのだ」と言って，満面に母親の愛情を知らせていた。

　（B）知　　　　　能（評点　4．5）

　　夏Q　133．武政他，新乙式団体知能換査　昭和28隼7月10日実施

　　IQ　114．　〃　　団体知能診t｛弄テスト　昭和29年2月26日　〃

知能傭差f直66・　「日iτ1二i　　新1剴田中B武矢［1自旨検藷i　昭和29年10月21ヨ　r1

　記憶力（評点3）は普通（数を暗唱する力は優る。）推理力（評点4）に優

る。描画力（評点2．4）は，入学時，黒のクレヨンでぬりつぶすだけだった

が，12月の描画では非常にうまくなった。

　（C）牲　　 格（評点4）

　祉会胞・構緒的発達は満足でき’る水準にある。温和な明るい性格である。

若干，自立性に欠け，時に，自分の持ち物を貸したがらない欠点がある。理

科方面に興味があり，音楽は苦手である。音楽の成績は他の科白にくらべて

劣る。表現（0）理解（0）

　（D）身　　　　体（評点　3・4）

　健康である。学校は2年間に延べ5日の欠席。3年4月，身長，122．　3cm

体重22．5kg。視力，左（1．2）右（L2）聴ブ」，左（20db），右（25db）で正

常，運動能力に若干欠ける。

　（E）教　　　　　 育（評点　 5）

　　　学　校　生　活　（評点　　5）

　積麺的に学習し，よく手を挙げる。応答もしっかりしている。

　2学年の7月，社会科の時間，「たのしい遊び場」の絵を見て，お話をするように

指名された。彼は「はい」と言い，：袴子を中に入れてから話に移り，上手にお話がで

きた。

　授業申，いたずらもせずきちんとしている。勉強が大好きで，二二もてき

ぱき’と処理して次の学習を待つといった蒋実な学習態度である。

　教師によく接近し，未知の戎人に対しても人なつこい。所員に会うと，
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「きょう，テスb？」などと需って，あいさつすることを忘れない。学級内

の友人関係もよく，よいお友だちをたくさん持っている。学級委員もした。

国語学習帳もきれいに，たくさん書き，上手に利引している。

家庭読書（評点2．4）

　家庭にある蔵欝の冊数は非常に少ないが，その代りに雪夫は本を買う時は

自分でよく選択して買っている。友人から読みたい本を借りたり，学校図書

館をよく利燭して，少ない本の穴埋めをしている。

　図書館の最近の利用状況は次の通りである。（2週闘の調査）

　　（5月7臼）ドンキホーテ，　（5月12ED一茶さん，　（5月13ED月夜のくつ音，

　　（5月16日）さんたろうもも，（5月18日）二つのたね

　雲夫は就学前から絵本の宇を見て楽しむ一興がついていた。2年生になっ

て毎日規則的に60分程度ア教科書外の本を読んでいる。その読みかたはて

いねいにゆっくりと内容を読みとる型である。特に程度の高いもの，科学的

なものを好むということはない。最近の母親の報告では，判じもの，クイズ

ものに輿味を抱くようになったということである。

　学1交での休憩旧聞には，暇をみつけて学級文庫の本を読む。

　2卑6月図函の時間，　「絵が瀞けた人は本を見ていてよろしい」教師はこう指示し

た　、’雪夫はすぐ机の上を片づけて本箱の側に行った。お話の本を手にすると，にっこ

り笑って机にもどり，き・ちんとして読み始めた。知識欲にあふれ，読み薄る雪夫の満

足感はおして知るべしであろう。

　一J方，新爵1をよく読み，ラジオも積極的に聞いてインフtメーションを得

ている（評点4）。ラジオはもう6才から聞き始めた。　2年の当初，三つの

歌・紅乳雀。子供音楽会の番組を楽しんで隙・ているという報告があった。

（ff）言語能力の発達

　　　　　　雪夫のテス霞肺1にみた総冒語能力評点（平均）と順f立

・E－！．：i”？：’4pi－ssg　6E．pJg　gpm2E・i　3fi；？’t；i2；i　ma／”mrlzyt－i

離澄3含∵∵∴：8念5∵∵∵∵4ユ21
　学級上位にあり，2年間の平均言語能力の順位は8位。2年に入って幾分
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雪夫のテスト期甥にみた各種語能力評点

讐て＼テス陳母野尽28i
．〆遡＼…・｝．昌

．
5
5
「
4
4
一
5
3
4
4
｝
4
3
　
3
4

6　17　19
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下り茄減の様子も見える。　（上表参照）

　学業成績（評点4－5），は1・2年とも3番内外の優秀な成績である。その評点は次

の1酌。聞く（＋2），話す（＋2），読む（＋2），｛！駅（＋2），作る（＋2）・

　各言語能力の間では，作文が特に優り，比較的，語い力が劣る。話し方は

多少，早口になるが，教師の前でよく考えて発表することができる。
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　　　雪夫の第1年次第2無次。言語能力評点（平均）

読字　　　書字　　音読　　黙読　　語い　　文法　　作：交 発音

1年4．3　3．9　4．8　4．5　3．5　3．7　4．7　4．0
2年4．2　3．8　4．0　3．8　3．0　4．3　5．0　一
（（文字力））はかなにくらべて漢宇が読み，書き’ともに少し悪い。ひらがなと

数字の読みは入学時に，もう完成していた。書く方は6月に完成。簡単な文

章は入学時から，すらすらと読めた。

　（（作文））は毎回，非常に分量も多く番き，1年の終りには33行露いた。

一文1と含まれる語数が多く，文字1吏用も正しい。句読点の使用は1年7月，

いちばんはじめの書き出しにひとますあけること，パラグラフごとに行を改

めることは2年末にできた。表現内容の構成とまとめ方は学級で嘱鷺うまい。

作文表現力の特長は次の通りである。

　1．　感想文よりも行動の叙述をすることがうまく，かんけつにまとめる。

　2．事件の時閲，笙問の推移を客観隙こ順序よく述べる。

　3．　教科書的，生活綴り方的表現をする。

　4。現実を見つめる力に着るが子どもらしさがいくぶん欠ける。

　その一例を紹介しよう。これは課題作文である。

　1年の12月，わたくしのうち（原文はたてがき）

　ぼくっちはこおりやです。たまというねこがいます。たまがこねこを三びきうみま

したGこねこが一びき’しみました。ぼくはかはいそうだなとおもいました。あと三び
　　　　　　　　　　（に）　　　　　　　（わ）
きだけのこりました。そうしてたまが二ひきのこねこをどこかえつれていってしまい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（へ）
ました。またつれてきました。たままたつれてきたの。ぼくはがっこうからうちへか

えって○○○さんとあそびましたQOOOさんちであそぼうとおもったけど○○○く

んがすき’なので○○○くんとあそびました。おもしろかったです。

　次に話し方から表現力をみると，作文の表現とよく似た点がある。

　話題　一昨Elの芸能会　　昭和30年3月

　話し方に落ちつきがある。事件の順序を正しく覚えている。行動叙述は上手だが，

因；果の説陶に欠けている○モソチャンという劇の鐙骨，

　　・・中略……
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　モソチャン……モウー圓ヤリナオシダヅテ需ヅテネ．ツマソナイヅテ鴛ッテネ，コソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主語がない）　　　　　（主語がない）

k“ ｬ使サソガキテネ，＝r一・一一ト，ヤッテルヤッテノレ，ナソテ鴛ッア，ソレカラ，学絞中

マワヅテクノレカラ，踊り見セテネ，書ツタノ，ソレデキテ，スワッテヵラ，ノ」＼便サソ

ガ，オ地蔵サソニナヅテ，ミソナ踊ヅテルノネ，ソレデモンチャソガ　ウオーット

キタカラネ，小使サゾネ，オ＝ッテネ，足イタクシテネ（下略）

　（（語い））は言語経験が狭く，語い最が少ない。しかし，学校で学習した語いは

よく理解している。〔2無7月末，逓信箋を渡す。教師が評点を板書し，どれが一

番よい点かを尋ねた。大部分の生徒は「タス2jと答えた。雪夫は「それくプラス2＞

って震うんだよ」と言った。〕

　概して語い使用能力はあるが，語いの関係，定義能力に劣る。身近な生活

語いはよくできるが読書語いは余り知らない。入学時，正解した語いは7て

つだい，くやしい，し．kくじ，くわえる，し・一一一んとした，つまずく，るすい。

未知の語いは，せいよう，まちはずれ，こけ等であった。

　2年の7月，諮いテストから，家庭環境とにらみあわせて興昧ある誤答侮をあげて

みよう。集闇テスト，多肢選択法．

A，　いちめんに　（1・ちらばる。2．はしる。　（3．たべる））

B・　ゆずる（1．じぶんのものをひとにあげる。2・ともだちとなかよくする。　（3・

　　ひとからものをもらう））

（li［）一語能力の診断

　雪夫に望ましい言語能力の発達を与えていて最大の要因は深い愛情＝に瀞董ち

た人問関係を持つ蒙庭のふんいきにある。この特徴は物的条件のよいわるい

によって規定されるものでない。両親，兄弟の教育的な暖かなふんいきは雲

夫に一抹の生活不安，劣等感も感じさせない。望ましいパーソナリティ，学

習態度，読書生活はこうした家庭生活を背景にして効果的に形成された。従

って重大な障害条件と考えられた家庭の貧困も現在までのところ，言語能力

の発達にさして．表立って阻筈の条件となっていないQ

　ここで雪夫の言語能力の中で，作文のカが特に優る原因を考えなければな

るまい。雪夫の姉もまた作文がうまいという兄弟による祷『語能力の類似は輿

味ある問題である。しかし，だからといって，ただひとつの要因を想定する

ことは出来ない。その原因となるいくつかの点を挙げよう。
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　（1）一般的な知的能力に優っている。

　（2）読書興昧，特に深い味わい読みの習償がついている。

　③　着実的な性格行動を持つ。

　（4）家庭の今回から来る生産的雰観気の中にいる。

　⑥　家庭内で話すことになれている。

　劣った生活環境は手放しで影響なしとは言えない。語い量が他の能力に比

較して劣るのは，旅行，ハイク等の移行，書物の多読が充分に行えず，広い

経済的背：景を持つことができなかったためである。言語能力が学業成績より

劣ることは，学校で教わった事だけはよく覚え，他のソースからの情報の獲

得が少ないためであろう。2年次の能力低下の兆候は学習領域の拡大に伴な

い，これと劣った雪夫の物書環境とのずれを示すものではなかろうか。

　さらに，雪夫の物的環境がパーソナリティに及ぼす影響も無視できない。

　1年次，クラスで好きな友だちを尋ねたら，「A君，家に遊びにいくと，遊ぶもの

をくれるから」と長薯を言った。

　これは問題である。教師父兄の雪夫をとりまく一層の学習環境の整理が要

講される。

　　　　　　〔事例　No．5〕　浅原　隆（男子）昭和21年5月生まれ

（1）言語発達条件

　（A）家庭環境（静点5）

　両親家族関係父親は経理士で，その事務灰は1ヨ本橋にある。年齢は55才

種汝の要職にあり，学校に顔を期したことはないが，その代りに母親がP．

T．A．の会には必ず出席し，子どもの教育には非常な熱意を持っている。

具体的な学習指導法の増齢にも深く立ち入った質問をする。母親は女子専門

卒で教養も高く，会合の席では，余暇が見つかれば，手にした本を読みはじ

めるというような人である。隆は6人兄弟の末子，兄4人，姉1入で，長男

は大学卒，次男はいま大学在学中である。姉は小学6年生になる。

　姉の学業成績は呼1，家庭学習はよくやるが，試験はさほどできない。運動神経はよ

く発達している。児叢会の発表，劇は上手である。性格は派手で，お転婆である。
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　隆の家は住宅地にあり，閑静，網当の住宅である。

　養　育　歴

　隆は両親が終戦後も，ひきつづいて疎開していた九州で生まれた。安1農，

順調に育った。4か月目に現在の住居に．移る。夢縛Lは1年6ケ月で7少し授

乳期間が長かった。

　幼児期から，よく移行の機会が与えられていた。遠くは，最近，夏休みを

利用して父親が仕事を兼ねて新潟へ温チ｝乏旅行に，近くは，休日｝こ，新宿徳義，

上野動物園，多摩川園に慮れて行っている。

　外庭でのしつけの方針は，厳格にしてきたが，末子のため，とかく甘やかさ

れて育った。やんちゃで幼児音が消えない。この型の子どもは末子に多い。

　隆は玩具もたくさん持ち，親兄弟から本を読んでもらったり，歌をうたっ

て洋楽する幸福な幼児時代を過ごした。早く就学前から，絵本。雑誌を見て

楽しむ翻貫があった。ラジオは3才ぐらいから聞き始め，文宇は特に教えな

くても，自発的に覚えてしまい，早期に学習レディネスが完成した。4才か

ら6才まで幼稚園に・通った。

　入学当初は隆の興味もあって，億親は本もいろいろと買ってやった。

　童話（グリム，広：介），与太と三平，風の巾の子供（馴ヨ：譲治），光の子（宮本さえ

子）等。

　小遣いは月々相当程度（入学時は約600円），　映画は児童向きのものに注

意して，適度に見せている。

　家庭にある蔵1当：は戦時中の疎開でかなり紛失してしまったけれども，現在

200冊以上あり，恵まれた文化環境にある。

　（B）知　　　　能（評点5）

　L　Q．149　武政他，新乙筑心休知能鹸査　　昭禾1二i28年7月20　EI実施

　1，Q．142　　〃　　団体知能診断テスト　　1畷和29無2月26　F，1〃
矢ri倉旨撮療差衰直　　67．　　「El　［，1，1　　　－Mt　lifU　i－1：1，IB｝＝に矢1匿1四丁1査…　li呂禾［i　29年10月2iヨ　　〃

　推理力（評点4），記憶力（評点4，）ともに．発達している。猫画力（評点3．

2）は普通。

　（C）身　　体（評点5）
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　健康，学校は2年閥，皆1ゴニ｛席。2年3月で，，身長130．3c飢，体重26．　Ok9。

視力，左（1．2）右（1．2），聴力左（27db），右（27db）でともに正常。箒

質的障害なし。手・足の運動スキルも発達し，運動能力もある。

　2年末，体育の時闘で倒立の練習をした。学級で隆だけ上手に倒立ができ，教師に

億められた。

　（D）性　　格（評点5）

　社会性，自：立性が充分に発達し，家庭近隣関係もよく，神経質徴候もない。

明るく快活な少年である。兄姉いっしょになってよく話し合いをする。けん

かの相恩は年贈が…番一近い姉である。性格の中，難を言えば，自律：性にやや

欠けると言えないこともない。遊びに夢中になると，食事や風呂に呼んでも

言うことをきかない。おいたをして小言を言われても，途中で止めないこと

もあるが，最近ではなくなった。家庭における行動面にはまずまず申し分が

ない。どちらかといえば，開放的性格の子である。

　（E）教　　　　育（評点　3）

　学習態度がひどく悪いQ自分の席は教室の後の方にある。学級で一番お行

ぎが悪くて，よく注意を受ける。特に文略のドリル学習，テ．キストの斉読の

時に落ちつきがない。授業中，椅子の上にすわってみたり，隣りにいる子に

いたずらをする。2年になっても一向になおらず，教師は席順をかえること

に苦心している。

　2年の5月，国語の時間、女の子の靴を隠して教師に．注意された。そのあと，自EIH時

尚，教師は算数答案の慨人指導をしていた。その間，隆は他の生徒と言い争ったり，

火止を出したりして騒いだ。教師に注意を受け，教室の後ろに立たされた。

　クラスの生徒は彼を「お行ぎの悪い班長さん」と呼んでいる。

　　2年の1月，算数の時間，加算4問の申，1閲を「賀違えていたのに・全部できた入

と言われて，隆はさっと乎を挙げた。これを見つけた教師が，「隆，できたのか」と

　きいた。一度は乎を下したが，また手をあげた。蒋び「顔を干せてごらん」と念を押

　され，遂に机の上に顔を伏せてしまった。「正直にしなくてはいけない」と注意を受

　けた。

　また教師に対して，汚ない言葉を平気で連発する。

　　2無の6月，板書中の教師にむかって発欝する子どもの声の中から，こんな隆の言
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葉を耳にした。「ナンデエ，ダメジャナイカ1　「ホーレ，ザマーミナサイ」　「先生残

念デシタ，ハハ……（クイズからの通行語）」，

　また，級友を尊敬する態慶に欠け，悪口を遠慮なく発する。ふだん，勉強

のできない子が珍らしく発言をしょうとすると，「ナンダ，分ルカ」と軽蔑

したことばをあびせる。

　3年の5月，国諮の時闘，灘元「おたんじょうび」　（二）のく十の扉〉の導入の暗，

教師が問題を出して児童にく十の扉〉をやらせた。その第二図目，動物，答：えは人間

で，クラスの○○君と分った。当の生徒は自分だと怖して，枕の下に休をずり落し，

照れくさそうにしていた。子どもたちはどっと笑いこけた。突然，隆は「ナーンダ，

ソイジャ，オッチョコチョイデスカッテ聞キャヨカヅタンダヨ」と言った。自分の事

は全く棚護二げにしている。

　これでもわかるように，隆の，個人的な応答は活発である。学習外の社会的

話題には積極的にだれよりもよく聞いている。教師には非常によく接近し，

教壼では実によくのびのびしている。

　指導要録の行動の認録には，人を尊敬する。仕事を熱心にする。物をブく事にする。

持久力，自制心にやや欠けるとある。

　宏人関係では隆は人なつこく，統率力もあって，クラスのり一ダーとなっ

て遊ぶ。学級委貫もした。お友だちが多勢いて，女の子も隆をお友だちとし

てあげる。しかし，いじわるするから嫌いと言う者もある。予習，復習や宿

題はよくやってくる。国語学習帳の利用状況は普通である。

　家庭読書（評点5．4）

　家庭での学習は本人が自発的にしている。両親が手をとって教えることを

しないかわりに，」：の兄姉たちが勉強を見てくれる。読書欲は盛である。

　2年の9月，休み時間，他の生徒たちは学級文庫の漫画本に読みふけっているの

lZ　，隆は偉人伝詑物語を熱心IC．くいいるようにして読んでいた。

　学｛交図1三i：館もよく利用しているQ

　最近こんな本を俗り繊した。　（5薄9日）ふしぎな函のアジス，（5月11日）大む

かしの丁々，（5月12日）冬のせいぶつ，（5月15日）石のいろいろ，（5月16日）

かいそうのいろいろ，　（5漏19日）ほしのいろいろ，　（5月23日）ちょうちょのいろ

いろ，概して，高い程度の本を読み，特に科学的読みものに関心がある。

　1年生の当初新聞は漫函だけ面白がってみてたいが，最近は新聞の写真と
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隆のテメト期別にみた各鰹節能力評点
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ニュース記事と結びつけて読むようになった。ラジオでは童謡，お話，子供

の時間を聞いた。2年生になってからは，銭形平次，次郎物語，太語志，ぴ

よぴよ大学をきくようになった。

　こうした：，広い言語経験によって一般的な常識はよく発達している。

　2年の5月，「母のElってどういう日？」　と教師が聞いた。　「お母さんのいらっし

ゃる入は赤いカーネーションをつけるし，いない人は白いカーネーションをつけるっ
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お母さんを助けるの」と答えた。

　またこんなこともあった。2隼の11月，油が着物についたら，何で落すと尋ねた

　ら，即座に「ベンジンでやったら落ちる」と答：えた。3繁の4月「木の葉の色は誰

がつけたのかな」と先生が言って，自然につくのだと，説明しようとすると，隆は「

神様がつけたの」と答えた。

：［E．言語能力の発達

　　　　　　　　隆のテスト期隙こみた総言語能力評点（平均）と順位

　　　　1奪　　　　　　　　　　　　　　　　　2年
　　　　　　　5梧　　　6月　　　7月　　　g月　　　3、2月　　　3月　　　7月　　　工2月　　　3月　　　　Ls：匹均

平均評点3．フ94．214．254．254．58　4．424．383．89　4．ユ33．67　4．15

］ILR’　｛th　8，5　3　6　6　7．5　6．5　1．　S　4．S　9．5　14　6

　2年問の言語能力の平均順鍍は学級で6位。1年の終りには雷席に上った

が，2年に入って少し，低下してきている，2年の学年末は14位に1量寿ちた。

　（上表参照）学業成績（評点4）は優秀，1年では，聞く，話す，読む，書

く，作る力が全：部，十2で，2年では書く力だけ（十1）になった。

　　　　　　　　隆の第1年次・第2年次言語能力評点（平均）

＿＿＿．．、読本　　書字　　早寒．．　獄諺．　、．黒戸・．　．ギζ塗＿．．一作寒．．＿溌墨

1　，／tf．｛　A－5　3．9　4．3　4．6　3．3　3．3　4．3　4．0

2　di’F．　4．3　3．5　3．S　3．8　3．9　5．0　4．0　一

　各言語能力の中で，1年次には，読宇，黙読がまさり，語い，文法がやや

劣る。2年次には，文法，読谷にまさり，書字がやや劣る。文法は2年にな

ってから，非常に向上した。（上表参照〉

　入学当初，発音はガ行の鼻濁音ができなかった。2年になってから，まだ，

会話に，甘ったれた口調が残っている。歯切れがあまり正しくない。2年置

の6月，社会科の授業中，隆の発言をとらえて見よう。

　　「大掃除をした家はs－Ey・をあげて……」（挙手20名），「大そうじの話ができそかな…」

　（挙乎5，6名），最初の発表者が隆に決まった。正しい姿勢で話すe

　　※（イソトネ＿シ。ソの上向を示す，以下1司のfあれね／，※うちでね／k．L

　．　．　．　．　．　．A

なをするのわ面倒くさいってね，台所だけしてね／そんでね／，みんなね／，いらな

い箱やね／，そ一ゆ一ものおね／，もやしたの……あとね／，残ったのね／，お」環や，

瀬戸物おね／，みんなきれ一に，かたずけてね／，戸棚の中に入れたの……そいから

ね一一．たんすやなんかね一，瀬戸物が入っているからね／，みんなかたずけたの，お

わり」
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　話す内容はなかなかよくまとまり，行動の理由づけへの心づかいが働いて

いる。

　（（音読））は，黙読能力より劣るけれども，学級平均以上の力がある。2年

生の2月，国語の時間，先生が「どうして紙芝居は見ていて泣けてくるの

か」の質問に隆「本当らしく読むから……。（紙芝屡はいいところで終って

しまう。そうでないと，もうからないから）」と答えた。2年の16月，指名読

みの際，文中の会話のところを注意し，他の文と区別し，聞き手を予想した

読みができた。

　（（文等二））は書き誤り，脱落が多い。

2年3学期の漢宇書字力テストから，いくつかの例を冤よう。

　　（提出漢字）→（応答）

　　前一・前　　秋→秋　　空→室　　来→豪　　百→蒼　　虫→ヨ

　　思→毘　　入→人

　2昂の11月，授業申，「持」の漢字を揃う。「　1；」をぬかして書き，先生に注意さ

れた。

　学習作業は金般的に機敏で，テスbもだれよりもはやくにやってしまって

答案を提出する。それだけに不注意な誤まりがおきる。

　また，1年6月のテス｝で，前月のテストの時に書けた文字が雷けない。

いとも簡単に「忘れちゃった」と投げだした。テストへの執着性がない。

　（樵文））は文章表現に特別のうまみはないが，事件，事実について，因果

関係の説明をしたり，物事の一般的結論をひきだそうとする表現の芽生えが

2年の学年末の作文から現われてきた。　（題，：先生）

　「○○先．生はごちゃごちゃしてんのやうるさいのはきらいです。こゆうことをむずか

　しく痔一うζき’．びレし＼ζ撫翫・ぎすだから○○先生はすきです。じかん治りをちゃんとや

　らないことがあります。だいくなどほとんどやりませんどうしてやんないのかという
　　　　　　　　　　（ノ。い）　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　とみんながうるさいからです。だからぼくはすきです。どうしてきびしいかというと

⊂〉○先生はもと六年生をやってたからです……（中略）……

　この作文に現われた表現上の特徴は対所’員との話し合いにもよく現われて

いる。その一例を紹介しよう。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　355

　話題，一昨日の芸能会　1昭和30年3月

　く声が火きく，元気で，話すことが積極的である。〉

　　　　名前ワ？

　隆　アサハラ　タカシ

　所員　ハイ，コナイダ，芸能会　アツタデショ。

　隆　ハイ

　所．覗見マシタデショ。

　隆　 ハイ。

　　　　ソノ時ネ，先、生ハ見ナカッタカラ，ナソデモ・イイヵラ，話シテ下サ”f　7藤白

カヅタコトや不。

　隆　ソネ，　オモシPカッタノワ，　1ヨツノシクジリッテ言ウノトノソチャン’，

　（擬1）ソノネ，三三ツノシノジリヅテ言ウノワ，オ父ナソノコトヲネ，一匹ヅテ言ッタ

リネ，アレ／，ネコノ＝トヲネ，アノ……（Ft　Mes）

　ノソチャソテ言ウノワネ，皆ガネ，アノ村ノ山祭リデ，踊りヲオ1「ッテルノネ，ソ

コ」：アレァノ，ノソチャソト・イウ熊が出テク．1レト，皆ネ，踊りヲヤメテ逃ゲチャウノ

ネ，ソレヲ侮圓モクリカエシテイノレカラ，皆疲レチャウノ，ソレガネ，アレ’，ソレガ
　　　　　　　　　　　（説明）
ネ，小使サソ，小使サソガクノレノ，ソレマダ練翠ダヨ，＝ヅチノ，ソレデネ，小使

　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　（だめおし）
サソガ，学校ヲー廻リシテクルカラ，ソシタラ踊りヲ見セテクレッテ言ウノネ，踊り

　（i・pci）……ソレデ廻ッテキア，オヤ，モウ，止メタノカ・イッテ言ウソダヨ，マダッテ

書ッテネ，アレ’，ナソデヤソナイノッテイウト……（中略）

　オ地蔵サーソナヅテ　アゲヨウト言ウノ，小使サソノオジナソガネ，ノソチャソノ

熊ガゥJt’　一ヅテ来タラ，足ヲ痛クシタノ，ソソデネ，ソノ時，り一ソティウ学校二・イ

チャイケナイツテイウ鐘が鳴ツタノ，ソソデ，皆，小使サソニ，サヨーナラ言ツタノ，

ソシテ，帰ヅタノ，小・使サンワ，サヨーナラ言ヅタノ，ツマソナクナッカラ，痛イ，

痛イツテ泣イタノ。　（下賂）

（IE［）言語能力の診断

　隆の雷語能力は望ましい水準に遠している。これは恵まれた知的発達，身

体的発達，家庭読鞭　？〈　一ソナリテイの個人的要因と家庭の教育，文化，社

会的経済的条件のよさという環境的要因とに基づいている。隆のパーソナ￥

テイは姉のそれとよく．似ている。豊富な経験的背景，移行，多い兄弟数，多

い話し合いの機会は豊かな常識を持たせた。この基礎の上に，作文力，話し

方における表現特徴が生かされたと考えられる。文法力，読解力の向上は家

庭　　　程度の高い作品に対する接近の効果である。
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　他方，言語能力の発達をさまたげている要因は出生後，離乳がおそく，多

い兄弟の中の末子として育てられた生育歴と落ちつきのない学習態度の悪さ

とである。生育歴が学習態度｝Z影響を与えているとみることもできる。会話

串に，いつまでも幼児音が残り，甘ったれた口調が残るのは明かに生育歴に

原因がある。学習態度が悪いためにこんな特徴が出た。

　（1）言語能力が2年に入って低下してき・た。

　②　学業成績と言語能力との闘に差がある。　（学業成績の方がよい）

　③漢字の書き’誤りが多い。普段学習中での漢字の書き誤まりが目立つ。

　④　聞き方テストで，聞きとりの態度が悪く，詳細を聞き’もらしたり，早

　　急に誤った判断を下したりする。

　隆の斜照能力を知能なみに向上させない最大の原因は学習態度にある。学

校環境の中で集団生活をする際に行動の抑制ができないのは2つの特徴によ

ると思われる。そのひとつは主体的要因として，性格は別として勉強に対す

る実力の過信である。できない生徒に正面きって軽蔑するのもその現われで

あろう。今ひとつは学級の集団的な指導法に問題がある。能力の低い者に対

する学習指導法が知能の高い者に最も効果的ではありえない。この意味で，

隆に対して，そのi高い能力に応じた個別的学習指導が要請される。

　〔事例No．　6〕高木洋子（女子）昭和21年6月生まれ

（1）言語発達条件

　（A）家庭環境（評点2）

　両親家族関係　父親48才，大学卒の医師。昭和26年，白血病で倒れ入院，

現在も入院力療中である。母親41才病臥の夫と3入の子供を加えて，池袋

某商店の事務員となり，辛うじて生活を支え，民生委員の世話を受けている。

母親は高女卒，兄弟は3入，小学5年の兄と5才の弟がいる。

　洋子の兄は学業成績は普通，研究的で新聞を作ったりする学習はよくやり，興昧を

持っている。しかし家庭学習が充分でないσぱっとしない性格で身体虚弱。晴々歯ぐ

きがはれてウミが幽る。　（洋子も虚弱である。）

　現在の住．居はカトリック系の母子寮に，3盛の狭い一室を借りて住んでい
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る。

　養　育　歴

　洋子の生地は夢境県，安産，混合栄養で育ち14か月から歩き始めた。4才

まで富由県に，6才まで母の手を離れて叔母のいる仙台で育てられ，ついで

就学のため東京に移った。保育園には仙台で4才～6才の間，逓つた。

　幼時から健康でなく，よく夢を見て泣き指すことがあった。食べ物に好ぎ

嫌いが多く，風邪をひき’，頭痛を訴えることがしばしばあった。

　母親は一日中家を留守にして，あわただしい生活を送っているので，洋子

たちといっしょに過ごす時澗が少ない。一緒にいる詰問はわずかに．疲れて帰

った夕食後のひとときぐらいで教育指導やしつけということは，気にかける

ばかりで，充分でない。しかしわずかに，よいことといえば，寮生活のため

時間的には規律正しい。起床は6時母子寮全員が食堂に集まってお祈りをす

ませてから食事をする。また洋子たちと同年齢の子供たちが大勢いるから，

集団生活には馴れやすい。洋子はE｛曜日にはE曜学1交に通っている。

　寮生活というのはどこでもそうであるが，洋子たちの寮生活も家庭的ふん

いきに欠け，子どもは親の愛情に水いらずでひたることができない。洋子は

時々，入院中の父親に会いに行かせてと頼むけれども，健康を気づかって今

まで禁．［．tlしてきている。

　母競は洋子がのびのびと朗らかな子供になるように願っているが，そんな

生活のために必ずしも現実は母親の祈る方向に進んでいない。就学前は親許

を離れて育ったため，子供のこととて何のためにこんな生活を送っているの

かと深くは知らないようであったが，苦しい生活のあえぎは洋子のパーソナ

リテifに暗いかげりを作ってきている。

　文化環境もまた恵まれていない。母親としては本や雑誌もできるだけ洋子

に与えるように心がけているが，経済的にそんな余裕がない。家にある本は

全部，ひっくるめても20さつ程度。洋子はそのために，たびたび，絵本や雑

誌をお友だちから借りてき’て読み，要求を充たしている。学習レディネスは

幸にも保蕎園に通って充分についた。学習机はもちろん，与えてやれない。
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　（B）知　　　　能（評点　4）

　1．Q．117記億力（評点3）推理力（評点3）は普通。数暗唱力にまさ

り，絵再生力に劣る。描画力（評点4）はまさる。

　（C）身　　　　体（評点　3）

　身長低く，体重も軽い。入学時は，身長108．　5　cl？一，体重18．5kg。2軍の

10月以降，体重がふえていない。（下表参照）視力，左（0．8）右（0．7）で軽

　　　2箪
　　　4F．一1　5　6　7　8　9　IO　ll　12　1　2　3
・体　　璽〔　20．3　　20．6　　20．5　　21．5　　　－　　　21．5　　22．0　　22．0　　　22．0　　22噛0　　－　　22。0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位はk9）

い近視。磁力，左（27db）右　（27db）。入学後，百1ヨ咳と水痘にかかった，

現在，軽度の耳疾がある。学校の欠席日数は2年問で延べ261ヨ，少し多すぎ

る。虚弱体質で顔色もすぐれない。

　2年の5月，休み時聞の学校の屋上で遊んでいると，雨が降り出した。ほんの小雨

程裟のものなのに，洋子は「爾が降ってきた。あたし，濡れるからいやだわ」と謬っ

て，雨に．濡れることをひどく嫌った。ほかの子どもは一向に雨なんかお構いなく，遊

んでいた。

　運動能力はひどく欠けている。

　学業成績の中でも体育（評点　0）は他の学力にくらべて悪い。

　しかし本人は体操は大好きなようで，縄とびして遊ぶのが一番好きだと話

してくれたことがあった。

　（D）性　　　　格（評点　2）

　自立性に欠け，神経質徴候がある。おとなしい洋子だがぐずぐずした画が

あって，お：友だちからいじめられる。洋子の性櫓の上で…番の厚石題は暗い性

格のかげりがあり，それが物の考え方にも入りこんで，現実生活でのプラス

｝　tr　一一ションが見られることである。

　1年の12月，自分で書いた絵にこんなお話の文を添えた。

　はねつき’おしてここわいやだとゆってむこうえいくところです。また，うちへかえ
　　　　　（を）　　（は）　　（い）　　（へ）
　ったらします。

絵にはそんな場面のふたりの女の子が書いてあった。この時期の子どもはだれだって

楽しい思い出を書くものであるのに，洋子だけはちがう。
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　また，大人に対して非常に人なつこく，むやみと慕い寄る。心が強い親の

愛情にひたれないためであろう。音楽方面にはあまり興味がない。

　（E）教　　　　育（評点　4）

　学校生活（評点4）

　学級にこれと決ったお友だちがいない。家から学校までの往復はいつも淋

しそうにひとりで歩いている。

　洋子は学習態度がよく，教師のお話をよく聞いている。国語学習帳（評点

4）の和用状況もよい。しかし，2年後期に入ってからというものはだんだ

んと積極的に手をあげて活発に応答することが少なくなり，宿題も忘れてき

たりするようになった。

　2年の6月，颪接の際に，学級でひとりだけ，洋子は学校が面白くないと答えた。

　服装にも手入れが行き届かないことが目立って来た。

　しかし，物の考え方と感受性はよく発達し，少し異常ではないかと感じさ

せるふしもあるQ

　2年6月の面接で，　「○○先生はどうして好き？」と聞くと，　「4月1日のエープ

リルフールでも，嘘を沿わなかったから妊きよ」と答えた。

　2年の1月，かきぞめを教師に提繊した。それには「こひつじ」と書いた。他の生

徒は，はつひので，まつかざり等，平几なものが多かったのに。

　3年の5月，遠足に行った時，クラスの友だちを避けて研究所の者とばかり遊んだ。

その折，洋子が後から近づいて，気づかずにいた所員某の目をふさいだ。「誰？」と尋

ねると，「空気！」と餐えた。そして限鏡をはずそうとする。「国を悪くするから，

眼鏡をとらないで」と雷うと，「闘を悪くして見えなくなればいいじゃないの，そう
　　　コ　　　　　　　 の　　　　　　　 　　　　の　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　 　

すれば皆親切にしてくれるから」と言う。口回要録の行動記録には，人と親しむ，据

導力，態度の明るさに欠けるとある。

家庭読書（評点　4）

　家庭では，非常によく，たくさん，程度の高い本をむさぼるようにして読

んでいる。家にある本が少ないので，よく借りて来る。

　2奪の6月，休み時閥。研究所にやってきて，書棚にあるたくさんの児瀧雑誌を昆

つけた。「家の本は全部読んでしまった。大事に読むから，ぜひ貸して，」としきりに

頼んだ。

　また学校図書館も非常によく利用し，家に借り出す本の冊数では洋子が学
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級で一泣。

　最近では次の本を借りた。（5月11日）びっくりかめすく，（5月12日）こぶたの

とことこ（5月エ3日）うみぼうずとおひめさま，（5月16日）むくどりのゆめ，（5

月18ED村の子，町の子，　（5月20日）ころげたやしのみ，　（5月27日）日本むかし

ばなしQ　（以上，2週問の調査から），

　そして，本を借りたElは遊びにいかず，一日中読みふけっている。

　　　　　　　　　洋子のテスト期別にみた各言諮能力評点

　　　　デス霞癬恥8沼
テス顕目　　　i4．5i679

12
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R 7 12
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（豆）‘琴語能力の発逮

　　　　　　洋子のテスト湯引にみた総言語能力評点（平均）と順位

　　　　1＝｛：「／F：“一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2登三
　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

＿t＿．．．、4／Ii　5月　　6帰　　7月　　9月　　12月　　3帰　　7月　　12月　　3月 平均

言；嘗　　，：猷　　4．25　　4．14　　4．38　　4，42　　4．＝75　　4．75　　　4．73　　4．OO　　4．69　　4．2フ　　　　4．4G

規貞気立3545．5411．5334　3
　2年隅の言語能ブコは学級で第3位。入学以来，女の中で言語能力が最も発

達している。学校の成績も優秀で，女子で首位を占めている。　（上表参照）

　　　　　　　　洋子の第1年次。第2年次欝請能力評点（平均）

　　　　読掌　　　書宇　　　膏読　　　獄読　　　1碧誓い　　　文法　　　イ乍丈　　　発音

1　i，一，，i　4．6　d”1　5　D　5．0　3．7　4．S　3．3　2．5　　‘’t－

2　fil・　4．7　4．6　4．5　4．5　3．2　3．9　4．7　一

　各面語能力の中で，1年次で特に優っていた能力は読解力である。発音は

標準的でなく，作文がやや劣る。2年次になっては読解，作文に優り，表現

力がついた。（上表参照）話す力もまさる。解釈する能力がある。聞く力は

中，語い力だけが少し劣る。

　一般的に見て，どの能力も優っているが，家庭読書を背：景にした文章読解

力が一番のびている。2年間の黙読理解テストはどの問題も全部，正解。

読書弐墓度も速い。

　2年の12月，読書速度テストで3分聞に1050字の文を読んだ。（非？酔こはやい）

　文の内容理解，大意把握，そして観賞力に高い解釈力と感受性を持ってい

る。

　（（音読））は入学当初から，簡単な文ならすらすらと読み，内容もよく理解

できた。

　2無の10月，圏語の時，指名読み。声量，音調は適切。地の文，会話の文とで読み

方を変え，不自然でなく，：交のリズムをうまくつかんで，聞き手を予想した読みがで

きた。旬読点の所では正しく休止した。また文字の読み誤りはなかったQ

　（（作文》は，1年1学期末に書いた作品をみると，最初の一文とそして終

りとに読点がふたつつけてあった。弱点はというとエ年の学年末の作文から

現われているが，まだ正確でなかった。2年の7月末の作文から正確に使え

た。2年の終りには改行もできている。
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　内容の面では，1年の学年末から，従乗の単に叙述的態渡から変って相手

を予想した自己表現のための訴え文を書くようになった。そして，：全体的に

も上手になった。2年の7月に書いた作文くともだち〉を紹介しよう。場面

の特異なとらえ方，かなしい，さびしいという語をよく使って，楽しみ，喜

びの心はあまり文に表われていない。

　さらに読点のつけ方，現在時制による表現に注意されたい。

　わたくしのおともだちで一ばんすキな人は，はきはきして小さいこどもをかわいが

って，いる入です。その人はちゃこちゃんというなです。そのつぎとしこちゃんです。

　わたくしはいつも学校から，かえると，としこちゃんとあそびます。ちゃこちゃん

が学狡かからかえって，くると，わたくしはちゃこちゃんと，としこちゃんと，わたく

しと，三人で，あそびます。わたしはそのともだちとけんかを，したら，すぐへやへ

いってないています。けんちゃんがいたら，なかないでけんちゃんと，いっし”tにあ

そびます。二入のほか，ふたばでは，なかよしのともだちは，いないのですぐわたくし

はないてしまいます。その，ちゃこちゃんんけんかをしているあいだわかなしいので

す。けんかは，くちげんかです。あくるひになると，すぐなかよしになってしまいま

す。

　（（言美い））は他の能力より劣る。テス1・の結果では，文脈の中で語いを正し

く使用する能力は優るが，定義する能力が少し劣る。（（平がな）），（（一宇））の

読みは入学当初には既に完成していた。概して，i涜字は書字力よりわるい。

（（発音））は入学時，ガ行の鼻濁音ができなかった。

　二z．一ガ’クオメデトウ（ガ），ヘンジガデキマスカ　（ガ），オリガミ（ガ），キシャ

ガハシヅテキマシタ（ガ）。

（皿）言語力能の診断

　知能検査でえた洋子の矢羅的発達を規準にしてみると，言藷能力の発達は少

し，よすぎる傾向がある。知能以上に言語能力がよく伸びたのは，何といっ

ても，積極的な家庭読書からえた効果によるものである。洋子の学級で披女

ほどたくさん本を読む子どもはいない。どうして，そんなに洋子は本を読む

のか，読書行動は洋子にとって，現実のフラストレーションの代償を非現実

な読みものの世界に霞己を逃避iさせ満足させる機能を持つからである。

　～方，洋子の言語能力や言語行動に現われたいくつかの特徴もまた正常で
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ない読書行動からきている。この要囚は次の六点が相互にからみあっている。

　（ユ）　家庭の生活苦　　　、
　　　　　　　　　　　　㌧間接的な原黙1
　（2）　父親の病気　　　　．．i

懲懲鷺弱性画勺な駆1
（5）祉会に対する心知勺揖狂　／

　洋子が同年醜の壷金よりむしろ喜入を慕うこと，体操を好む，学校が嫌い，

．読書への契常な関槍・等は上にあげたいくつかの豊山に基づくゆがんだ行動の

型である。宗教の世界｝こ救いを求めようとする母親とともに，洋子もまた彼

女なりに生へのきびしさを抱かずにはいられない。

　雷語能力の中，発音能力が劣るのは，幼児期をおばの手で育てられたこと，

．身体的虚弱とによるものである。入学時，片かなの読み，書き能力が劣るの

は，クラスの子どもが何らかの形で豊かな文宇環境にあるなり両親から文宇

指導を受けていたのに，洋子にはこのいずれかの機会にも富まれなかったた

．めである。

　家庭読書は黙読理解，解釈力をつけ，文脈から語いの意味を理解する力を

つけた。しかし，読｛｝耽溺は文の詳細を知る力に欠け，文内容の情趣にばか

り溺れさせる結果を招いた。洋子は読書分裂ジ己と見ることができる。

　学校生活態度が，次第に後退的になり，積極性に欠けてきたことは注意す

べき傾向である。その理由には3点が挙げられる。

　（1）家庭環境のみじめさが子供ながらに自覚され，それが人格形成の中核

　　に強くくいこんできた。

　（2）家庭で学習をする上に，適当な勲爵網手がいない。

　〈3）　健康の悪化。
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、YI低学年国語教科書の実態

A　1・2年の教科書の形式・内容の分折

　教科書は，能力の発達に即して作られているはずであるQ逆に，能力の主

要都分は，教科書は中心とする学校の学習指導等によって，ついて来ている

わけである。

　ここに，低学年の読み書き能力の発達について，教科書の組み立てを分析

してみた。資料としては，実験学校・協力学校で使っている代表的検定本5

種（いずれも29年慶版）をえらんだ。

　1年生はどれも3冊本で上中下になっているが，特にその第1冊の厚さ，

内容は実にさまざまである。使用期間もちがっている。しかしここでは上巻

は上巻，中巻は中巻，下巻は下巻として，欝物を単位として分析した。

　2年生から上はたいていは上下2冊であるが，ここでも3冊本になってい

るところがある。これについては，その中巻を2つに分けて，2冊本として

計算した。　（内容あるいは題材によって，これは何月にやるということがわ

かるので，それによって2つに分けた。）

　　　　　　　　　　低学年教科書甥形式・内容の分析’
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低学年教科轡（5種類）内容・形iヌ℃分析平均
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　以一ヒについて考察すると，全体の文字数，つまり実質内容は少しずつふえ

ているが，2年生の上と下とでは余りちがわない。　（ページ数はむしろ減っ

ている。）　発達というか上昇というか，増：加の最もはっきりしているのは，

三面の総数とその使用率である。文の長さの増伽は飼立たない。

　次に，内容面については，1年の上を除けば単元の数はふえていない。低

学年の方が，1単允の長さが短いからであろう。

　エ年の上は学校生活を取扱ったものが非常に多い。2年生になると全体と

して社会生活に取材したものが多くなる。しかし，巻を追っていちばん順調

にふえているのは，物語教材である。



368

2年生の教科書におけるかナこかなの地位B

2年生教科書におけるかたかなの月別配当
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Xl［低学年国語学習指導の実態

A　調査のあらまし

　低学年の喬『語能力の発達を述べるについて，現行教科書の仕組みと，また

それを使って実際におこなわれている教室の学習指導の実際とは，無視する

ことのでき’ない大きな要因である。

　ところが，これについて，毎期9時閲ずつ国語の時問を設けている学校も

あれば，毎逓4時問だけの学校もある。作文に力を入れている学校もあれば，

話し方に力を入れている学校もある。教科書の取り扱い，読み方の指導過程

なども，実にいろいろである。

　もっとも，教育の計画も実践も，本来，地域の必要に即して，それぞれの

児章の必要と能力とに即しておこなわれるべきものであるから，ある程度の

変化のあるのは当然である。しかし，そうした種・々栢を肯定し，前提して，

その上で，その中になにか一つの基本軒端があるとか，標準のやり方がある

ということになれば，実際家がめい酔いの特殊性を発揮する．ヒに参考になる

であろう。われわれにとっても，この期の児璽の雪語発達の状況を概観にす

る場合に有力な参考になるわけである。

　このような観点から，こんどのこの報皆書をまとめるに．あたって，各地指

導主事の諸氏の協力を得て，特に国語をやっているというのではなく，すべ

ての点においてきちんと団坐されている標準的な学校を選んでもらって，く

わしい質問紙を送って，その回答を得た。

　それは，　この文の最後に校名を紀した全国31の都府卿dつたる216校で

ある。そのうち，回答もれの項目もあったので，整理に使ったのは212校で

ある。幸に，すべて，なんの誇張もなく虚飾もなく，ここに．，わが国の現在

の学校教育における低学年国語学習指導の実態と，またそQ上に立っての教

師たちの感想希望がわかったQ

　質問用紙は，次のような「表題」と「まえがき」を持ち，質問項目は57項．
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目ある。以下そのおもなものについて，圃答の大体を記す。

読み書きを中心とし7こ小学校低学年（1年後as一　2年）の

　　　　　　　　国語学習指導の実態の調査

　ま　え　が　き

1．　この講査は小学校低学年の児童の読み書き能力の発遠に直接鍔連をもつと考えら

　れる国語の学習指導の実状を知りたいためにおこないます。

　　読み書きに関する箭査を中心とし，醐き話すことに関するものは読み書きに直結

　　する面にかぎってふれる程度としますQ

2．　この調査の直接対象は学級です。

3．　この調査では，まず現在あなたの学級で実行している実際について警えてもらい，

　最後に一括して男llに，こうあるべきだという意見をつけ加えてもらうようにしてあ

　ります。

　　それは「実際にこうやっている，こうやってきた」ということと，「こうあるぺ

　きだ（と考えている）」ということをはっきり区別したいからです。

4．　質問論査の項最は次のとおりです。

　A。学校・学級1の性格

　B．読み書き・の学留指導

　　1．聯悶と比重　ll．教科書と誘導巨漢　盟．学習指導過程　lli．書くことの摺

　　樽　V．ワーク・ブックとドリル　W．心証学習　1那教具・施設・経営

　C・1・読書の指導　耳．話すことの指導　盈．躍くことの指導

　D．国語学習指導の重点

　E．あなたの読み書き学習手旨磯上の意見

5．答えかたは（　）の中に書きこむか，あるいは該当する項目をOでかこ

　み，更に足りないと思われることがあったらそれを適宜書き’こむようになってい

　ます。

　（1）調査の対象となった学校・学級の牲格

　上述のように，全国31都府県にわたる212校であるが，各学校の学区は

どのような地域であるかという二二を整理すると（二つにまたがって回答し

ているものあり）

　　　　　　商業地　 87　 エ業地　
20

　　　　　　住宅地　　45　　農業地　 123

　　　　　　漁業地　 16　 その他　
ll
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である。これによって，回答校が都市とか農村’とかにかたよっていないとい

うことがわかるQ

　学校の大き’さは生徒数2，000名以上の学校もあれば，200名以下の学校も

あり，生徒数総平均は894名である。そのうち，能力別編成をしている学校

は，i新潟，栃木，神奈川，徳島にそれぞれ1校ずつで，他は全部，生年湾1ヨ

順その他による，ふつうの学級編成であった。

　（2）国語科の時聞数その他

　国語の時問数の平均は，1年の時が毎週6時聞，2年も6時問であるQほ

かの教科の時にも読み書きの才旨導がはいり，そうした意味で国語科以外の読

み書き指導にはどのくらい時間がかかるかという閥いに対して，1年生の場

合は毎週4．0時閥，2年生になると少しへって毎週3．7時間という答が出

た。これによってみると，国語科としての時問は少ないが，実際には10暗問

かかっているわけである。

　また，この心心の国語の時間6時問の［1・1で，特にドリルとか作文とかに時

問を特設している学校は18．2％であって，大部分の学校では特設していない。

　（3）仕事の比重

　1年のごく最初の2か月間を除いて7聞くこと，話すこと，読むこと，書

くことにどんな比重を与え．ているかについては，

　　　　　　　　　　　　　1年前期　　　　　　　　2年前期

　　　　　　1｝i　lj　　　く　　　　　　　　30．4％　　　　　　　　　　　　　　　 9．0％

　　　　　　　　　S一　45．5％　i5．0％．
　　　　　　読む　 28．　2％　　　48．6％
　　　　　　｛聾　　　　く　　　　　　　　　　5．9％　　　　　　　　　　　　　　　27．1％

であって，1年誌期の主．要な仕事は「話すこと一．1であり，2年になって「読

むこと」が主になる。これは，愚図の国語教育とは大いに様相のちがってい

る点である。

（4）教科書の使用
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　教科書の使用については，1年の入学当初には教科書による学校は48．3％

であるが，2年生になると97．2％が教科書の順に，教科書によって教えてい

る。教科書を使わない学習指導に1ま，作文，話し方，聞き方，漢字のドリル，

読みの発展的取扱いなど種汝ある。国語の時聞の中で教科書を使わない時問

の割念は平均して，25．8％である。

　（5）学習指導形態

　国語学習指導の形態としては，常にグループ編成をしているものは少ない。

特に能力別グルt一一一プ編成をしているものは，わずかに0．5％であった。

　　　グループにすることはほとんどない　　　　　　　　　21．9％

　　　時によってグループにする　　　　　　　　　　　　73．5％

　また，

　　　教師が主となって話したり読んでやったりする形態

　　　教師の質問に児璽が答えてゆく形態

　　　児童たちが問題を出し自分たちでできるだけ解釈し，

　　　教師はそれを見守っているという形態

であって，この段階では大部分問答法であることがわかった。

㈲　文庫の読み書きの指導の方法

特に文字の響き方の指導については次のようになっている。

　教室で新出のi高じ：文字を何回もノートに書かせる

　隅じ文字を何回も書かせず，いろいろな語の形で与えて議：かせる

　：文字の構造等について，記憶しやすい話をしてやる

　黒叛その他に児堂に大きな字を書かせる

　聴写をさせる

　書取りのテストをする

　　ノートの検査をする

　視写（教科書のある部分の黒きぬきなど）をさせる

　その他

11．　1％

70．5％

18．　4％

5．　5％

13．　S％

12．　6％

ll．　2％

le．7％

16．　2％

14．　8％

12．　9％

2．　7％

ノ・’一鞭寅査と書取りという，ふつうの方法が一番多いようである。

また，筆順指導は，空中に指で書くことよりも，黒板に教師が板書して，
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それを見ながらノートに書かせる方法の方が多くおこなわれている。

　（7）低学年の作交，習掌

　低学年の書くことの中でどこに重点をおいているかについては，

　　　　　　　　　　絵　日　記

　　　　　　　　　　詩

　　　　　　　　　　紙芝屠

　　　　　　　　　　手　　　紙

　　　　　　　　　　伝　言　文

　　　　　　　　　　感　想、文

　　　　　　　　　　生　活　文

　　　　　　　　　　そ　の　他

であって，生活文と絵日記ということになる。

　作文の実施については，この段階では，

いわず，

3工．4％

6．　8％

5．　7％

フ．8％

3・　3　90／

4．　8％

39．　6％

2．　6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「作文」とかfつづりかた」とか

　　　　「お話を書きましょう」とか「文を穿き’ましょう」といって書かせ

るのがふつうである。しかし鑓紙は作文用紙を使っている学校が多い。

　特別に文を書かせることを，今年度の4月から12月まで8か月の閥に勘弁

やったかということについては，平均17．8騒であって，月2回以上になる。

　また国文には，誤字，羅宇をなおし，感想を欝きこんで返すという翻答が

一番多い。

　作文処理はいっするかについては，

　　　　　　　　擾業中（自習時など）に　　　　　　　4．5％

　　　　　　　　放課後に　　　　　　　　　　　　50．9％

　　　　　　　　箆日寺1潟に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8．2％

　　　　　　　　家庭へもちかえって　　　　　　　　34・7％

　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　工．7％

であって，仕事をかなり家庭にまで持ちこまなければならないことが知られ

る。

　習宇（書き・方）の本は92．5％が旋っている。

　（8）　ドリルとワーク・ブックの使用

　ワーク・ブックは教科書に即したものを使っ1ているのが70。5％，教科書に
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即さぬもの13．5％，全然使わないもの14．　3％である。

　ドリル学習は，きめてはやっていないが，かなりやるというものが多い。

砥とんどやっていないという学校はわずかva　2．3％である。

　なにをドリルするか，いっするか。

　ドリノレ学習を意識してやっているとすれば，何を主としているか。

漢字を書くこと

漢字の読み書き’

語句練習

朗　　読

その他
一課一諜（単元）のあとにやる

毎時悶の前または後にやる

曜EIをきめて集中的にやる

いっときめず，必要と認めた時にやる

その他

！4．0％

39．5％

26．　5％

1フ．6％

3．　4％

27．フ％

23．2％

7．フ％

35．　1％

6．　3％

漢字の読み書きを必要と認めた時にやるというものが多い。

ドリルにかける旧聞は1圃平均16．3分，一週合計76．6分である。

　（9）家　庭　学　習

　家庭学習については

　　　　　　　宿題を多く出す　　　　　　　　　3＆9％

　　　　　　　少し歯す　　　　　　　　　　　57．9％

　　　　　　　ほとんど出さない　　　　　　　　　3．2％

　これは，質閥がはっきりしないからほんとうの程度はわからないが，重く

見ているかどうかはわかる。宿題として出されるのは，漢字の練習と教科書

の読みが1多い。

　（le）施設と経営

　施設。経営において，俗に文宇板という語カードはかなり使われている。

　校内放送の設備は，ほとんどの学校にあり，時汝使っている。学校放送も

時rt聞かせるというのが多い。テープレコーダt・一もあって時々使うという学

校が多い。ない学校は27．8％である。
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　学級文庫は，ない教室が26。5％，教室においてある書物は，平均して，

　　　　　　　単行本　　　 31．3冊

　　　　　　　雑　　　　　　言志　　　　　　　　　　　　　　　33．2冊］・

である。

　学校図書蝕のない学校は4．5％，自由に出入りさせている学校が多い。

　〔11）　読　　書　　指　　導

　低学年の読書指導は，この圃答によれば，実によく行屈いている。　「教室

で教科書以外の本を児輩たちに読んでやったことがありますか」という質問

に対して，216校金部が「ある」と讐えている。100　％の項Eiiはこれだけで

ある。

　「読書したことを児童たちに発表させたことがありますか」についても，

97．2％が「ある」といっている。家庭での読書について児童たちと話し命う

ことが多いのは，もちろんとして，児童たちの家庭での読書を調べたことの

あるもの72．8％，まだのもの27．2％である。

　働　話すこと聞くことの指導

　話すことの学習指導については，計画を立てていないところは少ない。全

体の計画は立てておいて，しかし機会を見て実施するというやりかたが多い。

　聞き・かたについては，時聞をさいて実施することがあるという方がないと

いうカより少し多い。そして，聞きとったかどうかあとで質閥を出してテス

Fするというのがふつうのようである。

　（i3）低学年国語学習指導の重点

　低学年国語学習指導の重点については，次のやりかたで管えてもらって，

次のような比率になった。

　低学年におけるあなたの指導実践は，次のどれとどれに重点をおいていま

すか，4つだけえらんで○をつけてください。

　　　　　　他人の話をよく聞くこと　　　　　　　　　　20．4％

　　　　　　よく発表すること　　　　　　　　　　　　　17・6％
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教科書をすらすらと読むこと

：二字を正しく害くこと

正しい筆順で書くこと

方言や幼児語を使わないこと

悪いことばを｛吏わないこと

よい本をたくさん読むこと

正しい諮感を養うこと

絵Ei記を書くこと

劇をすること

文をたくさん書くこと

ノートをきちんと書くこと

言寺を書くこと

その他（県体的に書いてください）

B　学習指導過程の型

9．　2％

17．1％

4a　2％

1．　9％

2．　5％

7．8％

4．　2％

S．8．o／o

O．　9％

3．　0％

4．　6％

O．　2％

O．　6％

　学習指導過程については，教科欝の教材が物譲や随筆であって，それによ

一．，て読解や文事本位の学習指導をする場合と，言語教材，劇教材，詩教材な

どの場合とを区別した。

　そうして，特に教科書による場合については一つの型をサンプルとして提

出し，それに，めいめいの型を書きi込む，修正するという方法をとった。こ

れは型を暗示したわけであるから，結果の数字はそうした条件を老慮して解

釈するのでなければならないが，こういう問題については，この質問のしか

たでないと重とまりがっかないと考えたからである。

　（1）勲科書の敏紡が物語とか随筆であった場合の指導過程

　提出した型は次の通りであって，　（　）の中に（1）（2）③………という順序を旧

書き込むことにしてある。　（この整理の対象になったのは203校である）

（
（
（
（
（
（

）題目についての話し合いや経験の想起

）教科警の通読……………策1汐ぐの読み

）新出：文字，語句の指導

）教科書の精読・……・・……第2次の読み

）内i群の話し合い

）数科書の味ii売．（達読）………第3次の読み
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　　　（　）新1疏文字・諮旬の練習

　これに対して，この願序：通りに（i）（2）（3）㈲（5）（6）⑦と番号をつけた学校は65校

で，他の138校はこれを多少変え，あるいは多少つけ加えている。それを型

に分けると40種類ある。その中で何校かに共逓しているのをあげると，

1．． i8）「評価」を加えているもの

2．（8）「紙芝：屑イヒ」　「劇化」　（9）「評価」としているもの

3．（2）と〔3）の順序を変えているもの

4．〔6）を欠き　最後に「評価」を加えているもの

5．　（1）（3）〔2×5）（4）の］1陵naしているもの

6．（1）（2×5）（3）（4×6X了）にしているもの

7。　（1）（2）の間に「さしえの話し合い」を，（6｝（7）の問に「感想発表」

　を，　そして．最後に「評価」を蜘えているもの

38狡

ユ3狡

8校

8校

6校

5校

5：｛交

　他の37型は1校か2校か3校しか採ノIJしていないものである。そこで提出

した型に「評価」をかっこして加えれば，約80パーセント1こはこれで共通

するわけである。

　次に7こうした指導過程の中で主としてどの段階で教師の板書と児コ窪のノ

ー1・がおこなわれているかについては，葎∫記の型の順に鼠毛（1×2）（＄）㈲…とし

て，これに対する解答校leo校について次の数字を得た。

過程
（1）

（2）

（3＞

（4）

（5）

（6｝

（7）

教師の板書

　　29

　　22

　　96

　　30

　　94

　　：．4

　　25

児1童のノート記入

　　　！4

　　　18
　　　82

　　　25

　　　69

　　　i6

　　　46

　これによって，教師は黒板に新出文字や現出語句を書くこと，内容の話し

合いにおいて要点を書くこと，そうして最後に児章にノー1・させることなど

がわかった。

〔2）詩教材，劇教材，言語教粉等の場合

こうした教材の場会にも，題目の話し合い，教科書の通読，内容の話し合
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い，新出文字の取り扱いなど，基本的なコーースには変化がなかった。

　劇教材であれば，読ませる時に酬斐をきめて読ませるというのがある。演

出について話し合って，実演するとレ）うのがある。

　詩教材であれば，朗読，暗訥があり，全文視写があり，また他の参考詩を

鑑賞させるというのがある。品品教材では，教材の発展的取扱いがある。そ

して，これ等については，ちょっと型に入れにくいほど，多くの種類の指導

過程が提出されていた。

C・　学習指導上の意見

　この調査の最後に，回答者の学習指導上の意見を書いてもらった。これは，

意見そのものを知りたいことと，もうひとつ，前の実態そのものについての

回答の方に意見がまぎれこまないようにすることと，二つのねらいを持って

いた。こういう教育上の質問紙調査では，往々にして，「こうやっている」，

「こうやってしまった」，という事実そのものと，「こうやりたかった」，「こ

うであるといい」という意見とが，いっしょになる可能性が多い。しかし，

この方法で，われわれの場合は，それがかなりまで分離されたように思う。

それは，整理の対象になった203校のうち，意見をくわしく書き込んでお

り，しかもその意見が圓答の方の現実そのものとはたしかに分離されている

と考えられるものが162校もあったことによっても証明される。

　学習指導上の意見は，これを整理すると約90項にわたっている。このうち

2校以上に共通していたものだけ取りあげる。（この順序は多い順ではない）

　（1｝教科書以外の読み物を多く与えたし・。

　（2）読みの指導において斉読。輪読を融く児たい。

　（3）筆順を重視し，低学年で徹底させたい。

　㈲　語句とし，：交章として漢字を書かせる機会を多くしたい。

　（5）多く書く，速く書くよりも，正しく書くことを重視したい。

　16｝作：文の時間を多く持ちたいQ

　（7）誤字。脱掌・あて字をなくすようにしよう。

　｛8）かなづかいを低学隼からしっかり教えよう。

　（9）方言矯正よりも，発表意欲を盛んにしよう。

　⑯　学年提出漢字を中央で規定してほしい。
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　（11）個人差に応じる指導の徹底によって，おくれている子供を低学年の時から，な

　　くしたい。

　働　視聴覚教具を国語学習の場に取り入れたい。

　㈱学校図書館の充実。

　αの　児童読物に．ついて，父兄がもっと教育的閃心を持つようにしたい。

　（紛　国語学習の旧聞数をふやしたい。

　以上は，まじめな教師たちが，現在の教育課程や学習指導に対して抱いて

いる希望意見である。そして，この面から国語学習指導の現下の問題点を知

ることもできるであろう。

1秋田県

県手岩

県木栃

玉奇

千葉県

東京都

低学年匡1語学習指導実態調査回警校一覧

校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校

蝉
学
学
単
学
弾
学
学
学
学
母
瞠
学
瞠
学
学
学
学
瞠
蝉
学
学
学
酵

仁
生
鮎
山
桜
小
関
田
本
成
本
松
明
三
大
海
南
方
杉
三
氷
原
坂
第

北　　小学校
義城目小学’校

七滝小学校
大渡小学校
勃蛇　＃ヒ　ノ」、　学　 校

小山第二小学校’

日向小単磁
豊田ヰヒノ」、　学　校

仲町小挙校
奈良小学校
粕壁小学校
柏原小学校
小鹿野小学校

福N小学校
霞ケ関小学校

乙津小学校
関　　小学校
高井戸第四小学校

新井小学校
淀橋第一小単校

桜川小学校
久松小学校
金塊木小歌校

金町小学校

校
校
校
校
斑
斑
校

学
学
学
学
学
古
学

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

4
　
4
d
J
　
4
　
4
4

館
郷
田
子
岡
出
形

花
　
山
ハ
　
和
　
二
　
＋
共
　
鳥
　
霞

熊谷西小学校

青木北小学校

羽．生小単校

馬室小学校
川辺小単校
横瀬小学校
庄巣小学校
貞元小学校

杉並第四小学校

大和小学校
西戸山小学校

南出小学校
東糀谷小学校

前野小学校
柳原小学校
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神奈川県

石川県

富山梁

藤井県

山梨県

静岡県

愛知県

岐阜県

滋賀県

京都府

奈良県

和歌出県

兵庫県

校
校
校
校
遅
遅
校
校
校
校
校
校
校
校
漏

壷
学
士
学
識
学
学
学
学
学
畔
学
士
学
長

余
小
宗
小
小
∴
小
攣
小
小
酎

訪
町
木
盃
越
山
v
…
瀬
団
飯
巾
月
島
尾
山
宮

諏
本
久
申
山
名
問
御
立
林
早
水
試
掘
一

校
校
校
校
校
校

歯
学
学
学
学
士

、
、
小
、
、
、

ガ
　
4
　
　

4
　
4
　
4

　
　
陵

嘆
水
勘
洲
洲
井

東
白
祖
平
清
安

校売血倫明

校学．
小

田高

校
校
鮮
麗
校
．
校
校

瞠
学
学
士
学
学
学

ノ
　
　
へ

㌧
小
小
小
小
得

辺
野
並
堤
塩
草
原

田
中
藤
船
大
三
杉

校
校
校
校
校
校
侃
侃
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
校
侃
侃
校
校
校
校
校
校
校

学
学
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（海三）　○は一年に提出した字

　　⑱は二年に提出した字

　　◎一年によませる漢字

　　◎二年によませる漢字

el．［lllL＠．］grm．）・i’ll’，：．IIIIttaj

五十が1年で共通に提出した字（○）

川社が2年で共通に提出した宇（⑭）

五社が1・2年で共通に提出した字（○働）34字

（読ませる漢字も含む場合）（○⑧◎◎）39字

　tw

22字

12掌
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（暮攻看斗鷲｝：男1峯） 太宇は乗出文字を示す○なお、既出文字の中には、
実施までに学習しなかった丈字も含まれている。
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